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　五二枚のトランプカード。

　それはいかなる兵器をも駆く逐ちくする刀剣。

　四種類の組札スーツ。

　それはいかなる碧へき玉ぎよくをも凌りよう駕がする財宝。

　一〇枚の字札ナンバーズと三枚の絵札フエイスカード。

　それはいかなる結束をも超ちよう越えつする同志。

　人類の歴史とは賭と博ばくの歴史でもあった。それを捨て去れば幸せになるのはわかりきっているのだが、ギャンブルは人間の襟えり首くびをつかんで離さなかった。

　兵器を解体し、財宝への執しゆう着ちやくを忘れ、同志の絆きずなを断たち切ることが不可能なように、人間には賭かけ事ごとが放棄できなかった。黒と赤という原色に塗ぬられた一ひとそろえのトランプには、手に取る者を冥めい府ふに引き入れる霊れい力りよくが封ふう印いんされているのだ。

　シンプルゆえに美しく、シンプルゆえに強固。

　単純化された記号シンボルは、人々をギャンブルという荒海に誘いざなう水先案内人となり、幾いく千せん幾いく万まんの人生を狂わせてきた。

　発祥は古代インドともエジプトともいわれ、一三世紀のヨーロッパで現在のスタイルに近くなり、以後は進化と精せい練れんを繰くり返しながらトランプはしぶとく生き残ってきた。

　考えてもみよ。♠スペード・♥ハート・♦ダイヤ・♣クラブというシンボライズされまくった組札に描かれているのは、Ｋキング・Ｑクイーン・Ｊジヤツクの絵札と２から10までの数字、そしてＡエースのみ。これなら性別や年齢、国籍を問わず、誰だれにでも理解できる。従ってハンデもつきにくい。

　それは公平であることを意味する。すなわち誰にでも勝しよう機きがあるわけだ。歴史をひもといてみても、世界中でこれほど愛された遊戯ゲームもそうはあるまい。

　だが愛あい憎ぞうは背中合わせだ。同時にこれほど恨うらまれてきた厚紙の束もないだろう。

　トランプとは凶器。いかなる兵器をも駆逐する刀剣。

　それは幾千幾万の血を吸ってきた。切られたシヤツフルカードによって切られてカツトしまった人間のなんと多いことか。

　勝負の世界に情けはない。敗れれば破滅すら覚悟しなければならない場合もあるトランプにどうして人は心を奪われるのか？　なにゆえ血ち塗まみれの札に魅みせられるのか？　危険すぎる香りに引き寄せられるのはなぜだろうか？

　簡単だ。

　敗者の裏には勝者がいるからだ。

　ごく一握りの成功者には富と栄光がもたらされるからだ。シンプルなトランプカードならば、誰だれにでも勝しよう機きがあるからだ。

　だが大半の博打うちギヤンブラーは知らない。認めようともしない。『誰にでも』の〝誰〟という部分に記入される予定者名簿から、自分が除外されているという冷酷な事実を……

　だからこそ今日きようもトランプは、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやたちの血を吸い続けるのだ。




　そしてこの夜──

　六五億の人口を抱える地球という惑星で、最大最強の賭と場ばが開かれようとしていた。

　賞金総額は推定二五〇〇億ドル以上。日本円換算で三〇兆円にも迫る大勝負。

　どうしようもないくらいの青天井ノーリミツトだ。「勝った者が全部獲るウイナーズ・テイクス・オール」の掟おきてに従い、最終勝者が賞金ポツトを独ひとり占じめするルールであった。

　浮世離れした賭金ベツトであるが、それも道理。金を張り続けるギャンブラーたちも、充分以上に浮世離れしていたのだから……




　　　　　♠




「配るぜ配るぜ。俺おれがいいと言うまで触っちゃ駄だ目めだぜ」

　煙草タバコと酒で潰つぶした喉のどからそんな声を発したスキンヘッドの胴元バンカーは、なかなか見事な手さばきで裏返しにしたカードを放はなってきた。

　方円型の遊戯卓ゲームテーブルを滑ってきた縦たて幅はば八八ミリ・横幅六三ミリの長方形。それを見み据すえながら、アミ・Ｓサマー・グレイヴァリーは思った。スケートリンクを駆けるフィギュア選手みたいだと。

　彼女はまだ一八歳にもならぬ小娘でしかない。

　一見すると卓を囲むメンバーでは最年少にも思える。肩口までしかない銀髪と、化粧もしていない少年めいた顔立ちのおかげで、ますます子供じみた印象を周囲に与えている。

　けれども己うぬ惚ぼれに近いまでの自負と、テーブルを支配しているという誇りでは、他ほかの面子メンツを飛び越していた。

　ゲームを始めたとき卓を囲んだのは八人。けれど開始後二時間で早くも半分になっている。アミが遠えん慮りよなしに勝ち進み、木こっ端ぱを突き崩し、薙なぎ払い、篩ふるい落としたからだ。

　彼女の他に残っているのは気品を漂わせた老婆と、耳と唇くちびると鼻に黄金のピアスを三〇個ほどつけたスキンヘッド野郎、そして先住民族ネイテイブの娘である。

　そしてアミは見切っていた。ライバルは一人だという真実を。

　要注意なのは最後の先住民族ネイテイブ娘だけ。年の頃ころは二二～三歳といった清せい楚そなお姉様だが、戦闘用の濃いメイクに隠された瞳ひとみには野生と野や獣じゆうと野望の光を同時に灯ともしている。

　実力あるギャンブラーは同類に気づくのが早い。そうでなければ生き残れない。相手もアミの本性は承知しているのだろう。時折くり出してくる矢のような視線が痛かった。

　互いに名前は知らない。知らない方がいい。

　どうせ一いち期ご一いち会えの間柄なのだから。

　今回の胴元バンカーはスキンヘッド野郎だった。ラスベガスのすべてのカジノで入場禁止をくらったと自称するだけあって、シャッフルの手つきは悪くない。

　一人一枚。合計四枚。勝負に使うのはそれだけ。

　残りのカード束デツクをテーブルの中央に置いたスキンヘッド野郎は、こう宣言した。

「配布完了だ。文句はないな。一ゲームあたりの参戦料アンテイは一億ドルだ。払えない奴やつは……」

　ころん。ころん。ころん。

　先住民族の娘と老婆、そしてアミが無造作にチップを投げた。テーブルには賞金ポツトがたまっていく。スキンヘッドも同じ行為に移り、卓上には実に四億ドルが積まれた。

　これが単なる参戦料なのだから驚きである。本格的な賭けベツトはこれからなのだ。

「いないってわけか。それじゃいいかい。いくぜ。インディアン・ポーカー！」

　全員が一いつ斉せいに手元に配られたカードを取り、各おの々おのの額ひたいに押し当てた。

　このゲームでは自分はカードは確認できない。けれども対戦相手のそれは丸見え。つまり敵の表情だけを頼りに賭かけを続けるかベツト、それとも降りるかフオールドを決断するわけだ。

　勝負は単純かつ明快。カードの数字の大きい方が勝ち。

　ローカル・ルールはあるが今回はＡエースがいちばん強く、２が最弱だと決められていた。なおジョーカーは未使用だ。

　これがインディアン・ポーカーである。シンプルゆえに最強のスリルが味わえるギャンブルだった。

　名前の由来はいまひとつはっきりしない。かつて北米先住民族ネイテイブ・アメリカンが失礼にもインディアンと呼ばれていた頃、その戦士は頭にイヌワシの尾羽をデコレーションしていた。ゲーム中の格好ポーズがそれに似ているからではないかとする説が強いが、真しん偽ぎは不明だ。

　ともあれ配布されたカードを指先でつかんだ瞬しゆん間かん、アミは勝ちを確信した。

　その表面の三分の一を人差し指でなでた瞬間、彼女には読めたのである。

　額に掲げたカードは♣９。一〇〇％間違いないと。

　これがアミ・Ｓサマー・グレイヴァリー自慢の武器であった。彼女は一〇本の指先に人間離れした感覚機能を持ち合わせているのだ。

　指の腹に備わっている皮ひ膚ふ感覚を駆く使しすれば、インクの濃淡から印刷ムラはもちろん、汗や手て垢あかといった残留物まで察知できる。組札スーツと数字を読み取ることなど簡単である。

　あまりに人間離れしている才能だが、それもそのはず。アミは常じよう人じんではなかったのだ……

　素早く目線を動かし、相手の手札ハンドを確認する。

　先住民族ネイテイブの娘が♥６。スキンヘッド野郎が♦８。そして老婆が♥Ｑハートのクイーンだ。

　順当にいけば老婆が一人勝ちする手である。

　おかしい。胴元バンカーがそんな間ま抜ぬけな手を打つだろうか。シャッフルし、札ふだを配るという圧倒的なイニシアチブを持ちながら、わざわざ負ける手を仕込んだ？　間違えたのか？

（まさかお婆さんとぐるなの？　ううん、ありえない。史上最大額のテーブルなんだ。たとえパートナーシップを提携したって簡単に寝ね首くびをかかれる。ここに集つどう資格を得た者なら、それは骨身に染みているはず）

　アミはギャンブルの鉄則たる諺ことわざを思い出していた。これを忘れたために、生命や財産を奪われてしまった者はあまりに多い。

『友人は信用していい。けれども必ずカードは自分で切れ』

　簡単だが奥の深い言葉だ。どんな協力関係にある間柄であっても、全面的に信じるのは命を預けるのも同じ。油断しているふりはしても、本心ではけっして油断してはいけない。結局、信頼に足るのは自分の才覚だけ。

（……相手もこの不ふ文ぶん律りつを信しん奉ぽうしているなら、最終決戦でチームを組むのはありえない）

　彼女は再びスキンヘッド野郎に視線を投げた。剃そった頭には月光が乱反射しており、思わず笑いを誘うが、褐かつ色しよくの瞳ひとみの鋭さは抜け目のなさを示している。

　瘦やせても枯れても地球最大の鉄てつ火か場ばに出てくるような男だ。胴元としての技術には一ひと角かどのものがあるはず。

　シャッフルの技術を極めれば、自在にカードを操あやつれるようになる。この男はうまい。現にスキンヘッドは、これまでの勝負でアミに次ぐチップを獲得していた。絶対に油断は禁物だった。

　場に絵札フエイスカードは一枚。持っているのは老婦人。通常なら降りるべき場面。

　けれども胴元の役割を担ったスキンヘッド野郎は、勝負続行を宣言したのだった。

「では倍賭けダブルダウンだ。二億ドル。降りる者はいるかね？」

　ちゃりん、ちゃりん、ちゃりん。

　残る三名の女たちは、再び無言のうちにチップを投げた。最初の四億と二回目の八億で合計一二億ドル。なんとも豪勢な話である──




　決戦の鉄火場は荒野に設けられた特設会場で行われている。

　露ろ天てんだが、四方が風を遮しや断だんする高めの幔まん幕まくで囲まれており、カードが飛ぶ心配はなかった。

　中央部には不似合いなまでに豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんが敷かれ、その上に白はく亜あの遊戯卓ゲームテーブルがセッティングされている。椅い子すは背もたれのない安手のものだ。きっとカードを隠す可能性を排除するための工夫であろう。

　天井はなかった。宇宙への窓がそこに切り開かれている。

　星ほし月づく夜よ。しかも満月。

　もちろんそれだけでは光量がとても足りないため、ゲームテーブルを包囲する格好で篝かがり火びが盛大に灯ともされていた。

　参加者たちの顔は炎で炙あぶられ、オレンジに彩られている。熱量もすごい。全員が半はん袖そでかノースリーブだが、寒さはまったく感じなかった。テーブルも燈とう火かが反射し、こころなしか赤味を帯びているように思えた。幾いく多たの血を吸った証あかしかもしれない。

　光源に不自由はなかった。相手のカードもはっきりと見える。並みの腕ではイカサマチーテイングはまず不可能だ。

　特に一枚のカードしか用いないインディアン・ポーカーでは……

　この明快すぎるゲームは、多くのトランプゲームカードがそうであるように、運という移うつろい易やすい要素が勝負を左右する。百戦百勝の達人なんているはずもない。

　それでも名だたる大会の決勝戦には、たいてい同じメンバーが顔をそろえる。

　なぜか？　理由は二つ考えられる。

　一つめはチップの賭かけ方がうまいことだ。

　豊富な資金に恵まれていればチップを積み上げる場面と引く場面が確実に読める。カードの勝負でいくら勝利したところで、最終的な覇は者しやは財布の中味が決定するのだから。

　そしてもう一つ。

　イカサマの達人であること。

　ペテンも露ろ見けんさえしなければペテンではない。不運を強運に変えられるテクニックを持っていれば、常に勝敗をコントロールできるのだ。

　アミは後者だった。

　彼女は自分が悪運に取り憑つかれている事実を認めていた。

　だからこそ実力で道を切り開くために、イカサマの研けん鑽さんを重ねていたのだ……




「三人とも女にしておくのはもったいないくらいの度ど胸きようだ。ではさらに倍賭けダブルダウン。四億だ」

　ころん、ころん、ころん。

　誰だれも降りない。スキンヘッドはなおも倍賭けした。

「ほう。では続行。八億だ。全員が乗ればテーブルの賞金ポツトは合計で六〇億。フランでもユーロでもエンでもペソでもないぜ。ＵＳドルだぜ」

　卓を囲むメンバーが強気なら、このスキンヘッドもまた強気だった。彼は賭け続ける。自らを信じて。

　インディアン・ポーカーでは賭かけ金きんをつり上げる役目は親デイーラー──すなわち胴元バンカーにしか与えられていない。子供は親デイーラーが示す額についてくるか、潔いさぎよくギブアップするかである。

　つまり胴元バンカーはテーブルに積み上げられていく賭金ベツトを自在に支配できる。もっとも代償として降りるフオールド権利を認められておらず、最後まで勝負につきあわなければいけないのだが。

　賭かけが始まったあと、胴元に残された道は三つ。

　参戦料アンテイだけでそのまま勝負をするか、倍賭けダブルダウンして即そつ刻こく雌し雄ゆうを決するか、それとも倍賭けしたあとで他ほかのプレイヤーが降りるのを待つか。

　最後の選せん択たく肢しを選んだ場合、さらに賭金を積み上げることもできる。ただその場合、金額は必ず倍増が義務づけられていた。これこそがインディアン・ポーカーの旨うま味みであり、また恐怖すべき点でもあるのだ。

「淑女の皆さんレデイース、本当にいいのか？　負けを小さくするのも勝者への近道なんだぜ」

　ちゃりん、ちゃりん、ちゃりん。

　さらにチップの音がテーブルに響ひびく。誰だれも降りない。スキンヘッドは舌を舐なめながら、

「いいだろう。どこまでついてくるか試してやる。倍賭け。一六億ドル出しな」

　この時点で一人頭の賭金は一五億ドル。さらに五回目の勝負に乗れば総計で一二四億ドル。つまり各人が三一億をテーブルに載のせなければいけない計算になる。

　確かにすごい額だ。けれどもこのくらいでアミは動どう揺ようしたりしなかった。目標金額にはまだまだ程遠い数字なのだから。

（負けない。絶対負けない。あたしは故郷ホームに帰るんだ。もうここはうんざり。そのためにどうしても二五〇〇億ドル必要なんだから！）

　彼女が決意を新たにし、八億のチップを二枚放ほうり投げようとしたとき、不意に品のいい老婆がこう告げた。

「もう潮しお時どきね。降フりオまーすルわド」

　明白なる敗北宣言だった。

　これまでに払った総計一五億ドルは問答無用で没収されるが、さらなる出費は避けられる。賢けん明めいといえなくはないが、手堅すぎるだろう。

　先住民族ネイテイブ娘の♥６は無視していい。しかしアミの♣９とスキンヘッドの♦８はそれなりに脅威。けれども絵札フエイスカードが出ていない状況で降りるのはあまりにもったいない。

　アミは思った。手札ハンドが♥Ｑハートのクイーンだと知っていたなら、最後の一セントを投じてでも勝負したでしょうにと。

　疑念の視線に気づいたのか、老婦人は無賃乗車がばれたバスの乗客のような顔をし、やおら立ち上がると自らのポケットを裏返してみせたのだった。

　ゲームは最初から青天井ノーリミツト。張り合えるだけの私財が尽きた方が自動的に負け。つまり相手の所持金を読み切るのも勝負の分かれ目なのだ。

　スキンヘッドの思おも惑わくはこれだった。このターンに限っては勝ち負けは度外視していた。彼は老婦人の財布を何らかの手段で正確に把握しており、ふるい落としにかけたのだ。

「悔しいけれどもこれで打ち止めです。その前で勝負してくだされば嬉うれしかったのですがね。せめて帰りの飛行機代くらい残しておきませんと」

　敗北の弁を口にする老婦人に向かい、スキンヘッドは、

「最近じゃ原油高こう騰とうのおかげでエア・フランスもルフトハンザも値上げが厳しいからな。よかったら〝タップ・シティ〟を宣言したらどうだ。あんたにもその権利はあるんだぜ」

　タップ・シティとは無一文になってしまった負け犬のための救済措置だ。要するに他ほかのプレイヤーから借りる端はした金がねのことである。そのお金は宿泊費と交通費にのみ使用することが暗あん黙もくの了解で決められており、賭かけ金きんに再利用することは許されない。

「婆ばあさん。ちゃんと知ってるよ。あんたの預金口座は八〇〇ドルもないはずだ。それだけじゃフランスまでの激安航空券を買うのが精一杯だろう。生活に困るんじゃないのかい。

　今日きよう、用意できた実弾マネーの総額は二〇億ドル。前半戦でちょっと負けが込んでいたから、手持ちは一五億を切っていたはず。お金がないと勝負に残ることも許されない。本当に資本主義とは偉大だよな。

　何で知っているのかって顔だね。コネがあるのさ。

　叔お父じがブルースカイ銀行バンクの頭とう取どり。従兄いとこがＥＵ統合信用組合の最高経営責任者ＣＥＯなんだ。日本とヨーロッパ系の金の動きなら全部わかる。脱税額からコンビニで何を買ったかまでね。あんたとその一族が用意した資金は九時間前からお見通しだった」

　ヨーロッパ系の老婦人は薄い笑えみを浮かべ、カードを伏せて置いた。手ハンドを確認する必要もなければ、そうする勇気もなかったようだ。敗者に対する情けを知る他ほかの面子メンツも、あえて教えるような無ぶ粋すいな真ま似ねはしなかった。

　老婦人は年齢に見合わぬほど背せ筋すじをピンと伸ばして立ち上がった。

「お嬢ちゃんたちも気をつけてね。あの男は家系を大切にするイタリア系なの。親しん戚せきがやたらに多いみたいだから、ひょっとするとあなたたちの財布の中味もお見通しかもよ」

　毅き然ぜんとした表情を取り戻した老婦人だが、アミははっきりと見た。苦しげな笑みの側面に、賭け事ギヤンブルという悪あく魔まの横顔が刻まれているのを。

　彼女が幔まん幕まくの向こうへ退出すると、スキンヘッドは余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった感じで、

「これで三人だ。あんたたちも降りた方が利口じゃないのか？」

　アミはチップを投げることで回答とした。先住民族ネイテイブの女も同じだ。

「そうかいそうかい。どうしても刃やいばを交えたいのか。じゃあ仕方がない。さらに賭金ベツトを……」

　ちゃりん。

　不敵な音が先住民族娘の方から聞こえた。アミが眼めを向けると、彼女は片手で四枚のチップをお手玉にして遊んでいるところだった。額面の八億のチップに違いあるまい。

　つまり三二億。六回目の勝負ベツトへの意欲満まん々まんというわけだ。

　なんという度ど胸きよう。アミは感服した。こっちの手は♣９と♦８。中位よりやや上に位置するほどのカードなのに、ここまで強気に出るとは。

「仕方がねぇ。あんまり女を苛いじめても楽しくねぇしな。じゃあここで勝負シヨーダウンだ！」

　結局スキンヘッドは五回戦で勝敗に挑んだ。場に積み上げられた賞金ポツトは総額で一〇八億ドル。これが勝者一人の手に渡る。

　まずは胴元バンカーのスキンヘッドが緑のテーブルにカードを下ろす。♦８だ。勝者を理解した彼は盛大に舌打ちをした。

　続いて先住民族ネイテイブ娘。♥６。彼女はまったく表情を変えず、沈黙のうちに負けを認めた。

　そしてアミのカードは……

　指が教えてくれたままの図柄がそこにあった。♣９だ。彼女は細く息をついた。

「やりました。勝ちました」

　そう言ってから両手で賞金の束を胸むな元もとに引き寄せる。大きめのバストに硬いチップがあたる。心ここ地ちいい刺激だった。顔がほころばないよう頰ほおを引き締めるのに必死だった。

（……これだわ。この瞬しゆん間かんが嬉うれしいんだ。ギャンブルはお金を得るための手段。けれども手段が目的と合がつ致ちしたって、ぜんぜん不都合はないもの）

　アミは気づいていなかったのだ。自分が一いつ端ぱしの賭博中毒患者ギヤンブルホリツクになっている現実に。

「ふん。順番じゃあんたが次の胴元だぜ。さっさとシャッフルしてくれよ」

　スキンヘッドが忌いま々いましげに言う。胴元が有利になりすぎないように、その役目は勝敗に関係ない交代制が採用されていた。水を向けられたアミは冷静さを取り戻す。

（そうだ。喜んではいられない。今の勝負は勝ったのではなく、勝たせてもらったのだ。あの禿はげ頭あたまに。今度は正々堂々とぶちのめしてあげなくちゃ！）

　前の胴元だったスキンヘッドが卓上のカードを集め、それを破りながら大きなシルクハットへと投げ込んでいく。こうした大勝負ではイカサマチーテイングの危険を回避するため、一勝負ごとに使用済みのトランプカードは破棄しなければならない。先住民族娘とアミは作業をじっと見つめている。

　実はこの瞬間がいちばんイカサマをやりやすいのだ。絵札フエイスカードを抜き取り、一枚隠しておくだけで、次の勝負が有利になる。全員に肘ひじまで見える衣装が義務づけられているのは、袖そで口ぐちにモノを仕込めないようにするためだった。

　スキンヘッドが松明たいまつへと歩み寄り、シルクハットの中味をぶちまける。ひときわ大きな炎があがるのを確認してから、アミはテーブルの隅すみに積み上げられているカード束デツクをつかんだ。

　縁ふちに貼はられた品質保証シールセキユリテイを確認する。『US Playing Card Company』と書かれたそれには傷一つない。まだ開けられていない証拠だ。スキンヘッドと先住民族ネイテイブ娘にも確認してもらったあと、アミは封ふう印いんを切った。

　使われているのはＵＳプレイングカード社のバイシクル。世界中でもっとも愛用されている最高品質のトランプだった。その表面には特許申請中の三重コーティングと凹おう凸とつ加工が施されており、滑りが非常にいい。ラスベガスの有名カジノ御ご用よう達たしの逸いつ品ぴんである。

　アミはカード束デツクからジョーカーと予備札を取り出し、空き箱と一緒にシルクハットに棄すてた。数が五二枚あることを確認してから、テーブルでそれを混ぜ、再び組み直し、流りゆう麗れいな手さばきでシャッフルする。

　胴元バンカーになった以上、大きく負ける気遣いはない。ただしあまり露ろ骨こつな手を披ひ露ろうすれば不信を招く。ここはあたし以外に勝ちを譲るべき。

（……そうだ。先住民族ネイテイブのお姉様に勝ってもらい、スキンヘッドには退出をお願いしましょう。あの男は、女を、そしてあたしをなめすぎた。代価は払ってもらわなければいけないわ。あたしが最終覇は者しやとなる仕込みはいま終わったし……）

　アミはテーブルの中央にシャッフルを終えたカードを置き、先住民族娘に言った。

「カットをお願い」

　先住民族娘は片手でカード束の上半分をつかみ、下半分と入れ替えた。カットの目安は上下五枚以内の所で行うのが普通だが、相手も警戒しているのだろう。

　束が二つに分かれた瞬しゆん間かん、アミはコンマ数秒で把は握あくした。二一枚目のカードがいちばん下にきたことを……

　イカサマチーテイングを嗜たしなむギャンブラーなら、カード束の厚さを一枚単位で確実にカウントできる。アミも過去に試行錯誤トライアンドエラーを繰くり返し、その技を習得している。

　また彼女はシャッフルを終えたとき、五二枚のカードの並びを完かん璧ぺきに読み取っていた。記憶や暗記というより、一枚の写真として網もう膜まくに焼き付けたというのが正しい。これもまた一流の賭と博ばく師しならたいがい身につけている特殊技能だ。

（と・い・う・こ・と・は……カードは上から順に♠Ｊスペードのジヤツク、♦４、♣Ｋクラブのキング、♦Ｑダイヤのクイーン、♣５……）

　順当に配るならば、左に座るスキンヘッドに♠Ｊ、先住民族娘に♦４、アミに♣Ｋがくる。しかしアミはここで負けを選んだ。追い落としという汚れ役を先住民族娘にやってもらうためには、それが確実。決勝戦フアイナルで目標額に達するためにも、お姉様に手持ち額を増やしてもらった方が都合がいい。

　アミは相手によく見えるよう、手首をちょっと傾けた。絶対に見抜かれない自信がそうさせた。あえてカード束の表面を示すことで、イカサマをしていないと逆アピールしたわけである。

　軽くカード束を叩たたき、一枚目をスキンヘッドに放はなった。そして二枚目を……

　投げなかった。

　指先を少しだけ動かす。削った爪つめで三枚目を撫なでる。同時に左手の親指で二枚目のカードを動かしてカモフラージュ。素早く右手で三枚目をつかむ。それを先住民族娘へシュート。

　一連の動作はセカンド・ディールと呼ばれる技だった。

　名前のとおり、いちばん上ではなく、二番目のカードを相手に渡すわけだ。一連の動作を流れるように行えば、人間の眼めでは絶対に看かん破ぱできない。

　ましてやアミは、その技巧を武器に成り上がってきた娘である。監視カメラアイ・イン・ザ・スカイが常備されているカジノでさえ過去に一度もバレていない。スキンヘッドと先住民族ネイテイブ娘に見抜けといっても無理な相談だ。

　本来、二枚目だったカードを何食わぬ顔で自分の前に置いたアミは、相手に考える余裕を与えず、ゲーム開始を宣言した。

「ではインディアン・ポーカー！」

　誰だれよりも早くカードを額ひたいにつける。直前、念のために指の腹で再確認。♦４だ。

　対戦者もアミが配ったとおりのカードを掲げている。スキンヘッドが♠Ｊスペードのジヤツク、先住民族娘が♣Ｋクラブのキング。これで互いに張り合うはず。あとはお姉様の度ど胸きように頼るのみ。

　アミは一億ドルのチップをテーブルに置き、

「参加料アンテイを出して下さい」

　この一億だけを犠ぎ牲せいにして、すぐに試合放棄したいところだが、胴元バンカーは勝負から降りられない。何にせよ目立つのは危険すぎる。スキンヘッドが私財をはたくまで我が慢まんしなければ。

　二人の対戦者はそれぞれチップを投げてきた。様子見チエツクがルールとして認められていない以上、最初の行動はそれしかない。

　ところがである。すぐに先住民族娘が意外な一言を発したのだった。

「降りるフオールド」

　逃亡だ。これは大きかった。

　アミは動どう揺ようが顔に出ないように奥歯を嚙かみしめる。

（……相手が♠Ｊ。確かにハイカードだけど、あたしは♦４なんだぞ。なぜ降参する？）

　カードを持ち直すふりをして、さり気なく縁エツジをもう一回触さわる。間違いない。♦４だ。

　心が言っている。さっさと勝負シヨーダウンしてしまえ。

　このままじゃスキンヘッドに斬きり殺されるぞ。被害額を最低で切り抜ければ御おんの字だ。あの禿はげ頭あたまに退出してもらうのは、後でもいいじゃないか。

　けれども博ばく才さいは粘れと命じていた。根拠も原げん拠きよもない。単なるカンだが、これを無視してはいけない現実をアミはよく知っていた。

　運は悪いが、カンは鋭い。特に不吉な予感はよく当たる。アミは自分に課せられた星回りをそう理解していたのであった。

　スキンヘッド野郎を見る。奴やつはにやついた表情を浮かべている。

　当たり前だった。アミの手は♦４。この段階で先住民族娘が降りた。つまりスキンヘッドにしてみれば、かざしたカードがもの凄すごく強い手ハンドであると教えてもらったようなものだ。

　しかしこういう時にこそはったりブラフは効果的なのだ。さっき儲もうけた一〇八億ドルを丸損しても仕掛ける場面。アミはそう判断した。どうやっても追い落としてやると。先住民族娘にその気がないなら、こちらが代役を演じるだけと。

「レイズします。倍賭けダブルダウン。二億ドルで」

「コール」ころん。

「さらにレイズ。四億」

「コール」ちゃりん。

「もう一度レイズ。八億」

「コール」ころん、ちゃりん。

「なおもレイズ。一六億」

「コール」ころん、ちゃりん、ころん。

　スキンヘッドの声には一切の淀よどみがなかった。アミが卓上に積み上げた金額は総計三一億ドル。結構な額だ。

「ゲーム上の仕様とはいえ常に二倍賭けマーチンゲールしかないのは痛いだろ？　うん？　どうなんだ」

　スキンヘッドが偉そうに言ったが、アミは途切れなく倍賭けを強行した。

「それでもレイズ。三二億」

「コール」

「レイズ。六四億」

「……コ……いや、ちょっと待った」

　迷いのない少女の声に、さすがに相手が躊ちゆう躇ちよした。六回目の倍賭け。ここで賞金ポツトは一二七億。一人頭で計算すれば六三億ドル。計算があわない一億ドルは先住民族ネイテイブ娘が出した参加料アンテイだ。

　もし七回目の勝負に挑めばさらに一二八億ドルものチップを積まなければならない。アミの尊そん大だいすぎる態度にスキンヘッドは困惑している。

（……葛かつ藤とうしてるわね。先住民族娘とあたしが裏で共きよう闘とうしていると思っているんでしょ。そうであるかもしれないし、違うかもしれない。さあ、盛大に迷いなさいな！）

　スタートラインがどこかわからない広い額ひたいに、大粒の汗を浮かべながら、彼は言った。

「ちっ。テーブル・ステークスを宣言しておけばよかったぜ……」

　それは青天井ノーリミツトでも、手持ちの資金額を明瞭にしておく紳士協定だ。最初にテーブルに載のせたチップ以外は使わないという特殊ルールだが、このゲームでは適用外だった。

　どうやら次で破産バーストするらしい。勝った。アミがそう思った直後──

「よかったら貸すが」

　先住民族娘が唐とう突とつに言った。

「胴元バンカーさえ認めてくれれば、私が一二八億ドルを用立てしよう。テーブル・ステークスが認められていない以上、賭金チツプをどこから調達しようと勝手なはず。楽に稼かせげる機会は逃のがしたくない。利子として賞金の半分を頂ちよう戴だいしようか」

　余よ計けいなことを！　アミは舌打ちの誘ゆう惑わくをこらえてから、素早く逆ぎやく襲しゆうに転じた。

「借金キヤツシングは自己責任でどうぞ。それを止める権利はあたしにはないわ。あたしも一〇〇億以上を余よ計けいに稼かせげるチャンスを逃のがしたくはないもの。ご利用は計画的にね」

　スキンヘッドは両りよう翼よくからの心理攻撃で平常心を失ってしまった。彼は負けが続いている今、ここで大きく敗れれば文字通り飛んでしまう。カードの端はしが潰つぶれるほど指先で握りしめ、うつむいて眼めを閉じ、最後にはとうとうこう告げたのであった。

「……女がここまで強ごう欲よくな生き物だとは知らなかったぜ。わかったよ。俺おれの負けだ……」

　彼は敗者の常として、カードを伏せたままテーブルに置いた。

「銀行業界も再編が厳しくてな。ここで素す寒かん貧ぴんになるわけにはいかねぇ。叔お父じと従兄いとこに殺されちまうからな」

　一億ドルの価値があるチップを二枚だけ指ではじきながら、スキンヘッドは立ち上がった。アミは自滅してくれた相手に、

「引き際ぎわを心得ているのは賢けん者じやの証あかしだと思うわ。あなたは強い勝負師よ。負けたのは不幸にも弾が尽きたから。他ほかに理由はないわ」

　その一言に反応したスキンヘッドは、反射的に右手をカードへ伸ばした。

　だが先住民族ネイテイブ娘がそれを遮さえぎった。

「見ない方がいい。あなたはいま経済的に死んだが、カードを裏返せば心まで死ぬぞ。ここで降りたのは明日あしたの希望に繫つなげるためではないのか？　どんなカードが出ても、その決意は打ち砕かれよう。二度とカードが持てないまでに」

「……ライバルを失いたくないってか？」

「のぼせあがらないで欲しい。私はカモを失いたくないだけ。金持ちの白人ホワイトは倒すべき相手。そうした先祖からの教えに忠実でありたい。再びあなたとテーブルを囲む機会はないと思うが、後進に与くみしやすい相手を残しておく義務もあるので」

「そうかよ。やっぱりインディアンとはプレイすべきじゃなかったぜ」

「侮ぶ蔑べつ語のつもりならば、それは私の部族には該がい当とうしない。なぜならチェイエンネェ族はインディアンと呼ばれることに誇りを見み出いだしているからだ。敗者は早々に去れ」

　負け犬に語る資格はない。ギャンブルに生きる者としてそれはスキンヘッドも承知していたようだ。彼は口を閉じ、老婦人と同様、幔まん幕まくの隙すき間まから姿を消した。遠くに走り去る車のエンジン音がすぐあとから響ひびいてきた。

「やっと二人きりになれた。最初からあなたが残ると思っていた」

　先住民族娘は、研とぎたての戦斧トマホークのような鋭い瞳ひとみを向けてきた。アミはライバルと目もくした女に語りかける。

「それは光栄です。チェイエンネェ族の女勇者に敬意を捧げますわ」

　そんな名前の部族は知らなかった。きっと少数民族なのだろう。しかし誇り高き相手であるのは事実。ここは慇いん懃ぎんに対応するのが無難だった。

「一つだけ聞かせて。どうしてあんなに簡単に降りたのですか？」

「早く一対一の戦いにしたかっただけ。どちらかが破産バーストしてくれなければ勝ち目がなくなる。私の運は終わりかけているのだから。

　日が変わると同時に長老に準備してもらった精せい霊れいは去ってしまう。そのあとで勝ち抜くのはとてもとても難しい」

　時計を見る。現在一一時二〇分。たしかに今日きようという日は残り四〇分しかない。

　妙なジンクスにこだわっているなとは思ったが、笑い飛ばせなかった。アミもまた運という眼めには見えない魔ま物ものの存在を感じ取っていたのだ。

「それじゃあスキンヘッドに資金提供をしようともちかけた真意は？」

「降りるのは最初からわかっていた。あの愚おろか者に食い下がる度ど胸きようはない。どちらに転んでも私の損ではなかったのも事実だが」

「正直な人は好きですよ。ですがそんな人にくっついていると運を取られます。ゲームでは組みたくありませんね」

「私もだ。男も知らぬような小娘に財布を預けるような真ま似ねは、たとえ冗談でもできない」

「インディアンとインディアン・ポーカー。この状況自体が最高の冗談では？」

　唇くちびるを少しだけつり上げてから、インディアン娘は訊たずねた。

「なかなかいうな。では私からもう一つ。あなたのミドルネームは？」

「Ｓサマーだけどそれが何か？」

「ほう。それもまた冗談に属するだろう。今は夜だが空に雲なし。互いの人生を賭かけた勝負が晩秋の晴天に行われるとは。俗に言う〝インディアン・サマー〟に……」

　素直にアミは驚いた。それだけの機転を利きかせるだけの知恵があるのか。それともこっちの事を調べ尽くしており、動どう揺ようさせるための一撃なのか。

　負けない。負けたくない。負けられない。

「じゃあ続けましょう。胴元バンカーはそっち。カード束デツクの交換をお願い」




　それから二人は一〇試合にわたって死闘を繰くり広げた。

　双方とも決定打はなかった。胴元の順番がそのまま勝敗に繫つながる結果となった。両者ともに最終決戦まで生き残るような女じよ傑けつである。指先のカード捌さばきは互角だった。

　平然といんちきチーテイングも行われていた。カッティングの技倆テクニツクと前述のセカンド・ディールだけではない。マーキングと呼ばれるイカサマチーテイングを実施しているのは暗あん黙もくの了解だった。

　これはカードへ目印をつけ、札ふだを判断するイカサマだ。

　カードの端はしにヤスリや爪つめで傷をつけたり、針で小さな穴をあけて触感で判断したり、微量のワックスを隅すみに塗ぬってすべりを良くしたり、もっと大胆かつダイレクトに表面へ書き込みを行ったり……

　順列組み合わせを駆く使しすれば、四ヶ所のマーキングだけで一三種類全部のカードが判別可能となる。互いに口にこそ出してはいないが、アミも先住民族ネイテイブ娘も何らかの手段で表面を読んでいるのは暗あん黙もくの了解だった。

　望むカードを望むときに供出できる二人は互いに一回戦で勝負を投げるばかり。将しよう棋ぎでいうところの千せん日にち手てである。このままでは睨にらみ合いにしかならない。集中力は時間と共に失われ、欲望と情動は時間と共に増大していく。流されてしまうのは破滅への一いち里り塚づかだろう。

　アミは勝負に出た。一一試合と一二試合を二回連続で負けた。正確には負けを選んだ。

　何のために？　一三戦目にすべてを賭かけるために。

　勝ちを確信したとき、人間は警戒感を解く。そこに隙すきが生まれる。あとは楔くさびを打ち込み、瀕死に追い込む一撃ステイングを加えればいい。

　一三試合の胴元バンカーは先住民族娘。これは具合がよかった。イカサマチーテイングをする場合、主導権は自分にあると錯覚させるのが成功への第一歩なのだ。

　巧みな手さばきのシャッフルをすませたあと、先住民族娘はカードをテーブルに置き、

「カットを頼む」

　アミは指先の感覚を駆使して、上から半分強のあたり──正確には二八枚を取り去り、カード束デツクのいちばん下に回した。

　この状況で仕込みチーテイングをするのは自殺行為だ。人数が多ければ話は別だが、相手はあたしの瞬まばたき一つ見み逃のがさないだろう。こちらがそうであるように。

　シャッフル中に盗み見た配列と、指先にかかったわずかな重みでわかった。これは低ロ位ーの字札ナンバーズばかりだ。つまり一二枚の絵札フエイスカードは丸ごと下の束に残っていることになる。先住民族娘はここで勝負を仕掛けるつもりらしい。

　望むところ。アミはここで最後の秘策に打って出た。

　先住民族娘が配り、テーブルを滑走してくるカード──その左コーナーを爪つめで弾はじく。数ミリだけ宙に浮いたそれを親指と中指で固定し、同時に人差し指でシンボルをチェックする。

　カードは♥Ｊハートのジヤツクだ。絶対に間違いない。

　けっして悪くない手ハンドだが、一〇〇％の勝率を保証してくれる札ふだではない。ならやるべき。

　アミは自然に腰を屈かがめた。頭部がカードを迎えにいく格好ポーズだ。人差し指が芸術的な曲線を描き、あるところに隠し持ってホールドアウトいた必殺の一枚と鮮やかにすり替わった。

　インディアン・ポーカーでは額ひたいにカードをかざす際に、一瞬だが視界に死角が生じる。腕やカード自体でわずかながら視界が遮さえぎられるのだ。相手との位置関係にもよるが、ベテランでもこの盲点から完全に逃れるのは無理だろう。アミはそこを衝ついたのだった。

　額に押しつけたカードは♥Ｋハートのキングだ。さっきスキンヘッドを叩たたきのめしたとき、こっそり抜き取っておいた秘蔵カードである。

　そして相手の札は♠Ｊスペードのジヤツク。

　勝った。アミは参加料アンテイを放ほうり投げ、相手の出方を待った。

　先住民族ネイテイブ娘もさっそく一億ドルチップを賞金ポツトに乗せる。彼女は、こっちの思おも惑わくなど最初から無視しているといったクールな表情で、あくまでも機械的にこう告げた。

「レイズを宣言。まずは二億ドル」

「コールします」ころん。

「再度レイズ宣言。四億ドル」

「コールします」ちゃりん。ちゃりん。

「再々度レイズ宣言。八億ドル」

「コールします」ころん。ちゃりん。ころん。ちゃりん。

　無機質なチップ音の連鎖は八回戦まで続いた。

　ここで供出しなければならない金額は一二八億ドル。数少ない一〇〇億のチップを準備していたとき、相手がさりげなくこう言った。

「ところで……この勝負ではカードの縁エツジを指でなぞらないのか？」

　必殺の文句に肩が震ふるえ、足が揺ゆれた。気づかれてはいけない。気け取どられてはいけない。それは敗北へ突き落とされる引ひき鉄がねなのだから。

　だが先住民族娘はなおも追跡の手をゆるめなかった。

「あなたは老婦人がいた頃ころからそれをやっていた。二試合に一回の割合で、カードの左ひだり隅すみを人差し指で触れていたね。その後の勝ち負けは拮きつ抗こうしているから、まさかそれでマークを読んでいるとは考えにくいけれど」

　一二八億ものチップを積みながら相手は不気味に告げた。その観察眼は凄すさまじいようだ。

　もしもここで指をカードに這はわせたなら、相手の言い分を認めてしまうことになる。ここは我が慢まんの一手しかなかった。

（……大だい丈じよう夫ぶ。ぜったい大丈夫。すり替えは完かん璧ぺきだった。人間にはわからない速度で入れ替えたのだから、バレる可能性はない。掲げている札ふだは♥Ｋハートのキングだ。間違いないんだから！）

　そう自分に言い聞かせながら、アミは賞金にチップを積んだ。

「コールします」

「では九回目のレイズ。二五六億ドル」

　降りるフオールド権利を持たない相手はまだ勝負シヨーダウン宣言をしない。倍賭けダブルダウンあるのみだった。黙もく々もくとした手さばきでチップを積み上げていく先住民族娘に負けないよう、アミも同じ行動に移る。

「よほど自信があるんだね。そんなに私のカードが悪い手ハンドなのか？」

　悪い手じゃない。♠Ｊスペードのジヤツクはかなりの高位札ハイカード──価値ある絵札フエイスカードだ。

　もちろん先住民族娘は自分の手札ハンドがわかっているだろう。そしてこっちの持ち札が♥Ｊハートのジヤツクでないことに驚いたはず。

　それを表情に出さないのは大したものだが……ちょっと待った。

　もしも額ひたいに密着させたカードが♥Ｋハートのキングでなかったら？

　もしも♥Ｊハートのジヤツクのままだったら？

　カードの入れ替えに関してはマジシャンなみの技倆テクニツクを自負するアミだったが、絶対という単語ほど博バク打チの世界に似つかわしくないモノもあるまい。思わぬ不運や事故で過去どれだけのギャンブラーが命を絶たれていったことか。

「ところで最初に規定したルールは覚えているかな。マスーークツの強弱だが、今回は♠♥♦♣の順だ。いまさら知らないとは言わせない」

　悪お寒かんが脊せき髄ずいをすさまじいスピードで走りぬけた。

　そうだった。相手はＪジヤツクでは最強の♠Ｊスペードのジヤツク。もしこっちの手が♥Ｊハートのジヤツクだったらドローじゃない。負けなんだ。

　チップを数える手が止まった。だがここで引くわけにはいかない。

（あと一回だ。あと一回だけレイズさせよう。インディアンだってお金の湧わき出る魔ま術じゆつを知っているわけじゃない。資格審査のとき、チップが有限だったのは確認されているはずなんだから……）

　アミは二五六億を積み上げた。これで賞金ポツトは一〇二二億ドルになる。中規模国家の年間予算なら蹴けり飛ばせる額だ。

「……コール」

「一〇回目のレイズ。五一二億ドル」

　事も無げに告げると、先住民族ネイテイブ娘はチップを準備しながら語り続けた。

「インディアン噓うそつかないという教えどおり、私たちは正直を旨むねとしている。よってイカサマチーテイングにはとても厳しい。そのことを承知しておいてもらいたい」

「参考までに聞くけれど、もしも不正がバレたならどうなるの？」

「頭の皮を剝はがれるのが常だ。私も部族の軟弱な男の頭にこれを突き刺し、義務と権利を行使した経験がある」

　そう言って彼女が見せたものは物ぶつ騒そうきわまりない凶器だった。刃渡り一〇インチはある戦斧トマホークだ。鏡のように磨き抜かれたそれに、どぎつい化粧を施した横顔が映っている。

「馬ば鹿かな奴やつだった。私との結婚を賭かけた勝負で下へ手たなイカサマをやったのだ。汚い真ま似ねが露ろ呈ていしたならば、同じことをもう一度やるのもやぶさかではない。たとえ相手が部族外の少女だとしても。ここワイオミング州一帯はもともと我が部族の地だ。掟おきてには従ってもらう。やり方はまだ覚えている……」

　額の生はえ際ぎわにむず痒がゆさが生じた。銀髪を搔かきむしりたい衝動に駆られたが、なんとかそれを抑おさえつける。

　相手の呟つぶやきはアミに警戒感を抱いだかせるに充分な迫力を秘めていた。皮うんぬんは別にして、いま頭をいじられると大変なのだ。そして相手もおそらく仕掛けに気づいている……

　直後、相手は八枚のチップを投げてきた。黄色い六億ドルのそれが二枚に、深紅に輝く大きめのものが六枚。

　アミは相手の意い図とが読めずに困惑した。見慣れない赤のそれが最上級の一〇〇億ドルチップだと、すぐには認識できなかったのだ。それにしても金額が合わないが。

「一枚多すぎた。不作法を詫わびる。これは処分しよう」

　先住民族ネイテイブ娘は戦斧トマホークを一振りすると、卓上の一〇〇億ドルチップを惜しげもなく真っ二つにしてしまった。

　チップは現金と違う。完かん璧ぺきな形でないと換金はできない。砕くのは一〇〇億ドルを燃やしたのと同じだ。

　テーブルに食い込んだ刃やいばの煌きらめきが沈黙のうちに告げている。次はお前だと。

（まったく！　このインディアンはいったい軍資金をいくら用意してるんだろう！）

　思った直後、アミは正解に行き着いた。あの行動こそ典型的な競争的贈与交換ポトラツチに違いない。

　それは先住民族の間で行われていた儀礼の一つだ。

　結婚式や葬式で、遠方からの相手部族に高額なプレゼントをし、それでも足りなければ自らの財産を燃やしたり壊したりするという奇習である。

　つまり「どうだよ。俺おれはこんな事をしても全然惜しくないんだぜ！」という豪ごう傑けつぶりを態度で示すわけだ。相手はそれ以上の返礼、もしくは自分の身しん代だいを放棄しなければいけない。

　ラストゲームは近い。相手の行動はそれを如によ実じつに表している。限界が近いのだろう。

　脂あぶら汗あせを流しながら黙もつ考こうするアミに、強きよう靭じんなライバルは進退を問うかわりとして、こんな台詞せりふを舌へと乗せたのだった。

「……巨人から産うまれいずる海神セドナは隻せき眼がんなり。空腹を訴えしセドナは、生みの親の手足を食さんと欲ほつするものなり……」

「それはなに？　なにかの呪じゆ文もん？」

「先祖から我が部族に受け継がれている神話」

　海神……セドナ……隻眼……そうか。

　隻眼のジャックワン・アイド・ジヤツクか！

　四枚のＪジヤツクのうち♠スペードと♥ハートは横顔のみが描かれているため、よく〝隻眼のジャック〟と呼ばれている。きっと先住民族娘は比ひ喩ゆを伝説に乗せて口にしたのだろう。

　ヒントとして。そして慈悲として……

　いやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだ。

　負けたくない。負けたくないんだ。こんな国は、こんな惑わく星せいはもうごめんだ！

　言う！　言ってやる。

　ここでチップを積み上げて「コール！」と叫べばすべてが決まる。

　それだけで帰れる。故郷ホームに帰れるのだ。

　だけど……もし……

　相手が一一回目のレイズを望んだら？

　次の賭かけ金きんは一〇二四億ドルになる。アミの総資産は一二〇〇億ドル強だ。もしも一〇回目のレイズに乗ったなら、手元には二〇〇億ちょっとしか残らない。そこで実弾マネーが尽きる計算だ。先住民族ネイテイブ娘がさらに戦いを挑めば、もう膝ひざを屈するしかなくなる。

　逆にここでギブアップすれば賞金ポツトに出した五一一億の損で済む。まだ私財として七〇〇億も残る。これだけあれば次がある。再起もできる。

（次っていつよ！　何年も先なの！　もう地球には一秒だっていたくないのに！）

　心の声に葛かつ藤とうと叛はん意いを抱いだいたアミ・Ｓサマー・グレイヴァリーに、とどめの一撃が飛んだ。

「乗るか降りるかコール・オア・ドロツプ？」

　もはや抗あらがう力は残されていなかった。結局のところ、ギャンブルとは資本力がすべて。それを再教育されたアミであった。決勝にエントリーするには、まだ現金が足りなかった……

「……降りますフオールド」

　最終回答フアイナルアンサーを耳にした直後、先住民族娘はすぐさま動いた。こちらの気が変わらないうちに利益確定イーブンマネーに乗り出したのだ。

　彼女は一五三四億ドルもの賞金を両手でかき寄せながら、憔しよう悴すいした様子で、

「危なかった。次で勝負シヨーダウンをしなければ破産バーストしていた。降りてくれなければ負けていた」

「よく言うわ。一〇〇億ドルを真っ二つにしたくせに」

「あれは偽にせ物もの。同じ大きさの一億ドルを口紅で塗ぬっただけ。パフォーマンスとしてのはったりブラフだったけど、うまくいったみたい。私の手持ちはあと九九〇億。足せばどうにか二五〇〇億になる。だからこれで終わり。ゲーム・オーバー」

　顔面からつま先まで血液が急降下していった。

　負けたことではなく、負けを選んだ自分に対する葛藤と絶望が始まった。これから長い間、アミはそれと不毛な戦いを演じなければならないだろう。

「インディアンが噓うそつかなかったのは昔の話。いまは平気でつく。勝利のためならば一億でも二億でも。敗者は噓を口にする権利さえ奪われるのだから。ついでに言うと、隻せき眼がんのセドナの話はイエヌスイキッモトーのもの。私たちの神話じゃない」

　ヒントでも慈じ悲ひでもなかった。それは策さく略りやくだった。

　確かめなければならない。アミは額ひたいのカードを表にし、テーブルに置いた。

　♥Ｋハートのキング

　フランク王国を築いたカール大帝をモデルに描かれたそれは、剣つるぎを自らの頭に突き刺しているように見えることから〝自殺王スーサイド・キング〟とも呼ばれる札ふだである。アミの心情を代弁する的確なシンボルかもしれなかった。

　そうだ。チェイエンネェなんて名前の部族はない。それはフランス読みのシャイアン族を、無理やり英語読みしただけじゃないか。

　すでにインディアンかどうかも怪しい女は、無表情を崩さずに言った。

「あなたはすごく強い。次に戦うときはきっと私では勝てない。だから再起不能なまでに潰つぶす必要があった。嬉うれしいことに目的は達成できた。もう二度と会うこともないだろう」

　対戦相手でさえなくなった女の冷たい調子に、アミは小さく問い返した。

「あたしは敗残兵。だから多くを語らないわ。でも一つだけ教えてくれない？　どうして二五〇〇億ドルもの大金が必要だったの？　それはこっちが欲ほつするドルと同一の額なのよ」

「簡単。あなたと目的が同じだから」

　立ち上がった先住民族ネイテイブ娘は、レッドシダーと呼ばれる赤あか杉すぎを削って作った縦たて笛ぶえを取り出した。木もく目め細ざい工くが美しいそれはインディアン・フルートと呼ばれる品だ。




【ほーふぁふぁほふぁーレミドドソ♪】




　抑おさえ気味に鳴らした笛の音で、アミはすべてを悟さとった。

　先住民族娘が、自分と同じ眷けん族ぞくに籍を置く存在であることを……

　彼女が操あやつる縦笛は間違いなく〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟だった。それは任意の時間帯に天空の浮き船を呼び出せる唯ゆい一いつのツールなのだ。

　直接対決の相手がそれを持っていたことを最後の最後まで見抜けなかった。アミは、自分の非ひ力りきさを存分に悟り、またしても失意だけを重ねていった。

（……この女もか。こいつも星々の世界にスターチ回帰を欲する者ヤイルドだったのか！　その可能性に思い至らなかったなんて、あたしはなんてバカなんだ。あたしはなんて運が悪いんだ！）

　重ねられていくメロディに呼応するように、視界の一角がカラフルに光った。輝きが暗くら闇やみを切り取り、自然の造形物を浮かび上がらせている。

　それは闘技場から二〇〇ヤード（約一八二メートル）と離れていない場所に聳そびえる奇々怪々な巨岩だ。光はその山頂で煌きらめいていた。

　デビルズ・タワー。

　玄げん武ぶ岩がんの柱ちゆう状じよう節せつ理りで溝が垂直方向に刻まれているそれは、アメリカ合衆国で最初の国定公園に指定された異観の岳おかだった。ワイオミング州にとっては貴重な観光資源である。

　それが毒々しい色でライトアップされた。かと思うと不意に光源が浮かび上がった。楕だ円えん形をした人工の造形物だった。

　アメリカ人なら、ほぼ一〇〇％の確率でこう呼ぶだろう。

　ＵＦＯ──未確認アンアイデンテイフ飛行アイド・フライン物体グ・オブジエクトと。

　神こう々ごうしさを全開にした光球は、わずかに異音を発しながら飛ひ翔しようし、アミと先住民族娘の上空でぴたりと静止した。

　それから投射されたのは橙だいだい色いろのビーム。

　インディアンの扮ふん装そうをした女は光の束にさらわれた。彼女は賞金ポツトを詰め込んだバッグを握りしめたまま、恍こう惚こつの表情で宙に浮き、そのままＵＦＯ下部のハッチへ吸い込まれていく。

　収容を終えた未確認アンアイデンテイフ飛行アイド・フライン物体グ・オブジエクトは緩ゆるやかに高度を上げ、たちまち星の一つとなった。

　静かに。そして静かに……

　アミは現実を受け入れられず、膝ひざを折り、絨じゆう毯たんに倒れた。

　ごちんという音を立てて頭が地面にぶつかった。衝しよう撃げきで首が捻ねじれ、装着していた銀髪のウィッグが飛ぶ。その下に編み込んでいたナチュラル・ブロンドが顕あらわになり、最終戦でねじ込んでいたカードが風に舞った。

　♥Ｊハートのジヤツクだった。

　悔しさと情けなさと羨うらやましさがごちゃ混ぜになり、涙が勝手に流れた。ごろんと仰あお向むけになったアミは、星々の瞬またたきの中に母船マザーシツプの姿を追い求めた。

　あれに乗るはずだったのに。

　あの指定券はあたしが買うはずだったのに。

　そのための二五〇〇億ドルだったのに。

　冷静になるにつれ、目の前が暗くなる事実ばかりが思い起こされた。

（……次の便の指定券は価格が倍増するはず。つまり五〇〇〇億。そして手持ちは七〇〇億。どうやって七倍にすればいいの？　それも三年で……）

　憂ゆう鬱うつが徒と党とうを組んで押し寄せてきた。アミ・Ｓサマー・グレイヴァリーは半身を起こし、こう思った。

　あたしはもうアメリカじゃだめだ。裏街道じゃ顔が売れすぎたから。ウィッグくらいでごまかしはきかない。

　そして……もう一人じゃだめだ。パートナーを探さなければ。

　いちばん足りない要素──運を有り余るほど持っている者を味方につけなければ……

　涙を自慢の人差し指の腹で拭ぬぐってから、彼女は立ち上がった。

　負け犬になりたくなければ、自分の二本の足で歩くしかない。

　今日きようを、そして明日あしたを生きるためには、それしかないのだ。
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　中古のムスタングＧＴ２００５が奏かなでるエンジン音は、荒馬ムスタングの名に相応ふさわしいレベルのものであった。

　昼間の太陽熱で溶けかかったアスファルトを、履はかせ替えたばかりのグッドイヤーが転がっていく。タイヤを高速回転させている四・六リッターＶ８エンジンは非常に快調だ。時速は九〇マイルを超えている。まず対向車の来ない田舎いなか道みちとはいえ、夜にこれだけの速度を確保するのは勇気が必要だった。

　しかしハンドルを握るスキンヘッドの若者はなおも速度を上げようとした。ささくれだった心を癒いやすためには、そうするしかなかったのだ。

「危ないぞ」

　助手席に座っているダンディな中年男性が忠告したけれども、スキンヘッドは聞く耳を持たなかった。

「叔お父じ貴き。スピードなら落とさないぜ。俺おれはいらついているんだよ。先住民族インデイアンと銀髪の美少女にこてんぱんにされた直後だ。まさかヨーロッパ系の婆さまと同じ運命をたどるとは思ってもみなかった。嫌いやなことを忘れるには風になるしかねーんだ！」

　だが相手は静かに返す。

「そうではない。逆だ。スピードを出せ。まだこの惑わく星せいで暮らしたければな」

　唐とう突とつな申し出だが、スキンヘッドにも理由はわかった。大きめのバックミラーに輝く光球が映し出されたからである。

　スリッパの爪つま先さきでゴキブリを踏ふみ潰つぶすときの勢いでアクセルをキックする。途と端たんにムスタングは爆発的な加速を開始した。

　だが不気味な光球は問題にならない勢いで追いかけてきた。ギャンブル以外に能のないスキンヘッドも理解した。踏み潰されようとしているのはムスタングであることに。

　数秒後──暴走列車が頭上を駆け抜けたかのような錯さつ覚かくがスキンヘッドたちを襲った。派手な風切り音と一緒に、七色の電飾が空を疾しつ走そうしていった。それはトッピングされたアイスクリームそっくりの物体だった。

　速度を緩ゆるめ、肩で息をしながらスキンヘッドは問いかける。

「あれが……ＵＦＯなのか？」

　相手はあくまでも冷静に返した。

「未確認アンアイデンテイフ飛行アイド・フライン物体グ・オブジエクトという意味合いでいえば、解答はイエスでもありノーでもある。連中はもう未確認ではない。半世紀以上前からその正体は露ろ呈ていしている。我々は連中が基地としている天体もつかんでいるのだ……」

　スキンヘッドは車を止め、発光物体が消え去った方角を見つめてから言った。

「さすがはもと合衆国副大統領。そっち方面の国家機密にも通じているんだな」

「ホワイトハウスにいた頃ころ、週に数時間は必ず連中の傾向と対策に奔ほん走そうしていた。まあ与よ太た話ばなしとしても語れるのはこのあたりまでだろう。それ以上の真実は知らない方がいい。エリア51に送られたくなければな」

　凄すごみのある口調から叔父が冗談を言っていないと判断したスキンヘッドは、賢明にも沈黙を保った。そこにいきなり携帯の着信音が響ひびいた。楽曲ではない。実用一点張りの電子音だ。

　相手は落ち着いてポケットを探さぐり、それを耳にあてる。だが一言も発しない。ただ報告を聞いているだけだ。

「デビルズ・タワーの監視所からの連絡だ。あれに乗ったのはインディアンらしい。もう一人の小娘はウィッグを外し、大地に寝っ転がっている」

「へえ……あいつ負けたのか」

　それとも勝ったのだろうか？　ＵＦＯに同乗するのが褒ほう美びなのかペナルティなのか、スキンヘッドにはわかりかねていた。

「勝敗は不明だ。しかし厄やつ介かいな相手が地球に残ってしまったのは事実。アミ・Ｓサマー・グレイヴァリーは、一刻も早くこの惑わく星せいから追い出さねばならない危険人物なのだ」

　叔お父じはそこで言葉を切ってから、なおも続けた。

「彼女はアメリカに見切りをつけるだろう。そしてどこへ行く？　ヨーロッパか？　違うな。あそこは合衆国以上にマークが厳しい。ならばアジアだろう。ふざけた額が動かせるふざけた国といえば、もうあそこしかあるまい。次の大勝負は日本で戦われるだろう。いや、そうなるように誘導せねばならない……」

「じゃあ俺おれが日本へ行くよ。リヴェンジさせてくれ！」

　けれども叔父は、それを一いち言ごんのもとにはねつけたのであった。

「ノーだ。負け犬にかける情けなど使い果たしてしまった。もうお前には任せられない」

「じゃあ誰だれを差し向けるつもりなんだよ」

「わかりきったことを聞くな。次は私自らが出馬する。日本を第二のホームグラウンドとするこの私がな」
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　卒業式で泣く生徒は大勢いるけれども、入学式で泣く生徒はかなり珍しい。

　緊張のあまり挙きよ動どう不ふ審しんな様子で周囲をきょろきょろ見回したり、やたらトイレが近くなる子はいるが、あからさまに涙を流す者は少数派だ。ハンカチを取り出している者は父ふ母ぼ席の方に実例を多く見ることができる。

　そんななか、新入生としてピカピカのパイプ椅い子すに座る看み楽らく倉くら美み子こは、自分が特殊例であり異い端たんでもある事実に直面して、大いに戸と惑まどっていた。

　泣くまいと思っていた。人前で泣くなんて恥はずかしいことだと考えていた。それなのに勝手に涙が溢あふれてしまいそうになっていたのだ。

　どうやら涙るい腺せんが大たい破はしたらしい。押し出された水量はまさしく濁だく流りゆう。決けつ壊かいしたダムみたいだ。目め尻じりに無地の木も綿めんハンカチを押し当て、その吸収力に期待したものの、無む駄だなあがきでしかなかった。

「……こうして新入生の皆さんたちを迎え入れた今日きよう、我が私立道どう風ふう高等学園の戦力は二倍となりました。めでたい日ではありますが、喜んでばかりもいられません。入学式はゴールではなく、単なるスタートなのです。来きたるべき大学受験に向けての戦いは、この瞬しゆん間かんから始まったと認識してください。受験まではあと三三ヶ月と少ししかありません。これに一二ヶ月×ｎという余よ計けいな日数を加算しなくてもすむよう、私たち教師陣は最大限のバックアップを……」

　壇だん上じようでは、誰だれがどの角度から見てもアメリカ人にしか思えない中年男性が、日本人以上に流りゆう暢ちような日本語で演説を続けている。アニメに出てくる外国人だってここまで一いつ瀉しや千せん里りに言葉を紡つむいだりしないだろう。

　碧へき眼がんでブロンドの彼こそ校長先生だった。

　名前はダニエル・クェーカー。年齢四九歳。前職がブルースカイ銀行バンク頭とう取どりであり、過去にはなんとアメリカ合衆国のナンバー２──副大統領バイス・プレジデントという要職に就ついていた重要人物ＶＩＰである。

　就任中から日本通で知られ、政界引退後は生活の基盤を東京に移し、新しいライフワークに教育を選んだという変わりダネだ。

　それなりに著名人ではあったけれど、倉美子は力説を続ける校長を意識外に追いやっていた。演説なんかちっとも耳に入って来なかった。湧わき起こる情緒パツシヨンと死闘を演じるのに手一杯だったのだ。

　それにしても、自分がここまで感情をコントロールできないとは思わなかった。許されるのならば部屋の布団でたまにやっているように、枕まくらカバーを前歯で嚙かみしめて、うーうー呻うなってしまいたかった。

　けれど醜しゆう態たいをさらけ出すわけにはいかない。

　倉くら美み子こは、中学ではずっと自分のキャラを清せい楚そ・清潔・清せい貧ひんな女の子タイプに規定し、それを演じ続けてきたのだから。

　この三月に一五歳になったばかりの彼女は、同年齢の少女たちと比較しても、ちょっと小柄すぎる女の子だった。身長一四九センチ。体重三九キロ。脂肪値の極めて少ない細身のラインは、端たん正せいな姿を演出するのに一役買っている。

　別に無理をしてダイエットしたわけではない。家計に余裕がなく、食卓を彩るセンスもなく、食事制限を余よ儀ぎなくされているうちに自然とこんな体型になってしまっただけだ。

　実家の裏に野菜畑があるので空腹をおぼえた経験はなかったけれど、やはり菜食主義を貫くと栄養価を稼かせぐのは不可能である。一度でいいから牛肉をお腹なかいっぱい食べてみたいものだが、折からのＢ狂Ｓ牛Ｅ病騒ぎで入手が難しくなっている現在では、それも難しそうだ。

　また倉美子は腰まで届く黒髪を品良く三つ編みにしていた。それに迂う闊かつに切ることは許されなかった。

　かぜのうわさできいたんだ。あのひとはこういったらしい。ながいかみがすきだと。

　直接本人に問い質ただしたわけではない。同級生が話していたのをキャッチしただけだった。

　仮に流言飛語デマだとしても髪を短くするのは簡単。切ればいいだけ。でも伸ばすのには時間がかかる。真しん偽ぎを確かめるまで、断だん髪ぱつは先延ばしにせざるをえなかった。

　本音をいえば手入れが大変なので短くしたかった。でもそれでは美容院へ行く回数が激増してしまう。女の子にとってショートカットは意外にも維持費用ランニングコストがかさむのだ。

　委員長タイプの外見は、結果的に無む垢くなるイメージを強調するのに寄与していたわけだが、貧乏を清貧と言い換えるには度ど胸きようが必要だった。けれどもなにごとも慣れだ。最初は違和感があったが、演じているうちにだんだん行動に刷り込まれ、自分でもその気になってしまった。一種の自己暗示だろう。

　加えて周囲から好意的評価を受けた結果、彼女は本当に楚そ々そとした女の子のイメージに近くなっていた。少なくとも外見だけは。

　入学式は人間関係がリセットされる儀式だ。第一印象がすべてではないけれども、今日きようから高校生活という未知なる大航海に繰くり出すわけである。せっかく稼いだアドバンテージを棄すてるわけにはいかない。

　それにどうしてもふりむいてもらいたいひとがひだりななめぜんぽうにいるのだから。

　顔は演えん壇だんに向けたまま、倉美子は視界の端はしっこで対象者の場所を再確認する。

　いた。

　一一時方向。距離四メートル。

　微び動どうだにしない後頭部がそこにあった。

　入学式に備えて散髪したらしく、襟えり足あしはきちんと切りそろえられている。髪は短くすれば立つものだが、癖くせっ毛であるためか綺き麗れいに横になっており、後頭部の形状が浮き彫りになっていた。脳天からうなじにかけては流りゆう麗れいな曲線で構成されているのがわかる。なんだか古代ギリシャのブロンズ像みたいだった。

　美しい。

　その頭ず蓋がい骨こつが欲しいと、一瞬本気で思った。許されるならばお持ち帰りしたいと。

　バカな思いが自分でも恥はずかしくなり、瞳ひとみを伏せる倉くら美み子こだった。

　本当はまだまだ穴が開くほど見つめたかったが、それはできない。こっちが繰くり出す視線ビームは、殺気に勘違いされても仕方ないまでに強烈なものだ。神職の真ま似ね事ごとをしている母親の血を受け継いだ倉美子は、自分の双そう眸ぼうから溢あふれる眼がん力りきがパワフルである事実を承知していた。対象者が気づいてしまう可能性は大いにあると。

　もし振り返ったらどうしよう？

　もし目が合ったらどうしよう？

　もしそうなったらおしまいジ・エンドだ！

　なにしろ私は自分の涙るい腺せんさえコントロールできないのだから。あの人の瞳をいま直視したら理性が弾はじけ飛んでしまう。何をしてしまうかは想像もつかない。この場で奇声を発し、喜びの舞いを始めてしまうかもしれない。

　仕方なく視線をそらそうとしたとき、あの人が小さく頭を振った。肩が小刻みに震ふるえている。左手が口元を覆おおう。間違いない。欠伸あくびを隠しているんだ。

　あのひとがあくびをするばめんをみたのはこれがにかいめだ。さいしょはにかげつまえ。たからくじのはなしをしたときだったなぁ。わすれないようにのーとにかいておかなくちゃ。こざまのーとにかいておかなくちゃ。

　倉美子は自分のことを年齢の割に大人びた考えかたができる女の子だと思っていた。それは第三者からの視線でも否定できない事実だが、あの人の前では別だった。脳内に流れる思考はひらがなモードになってしまう。童心に帰るといえば聞こえはいいが、要するに思考能力が地に落ちてしまうだけの話だ。

　落ちるのは思考能力だけじゃない。落らく涙るいの量が半はん端ぱではなくなってきた。まずい。さっきのがダムの決けつ壊かいなら、今度のはアマゾン川の潮津波ポロロツカだ。

「……あろあらあろあら……」

　嗚お咽えつの片へん鱗りんが喉のどから溢れる。あわてて三枚目のハンカチを取り出し、目め尻じりにあてがう。薄くて白いガーゼのそれは、洗濯のしすぎで向こうが透けるまでになっていた。

　そして倉美子は思わず見てしまった。妙な声に反応したのだろう、こっちを振り返っている男の子の顔を。

　憧あこがれ続けていた人──古こ座ざ間ま星せい斗との眼まな差ざしを。

　切れ長の眼めに浮かぶとび色の瞳ひとみ。それと視線がからみあったとき、彼女は初めて気づいたのだった。涙が自動的に流れ出ている理由に。

　それは後悔でも絶望でもなかった。自己陶とう酔すいに近い感かん涙るいだった。結果を出せた者だけが体験できる熱ねつ涙るいだった。

（……わーん。倉くら美み子こ！　あんたはよくやったぁ！　偏差値七八の化け物みたいな高校に現役で一発合格するなんてすごすぎ！　一月の最終模試じゃ『アナタノ合格率ハ一五％以下。志望校ノ再考ヲ強ク勧メマス』とかいう味あじ気けない添てん削さく結果しか貰もらえなかったけれど、それが噓うそ八はつ百ぴやくだったって証明できたのよ！

　これで不測の事態がない限り、これから三年間あの人の背中を見ていられるんだ。形はどうあれ、私はこのポジションを勝ち取ったんだ。倉美子っ！　あんたはエラいっ！）
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　長い人生では「不測の事態」は予想以上にしょっちゅう起こる。

　いいや。彼女がここに合格できた現実こそ、実は「不測の事態」そのものだった。

　その事実を倉美子はうすうす理解していた。この学校の入試にパスできたのは実力ではなく、幸運が手助けをしてくれた結果だと。

　彼女は若かったが、幼くはなかったのだ。

　彼女が入学した私立道どう風ふう高等学園は去年開校オープンしたばかりの真新しい学校である。

　それは市町村合併を繰くり返し、もはや何市なのか何町なのか地元住民にさえよくわからない田舎いなかの盆地に位置していた。

　辛かろうじて廃線の危機を免まぬかれている私鉄の駅から送迎バスが登下校にあわせてローテーションしており、生徒たちはそれで辺へん鄙ぴな学園まで通っていた。

　といってもまったくゼロからスタートした学校ではない。四年前までは名前と外見が著しく乖かい離りした公立の中学校が門を構えていた。けれども折からの少子化と教師の不祥事が重なり、生徒数は激減。自然消滅に近い形で廃校となっていた。

　それをあるアメリカ人が買い取り、巨費を投じてリニューアルさせたのだ。

　しょせんパチンコ屋の新装開店みたいなもの。そう小こ馬ば鹿かにする声もあったが、新オーナーは慧けい眼がんの士であった。彼はここを叡えい智ちと知性の梁りよう山ざん泊ぱくとし、人材育成の要よう塞さいにする決意を固めていたのである。

　すばらしい人材はすばらしい環境から。

　そうした自説を唱えるオーナーが、外部からの刺激を受けずにすむ田舎の廃校に白しら羽はの矢を立てたのは、目め端はしが利きく証拠だったかもしれない。

　オーナーはまず建物をリフォームするところから着手した。伝統清き学まなび舎やという虚むなしい校歌に謳うたわれたオンボロ木造校舎はたちまち木こっ端ぱ微み塵じんに爆ばく砕さい処分されてしまった。クレーン車やブルドーザーといった重機が土地を食い荒らした結果、半年もしないうちに区画は更さら地ちとなり、そこには新たに鉄筋四階建ての校舎が建こん立りゆうされた。

　それよりちょっと小振りな特別教きよう塔とうに、バレーボールのコートが四面は楽に取れる体育館と、全天候対応可能な温水プールも完備されている。施設面ではなかなかのものだろう。

　学科は三つ。普通科と国際情報科とちょっとミスマッチな家政科だ。授業内容に多少の差はあったが、基本的に全部進学コースだった。

　当初、道どう風ふう学園は私学校協会や教育評論家からは冷ややかな視線で見られていた。新しん参ざん者ものに厳しいのがこの業界である。過去の蓄積なくして受験戦争の勝者たりえるのは不可能。できたばかりの学校の生徒に大した成績が望めるわけもない。既き得とく権けん益えきにしがみついている古い連中は、自分の希望的観測に基づき、そんな結論を下していた。

　しかし彼らは認識を改める必要に迫られた。

　道風学園が度を外れたエリート養成学校であることがはっきりしたのである。

　それが発はつ露ろしたのは初年度入学生が二年生に進級する直前のことだった。全員が受けた統合模試の結果、彼らは現役受験生の偏差値を遥はるかに上回る得点を叩たたき出していたのだ。

　初年度組が三年生になったとき、大学受験界に新風を巻き起こすこと必ひつ定じようのダークホース。それが道風学園だった──




　　　　　♥




　すっかり意識外に放ほう逐ちくしていた校長先生の声が聞こえてきたのは、その直後だ。

「……つまるところ人間の一生はゲームなのです。だからこそマスターしなければなりません。この学舎は単なる受験戦士を養成する場所ではなく、人生の勝者たるにふさわしい人格と知恵を授ける施設だと理解してもらいたいのです」

　ミスター・クェーカーは威厳のある顔立ちのまま、そこでちょっと言葉を切った。倉くら美み子こは思う。なんだか王様キングみたいだと。

　それもトランプの絵札フエイスカードに描かかれたＫキングに似ていると。

「我が教師陣は絶たえ間まない勤勉と研けん鑽さんを在校生に求めます。いえ、強制します。努力なくして結果を得ることは困難だからです。

　けれど一方的な労苦を押しつけるような真ま似ねはしません。結果を出した者には精神的および経済的な見返りは期待してくださって結構。私は勝ち抜いた者ウイナーに対し、褒ほう賞しようを惜しまないことを自らに課しております。

　唐とう突とつですが、その実例をお目にかけましょう。

　本年度の入学試験において全科目満点という偉業をなし遂とげた生徒がいます。しかも二人も。本校は彼と彼女に対し特典ボーナスを賜し与よしたいと思います。三年間の授業料免除です」

　軽いどよめきが父ふ母ぼ席からあがった。

　そりゃそうでしょうね。倉くら美み子こは思った。道どう風ふう学園は私学だけあって入学金も授業料も割高なんだ。寄付金も随ずい時じ募集中とパンフレットにあった。実家に余裕のない私が入学できたのは、単純にまとまったお金が転がり込んできたからだもん。

　でもいったい誰だれだろう？　全教科で満点？　あんなへんてこな問題で一問も間違えなかった生徒なんて、本当にいるのかしら？




　倉美子の疑問はもっともなものであった。

　道風学園は設立経けい緯いが斬ざん新しんなら、入学試験も斬新であった。難問奇問というレベルではない。クイズの範はん疇ちゆうに含めた方が適切ではないだろうか。倉美子はテスト中、偏差値が化け物のように高い理由がわかった気がした。




　国語では──


・更さら級しな日につ記きにおける唯ゆい一いつの食事シーン「やひろうち」は第何節で記されているかを選択せよ。

　理科の問題では──

・準惑星に指定された冥めい王おう星せいの衛星カロンの平均密度として、適切なものを以下から選べ。

　歴史の問いに曰いわく──

・カエサルを暗殺したブルータスの生母と、その父親の組み合わせとして正しいのはどれか。






　他ほかにも古文の英訳や、特とく殊しゆ相そう対たい性せい理り論ろんにおける時間軸短縮式の穴埋めなど、これが高校入試なのかと疑いたくなる問題ばかり。

　九割以上はわけがわからなかったが、それでもなんとか対応できたのは全教科の全問題が判で押したように三択式だったせいだ。

　通常方式とマークシート試験で隔へだたりがいちばん薄い数学でさえ、解答例があらかじめ三つ示されており、正解をそこから選ばせるという念の入れようだった。

　これ本当にテストなの？　どっちかっていうと運うん試だめしじゃないの？

　そんな事を思いながら必死に枡ます目めを埋めていった彼女だが、まさか合格してしまうとは夢にも思っていなかった。最後まであきらめなかったことが功を奏したらしい。合格発表で自分の番号１１３８を確認したとき、周囲から一切の音が消え失せたあの瞬しゆん間かん──それを倉美子は鮮せん烈れつに覚えている。

　中二の夏の日。

　あのひととおなじがっこうをじゅけんしようときめたときからはじめたどりょく。

　なんとかそれは報われた。一八ヶ月間の努力は徒と労ろうにならなかった。ほんの少しだけど幸運の神様は微笑ほほえんでくれたのだ。

　でも神と名の付く存在は、古今東西を問わず、ちょっと意地が悪い。どうも公平という観念をご存じないらしく、色々と手の込んだ悪戯いたずらをなさる。

　倉くら美み子こは思った。あのテストで満点が取れるだなんて、原因は三つしか考えられないと。

　その一。途方もなく頭がいい。

　その二。途方もなく運がいい。

　その三。途方もなくずる賢がしこい。

（……まあ、その一はありえないでしょう。天才や秀才の域に足を突っ込んでいる人だって、結局は中学生だもの。あの問題を完かん璧ぺきに理解できる一五歳なんていない。

　その三も怪しい。試験会場を体験した子ならわかるけれど、とてもカンニングができるような状況じゃなかった。買収？　たしかに地じ獄ごくの沙さ汰たも金次第だけど、お金を積んでまで満点を取るような見み栄えっ張りがいるわけもない。犯罪者は目立たないのを身しん上じようとするはずだから。

　つまりはその二が解答。いったい誰だれなの？　その親孝行な生徒は？）

　考えるまでもなかった。あの人に違いない。

　わたしはしっているんだ。あのひとはとんでもなくつよいつよいうんをもっているんだから。うーうー！

　すぐに正解は流れた。高域から重低音までカバーする超高級スピーカーから、校長の言葉が溢あふれ出たのだ。

「それでは名前を呼ばれた生徒は登とう壇だんしてください。まず１年Ｂ組の古こ座ざ間ま星せい斗とくん」

　彼はゆっくり立ち上がり、パイプ椅い子すの間にできた通路を進んだ。針金が入っているのかと思えるまでピンと伸びた背せ筋すじが凛り々りしい。通路側の新入生たちは、一歩引いた様子で古座間を見み据すえていた。顔には怯おびえと呆あきれの色が浮かんでいる。まるで化け物でも眺めているみたいに。

　わかってない人たち。倉美子は教えてあげたかった。この人は怪物じゃないって。ただ単に人並み外れたうんをもっているだけだもん。わたしがいまここにいるのはかれにたすけてもらったからだもん！

　雰ふん囲い気きを察したのだろう、教師陣がリードするように拍手を始めた。それにつられた在校生が歓声をあげはじめ、やがて父ふ母ぼ席から鯨と波きに近い響ひびきがもちあがった。

　自分の信しん奉ぽうする対象が認められていく瞬しゆん間かん──それは快感の一言に尽きた。倉美子は溢れる涙を放置し、痛くなるまで手を打ち鳴らした。

　もうちょっとだけ勇気を出して起立喝采スタンデイングオベイシヨンすべきだろうか？　迷っていたとき、彼女は白はく昼ちゆう夢むのような可能性に行き着き、思わず赤面したのだった。

（……ええっと、特待生は男女一人ずつだったわよね。男子は古座間くんで決定。それで女子は誰だれなのかしら。ひょっとして、まさか、もしかして、私だったりして。あはははは。そんな訳ないわよね。世の中は厳しいんだもん）

　そんな訳はなかった。やっぱり世の中は厳しかった。古こ座ざ間まが壇だん上じよう後方の椅い子すにかけたとき、校長先生は次にこうコールしたのだ。

「では１年Ａ組の」

　ありゃりゃ。やっぱり違ったかぁ。ざーんねーん。私はＤ組だもの。

「灰はい谷たに亜あ美み夏かさん」

　聞かない名前。それも当然。道どう風ふう学園で私が知っているのは古座間くんだけだから。

　そんなことを想起した直後だった。涙や憧あこがれや疑念といった渦巻く有う象ぞう無む象ぞうを、銀河の彼方かなたまで吹き飛ばす絶叫が響ひびいたのである。

『YaaaaahoooooPoooooweooooo!』

　なにごとかと思った。背後から轟とどろいたそれは、ものすごく不自然な嬌きよう声せいだったけれど、発音自体はものすごく自然だった。日本人には発音不能なナチュラルな英語だ。陽気なアメリカンの血が入った人間でなければ、とてもこんな声は出せないだろう。

　おずおずと振り返った倉くら美み子こは、そこに金色の塊かたまりを見み出いだした。

　それが肩口まで伸びた金髪ナチユラル・ブロンドである事実に気づくまでは数秒の時が必要だった。手入れはいい加減らしく、毛先はほつれ、枝毛もある。でも磨けば絶対に光るに違いない長い髪であった。

　視線を上に向ける。正体が顕あらわになった。

　パイプ椅子の上に女の子が屹きつ立りつし、後ろを向いてピースサインを送っていた。

　華きや奢しやな左手を腰にそえ、華か麗れいなポージングをきめている。制服の上からでも体の線ラインにめりはりがあることがわかった。瘦やせぎすだけど、出るところはちゃんと出ている。規格外に短くしたスカートから程よいサイズの大だい腿たい部ぶが露出していた。

　その娘がこっちを見た。

　超ちよう弩ど級きゆうの美少女だった。

　規格外なのはスカートだけではない。その顔もまた規格外に美び麗れいなものだった。

　生はえ際ぎわと意志の強さをアピールする広めの額ひたいに、頰ほお杖づえをつくと手が痛くなるんじゃないかと心配させるほどに尖とがった顎あご。白人ホワイトを強調する乳白色の頰ほおは桜のそれを連想させる上品なピンクに色づいており、その中央に位置する鼻はびっくりするまでに小さく、それでいて格好のよい曲線を描いている。

　顔のパーツのなかでも倉美子が吸い寄せられたのは、その大きすぎる瞳ひとみだった。色はエメラルド・グリーン。精せい悍かんな表情と相まって、勝ち気な性格をパワーアップしているみたいだ。

（……これが灰谷亜美夏……さん？　名前は純粋無む垢くなジャパニーズだけど、どこを切ってもアメリカンじゃないかなあ）
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　違和感を覚えたのは名前だけじゃない。深緑の眼球の奥底には、何かが隠いん蔽ぺいされている気がしてならなかった。

　魚の小骨が喉のどに引っかかったような違和感。それを拭ぬぐいきれず、倉くら美み子こは相手を凝ぎよう視しした。

　後のち々のち考えてみれば、それは金髪ナチユラル・ブロンドの少女が狡こう猾かつさを呈示した最初の瞬間シーンだったわけだが、当時の倉美子は正解まで行き着けなかった。相手が次なる行動に移ったからだ。

　呼ばれた少女はパイプ椅い子すからハイジャンプし、倉美子ともう二人の女生徒の頭上を軽々と飛び越した。

　紺色のインナーが見えた気がしたが、それは見なかったことにしてあげよう。倉美子は慈じ悲ひ深くもそう決めた。武士の情けだ。私は女だけど。

　通路に着地した彼女は間かん髪はつを入れずに、演えん壇だんへと疾しつ駆くした。通つう路ろ際ぎわに座っている生徒たちが、古こ座ざ間まの時とは違う意味で引いているのがわかった。

　でも、しかし、それにしても……

　灰はい谷たに亜あ美み夏かという名前の少女が走る様子は、同じ女である倉美子の目にも美しく映っていた。空気抵抗を減らすためか、身を低くして大おお股またで駆けていく様子とそのスピードには、神こう々ごうしい何かが宿っているかのようだ。

　一頭の美び豹ひようを思わせる姿を見送るうちに、唐とう突とつに不安感が押し寄せてきた。倉美子はそれがえもいわれぬ思い──羨せん望ぼうと嫉しつ妬とに変化するのを実感し、自己嫌悪に苛さいなまれるのだった。

（……こんな綺き麗れいな娘は存在しているだけでいんちきよ。ティーン・ファッション誌のモデルとしてもすぐ通用しそうじゃない。進学校の入試じゃなくてそっち系のオーディションでも受ければいいのに。校長がトランプのＫキングだとしたら、あの娘はＱクイーンじゃない。あの魅力と色気に抵抗できる男の子なんて、そうそういないわよ。たとえ古こ座ざ間まくんでも……）

　そこで彼女は恐怖の可能性にぶち当たったのだった。

　金髪ナチユラル・ブロンドの美少女が演えん壇だんに急いだ理由は一つしか考えられない。授業料免除の対象者とは彼女なのだ。倉くら美み子こは嘆きと共に思った。なんてこと。美び貌ぼうだけじゃなくて頭までいいのか。ハンデ。ハンデよ。ハンデキャップがありすぎ。

　しかし考えてみると怪しい点がありすぎる。賢かしこい倉美子はそれに気付いた。常じよう人じんにあの入試で満点を取るのは絶対に不可能なのだ。繰くり返すけれども、可能性は三つしかない。

　その一。途方もなく頭がいい。

　これは考えにくい。日本人でも難しい奇問ぞろいの入試だった。どんな教育を受けてきたかはわからないけれど、アメリカ人が満点を取るのは難しすぎる。

　じゃあその二かしら？　途方もなく運がいい？

　これもだめ。運という不確定要素に頼っていては、試験にも人生にも勝ち抜くことはできない。それに倉美子はこう思っていた。奇跡を具現化する凡はん例れいは古座間くん一人だけでいいと。

　消去法という必殺技から導き出される結論は一つだけだった。

（なら正解はその三しかないじゃない。あいつは途方もなくずる賢がしこい女なんだ！）

　倉美子の想像は正解だった。

　それを確信させるに充分なシチュエーションが壇上で展開されたのだ。

　ステージへの階段を三段飛ばしで駆け上がった灰はい谷たに亜あ美み夏かは、喜き色しよく満まん面めんという四文字熟語を顔かお中じゆうで示しながら校長先生へ急接近し、そのまま首っ玉に抱きついた。

　亜美夏の暴走はそれだけにとどまらない。彼女はダニエル・クェーカー校長の頰ほおに唇くちびるを押しつけたのだ。

　まるで齧かじりつくかのようなキスだった。

　時間としてはほんの数秒だった。唇が離れた時には、校長の白すぎる頰に赤い口紅が残像のように示されていた。感謝を行動で示した彼女は演壇にあるマイクを勝手に奪うと、大音量でこんな自己紹介を始めたのだった。

「どうもー！　灰谷亜美夏でーす！　帰国子女でーす！」

　バカだ。

「授業料免除なんて大感激でーす！　納めるはずだったお金は全額オーストラリア国債に放ほうり込んで、手堅く利り鞘ざやを稼かせぐつもりでーす！」

　どこをどう突っついてもバカだ。

「ここに入学できて本当にラッキーでした。日本に戻ってきたのは正解だったみたい。あたしがこの惑わく星せい……じゃなくてこの国にいられる期間には限界がありますけれど、その間かんよろしくっ！」

　手のつけられない正真正銘のバカだ。

「えーと。あたしをちょっと変な女の子だと思っている人がいるかもしれません。当然です。けれどあなたたちにはそれを口にする資格はないのです。思うのは勝手ですけどね。

　あたしは勝者なのです。Ｑクイーンなんです。敗者には発言権なんかないのですわ。もし批判する資格があるとすれば、あたしと同じく全科目満点をとった彼だけでしょう」

　指差した先には古こ座ざ間まの姿があった。倉くら美み子こは、心臓から肺に至る部分までにずきりとした痛みを感じた。なにを言っているのだ。あのヤンキー娘は！

「あたしはここに宣言します。校長先生が言われたように、人生というゲームをマスターしてみせると！　その勝利条件は超リッチで超セレブになること。目標金額は五〇〇〇億ドル……じゃなくて六〇兆円！」

　うん。間違いない。根ねっからのバカだ。それって日本国の国家予算に匹ひつ敵てきする額じゃない。開いた口がふさがらない倉美子に、なおも電波攻撃は続いた。

「冗談でも電波でもギャグでもありません。あたしが来日したのは、この最終目標を叶かなえるためです。そのためなら何でもします。道どう風ふう学園に入学したのは野望への第一歩なんです。

　あたしはトップを維持し、突っ走ってみせます。でも一人じゃ無理。とんでもなく強い強い運を持っている人の協力をあおがないと。その運と魂たましいを奪い取らないと」

　それが何を意味しているのかはすぐわかった。倉美子は最悪の可能性にたどりつき、身み震ぶるいするだけだった。

「ではあたしと同じくらい幸運ラツキーな男の子に、校長先生と同じ祝福ラツキーを！」

　灰はい谷たに亜あ美み夏かはそう言い終えると具体的行動に移った。細く長い腕を全開にし、古座間の方へ足を向けたのだ。

　一目でわかった。あいつは古座間くんにキスをするつもりなんだ！

　大きく広げた両手は肉にく食しよく獣じゆうの口に思えて仕方がなかった。瞳ひとみも恋をしている女の目では絶対にない。あれは獲え物ものを狙ねらう蛇へびの瞳だ。

　倉美子は決意した。こんな獰どう猛もうな女に負けるわけにはいかないと。絶対に古座間くんを魔まの手から救わなければならないと。

　でも倉美子のポジションから演えん壇だんまでは一五メートルという絶望的な距離があった。魔法使いでも宇宙人でもない彼女には、そこまでの空間を詰めることは不可能である。結局、私は脇わき役やくなのか。傍ぼう観かん者しやとしての役割しか許されないのか。

　だが、けれども、しかし。

　古座間星せい斗とは哀れな草食動物でもなければ蛇に睨にらまれた蛙かえるでもなかった。彼は自助努力で自らを死守したのだ。

　右手の親指と人差し指と中指。それで立体トライアングルを形成した彼は、相手より頭一つ大きい身長を利用し、わけのわからぬ帰国子女の額ひたいにそれを押しつけた。

　体重四十数キロはくだらないと思われる金髪美少女は、たった三本の指で運動エネルギーを封じられてしまった。亜あ美み夏かはなおも前進しようと試みたけれど、古こ座ざ間まが繰くり出したストッパーがそれを許さない。

　ところで──唐とう突とつな話題だが、倉くら美み子こは読どく唇しんができる。

　中学生のときボランティア授業で習得した技術テクニツクだ。聴覚にハンデがある人と意思の疎そ通つうを図るため、手話か読唇かを選択しなさいと言われた倉美子は、迷わず後者を希望していた。

　理由はただ一つ。古座間星せい斗とがそちらのクラスにいたからだ。

　残念ながら担当教師が片足を棺かん桶おけに突っ込んだような昔むかし気質かたぎのお爺じいさんであり、男女ペアで練習をする機会はなかった。古座間と話はできなかったけれども、万一その時が訪れたなら、恥はずかしいところは見せられない。習得には自然と熱が入った。

　彼女はめきめき腕をあげていった。ラブレターを書けば字が上う手まくなるのと同じ理屈だ。もともと適性があったらしく、複雑な唇くちびるの動きを読めるようになるまではすぐだった。視力にも優すぐれていた彼女は、この間ま合あいでも古座間の発言を理解できた。

　彼はこう語りかけていたのだ。

『枯れ始めた校長先生にとってはご褒ほう美びかもしれないけど、僕には罰ゲームだ。アメリカでは日常茶さ飯はん事じなのだろうが、ここは日本。そういうことは受けつけないよ』

　口を閉じた彼は、不意に指を外した。支点を失った亜美夏はつんのめったが、古座間は体をスライドさせながら相手の肩を軽くつかみ、転倒を阻止した。

　彼の動きはそこで止まらなかった。今度は反対側へと流れるようにポジションを入れ替え、亜美夏の額を軽く押した。バランスが完全に崩壊した少女の体は後ろ向きに倒れていく。

　ほどよい大きさであるお尻しりの下に位置していたのは安っぽいパイプ椅い子すだ。彼女の体はそれにすっぽりと収まった。

　一連の動きはまるで演舞。アメリカンな小娘をいなすには贅ぜい沢たくなまでの身のこなしだった。まさしく男の貫かん禄ろく勝ちだ。

　倉美子は思った。私の王子様はＪジヤツクみたいだと。

　きょとんとした亜美夏を放置し、古座間はそのままマイクへと急いだ。校長先生に一礼してから彼は話し始める。

「古座間星斗です」

　澄んだ声だった。何事もなかったかのように、憧あこがれの人──Ｊは語り続ける。

「校長先生の申し出はたいへん嬉うれしく思います。ですが僕の持論に無料フリーの提供物に良いモノは存在しない、というのがあります。有あり難がた味みが感じられなくなるからです。

　三年間の高校生活を送るにあたり、学費が必要なくなれば、緊張感もなくなってしまう恐れがあるでしょう。僕はそれが怖いのです。

　校長先生。生意気だと思われるかもしれませんが、褒ほう賞しようは辞退させていただけませんか？　制度的に難しいのであれば、同額をプールしておいてください。それこそオーストラリア国債にでも投資しておけばいいでしょう。無む駄だ遣づかいをせずともすみますから。卒業のときに授受の意志を再度確認していただければ嬉うれしいです」

　クェーカー校長は戸と惑まどった表情を見せたが、結局は頷うなずいた。好意が無む下げにされたわけではないと判断したのだろう。古こ座ざ間まはなおも続けた。

「僕が道どう風ふう学園に入学できたのは、ひとえに幸運だったからです。けれども運とはいつか必ず尽きるモノ。それをいかにして遅らせるかが、人生の勝者となるか否かの鍵かぎとなりましょう。お金や若さと一緒です。いつまでもあると思ったら大間違い。無駄遣いを避けることが生き残る分ぶん岐き点てんになると思います」

　倉くら美み子こは見た。古座間が一瞬だけ、嘲あざけりに近い表情を金髪娘に向けた瞬間シーンを。

　相手は敏感だった。コンマ一秒にも満たない視線攻撃を察知し、呵か惜しやくと寂せき寥りようとも取れる表情を整った顔にディスプレイしていた。敗者としての現実がそこにあった。針はり鼠ねずみを思わせる豊かな金髪ナチユラル・ブロンドが逆立ったように見えたのは錯覚だろうか。

　ヤンキー娘の態度にも怯ひるまず、古座間は自説を守り通した。

「……けれども過ぎたるは及ばざるが如ごとしの喩たとえもあります。運もまた然しかり。ご理解いただけないかも知れませんが、幸運とはありすぎても案あん外がい困るものなのです。僕は入試でずいぶんとそれを消耗してしまいました。今後の学園生活は、きっと平穏無事に過ごせるのではないかと思っています」

　ちょっと不思議な演説に聴衆は僅わずかにざわついた。倉美子もまた疑問に思った。

（……そうなのかなあ。簡単には承しよう伏ふくしかねるなあ。運なんておかねといっしょ。あればあるほどいいんじゃないかなあ。うーうー）

　倉美子はこれまで、運という純粋なツキを必要とするゲームとは無縁で暮らしてきた。抽選やあみだくじなどは必ず最後に残ったものを選ぶようにしていた。そうした勝負は苦手であり、また嫌いだった。

　努力のしようがないからだ。自分があまり恵まれない星の下もとに生まれてきたのは小学生の時分に理解できていたし、あきらめもついていた。古座間星せい斗とに恋い焦こがれていたのは、自分にない籤くじ運うんをあり余るほど持っているからでもあった。

　そんな少年が運の浪費を自白し、また受け入れているかのような発言をしたのだ。ちょっと複雑な気持ちになっても当然だった。

　でも、けれども、しかし。

　なにしろ相手は古座間星斗なのである。倉美子にとって、その発言は全肯定しなければならない託たく宣せんだった。疑いを持つこと自体が失礼だった。

　それより意外な台詞せりふを聞けたという悦えつ楽らくの方が大きくなっていった。憧あこがれの人の新たな一面を目撃した倉くら美み子こは、風船から空気を抜くように魂たましいを摘てき出しゆつされてしまった。

　思考モードは再度ひらがな化していく──

　もうだめだ。かっこうよすぎる。ていこうできない。あのひとともういちどおはなしできるなら、わたしはすべてをうしなってもいい。

　再び目め尻じりが沸ふつ騰とうしてきた。もはや瞳ひとみを開けていられない。でも閉じたくはない。古こ座ざ間まを瞼まぶたに焼き付けておくには、流れる涙を放置するしかなかった。

　頰ほおから顎あごにかけて伝う液体は体育館の中を流れるそよ風に直撃され、たちまち蒸発していく。勝者を応援していた者だけが味わえる充足感を堪たん能のうする倉美子であった。




　しかし彼女は忘ぼう却きやくしていた。

　勝者と敗者は常にチェンジしやすいという当然すぎる事実を。

　だから彼女は想像すらできなかった。

　これから先、ＪジヤツクとＱクイーン、そしてＫキングと争うことになる運命を。

　そして彼女は認識していなかった。

　自分がダークホース的なワイルド・カード──ジョーカーだった事実を。




　　　　　[image: に]




　午後の図書室ライブラリーは亜あ空くう間かん。

　斜めから差し込む茜あかね色いろの光線が垂直に立つ本棚を直撃し、意い図と的てきな幾き何か学がく模様を刻んでいる。舞い散るホコリが雪原のダイヤモンドダストのように煌きらめき、ちょっぴり匂におうカビ臭ささえもなぜか愛いとおしい。

　波乱の入学式から二週間──

　読書を憂うさ晴らしと割り切る倉美子にとって、そこは時間を潰つぶせるパラダイスであった。

　彼女は子供の頃ころから本を読むのが好きだった。より正確にいえば、それに代わる楽しみを発見できずにいた。

　経済状態の芳かんばしくない看み楽らくの家に娯楽に耐えうるモノはあまり存在しない。テレビもあるにはあったが、五年前に国営放送からの刺し客かくが受信料という年ねん貢ぐを奪いに来たとき、母親がブラウン管を金属バットでぶち破ってしまった。

　他ほかには古ぼけたトランプカードと花はな札ふだがあるだけ。両方ともさんざん遊び尽くして摩すり切れてしまったし、周りに対戦相手もいない。カードでの一人遊びに飽あきた倉美子は、知と刺激と新しい遊びを求め、読書へと逃げた。

　小学校の図書館における狩しゆ猟りようをあらかた終えると、町立図書館に日につ参さん。中学まで放課後の大半はそこで過ごし、あげくに皆かい勤きん賞しようまでもらってしまった。東京からの補助金を箱はこ物ものに使った結果だろうか、田舎いなか町まちの施設にしては不相応なまでに立派であり、視聴覚室も完備されていた。映画館に行けない彼女は、名作映画の大半をそこでビデオ鑑賞していた。

　道どう風ふう学園に入学後、倉くら美み子こが最初の自由時間に駆け込んだ場所はトイレではなく、やっぱり図書室だった。

　スポーツは基本的に苦手。文化系のお稽けい古こごとにも一切興味なし。趣味は読書と古こ座ざ間ま星せい斗との観察。そんな少女が部活動などするわけもない。しいて言えば帰宅部だ。

　けれども時刻は午後四時四四分。とっくに授業は終わっている。用がなければ家路についているのがあたりまえの時間帯であるが、倉美子はまだ校内に居残っている。

　登校拒否ならぬ下校拒否であった。

　彼女は亜あ空くう間かんと思おぼしき場所──図書室の学習スペースに陣取り、午後六時三〇分までそこで過ごしていた。正確にはグラウンドから誰だれもいなくなる時間帯までだ。

　道風学園の図書室は特別教きよう塔とうの一階フロアすべてを占せん拠きよしており、蔵書量は五桁けたに届こうとする勢いだった。学習スペースは窓まど際ぎわにずらりと並んでいるが、利用している生徒は少ない。西日対策だろう、南側には植樹された桜並木が連なり、風景を遮しや断だんしている。

　倉美子はホームルームが終わると同時に図書室へ急ぎ、必ず端はしから二番目の席を確保していた。天井には大型空気清浄機が埋め込まれており、けっこうな騒音を奏かなでているのだが、彼女は他ほかに席が空いていても、絶対そこにしか座ろうとしない。

　奇妙な行動だが、きちんとした理由がある。

　彼女の視線を追えば解答は導き出されよう。

　双そう眸ぼうが睨にらんでいたのは、借り出してきた『野球の超基礎フォー・ビギナー』でもなければ、申し訳ていどに広げられた『数学独習メジアンドリル』でもない。

　桜並木の継ぎ目だった。

　そこからはグラウンドの一角がはっきりと見える。ジャージ姿で野球をしている生徒の姿が何人か確認できた。

　彼らは野球部のメンバーではない。正確には同好会だ。

　道風学園は純粋なる進学校である。どちらかといえばスポーツ活動はお座ざなりだった。参加人数でも予算でも、文化系クラブの方が圧倒的に多い。

　高校の運動部といえば野球部が定番だが、最低でも一八人いないと練習試合もままならないためか、昨年は結成が見送られていた。

　だが新一年生は骨があった。あるグループが結成嘆たん願がん書しよ、つまり直じき訴そ状じようをクェーカー校長へと提出したのだ。野球部結成のための力添えをお願いしたいと。

　その結果、運動部の充実を模索していた校長先生は、こんな好意的な教書メツセージを送ってきたのであった。

『……本職としても集団としての協調性を養成する団体スポーツは教育上有益と判断している。しかし諸君の学業が疎おろそかになってもいけない。前向きに検討したいが、予算上の問題もあり、今すぐ要望に応こたえられないことを残念に思う。

　ただ代だい替たい措置として放課後の校庭を開放するから、同志を募つのり、試験的に練習を実施してはどうか。実績さえ積めば、同志と予算を獲得することもできるだろう。近未来、諸君が甲コウ子シ園エンに出場するのを楽しみにしている……』

　凄すさまじき希望的観測を述べた校長だったが、ポケットマネーでバットやグラブにボールの類たぐいはそろえてくれた。学校の記録としては体育授業の延長ということになっているようだ。

　そして倉くら美み子こは知っていた。有志の中心人物があのひとだということに。

　……ここからならみえるんだ。いちるいをまもっているあのひとのすがたが。

　かきーん。

　金属バットが硬球を弾はじき返す音がした。

　視線を向ける。サードと呼ばれているらしいポジションについている人が転がってきた白球をグラブで捌さばき、そして投げた。バットを振り回していた人が一塁へと走り込んでくる。その足がベースと呼ばれる白い枕まくらみたいな物体に触れる直前、迫ってきたボールをせのたかいあのひとがうけとめた。やったすごいえらい。

　胸が高鳴った。裸ら眼がんで二・〇の視力を保持できている自分を有あり難がたく思う一瞬だった。

　できれば双眼鏡か望遠鏡が欲しかった。一時は天文部に入部して特別教きよう塔とうの屋上に設置してあるドームにこもり、その天体望遠鏡で古こ座ざ間まの動きを見張ろうかと本気で考えたが、それは昼間も金星探査で忙しいらしく、自由には使えない。また構造的に上下が逆アツプサイドダウンに見えると聞いて、素直に諦あきらめていた。

　すぱーん。

　数秒遅れて残ざん響きようがやってきた。ファーストミットの捕球音だ。古座間はグラブで軽くバッターに触れ、ボールを投手へと返す。

　流りゆう麗れいに動く古座間星せい斗との動きはたしかに一枚の絵だった。もっとも野球のルールを一切知らない倉美子は、古座間がなぜいつも同じ位置に立っているのかさえ理解していないのだが。

　……ああ。こんなときしょうせつだったら、がちゃんとまどがらすがわれて、ぼーるがとびこんできて、わたしのあたまをちょくげき。で、きがついたら、めのまえにこざまくんがいて「おお、なんということだ。くらみこさん。なんでもいうことをきくからどうかゆるしてください」「いえいえ。たいしたことはありませんわ。でもどうしてもおわびをしたいというのであれば、わたしとごはんをたべにいきませんか」みたいなはなしになれば、さいこうさいこうもうさいこう。

　虚むなしくも楽しい脳内散歩に勤いそしんでいた倉美子に魔まの一言が響ひびいた。

「参考書が逆さまアツプサイドダウンよ」

　心臓がひっくり返るかと思った。

　相手はすぐにわかった。振り返るまでもない。声こわ色いろに残った僅わずかななまりは、対象者が生きつ粋すいの日本人でない現実を示している。

「わかる？　あなたが読んでいるフリをしている本が上下逆だと言っているのよ」

　予想どおりだった。

　アメリカ帰りのキス魔まがそこにいた。

　灰はい谷たに亜あ美み夏かが腕を組んだ格好で立ち、こっちに熱い視線を注いでいたのだ。

「やっぱりそっちの席の方がいいわね。グラウンドでプレイしている選手たちが丸見えだもの。まるで誰だれかさんが計算して視界を確保したみたい。どうでもいいけど、なんで男の子ってあんなにベースボールが好きなのかしら？　こればかりは日本もアメリカも同じよね」

　入学式の一件以来、すっかり学園の名物少女になってしまった金髪娘は、さりげなく隣のブースへと腰を降ろした。軽めに足を組み、窓そう外がいと倉くら美み子こに交替に視線を投げかけている。過分なまでに挑発的な眼光を携えているそれをだ。

　至近距離からまざまざと観察すると、やはり戦力に絶望的な差があることがわかった。スタイルといい顔立ちといい相手の圧勝だ。容姿にあまり自信を持てずにいる倉美子は、女として白旗をふりたくなる相手であるのは確かだった。

　相手はしれっとした口調で、それでいてきりっとした態度を崩さず、さらっとこう告げた。

「で相談なんだけど、そっちの席と代わってくれない？　あたしも見たいの。手に入れるべき男の姿を。入学式じゃ先制パンチをカウンターされたけど、まだまだ全然あきらめちゃいないんだから」

　自分勝手な言い分に、倉美子は首を横に振るしかなかった。このアメリカンは目線と次元を一段高みに置いているようだ。まだ太た刀ち打うちできそうにない。

「ふーん。じゃあ仕方ないわね。校長先生に御注進申し上げましょう。高枝切り鋏ばさみで桜の枝を切断した犯人が図書室に籠ろう城じよう中だって」

　絶句する倉美子であった。それが事実だったからだ。

　彼女は図書室のどこからもグラウンドが見えない現実に業ごうを煮やし、大胆不敵にも桜の枝を荒っぽくカッティングし、無理やり視界を確保していたのだった。

（……どうして知っているの？　誰にも見られないよう夜八時まで残ってこっそり切ったのに。作業も三分とかからなかったのに。昨年、裏の滝を堰せき止めようとしていた杉の枝を切るため、無理して通販で手に入れた『折りたたみ式のび～る高枝切りバサミ今買うともう一本プレゼント！』を朝一で運び込むのは、思いの他ほかに大変だったのに！）

　灰谷亜美夏は、一応周囲を気にしてか、声のトーンを落としてから、

「初代大統領ワシントンは正直に告白したから許されたけれど、はたして第四四代の副大統領バイス・プレジデントはどんな反応を見せるかしら？

　きっと激怒するでしょうねー。あたしが調べたところ、クェーカー校長は非情な政治業者だったみたいよ。目的のためには手段を選ばない冷酷な人だから、ぜったい穏やかな処分じゃ済まないわ。本当に穏やかにするために、退学処分が申しつけられるかもね」

　それは困る。本当に困る。

　俯うつむいて語るべき言葉を探す倉くら美み子こに、相手は一方的に語り続けた。

「あたしは見てたの。倉美子さん。あなた犯行当日は最終のバスに遅れたから歩いて帰ったでしょ。いつもは意味もなく駅前までバスで戻るくせにね」

「違います」

「無む駄だむだムダ。隠しても駄だ目めだめダメ。あなたの身辺はいろいろ調べ上げたわ。行動は全部お見通しなの。いちいちバスに乗って遠回りするのは、あの男といっしょにいる時間を確保するためでしょう。でもそれってストーカーっていう犯罪じゃないの？」

　見抜かれている。ごくり、と盛大な音をたてて唾つばを吞のみ込む倉美子だった。それもまた本当だったためである。

　学園が用意してくれた無料送迎バスのうち、古こ座ざ間まは六時五五分に校門を出発する最終便を毎日利用していた。

　倉美子はタイミングを見計らい、ほぼ一〇〇％の確率で同じ車しや輛りように乗り込んでいる。駅に到着するまでの一一分間、彼女は妄もう想そうという名の仮想デートを楽しんでいた。

　もちろん話なんかできるわけもない。本を読むフリをしながら彼の後頭部を眺めるだけだ。

　それでもよかった。あらかじめ最後部席を確保しておき、予想どおりに古座間が乗ってきた瞬しゆん間かんなど、まるで待ち合わせに来てくれたかのような錯覚さえ感じた。いつかほかのせいとがぜんいんかえったあとで、ふたりきりでばすにのれないものかなあ。うーうー。

　一瞬だけ白はく昼ちゆう夢むに逃避した彼女を現実へと引き戻す声が飛ぶ。

「ねえ。あたしはあの男が欲しいの。体も心も意のままに操あやつりたいの。あなたもそうなんでしょう。だったら力を貸しなさい。目的が同じである以上、共同戦線の構築は可能なはず」

　トンデモないことを言う金髪娘に目を丸くするだけの倉美子であった。

　そりゃ欲しいか欲しくないかと聞かれれば素直に「欲しい！」と叫びたくもあるが、常識が暴挙を思いとどまらせていた。灰はい谷たに亜あ美み夏かはなおも一方的に語り続ける。

「あいつが桁けた外はずれの運を持っているのは知ってるわよね。あたしの狙ねらいはそれ。持っているツキを根こそぎ頂ちよう戴だいするの。そしてお金をどかーんと稼かせいで帰るの。故郷ホームへ」

「思うんですけど……幸運やツキという要素の総量は生まれながらにして決まっているのではありませんか。もらったりあげたりできないでしょう？」

「それができるの。古座間星せい斗とが典型的な例よ。あの男の子が持っている桁違いの運は先天的なものじゃないわ。後天的に獲得したのよ。代価を支払うことによって。

　わかる？　ツキのある人とつき合えば月まで行くのも可能なのよ。言っとくけどこれは比ひ喩ゆ的な表現じゃないからね。まあ八〇年やそこらしか寿命のない哀かなしい動物には、理解できないかもしれないけれど」

「理解できました。あなたが何を言っているか以外は全部」

「だからぁ！　あの男をゲットしてあたしとあなたで山分けにすればいいじゃない。週に一日くらいは貸してあげるって。用事が済んだら丸ごとプレゼントするから。あたしと手を組めば、あなたは恋愛というレースの勝ち組になれるのよ。発言権を得たければどんな作戦を使っても勝たなきゃね」

　相手が恐ろしい提案を口にしているのがおぼろげながらに理解できた。

「そんなのいやです。絶対いやです。好きな人を独ひとり占じめできなかったら、とても勝者なんていえませんもの」

　理性と欲望の間を行き交いつつ、ギリギリの発言を舌に乗せた倉くら美み子こであったが、亜あ美み夏かはこちらの思おも惑わくなど無視して、不思議そうに聞き返してきた。

「無関係よりは愛人の方がまだマシじゃないの？」

　その一言で倉美子は決意した。

　どうあってもこの女を倒すと。

（……目的のためには手段を選ばない相手であるのはよくわかった。このままじゃ古こ座ざ間まくんが毒どく牙がにかけられてしまう。入学式では上う手まく切り抜けたけれど、運とはいつか必ず尽きるモノなんだ。せめて私が側面から支援射撃しないと！）

　彼女は意を決し、敵の深緑の瞳ひとみを覗のぞき込んでから宣言した。

「わたしません」

「なんですってパードン？」

「あなたにはこの席はわたさない。古座間くんもわたさない」

「わたさないって……別にあなたの所有物じゃないでしょう」

「わたさないったらわたさない！」

　思わず発した大声に司書の先生がこっちを睨にらむ。響ひびいた倉美子の一いつ喝かつは、鬱うつ蒼そうとした本が織り成す空気に吞のみ込まれていった。周囲に再び訪れたのは噓うそのような静けさだ。

　そこに正体不明の少女が必殺の一言を放はなった。

「じゃあ勝負しない？　もしあたしに打ち勝つことができたならご褒ほう美びをあげる。負けた時はあたしの下げ僕ぼくになって古座間星せい斗と捕獲作戦に力を貸すの」

　何をバカなことを。

「ご褒美ってなんですの？」

　亜美夏は即座に答えた。

「転校してあげる。そして生涯二度とあなたたちの前に現れない。もしご希望なら、古座間にあなたの気持ちをそれとなく伝えてあげてもいい。どうせ告白する勇気なんかないでしょう。あたしが代行してあげようじゃない。どう？」

　気前の良すぎる申し出には猛毒が含まれていることが多い。けれど魅み惑わく的てきな提案であるのも事実だった。後ろ半分はちょっとご遠えん慮りよ申し上げるけれど。

　倉くら美み子こは訊たずね返した。

「……何で勝負をしようっていうんですの？」

　途と端たんに相手は制服の袖そで口ぐちから縦たて幅はば八八ミリ・横幅六三ミリの物体を取り出した。紙製のケースだ。表紙には大きな♠Ａスペードのエースが描かれている。

　倉美子にはすぐわかった。あれはブリッジサイズじゃなくて、ポーカーサイズ……

「あたしはカードしかやらないの。この国じゃ確かトランプっていうのね。民族ごとに言葉が違うなんて不便すぎるじゃない。さっさと惑わく星せい規模での統一言語を作ればいいのに」

　世界にはインテルリングア、ボラピュークにソルレソルといった人造国際語が存在してはいるが、エスペラント語を除けば存在さえ知られていないのが現実だ。一九世紀後半ルドヴィコ・ザメンホフによって考案されたエスペラントにしても、あまり普及しているとは言い難がたい。

　倉美子も世界共通語の現状は知らなかった。けれども彼女は認識している。亜あ美み夏かが右手で転がしているトランプカードこそ、言語も国境も超ちよう越えつするツールであると。

　簡単な記号シンボルと数字の組み合わせに数限りない意味が込められるカード束デツクこそ、人種や年齢に関係なく、白黒をはっきりさせる道具なのだと。

　容姿や成績じゃ歯が立たなくても、これなら勝ち目はある。

　亜美夏はケースからカードを抜き出し、軽くシャッフルしながら、

「日本だとトラブルが起こったら必ず麻雀マージヤンで白黒の決着をつけるそうね。ちゃんと知ってるんだから。アメリカで読んだグラフィック・ノベルにそう描かいてあったもの。けれどあたしはルールを知らないし、道具もないの。今日きようはこれで勘弁して欲しいんだけど」

　グラフィック・ノベルというのが漫マン画ガであるのはわかった。どうも相手はかなり偏かたよった読書癖へきを有しているようだ。倉美子は背せ筋すじを伸ばし、こう言った。

「いいわ。やりましょう。ただし約束は忘れないでください」

「そうこなくちゃ！　ゲームは５フアイブスタッド・ポーカーでどう？　あれならイカサマチーテイングする余地はないし、スピーディだし。点数制で持ち点は一〇〇。破産バーストしたら負け」

「いいですわ」

「ところでスタッドのルールは知ってるわよね？」

「存じません」

「……じゃあ教えてあげる。いい？　まず普通のドロー・ポーカーと違うのは……」

「敵から遊び方を教えてもらうほどおバカさんじゃありませんわ。ちょっと時間をください。調べてきますから」

　倉くら美み子こは隅すみの書しよ棚だなへ向かった。

　本の海を住すみ処かとしていた彼女はどこに何があるかなど完かん璧ぺきに暗記している。こうした学校の図書館はデューイ十進分類法をアレンジした日本十進分類法に基づいて整理されており、探すのに手間はいらない。

　背表紙番号七九七番。カルタやカードゲームの本はそこに固まっている。倉美子は亜あ美み夏かの視線から逃げ、一冊のハードカバーを手に取った。

　タイトルは『デビィーートラ・ーザを・やデっイつーけラろー！』──なんとも派手な表題だが、それは勝負師たちにとって聖書バイブルにも匹ひつ敵てきする存在なのだ。

　面おも白しろいのは執筆したのがギャンブラーではなく、大学の数学教授であることだろう。

　著者はニューメキシコ州立大学の数学教授エドワード・Ｏ・ソープ。彼は自らの論理を実践するため、ラスベガスへ乗り込み、ポケットを脹ふくらませて帰宅したと記述にある。

　トランプカードは結局確率の勝負。こういう賭かけ方をすれば一定の勝率アップが望めますよと指し南なんしたハウツー本だ。四〇年以上にわたって版を重ねているロングセラーであり、名著には違いないが、これはブリッジに関する記述が主であり、ポーカーの事はほとんど書かれていない。

　それでよかった。時間さえ潰つぶせればいい。

　倉美子は５フアイブスタッド・ポーカーなら熟知していたのである。

　知らないと言ったのは噓うそだ。ゴングの鳴る前から勝負は始まっている。敗者に発言権がないと言ったのはあの娘だもの。騙だまされる奴やつが悪いんだ。

　ちょっぴり優越感を覚える倉美子だった。身辺を調べ上げたって言ったけれど、あれは詭き弁べん。さもなければ漏れがある。私がトランプの一人遊びに興じていたのを知らないなんて。

　トランプの解説本を図書館で探したのは小学三年のとき。倉美子は司書の先生に教えられるまま書棚番号七九七の前に立った。

　思えばそれが運命の分ぶん岐き点てんだった。書物の山の中からルールブックを見つけ出し、閉館時間まで読みふけった。借りた本は家に持って帰ってもいいと教えられなければ彼女は帰宅さえ拒んだだろう。またカードとトランプが同じものを指している現実も、その日初めて知った。

　結局、倉美子はトランプゲームのルールよりも読書そのものに面白味を感じ始め、しだいにカードを握る回数も減っていったわけだが、まだ腕は鈍っていないはずだ。自信はあった。

　よし！　カモってやる！

　倉美子は相手をしゃぶり尽くす覚悟で戦場へと赴おもむいた。古こ座ざ間ま星せい斗とを守るためには、自分が戦うしかない。危機が及ぶ前に援護しなきゃ。

　結果として彼女の選択は支援砲火ではなく、無差別乱射になってしまったわけだが……




　　　　　♦




　日本でポーカーといえば、トランプカード五枚を伏せた状態で配り、カード交換チエンジを一回だけ実施し、できた役の上下を競うモノだが、これは欧米ではドロー・ポーカーと呼ばれるゲームだ。

　本場では他ほかにポーカーと名の付くゲームはいくつもある。亜あ美み夏かが提案した５フアイブスタッド・ポーカーもその一つだった。

　そのゲームでは一枚目ホールカードだけを伏せた状態でセットし、二枚目から五枚目まではすべて相手に見えるよう表向きで配っていく。これをアップカードと呼び、プレイヤーはそのつど賭金チツプを積み上げ、レイズかコールかドロップかを決める。

　カードチェンジはない。相手の手ハンドがとても読みやすいため、勝負はチップの張り方が重要メインになってくる。つまり勝負すべきときと降りるときを見抜いた方に勝しよう機きは訪れる。

　倉くら美み子こには自信があった。確率論に基づいた手堅い勝負さえすれば、成功は手元に転がり込んでくるはず。ギャンブル狂だった母さまを打ち負かして更こう生せいさせた私だ。こんなヤンキーに負けてたまるものか。

　学習スペースへと倉美子は急ぎ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった調子でシャッフルを続けている亜美夏の横に戻った。すでに準備は完了していた。机には白いハンカチが敷かれ、そこにシャーペンの芯しんが一〇本置かれている。千点棒ならぬ十点棒のつもりだろう。

　倉美子は膝ひざの裏に手を添えてスカートを折りながら座り、そして背せ筋すじを伸ばす。ペンケースから交換用シャーペン軸を一〇本、きっかり数えてハンカチの隅すみに置き、

「親デイーラーはそっちがやってもらえますか」

　５スタッド・ポーカーでは二枚目のカード、つまり最初のアップカードが強い方が先にチップを呈示する。オープナーと呼ばれる役目だ。他のゲームでは親が独占するケースが多いが、今回はその権利が敵味方で行き来する。

　複数人ならともかく、一対一の決闘では親の役割は強きよう靭じんなものとはならない。スタッドならイカサマをする機会もないだろう。だったら相手に負担を増やしてやった方が得策だ。

　相手もそれを見抜いたのだろうか、金髪美少女は小さく首を振って、

「ちょっとは勉強してきたみたいね。それでいいわよ。カードを確かめる？」

「必要ありません。それを持ちかけてきたということはイカサマは仕込んでいないのでしょう。少なくとも現段階では」

「賭かけ点の最高は？」

「ノーリミットでお願いします。そっちが早く終わりそうです」

「いい覚悟。ではスタートね」

　目の覚めるような勢いでシャフルすると、亜美夏はカード束デツクをテーブルの中央に置き、

「カットする？」

　倉くら美み子こは提案に従った。上から半分近くを除去し、机の端はしに置く。これらのカードは試合に使用されないのだ。イカサマチーテイング防止の措置であった。

　親デイーラーとしての役目を果たすべく、亜あ美み夏かはカードを配った。手元に一枚目ホールカードが伏せた状態でやって来る。倉美子は相手に見られないよう、カードの端を摘つまんで表を確かめた。

　次にアップカードが机を滑ってきた。♥５だった。敵は♥４である。

　オープナーの権利を得た倉美子は、シャーペンの芯しんを一本置き、

「一〇点賭かけます」

　反射的に相手も言った。

「コール」

　すぐさま二枚目が登場。敵は♥Ｑハートのクイーンでこちらが♣４。親として亜美夏は状況を告げる。

「そっちは現在ノーペア。当方にはフラッシュの可能性ポイツシブル」

　フラッシュ。それは五枚がすべて同じ組札スーツで構成される手ハンドだ。ストレートよりも強く、フルハウスよりも弱い。出現頻ひん度どは五〇五回に一回。完成すれば堅けん牢ろうな役となる。

　オープナーの権利を譲り受けた亜美夏は一〇点だけコールした。倉美子も対応する。

　そして三枚目──

「こちらが♥Ｊハートのジヤツクです。まだフラッシュの可能性あり。あなたは♦８。まだノーペアのまま。では三〇点賭けますわ」

　妥当な決断だわ。倉美子はそう判断した。

　このとき倉美子のアップカードは♥５、♣４、♦８。

　いっぽう亜美夏のアップカードは♥４、♥Ｑ、♥Ｊ。

　嬉うれしくない配はい牌ぱいだった。一枚目ホールカードが♥である率は二五％。最後のカードが♥だったならば私は叩たたきのめされる。けれど負けと決まったわけではない。倉美子にも欲はあった。まだ勝しよう機きは残っている。

「どうするの？　コール？　それともドロップ？」

　ここで倉美子は、亜美夏が呈示した選せん択たく肢しとはちょっと違う返事を口にしたのだった。

「キックします。三〇点を受けて、その上にもう一〇点」

　不用意に発した一言に、亜美夏の眉まゆが歪ゆがんだ

「ふーん、そう。コールじゃなくてキックかぁ。意味はわかるわよ。勝負を続ける意思表示でしょう。それにしても業界用語を使うとはね。看み楽らく倉美子さん。あんたスタッドをやりこんでいるわよね」

「答える必要も義務も意思もありませんわ。尋たずねたいのは一つだけなんです。そっちはどうするの？　コール？　オア　ドロップ？」

「つきあってコールしましょ」

　意外だった。ここで折れると思っていたのだ。４から８までストレートでそろう可能性ポイツシブルがあることは読めているはずなのに。亜あ美み夏かはシャーペンの芯しんを一本添えて、

「では四枚目の配付に移りましょう」

　華か麗れいな手つきでカードを自らの手元に置いた。

　それは♦４だ。敵は舌を小さく鳴らした。♥ハート狙ねらいのフラッシュが崩れた瞬しゆん間かんである。

　続いて倉くら美み子こは♥６を頂ちよう戴だいした。

　ここで倉美子の手ハンドは♣４、♥５、♥６、♦８。

　そして亜美夏の手は♦４、♥４、♥Ｊハートのジヤツク、♥Ｑハートのクイーン……

「こっちは４のオープンペア。スリーカードの可能性。あなたは……ストレートの可能性」

「オープナーはこっちですね。では五〇点賭かけます」

　投げたシャーペンの芯がハンカチに着地するよりも早く、亜美夏はこう答えた。

「ドロップ。こっちの負け。強いわね」

　相手は自分から一枚目ホールカードをひっくり返した。♦Ｑダイヤのクイーンだった。つまりはＱと４のツーペア。

　フラッシュの目は最初からなかったわけだ……

　スタッド・ポーカーでは勝負後に一枚目を呈示する責務はない。むしろそれは下品な行動とさえ考えられている。芯六本──六〇点をせしめた倉美子は、さっきカットした山をテーブルにぶちまけ、それが何だったのかをわからなくしてしまった。

　相手に手の内を曝さらしたくない気持ちもあったが、それよりも自らの失策を覆おおい隠してしまいたかった。己おのれの不ふ甲が斐いなさを呪のろいたかった。

　一気に五〇点も出すんじゃなかった。もっとけちけちコールをしていれば、相手はレイズし、さらにポイントの上乗せリレイズを繰くり返してきただろう。

　期待と不安をあおってやれば、一撃で勝負を決することもできたのに。

　倉美子の一枚目は♥７──二五六回に一回の割合でしかやって来ない完全無欠のストレートが完成していたのだ……




　　　　　♥




　三試合終えた段階で、戦いは一進一退であった。

　ギャンブルほど人の性格を浮き彫りにするモノもない。倉美子はかつて母親をカードでぶちのめした経験から、それを絶対の真理としていた。

　灰はい谷たに亜美夏。この子はどうあろうと最後まで突っ走る性格だ。緒しよ戦せんでわかったように、降りるにしても最後の最後。こういう輩やからにはったりブラフは通用しそうにない。

　一方の倉美子は得意の暗算を生かし、勝敗を天てん秤びんにかけるタイプだった。手が悪ければ三枚目のアップカードで早々と降りてしまう。

　これぞポーカーの鉄則。すべての勝負に勝つのが不可能インポイツシブルである以上、勝てる勝負を落とさないことが勝利への最短コース。倉くら美み子こはそう考えていた。

　賭け事ギヤンブルは確率論。運がないと勝てないけれど、運だけじゃぜったい勝てない。古こ座ざ間まくんくらいのうんをもっていればはなしはべつかもしれないけれど、ぼんじんのわたしはそんをおさえるようにうごくしかない。

　そして迎えた五回戦──倉美子のポイントは九〇点。亜あ美み夏かは一一〇点をキープしていた。ほぼイーブンといってよい状況であった。

　倉美子は促うながされるままにカットを試みる。もぎとったカード束デツクを脇わきに押しやるとき、それがちょっとだけ傾いた。一瞬だけ底のカードボトムが見えた気がした。♦２にも思えたが、なにぶんまばたきをする暇さえない間まだ。確信は持てない。

　あまり考える暇もなく一枚目ホールカードが滑ってきた。すばやく端はしをつかんで確認する。

　♠Ｋスペードのキングだ。最初にしては上出来。

　すぐアップカードの一枚目が襲来した。♥Ａハートのエース。相手のそれは♥２。

「一〇点」

　亜美夏はすぐさま返す。

「コール」

　二枚目のアップカード。今度は♦Ｋダイヤのキングだった。ホールカードの♠Ｋと組み合わせれば、早くも高位ハイエンドのワンペアが完成だ。

　けれども倉美子は素直に喜べなかった。亜美夏のカードは♦Ａダイヤのエースだったのだ。

　倉美子の手ハンドは♥Ａ、♦Ｋ、ホールカードに♠Ｋ。

　亜美夏の手は♥２、♦Ａ。そして裏返ったままのホールカードは不明……

　相手にＡが出た以上、Ａがらみの高い手は難しくなった。そう思った倉美子だが、表情に有利不利を滲にじませるわけにはいかない。

　無表情ポーカーフエイスを決め込む倉美子の耳に、オープナーの権利を得た亜美夏が賭かけ金きんを告げる。

「ええと……二〇点で」

　アメリカンは強気だ。けれどもそれが命取りになるだろう。倉美子はすぐさまコールした。ただしリレイズは見送った。大きく勝てるチャンス。ここで簡単に逃げられては面おも白しろくない。

　そして三枚目のアップカードが奇跡と共にやってきた。

　♣Ａクラブのエースだ。

　これでＡとＫのツーペア完成。相手がツーペア以下なら確実に蹴け散ちらせる手札ハンドだ。

　そして亜美夏は激弱カード──♠２を引き当てた。彼女は淡々と語る。

「そっちはＡのオープン・ペア。ツーペアとスリーカードの可能性ポイツシブルあり。こっちは２のワンペア。同じくツーペアとスリーカードの可能性」

　今だ。追い落としにかかる場面だ。オープナーの倉美子はシャーペンの芯しんを五本つかみ、

「五〇点」

　さあドロップしなさい。まともな頭であれば、この状況が逃げの一手であるのがわかるはず。これで九〇対一一〇だったのが一四〇対六〇になる。点数差が八〇点もあれば、あとは長期戦に持ち込むだけで丸裸にできる。

　だが金髪美少女は一切ひるまず、こう宣言したのだった。

「コール！」

　まさか一枚目ホールカードが２なの？　スリーカードが完成している？

　いやいや違う。倉くら美み子こは最初のカットを思い出した。底のカードボトム。試合には使われなかった上半分。それは♦２だったように思う。間違いなくブラフはつたりだろう。

　最終四枚目のアップカードが投げつけられた。

　最高の一枚だった。

　最難関はこれで突破だ。不安を溶かしつくしてくれる絵柄がそこにあった。

　♠Ａクラブのエースである。剣つるぎを携えた女神が中央に屹きつ立りつしていたすてきなカードだった。

　相手のカードは♣２だ。互いにオープン・スリーカードが成立したことになる。だが当然Ａの方が強い。

　これで倉美子のアップカードは♥Ａ、♦Ｋ、♣Ａ、♠Ａ

　対する亜あ美み夏かのアップカードは♥２、♦Ａ、♠２、♣２

（勝った。これでＡ三枚とＫが二枚のフルハウス完成。アップカードにＡが四枚出ているから、向こうにフルハウスの可能性ポイツシブルはないわ）

「あなたはＡのスリーカード。Ｋを用いたフルハウスの可能性。あたしは２のスリーカード。そしてフォーカードの可能性あり」

　おあいにくさま。フォーカードの可能性はないの。絶対に！

　倉美子は最後の十点棒を投げて言った。

「一〇点。まだ賭かけます？　降りた方がいいんじゃないかしら。たとえ一〇点でも節約できるに越したことはないものね。一八〇対二〇だとまだ逆転できるかも知れませんけど、一九〇対一〇じゃ勝率はぐっと減りますよ」

　驚いたことに、金髪娘はすぐさまこう返してきたのだった。

「コール。一〇点。そしてキック。もう一〇点ね」

　息を吞のんだ。え？　ここで負けが決定した？

　倉美子は手持ちの九〇点を全部使っていた。亜美夏は一一〇点持っている。ノーリミットの試合ではお金持ちが最終的に勝つ。手札ハンドなど関係ないのだ。その現実を思い知らされた倉美子であった。

「……一〇点貸してくれませんか？」

「賭マ金ー借カりーには協力しないことにしているんだけど。前に一度、痛い目にあったから」

「じゃあこれを十点棒として使わせて！」

　倉くら美み子こは肌身離さず持っている真の切り札ふだをポケットから取り出した。

　見てくれは一〇〇円ショップで売っているありふれたメモ帳にすぎない。縦たて長ながで表紙は黒。小さなボールペンが装着できる仕掛けになっていた。

「なにそれ？」

「古こ座ざ間まメモ。私が二年間にわたって古座間くんを調査し続けた観察記録です。知り得た限りのテストの点と授業中の発言内容。いつもコンビニで立ち読みしているマンガの種類から図書館で借り出した本のリスト。お弁当のオカズの分類と休み時間ごとにトイレに行った平均値まで書いてある。これで六冊目。他ほかの五冊も提供する準備があります」

　本当は絶対に門外不出の極秘資料だった。ベッドでうーうー呻うなっている醜しゆう態たいを軽々と上回る倉美子の恥ち部ぶだ。だが仕方がない。ここは手持ちのすべてをさらけ出してでも勝ちに行く場面なのだから。でも……

　もしノーと言われたらどうしよう。

　もし駄だ目めと言われたらどうしよう。

　もしそうなったならばおしまいジ・エンドだ！

　束になってやってきた不安をよそに、亜あ美み夏かは太っ腹なところを見せた。

「ふーん。そんな記録をつけていたんだ。あの男の攻略本ってわけね。いいわ。親デイーラーとして認めましょう。じゃあショーダウンね」

　よかった。これで古座間くんは救われた。

　倉美子は頷うなずき、一枚目ホールカードをひっくり返した。

　計画通り。♠Ｋスペードのキングがそこにいてくれた。巨人ゴリアテを倒したイスラエルの王ダビデがモデルとなった最強の一枚だ。

　最終的に倉美子の手札ハンドは♥Ａ、♣Ａ、♠Ａ、♦Ｋ、そしてホールカードの♠Ｋ。

「ＡエースとＫのフルハウス」

　勝った。向こうは読み違えたんだ。フォーカードもフルハウスもストレートもフラッシュもありえない。

　だが──

　色素を抜いたような細くて白い指がカードを回転させたとき、倉美子はシベリアで発掘されたマンモスのように凍りついたのであった。

　ふざけた場所にふざけたカードが存在していた。

　そっちもまたダビデ王だった。ピエロのコスプレをした♠Ｋが自転車に乗っている。

　ジョーカーだ……

　亜美夏は♦Ａ、♥２、♠２、♣２、そして、このババジヨーカー……

　負けた事実が理解できずにいる倉美子に、金髪美少女の勝ち誇った声が響ひびいた。

「２のフォーカード。ただしジョーカー絡がらみ。フォーカードでは最低の手ハンドだけど、フルハウスよりも上。だからあたしの勝ち。これにてゲームオーバー」

　それはたしかにフォーカードだった。

　同じ数が四枚そろう可能性は四一六五回に一度だけど、オールマイティに使えるジョーカーが入っていれば、確率はぐっとあがる。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ。体温が急降下していくのがわかる。喉のどから食道までが干上がっていく。唾つばを吞のみ込むと、それが異物として感じられ、思わず吐はきそうになる。

　倉くら美み子こは辛かろうじて不服の台詞せりふを口にした。

「……ジョーカーがワイルド・カードに使えるなんて聞いていませんわ」

「ルール解説を拒否したのはそっち。カードチェックを拒否したのもそっち。調べれば五三枚あったことは最初からわかったはず。ネバダのカジノじゃジョーカー・ルールは嫌われてるけれど、西海岸じゃ普通に導入されてるわよ」

「ここは日本で私は日本人でしょうに！」

「でもあたしはアメリカ人なの。ずるい卑ひ怯きようは負け犬の遠とお吠ぼえ。敗者に発言権なんかないの。勝者と敗者は常に逆さまアツプサイドダウンになるもの。スタッドを知るあなたなら、それはわかるはず」

　亜あ美み夏かは、勝者のみが刻むことを許される人造的な笑えみを披ひ露ろうしたあと、

「じゃあ行きましょうか」

「どこにですか？」

「あなたの家。処分される前に確保しなきゃ。古こ座ざ間まメモの残りをね」

　カードを手早く片づけながら、金髪娘はこう続けたのだった。

「行くわよ。下げ僕ぼく１号。古座間星せい斗とを下僕２号にするために力を貸しなさい」

　耳に残るは勝利宣言とドボルザークの『新世界』のメロディ。用のない者に下校を促す校内放送。片づけに入る野球同好会の怒鳴り声。太陽の残光はまだ西の空に勢いを残している。
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　道どう風ふう学園と駅前を巡回しているバスはかなりの年代物だった。

　車体に色を塗ぬってごまかしてはいるが、潰つぶれかけた地方のバス会社から安く買い叩たたいたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　運転手の後頭部に位置する看板には矯きよう正せい歯科の宣伝がしぶとくしがみついており、前方ドア上部の料金表はいまだに無意味な数字を刻んでいる。座席もスプリングの数がお尻しりで数えられそうだし、ギア切り替えに至ってはオートマじゃなくて昔懐かしのマニュアル方式だった。

　それを見ただけでもわかる。道風学園は運営資金こそ潤じゆん沢たくだが、削れる経費は極力削るのが流儀なのだ。

　お金を気前よくぱっぱと使いまくるのがお金持ちではない。財産とは運や力と一緒。無計画に使いまくれば、すぐに減り、やがて消えてしまう。締めるところは締めねばならない。

　素人しろうと目めにはケチにも思えるが実はそうではない。真にリッチな人は使い所を必ずわきまえているのだ。質しつ実じつ剛ごう健けんを是ぜとし、名より実を取り、外見より中味で勝負する者こそ最後には笑うものなのだ。

　それがわかるようになる頃ころ、人間はたいがい老いてしまうものだが、看み楽らく倉くら美み子こは一五歳にして早くもその境地に達していた。

　逼ひつ迫ぱくする家庭の経済環境ゆえ『もったいない』をスローガンとしていた彼女には、バスの内装など一昨日おとついの学食の標準定食についていた干し杏あん子ずくらいにしか気にならなかった。使えるモノは大事にリサイクルする学園のポリシーには好感を抱いだいていた。自分でも枯れすぎているという思いはあったけれど、貧乏性だけは直しようがない。

　おんぼろバスには生徒たちから不満の声もあがっていたが、倉美子はどうでもよかった。彼女にとってシャトルバスとは、古こ座ざ間まと同じ空気を吸える場所である。極論すれば動いてくれればそれでいい。

　どうせ古こ色しよく蒼そう然ぜんとした車内の様子など、ろくすっぽ視界に入ってはいなかった。六時五五分校門発の車しや輛りように乗り続けている彼女だが、どう開くのか素人には全然わからない非常口の場所さえ認識してはいない。

　うーうー。ばすなんかどうでもいいんだ。どうせみるべきものは、こざまくんのこうとうぶだけだもん。うーうー！

「ほら。来たわよ。あたしたちの共同ターゲットが」

　逃避しかけていた倉くら美み子こを現実へ引き戻したのは、彼女の支配者となった金髪美少女だった。

　灰はい谷たに亜あ美み夏かの声に顔を上げる。とたんに心臓が大きく鼓こ動どうした。

　一瞬だけ目があったのだ。バスに乗り込んできた古こ座ざ間ま星せい斗とと。

　倉美子はすぐに瞳ひとみを伏せた。恥はずかしくて顔なんか見られるわけもなかった。いまはただ己おのれのアホさかげんを呪のろい、下げ僕ぼくとしての悲哀を嚙かみしめるだけだった。

　敗れるということは悲しい。一切の発言権を奪われるのだから。

　今になって考えれば、あれはイカサマチーテイングだったのかもしれない。けれどもそれを実証する術すべはない。アメリカから帰国した正体不明の女の子が伸ばした魔ま手しゆ──それから守ってあげようとしたわけだけれど、結果はどうだ。あべこべに陰いん謀ぼうに荷か担たんするハメに陥ってしまった。

（……敗北とは悲しい。悲しすぎる。もはや私は金髪娘の下僕。いま残された自由は自己嫌悪に浸ひたることくらいじゃない。なんてこと。自分では限りなくイメージトレーニングに近いと思っていた脳内デートもおしまいジ・エンドだ）

　どしん。

　いきなり前の座席から衝しよう撃げきが伝わってきた。渋すぎる臙えん脂じ色いろのシートが傾き、スカートからのぞく膝ひざ小こ僧ぞうが僅わずかにそれに触れる。

　顔をあげてびっくりした。

　手を伸ばせば届く距離に、形のいい古座間星斗の後頭部が存在していたのだ。

　どぎまぎした。

　このとき倉美子と亜美夏は最後尾の席に座っていた。古座間がどのシートに座っても、視界内に確保できるようにである。

　けれど倉美子は知っていた。古座間はいつも前のドアから乗り、車体中央あたりに腰掛けるのだ。過去に例外は一回もない。タイヤの近くに座ると揺ゆれるから、きっとそれを避けているのだろう。もしかして乗物に酔いやすいタチなのかもしれない。

　汗と砂すな埃ぼこりの匂においが鼻び孔こうを襲った。更衣室にシャワーはあるけれど、古座間はそれを使わない。彼は校庭開放の期限ギリギリまで野球の練習に勤いそしんでいる。バスに遅れる危険性を回避しているんだ。帰ったらすぐお風ふ呂ろに入るに違いない。その先の脳内妄もう想そうはとても楽しいが、現在は頭から振り払うのが最善だ。体のあちこちがムズムズしてしまうから。

「これは好都合ね」

　亜美夏は紅あかい唇くちびるを倉美子の耳に寄せて言う。まさか早くもアプローチを仕掛ける気なの？

　この娘のやることは良くいえば豪快、悪くいえば常識外だ。入学式の一件もある。何をやらかすかは想像もできない。

　顔を見る。その視線は古座間の後頭部に釘くぎ付づけだ。秒単位で爛らん々らんと輝きを増していくそれは、まさに獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうの瞳ひとみだった。亜美夏は口をしっかり閉じ、鼻だけで荒い息をしている。とてもじゃないがホモサピエンスとは思えない。

　勝者には大幅な権限が与えられる。そうだ。どんな顔をしたって許されるのだ。まさに勝利とはすべてを黙もつ許きよされる免めん罪ざい符ふなのだ。

　女子高生を放棄したかのような亜あ美み夏かの横顔と、敗者という自分の立場にぞっとした倉くら美み子こであったが、同時に頭の中には疑問が湧わき起こっていた。

（……どうして古こ座ざ間まくんはわざわざ選んでこの席に座ったのだろう？　ほかの席だってがらがらなのに。人畜無害な私はともかく、金髪美少女の側そばは避けるのが普通なのに）

　ばすんばすんばすんばすん。

　エンジンの駆動音が周囲に響ひびいた。

　初老の運転手が周囲を見回し、沈黙のうちにドアを閉めた。過去の走行距離を合計すれば、地球と月を何回も往復しているに違いないくらいの超ベテランだ。マニュアル式のバスは盛大な騒音を奏かなでながら駅へと向かって進撃を開始する。

　同時に亜美夏も行動に移った。帰国子女は日焼けとはまったく無縁の透き通るような腕を、古座間の方へ伸ばしたのだ。

　いったい何をする気なんだろう。

　もし首でも絞めたらどうしよう。

　そうなったら完全におしまいジ・エンドだ。

　スペクタクルの到来を覚悟した倉美子は、彼女を下げ僕ぼく１号と呼んだ少女の腕に指を伸ばした。現状悪化に繫つながる悪あく手しゆだけは避けなきゃ。そう判断したがための行動だった。

　しかし状況は猫ねこの眼めのように変化した。亜美夏は意外なことに大胆すぎる一手を自じ粛しゆくしたのだった。

　自発的にではない。相手の動作を見抜いた上での行動だ。古座間がちょっと妙な素そ振ぶりを見せたのである。彼は学校指定のナップザックからネックバンド型のヘッドフォンを取り出し、慣れた手つきで形の良い後頭部に装着したのだった。

　ばすんばすんばすんばすん。

　咳せき込むようなエンジンをＢＧＭにしてシャトルバスは征ゆく。車内は会話さえ難しい空間と化している。ここでは音楽が猛威を振るう。現に数人の生徒が補聴器かと間違えるまでに巨大なヘッドフォンを使い、インナーワールドに没入している。

　しかし不自然だった。古座間くんは音楽にべつだん興味はないみたい。ずっとストーキングめいた行為に邁まい進しんしていた倉美子はそう判断していたのだ。

　駅前に閑かん古こ鳥どりが鳴き放題のＣＤショップがあるけれど、彼は素通りしかしない。また、これまで携帯式プレイヤーを使っている場面には一度も遭そう遇ぐうしていない。

　類たぐい希まれなる強運の持ち主である古座間は、すでに一生かかっても使い切れないまでの財産を持っている。iPodアイポツドの最高級機種フラツグシツプモデルなんか即金で買えるだろう。でもおかしい。なぜこの場面でそれを耳に装着しなければいけないのだ？

　おかしいといえば亜あ美み夏かの態度も奇妙だった。どうして簡単に手を引っ込めたのだろう？

　ヘッドフォンは個人的な鎖国である。こうした状況で声をかけるのが不ぶ調ちよう法ほうであることを、亜美夏も知っているのだろうか？

　いやいや違う違う。入学式での痛すぎる行動を思い返してみるがいい。この娘がそんな殊しゆ勝しようなマネをするはずもないだろう。

　目線を古こ座ざ間まの後ろ頭から移す。倉くら美み子こはそこで金髪娘が動作を中止した理由を目撃した。彼女は別の行動に必死になっていたのである。

　灰はい谷たに亜美夏は手帳を一心不乱にめくっていた。

　それは古座間メモだ。借金のカタに倉美子から奪い取った極秘資料だった。バインダー式でページを増やせるそれは増ぞう補ほ改かい訂ていを繰くり返したあげく、厚めの文庫本なみに肥満している。

　亜美夏は凄すさまじいスピードでメモのページをめくり続けていた。見開き二ページあたり一秒もかけていないだろう。

（間違いない。速読だ！）

　倉美子の判断は正しかった。亜美夏はその達人だったのだ。それも単なる斜め読みではない。ページを映像データとして網もう膜まくと脳のう裏りに焼き付ける必殺技なのだ。

　もっとも愛書家として、倉美子は速読を好んではいなかった。時間の節約にはいいかもしれないけれど、早食いは好きではない。普通に読んで理解できないモノを急いで読んだってわかるはずもない。読書という行為は著者と読者の知的な真剣勝負なのだ。じっくりページをめくってこそ、相手の手口が味わえる。速読はその悦えつ楽らくを自ら棄すてる行為にすぎない。倉美子はそう思っていた。

　しかし途方もなく恥はずかしい。

　これまでに記した古座間星せい斗とに関する全データ──それが赤せき裸ら々らに綴つづられたメモだ。いつの日かパソコンを手に入れたらデータベース化しようと目もく論ろんでいたが、それが果たせないうちに取りあげられてしまった。

（……あああああ。こざまくんのこじんじょうほうがちゅーちゅーとすいとられていく。もんがいふしゅつのはずだったのに、どうしてこんなおんなのこに。うーうー）

　目玉を高速回転させながらメモを読どく破はする亜美夏に向かい、倉美子は冷たく言い放はなつ。自らの動どう揺ようをごまかすために。

「探しても載のっていませんよ」

　数分で古座間メモを読破した亜美夏は、耳に引っかけていた爪つま楊よう枝じみたいなサイズのペンを握り、メモの余白にこう書いた。

【みたいね。古座間がヘッドフォンを使ったなんて記録はないわ。これはもういらない。憶おぼえたから返す】

「憶おぼえたですって？」

　亜あ美み夏かは口に人差し指をあてて、

【話してはだめ。彼は耳を欹そばだてている】

　難しい漢字を知っている外国人だわ。欹てるなんて、日本人でもよほどの人じゃないと書いたり読んだりできないもの。注意力を増ぞう幅ふくさせてよく聞くことだけど……え？

　思わず口を開きかけた倉くら美み子こだが、慌あわてて筆談に切り替える。

『古こ座ざ間まくんがこっちの話を聞いているっていうの？』

【間違いない。彼はヘッドフォンをつけただけ。音楽は鳴っていない。そして】

　亜美夏はそこでペンを止め、それまでの乱雑な文字とは打って変わって丁てい寧ねいな筆跡で、こう記したのだった。

【そして、あたしが曲を聴いていないと推察していることも、彼は理解している】

　どきっとした。

　古座間くんは私たちを監視対象としている？　敵視しているの？

　それなら納得できる。目の前の席に座ったのはこっちを観察するためだ。

　もし本当だとしたらまさしく腹はら芸げいだった。古座間がそこまでの策さく士しだとは考えたくなかった。そして悲しくもあった。こんな女の子と同族に分類されちゃうなんて。

【いい？　もう勝負は始まったわ。向こうは情報収集に躍やつ起きになっているの】

　さもありなん。頭ず蓋がいにそんな古めかしい単語が浮かんだ倉美子だった。でも勝負って？

　倉美子の疑念をよそに、亜美夏はこう宣言する。

【ならば先制攻撃あるのみ。覚悟しなさいよ】

　声を上げる暇も、押し止とどめる余裕もなかった。亜美夏は、一度はあきらめた魔ま手しゆを伸ばしたのだ。

　そのスピードは神しん速そく。倉美子にはどうすることもできなかった。金髪娘の細い指は、古座間の首筋に鞭むちのように伸び、あっという間まにネックバンド型のヘッドフォンを奪い取ったのだ。

　プレイヤー本体と接続しているコードは一本だけ。だから古座間の首が絞まることはなかったけれども、本気で肝きもを潰つぶす倉美子であった。あんな勢いで引っ張って、耳みみ朶たぶに傷でもついたらどうするのだ。

　びっくりはそれだけにとどまらなかった。

　あろうことか亜美夏は倉美子の制服の胸むな元もとを勢いよく引っ張り、胸の谷間にヘッドフォンを突っ込んだのである。

　ブラの谷間に感じる違和感が心臓から下腹部までを突き抜けた。ほんの数秒前まで好きな男の子のみみとこうとうぶにくっついていたものがわたしのしんぞうにすごくちかいいちにあってびんかんなにゅうとうまでのきょりがのこりたった３せんち。うーうー。

　さらにさらに驚くべき事態が発生した。

　古こ座ざ間まの頭だけが倒れてきたのだ。

　倉くら美み子こは彼の首がもげてしまったのかと錯覚した。

　大きく後ろにそらした頸けい部ぶが彼女の膝ひざにかすかに当たる。青い果実にも準なぞらえられる体に電撃が走った。それだけではない。古座間の澄んだ瞳ひとみがこっちの額ひたいを凝ぎよう視ししていることに気づいたとき、倉美子は本気で畏い怖ふを感じたのだった。

「あらあら。なんてこと。駄だ目めでしょう！　看み楽らく倉美子さん。いくらなんでも悪戯いたずらとおふざけがすぎますよ。万引きは立派な犯罪です。古座間さんが告発したなら停学や退学じゃすまないかもしれませんよ。弁護士が必要なら紹介してもいいわ。アメリカ人だけど」

　饒じよう舌ぜつさを自慢するように亜あ美み夏かがまくしたてた。

　なんてこととはこっちが言いたい。

　倉美子は想定外の事態に台詞せりふを失い、沈黙するだけ。自分の顔色が赤から青へ、そしてまた赤へと信号みたいにチェンジしていくのがわかった。

（……うわぁあぁあぁぁ！　このままではわたしがはんにんにされてしまうじゃない。それはいやぜったいにいや！　こざまくんにだけはかんちがいされたくない！）

　けれど、しかし、でも。

　流石さすがは沈着冷静さを売りにしている古座間だった。彼は平然とした様子で、こう切り返してきた。

「万引きじゃなくて強盗ですよ。言葉を換えただけで罪が軽くなると思っているのだとしたら、認識を改めた方がいいですね」

　仰あお向むけの姿勢のまま彼は語る。

　不意に自分でも理解できない衝動が心を駆けた。ちょっと勇気を振り絞るか、あるいは捨すて鉢ばちになれば、彼の頭を抱きしめるのも不可能ではない。あまり豊かとはいえないが、胸だって年相応にはある。こんなチャンスもう二度とないかもしれない。場違いにもそんな誘ゆう惑わくが脳のう裏りを横切った倉美子であった。

　だが実行には移せなかった。まだ理性が崩壊してはいなかったし、なによりも古座間がこう言ってくれたからだ。

「それに……引っ張ったのは倉美子じゃない。あなたでしょう。灰はい谷たに亜美夏さん」

　心臓が一回転したかと思った。

　好きな男の子が自分を呼び捨てにしてくれた現実は、新鮮な疼うずきとなって倉美子を襲った。

（……そうだ。古座間くんは私を敬称略で呼んでいいただ一人の男の子だった。ずいぶんお話しする機会がなかったから、久しぶりな気がしただけ。そのひとことでわたしはあとじゅーねんはたたかえる。うーうー）

　自分を信じてくれたことよりも寧むしろそちらの歓喜に浸ひたっている倉美子の耳は、なおもイニシアチブを握ろうとする亜美夏の声をキャッチした。

「そう思いたいならそう思ってくれて結構よ。どうせあたしはアメリカ帰りのキス魔まですから」

　倉くら美み子この悦えつ楽らくはそう長く続かなかった。亜あ美み夏かは負けずに言い返した直後、単軸ケーブルの端はしを思いっきり引っ張ったのだ。

「ひゃぅ！」

　経験したすべての感覚を軽く凌りよう駕がする刺激が胸むな元もとを駆け抜けた。けっして小振りではないバストが未知なる経験に揺ゆれた。倉美子は両手でそれを押さえるので精一杯だ。

　亜美夏は携帯スピーカーを指先でくるくる回しながら、

「お詫わびにこれをお返しします。ほんの一秒前まで現役女子高生の谷間に埋まっていたヘッドフォン。そっちの趣味の方にはたまらない逸いつ品ぴんかと思うけど」

　古こ座ざ間まはそこでようやく頭を上げた。体を起こした彼は、座席の肘ひじ掛かけの下から細くて長い足を投げ出すと、

「僕も男ですからね。欲しくないといえば噓うそになります。けれど『したい事』と『すべき事』と『してもいい事』の間には、およそ二九万六千光年くらいの距離があるのです」

「二九万六千光年？　やまねこ座の球状星団ＮＧＣ２４１９くらい離れているってこと？」

「おや、詳しいですな。さすがは入試で満点をとっただけのことはある。いかにもそれは現在確認されている球状星団の中では地球からもっとも離れているものです。どの島しま宇う宙ちゆうにも属していないため〝銀河の間インターギヤラクテの放浪者イツク・ワンダラー〟なんて呼ばれていますね」

「そうそう。地球からじゃ明るさは一〇等級くらいだけれど、近くから見るときれいよ」

「近くから？　ハッブル宇宙望遠鏡はあれを撮影してたかな？」

「違うの。文字通りの意味。あたしは実際に行ったことあるのよ。ちょっと昔だけど」

　倉美子にはぜんぜん意味不明の会話だったが、古座間は平気でついていく。

「本当だとしたら凄すごいな。僕も肉眼で見てみたいものだ。大気という井戸の底からではなく、直接宇宙から全天にちらばる星団と星雲をこの瞳ひとみで。メジャーなメシエ天体は言うに及ばず、ＮＧＣ番号が振られた小振りなタイプまでを思うがままに」

「あらあら。それがあなたの望みなの？　そんなリクエストなら簡単に応じられるわ。しかも交換条件は一つだけ。あたしが超ちよう弩ど級きゆうの大金持ちになるのに手を貸しなさい。あたしの才覚とあなたの運があれば、世界の富を独占することも可能なはず。さあＹｅｓと言うのです。今ならもれなく看み楽らく倉美子さんのおっぱいを通り抜けたヘッドフォンのおまけつき！　ついでにあたしからはキスくらいなら呈てい上じようしちゃうけど！」

　横向きに座ったままの古座間の頰ほおが一瞬だけ朱あかくなった気がした。きっと陽ひに染まったせいだろう。けっして照れるような人ではないのだから。憧あこがれの対象を完かん璧ぺき人間だと信じ込みたい倉美子は、そう思い込むことにした。けっしてえっちな事を考えたためではないと。

　そして清せい廉れん潔けつ白ぱくであってほしい憧れの人は、こう呟つぶやいたのだった。

「面おも白しろい提案です。では明確な回答をこの場で述べましょう。断じて否いなだ」

「え？」

　そのときの金髪娘の顔は見み物ものだった。完勝をもくろんだ者が見せる挫ざ折せつ──灰はい谷たに亜あ美み夏かはそれを頰ほおに刻んでいたのだ。おかしいったらなかった。ここは拒否権を持った古こ座ざ間まの方が上うわ手てだったわけだ。

「それから……ヘッドフォンは倉くら美み子こに進呈する。どうせネット通販の安物だし。誰だれが取ろうとしたにせよ、あげたことにすれば相手が罪に問われたりはしないから」

　その一言は倉美子に突き刺さった。なんだか自分が〈ああ無情レ・ミゼラブル〉に登場するキャラになったかのような錯覚を抱いだいた。

　余よ韻いんを愉たのしむ間まもなく、バスが速度を落とし、すぐ止まった。

　どの角度から観察しても寂さびれた私鉄のそれにしか見えない二階建ての駅ビルが、申し訳なさそうにちょこんと建っている。土地が余っている田舎いなかならではの縦たてに短く、横に広いタイプだ。その前のロータリーにはタクシーが何台か停とまっていた。競馬新聞を友とする運転手さんが客待ち顔で煙草タバコをふかしていた。

　古座間星せい斗とは前触れなしで立ち上がると、開放されたドアからその身をすべらせ、暮れかけた街並みの中へと消えていく。こちらを一いち瞥べつすることもなしに。後ろさえ振り返らずに。

　まるで災いから退避するかのようであった。

　さよならも言わなかった。

　さようならも言えなかった。

　あまりにもスマートな消えっぷりに倉美子はどうすることもできなかった。自分の非ひ力りきさを再認識させられた瞬しゆん間かんであった。

「下げ僕ぼく１号。ターゲットを追跡する。ついてきなさい」

　ヘッドフォンを倉美子へと放ほうり、空いた手でカバンを摑つかんだ亜美夏はそう命じた。けれども倉美子は立てなかった。

　この数分で押し寄せた経験──それは地味に古座間を思い続けていた一年半に受けたすべての刺激を合算したものの数倍にも匹ひつ敵てきする衝しよう撃げきだった。

　唯ゆい一いつの例外は今年のバレンタインデーにもらった〝御守り〟事件だろうが、あれは精神的なものであり、肉感的なショックはなかったではないか。

　腰が抜けたままの彼女は、ようやく絶望の言葉を絞り出す。

「……もうおしまい。絶対に変な娘と思われたわ」

「そうじゃないって。あいつが逃げたのは照れ隠しだってば。まったく、あなたたちときたらどうしようもない堅かた物ぶつね。小学生なみの痛々しい純粋さは天然記念物クラスじゃないかしら。とにかく行くわよ。下僕１号！」

「その下僕っていうのやめてくれませんかしら」

「下僕を下僕と呼んで何か問題でも？　敗者に発言権なんかないのよ。悔しかったらリヴェンジしてごらんなさい。カードならいつでも勝負してあげる。もっともやめておいた方が無ぶ難なんだとは思うけれどね。傷をこれ以上深くする必要もないでしょうっ！」

　亜あ美み夏かは途切れることなく台詞せりふを連ねていく。

「あなたじゃ無理。百回戦っても百回あたしが勝つわ」

「そんなのわからないです。勝負は時の運といいますし」

「無理むりムリ。駄だ目めだめダメ。実力に差がありすぎる場合、運なんて消し飛んじゃうわ。

　いい？　さっきのスタッドの勝敗は最初から決まっていたの。正確には、あなたがルールを確認すると噓うそをついて席を外した瞬しゆん間かんから。カードを自由にする時間をギャンブラーに与えるなんて自殺行為もいいところよ。

　あなたが最初にカットしたのは上から二四枚目。最後の勝負が一九枚目。底のカードボトムに手て際ぎわよく♦２を仕込んだんだけれど、あんまり簡単に引っかかってくれたんで拍ひよう子し抜けしたわ。

　あれで確信したんでしょ。あたしにフォーカードはないって。得意の確率論だけにこだわった勝負に徹していれば、こっちも少しは苦労したと思うけど」

　ぎくりとした。

　相手は堂々とイカサマチーテイングをカミングアウトしたのだ。

「インチキを白状した以上、さっきの勝負は無効だと思います」

「でも証明できないでしょ。証拠は？　あたしの自白？　こっちが噓をついている可能性ポイツシブルは無視するの？　次の勝負に勝つための布ふ石せきとして、あることないことわめき立てて動どう揺ようを誘うのは博打うちギヤンブラーの常じよう套とう手段よ」

　そう言われれば反論できなかった。唇くちびるを嚙かむしかない倉くら美み子こへと新たな言葉が飛ぶ。

「悪いけどあたしはカードのプロなの。アメリカではずっとカードを切って生きてきたの。お遊びと一緒にしてもらっては困るわ」

「そうじゃないかとは思いました。トランプの切り方が上う手ますぎましたから。それにしても、素人しろうと相手に本気になるなんて恥はずかしくありませんの？」

「ギャンブラーにとっていちばん大切なのは自分がギャンブラーだとカモに悟さとられないこと。あなたも最初はあたしのことを絶好のカモだと思ったんじゃない？　いいこと教えてあげる。周囲に目を配って、そこにカモがいなければ、カモはあなた自身なのよ。

　だいたいシャーペンの芯しんでチャレンジできただけ感謝して欲しいくらいよ。普通、あたしが勝負する鉄てつ火か場ばは、最低でも億単位のレートが行き交うんだから。

　さあさあ急いで。ターゲットを見失ったらどうするのよ！」

「古こ座ざ間まくんは寄り道せずに家に帰ります。尾行する必要なんかありません。この街で彼の家を知らない人は絶対いませんし」

　背中を押されながらバスを降りた倉美子はそう言ったが、亜美夏は意外な返事を寄こした。

「じゃあ、あたしは希け有うな例外ってわけね」

「まさか。あなただってとっくに調べたでしょうに」

「答えはノーよ。正直な話、あたしが古こ座ざ間ま星せい斗とに関することで知っているのは人類最強と評せられる〝幸運ラッキー〟を押しつけられたって事実だけなの。本人は過度なラッキーを持て余しつつあるみたいだけどね。

　ベースボールに打ち込んでいるのは、有り余る運を削り取ろうとしているのよ。スポーツはギャンブルと同様、恒こう常じよう的てきに幸運を磨すり減らすものよね。その気になれば、運だけで甲コウ子シ園エンにも行けるでしょうし、四年契約で五億ドルを超えるメジャーリーガーにだってなれるはずだけれども」

　磨り減らす。そういう考えもあるのか。

　倉くら美み子こは、古座間がどうして高校球児としての第一歩を踏み出したのかまで考えたことはなかった。亜あ美み夏かの意見が本当だとは思えなかったけれども、なにか動機があるのは確かだろう。いつか突き止めなくちゃ。

　二人は駅えき舎しやの横手を抜けて商店街へと向かう。その瞳ひとみで追っているのは古座間星斗の広すぎる背中だ。彼は長いコンパスを生かし、足早に歩を進めていく。

　尾行といえば電柱や店の陰に隠れたりするものだが、亜美夏は目立ちすぎる金髪ナチユラル・ブロンドを揺ゆらしながら堂々と跡をつけている。相対距離は約二〇メートル。これじゃストーキングしてますよと宣言しているようなものだが、気にする者は辺りにいない。

　この商店街は半分が開店休業状態で、残り半分は台風でもないのに錆さびついたシャッターが閉じられたままになっている。達筆なのか悪筆なのか書を知らない者には理解できない毛筆で《長い間ご愛あい顧こありがとうございました》と書かれた貼はり紙が春風になびいているのが、もの悲しさを倍増していた。

　車で二〇分の場所にできたショッピングモールが元げん凶きようだった。最初こそ影響は小さかったが、シネコンが増設されて以降、駅前商店街から人通りは途と絶だえてしまった。

　自転車以外に遠出の手段を持たない学生にとってモールの存在は痛し痒かゆしである。行けば楽しいが、到着までが一苦労だからだ。

　ふと古座間が足を止めた。彼は財布を取り出し、自販機に小銭を入れる。ジュースを二本取り出したかと思うと、すぐに姿が見えなくなった。

　亜美夏が咳せき込むように、

「模型屋だか駄菓子屋だかわかんない店の前で消えたわよ。逃げたわ！」

「だいじょうぶ。狭い路地に入っただけ。古座間くんはいつもあそこを通って闇やみ賀が岳だけの麓ふもとへ直行するのです。そんなことも知らないのですか」

「古座間という人格を欲ほつする者としては、データ収集を進めなくちゃいけないことはわかっていたわ。けれどいちいち調べるのは面倒じゃない。だったらそれを持っている人から頂ちよう戴だいした方が早くて確実。それが下げ僕ぼく１号ことあなた。将を射いんと欲すれば先まず馬を射よ！」

　変なこと知っているアメリカ人だなあ。あたしは馬ですか。路地に亜あ美み夏かを押し込みながら、そう思った倉くら美み子こであった。

　けれども合理的な考えであるのは確か。相手は常にダイレクト・アプローチのみを模索する少女だ。ならきっと……

「灰はい谷たにさん。まさかとは思いますけど」

「亜美夏でいいわよ。名字は英名を直訳しただけだから」

「ではご本名は？」

「アミ・Ｓサマー・グレイヴァリーよ。できればご主人様と呼んで欲しいんだけど、学園では差し障さわりがあるでしょ」

　帰国子女はそう言ってこちらの話を遮しや断だんした。

　体を横にしたまま狭苦しい路地を抜ける少女二人。換気が見込めない空間だけのことはあり、そこには雑多な匂においがたちこめている。隣は老舗しにせの甘かん味み処どころだ。この不況のおりにも小豆あずきを煮る火を絶やしておらず、焦こげた砂糖の香りが束になって押し寄せてきた。

　ノスタルジックなそれは、倉美子にとって告白の香りであった。破れかぶれで突撃したバレンタインデーの恥はずかしい想おもい出でが洪水となって押し寄せてきた。望みうる以上の結果を手にできた倉美子にとって、小豆を煮る匂いは勝利の芳ほう香こうに他ほかならなかった。

　倉美子にとって好ましいそれも、亜美夏には正反対だったらしい。彼女は片手で鼻を押さえながら咽むせた。

「けほけほ。わたしビーンジャムは苦手なのよ」

「じゃあ亜美夏さん。ひとつ訊ききます。あなたは私が古こ座ざ間まメモを持っていることを最初から知っていたんじゃなくって？」

　先を歩く亜美夏は、路地から通りに脱出し、大きく息を吸ってからこう言った。

「答える必要も義務も意思もありませんわ」

　下へ手たな物もの真ま似ねを披ひ露ろうした金髪娘だが、彼女はすぐ笑えみを顔から消すこととなった。

　その双そう眸ぼうに霊れい峰ほうを遠えん望ぼうしたからである。

　闇やみ賀が岳だけだ。

　標高五五五メートルという微妙な数字を誇る霊峰は、見る角度によって趣おもむきを一変することで地元では有名である。

　道どう風ふう学園からだって勿もち論ろんよく見える。そこからでは緑に萌もえる普通の山だが、それは裏手の風景だ。駅から見える方は赤茶けた山肌が剝むき出しになっている。二色のコントラストが絶妙であった。

　もっとも計算された効果ではない。戦時中の空襲で禿はげ山になったあと、自然回復運動の名の下もとに植林が行われ、オーストラリアからユーカリの木を取り寄せて造林作業が推し進められたのだが、無念にも途中で予算が尽きてしまったのだ。あとは放置していても勝手に緑は再生すると当時の市議会は説明したらしいが、それから半世紀以上が経過した現在も闇やみ賀が岳だけの半分はスキンヘッド状態である。

　街のシンボルマークとなっている異い形ぎようの山岳が示した横顔──それを初めて見たのだろうか、灰はい谷たに亜あ美み夏かは唇くちびるを尖とがらせて言う。

「あんまり嬉うれしくないシルエットをしていたのね。この山が嫌いになりそう」

　相手は色合いより山全体の形態に注意をひかれたようだ。たしかに闇賀岳は形状にも特徴がある。山頂部はなぜか真っ平らなのだ。まるで円えん錐すいの上方をスパッと切断したかのような格好であった。

「そうですか。私は好きですけれどね。アメリカのワイオミング州にあるデビルズ・タワーを小型化したみたいで雰囲気あるでしょう。映画『未知との遭遇』に出てきたあの山ですよ」

　その直後だった。亜美夏の顔は唐とう突とつに険しくなった。

　どうやら地雷を踏んでしまったようだ。金髪少女はこっちをきっと睨にらみ、

「命令します。今後絶対その名前を口にするのはやめなさい」

「デビルズ・タワー。デビルズ・タワー。デビルズ・タワー。デビルズ・タワー……」

　念ねん仏ぶつのように口の中で連呼する倉くら美み子こへと、亜美夏はこんな台詞せりふを投げつける。

「優しい顔に似合わず意外に意地が悪いのね。いいわよ。こっちにも考えがあるから。古こ座ざ間まメモをコピーして今日きようの夜に宅配便で彼の家まで送ってやるわ」

「古座間くんの住所をご存じなのですか？」

「知らないからすぐに教えなさい！」

　ちょっとだけ優位に立ったと錯覚した倉美子は、片手をあげて闇賀岳の山頂を指差した。

　そこから細くて長い糸が垂れ下がっているのが見えた。金属製のケーブルだ。それが僅わずかにしなったかと思うと、黄色の物体が姿を現した。

　中型といった規模のゴンドラである。それとは不釣り合いのサイズの巨大なフックが鋼こう線せんに引っかかっており、ゆっくりしたスピードで黄色い本体を高みへと運んでいく。

　そのゴンドラは有人だった。窓からは人影が確認できる。遠くて豆粒のようにしか見えないけれど、倉美子はどんなに遠くても相手を見極める自信があった。

　視力においては亜美夏も負けてはいなかったようだ。彼女はこう叫んだのだ。

「なんで古座間がロープウェーに乗っているのよ！」

「ただのロープウェーじゃないの。自家用ロープウェーなの。古座間くんの家は闇賀岳の山頂にあるの」

　倉美子は毎日見上げている憧あこがれの住まいを指差した。パール色の洋風建築物がそこに鎮ちん座ざしている。直線を主体に構成されたそれはモダンかつ機能的に思えた。

　何よりも注意を喚かん起きしたのは、屋上に鎮座している半球状の白はく亜あの物体だろう。

「あれが古座間邸なの？　あたしの目には天文台にしか見えないけれど」

「あなたの目は正常ですわ。古こ座ざ間まくんは天文台に住んでいるの。お父さんの仕事の関係」

　納得したかのような顔で亜あ美み夏かは言う。

「なるほどね。星と宇宙に詳しいわけだわ。島しま宇う宙ちゆうなんて古くさい単語を使っているところから考えて、かなり年輩の先生の薫くん陶とうを受けていると思っていたけど、実の父親とはね。

　それにしても山の上に住むなんて物好きね。水に電気にガス。そんなライフラインを送るだけでも大変でしょうに。代だい償しようとして得られるのは絶景だけじゃないの？　それとも占領民を見下ろす気持ちなのかな。まさに『天国と地じ獄ごく』よね」

　それが黒くろ澤さわ明あきらの傑作映画の一場面を意味していると倉くら美み子こが思い至ったのは、かなり後になってからであった。いまはロープウェー乗り場ラウンチへと突き進んでいく亜美夏を追いかけるので精一杯だった。

　ゴンドラは一台のみ。ロープウェーにしては珍しく単線である。自家用だけあって業務用のそれと比較しても稼か働どう率りつは低いし、保安上の観点からも数をそろえるのは得策ではないのだろう。倉美子はそう思っていた。

　操作方法はだいたいわかっていた。古座間は毎日路地を抜けたときを見計らって携帯を取り出す。すると数分で麓ふもとまで無人のゴンドラが降りてくるのだ。電波誘導の遠隔操作だろう。いつかかならずあれにのってかれのいえにいくのだ。それがわたしのゆめなんだ。うーうー。

　軽い妄もう想そうモードに突入してしまった倉美子をよそに、亜美夏は無ぶ遠えん慮りよに乗り場へと殴なぐり込んでいく。簡単なかんぬきを勝手に開けると中には宅配ボックスと郵便受けがあった。隙すき間まからのぞいたが中はからっぽ。きっと古座間が持ち帰ったのだろう。

　ゴンドラが接せつ舷げんする場所は鎖くさりで仕切られているだけだった。ケーブルが収容されている部分から壁面にかけてはコンクリートが剝むき出しになっている。全体的に殺風景な内部だ。

　その中で特別に異彩を放はなっていたのは隅すみに設置されていた筐きよう体たいだった。

　外見は銀行のＡＴＭに酷こく似じしている。端たん末まつを流用したのだろう。地味な画面に電卓みたいなキィが配列されていた。画面が薄暗くなっているのは待機モードに入っているためであろうか。

　亜美夏は一目でそれがゴンドラの運転管理マシンだと見抜いたらしく、さっそくキィボードに指を伸ばした。だが倉美子がすかさず声をかける。

「暗証キィを打ち込まないと動きません。三回続けてまちがえると警備保障会社の人が物ぶつ騒そうな車で押しかけてくる仕組みになっていますわ」

「どうしてわかるのよ」

「前に試したからです。危うく捕まるところでした。うまく逃げおおせましたけど」

　亜美夏はタッチパネルから指を外し、

「人は見かけによらないわね。校庭の桜を切り落とすわ、派手なピンポンダッシュをするわ、下げ僕ぼく１号は可愛かわいい顔してアグレッシブすぎるんじゃない？」

「欲しいモノを手に入れるには手段を選んでなんかいられません」

「上等なご返事。それで山頂に登るのに他ほかに道はないの？」

「なくもありません。私の家から行けます。こっちです」

　そこで倉くら美み子こは初めて亜あ美み夏かを追い抜き、先導するように街路へと躍おどり出た。

「こら！　近道があるんなら先に言いなさいよ！」

　文句を言いながらついてくる亜美夏に表情を見られぬよう、倉美子は顔をそむけている。

　彼女の心に去きよ来らいしていたのは敗者復活のプランだった。ここで歪ゆがんだ頰ほおを見られるわけにはいかない。相手は海うみ千せん山やま千せんの手て練だれだ。すぐに見抜くに違いない。

（……一人じゃ勝てない相手であるのは良くわかった。けれど二人なら歯が立つ。少なくともイカサマチーテイングは見抜けるはず。母さまなら絶対に！）

　膝ひざ上うえスカートを揺ゆらしながら駆け寄ってきた灰はい谷たに亜美夏は倉美子の肩に手をかけた。ぎくりとした倉美子だったが、相手は想定外の質問を繰くり出してきたのだった。

「もう一つ教えなさい。どうして古こ座ざ間ま星せい斗とはあんたを呼び捨てにするわけ？」

　それにはれっきとした理由があるのだが、これはおいそれと語るわけにはいかない。

「ないしょです」

「下げ僕ぼく１号に命ずる。なれそめを話せ」

「洞どう察さつ力りよくに優れたあなたのことです。私の家に行けばわかるかもしれませんよ」

「行きますとも。古座間メモの残りを貰もらわなくちゃいけないから」

　ちぇ。やっぱりまだ忘れてなかったのか。
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　踝くるぶしまでを雑草に埋めながら倉美子は家路を急いだ。

　足あし許もとはかんばしくない。江戸か明治の御み代よに敷かれたらしい石畳の残ざん骸がいめいた物体が所々に残っているだけだ。もはや山道と呼ぶのも難しい。獣けもの道みちと評するのが適当だろう。学園指定のローファーではかなり歩きにくい。

　さすがに通い詰めた道だけあって倉美子はすいすいと歩を進めていくが、初めての亜美夏にはしんどかったようだ。金髪少女は何度かつまずき、その度たびアメリカナイズされた文句スウエアリングを発していた。

「ちくしょうダムニイツト！　どんどん寂しい場所へ行くじゃないの。あんたの家ホントにこっちなの？」

　辺りに人ひと気けはない。街灯もない。

　今は昼が長いからいいけれど、冬場は冗談抜きに懐中電灯が必須となるような道だ。

「こんな人じん跡せき未み踏とうな道じゃ変質者はおろか熊だって出ないでしょ。念のために訊きくけど、毒どく蛇へびとかいないでしょうね。キングコブラとかサイドワインダーとか」

「大だい丈じよう夫ぶ。そんなの出ませんよ」

　ときどきマムシは出るけれど。

　闇やみ賀が岳だけの北側一帯は倉くら美み子こにとってホームグラウンドだった。闇賀岳の南半分は木が生えていないが、それは山腹から稜りよう線せんにかけての話であり、麓ふもとはまだまだ緑が残っている。彼女は子供の頃ころからここで過ごして来たのだ。知らないことはない。

「この街が田舎いなかなのは知っていたけれど、こんな秘境が残っているとは思ってなかったわ。環境保護団体の人たちだってこれなら納得よ。たとえ熱帯雨林が消え果てても地球はしばらく大だい丈じよう夫ぶでしょう。大丈夫じゃないのはあんた。毎日こんな道を通って駅前まで行ってるの？　気はたしか？」

　心しん底そこ呆あきれきったような声で亜あ美み夏かが尋ねたが、倉美子はすぐさま冷静に言い返す。

「道どう風ふう学園まで通うには北回りでえんえん山道を歩くか、駅まで戻ってバスで闇賀岳の裾すそ野のをぐるりと一周するかのどっちかです。足場は直接登校する方がまだマシですけど、距離的にはほとんどかわりませんし、時間的にはバスが早いですわ」

「そして気分的には古こ座ざ間ま星せい斗とに会えるから嬉うれしいなと。で、なれそめはどうしたの？　彼はどうしてあんたを呼び捨てにするのかな」

「それは私の口からは恥はずかしくて言えません。どうしてもと言われるなら、もういちど勝負してください」

「そりゃいいけど、まだ負けたりないの？」

　そうかもと言いながら倉美子は足を止め、鬱うつ蒼そうとした竹たけ藪やぶに入ろうとした。背後から亜美夏の声が飛ぶ。

「ちょっと。どこに行くつもり？　何をする気なの？」

「何って……そろそろタンパク質が顔を出している頃ころ合あいだからですよ」

　倉美子はあらかじめ目星をつけておいた収穫ポイントへ向かった。

　あった。茶ちや褐かつ色しよくの光こう沢たくが見つかった。昨日きのうより確実に伸びている。思わず顔がほころぶ。

　孟もう宗そう竹ちくだ。

　それは倉美子にとって貴重なタンパク源だった。食物繊維が豊富なのは女しかいない看み楽らく家にとって有あり難がたかった。これからの季節は料理にヴァリエーションが出せるだろう。

　カバンを置き、根元を何回か蹴けってから、力任せに引っ張る。すぐに筍タケノコは圧力に屈した。折れたそれを拾い上げると予想以上に重かった。水分が詰まっている。新鮮な証拠だ。

　通学カバンからコンビニで貰もらったビニール袋を取り出す。経済状況からリサイクルに重きを置かざるを得なかった倉美子は、いつもそれを数枚持ち歩いていた。

　収穫物に得とく々とくとした表情で山道へと戻ってきた彼女を、亜美夏は呆れた表情で迎えた。砂糖か塩を連想させるまでに白い頰ほおに信じられないアンビリーバボーという単語を刻んでから、

「まさかそれを食べるんじゃないでしょうね」

　この毛け唐とうは筍を知らないのかしら。だとしたら可哀かわい想そう。とってもおいしいのに。

「まさかじゃなくてこれが副食の主役なのです。カロリーは低いけどミネラルやビタミンＢ１などがどっさり含まれていますわ。塩分排出効果もあるから、高血圧にもいいみたいです」

「びっくりどっきりです。忘れないうちにレポートしておこうっと」

　亜あ美み夏かは携帯そっくりな、それでいて携帯とは若じやつ干かん違うように思えるツールを取り出し、こんな言葉をつぶやいたのだった。

「ええと『……日本人は竹を常食している。よって生物学的にはパンダに極めて近い人種であると推定されるであろう。以下、要調査。続報を待て』と。……これでよし。たまには監察官としての仕事もやらなきゃね」

　よくわからない行動だ。本物の音声メモにしては簡単すぎる。それに入試の成績からみて、相手は記憶力には自信があるはず。こんな短文を録音しても意味ないだろう。自己満足のための行動ではないかしら？

「この竹林……折りをみて焼き払いたいわね。我が眷けん族ぞくは竹たけ藪やぶにトラウマがあるのよ」

「トラウマ？　もしよろしければ聞かせて下さいます？」

「別にいいわよ。子供でも知っている話だから。いい？　これは過去の事件。具体的には地球という惑わく星せいが太陽の周りを約一二〇〇回転するくらい前。

　あたしの御先祖さまが事故で難破したの。乗員は大多数が死亡。沈みかけたフネから超小型救命カプセルで物体〝Ｋ〟を射出するのが精一杯だったみたい。

　不時着したカプセルはどこかの竹林に落下。老境にある原住民の男性がそれを発見し、乱暴にも刃物で切断したわけ。中から出てきたのは女の赤ちゃん。老人は彼女を拉致アブダクトし、自分の娘として養育したの。彼女は短期間でスレンダー＆グラマラスに成長し、求婚の申し込みが殺到。無理難題を押しつけてプロポーズにゴメンナサイし続けているうちに、やっとお迎えが空から参上したわけね。当時の権力は引き揚げ船に対して武力闘争に及んだものの、軍事力の差は如何いかんともし難がたく、奪だつ還かん作戦は失敗。彼女は無事に故郷ホームの月世界に戻れたけど、現地政権との折せつ衝しようが不可能インポイツシブルに近いという悪あしき実例を築いたことは誠に遺い憾かんであり……」

　どうやら『竹取物語』を曲解した作り話らしい。

　かぐや姫が宇宙人だったという説は昔から唱えられていた。『竹取物語』自体を日本最古のＳＦ小説だと断言する人もいる。けれどもそれは保守本流メインストリームから離れた意見だろう。

　ともあれ状況にそぐわない無む駄だ話ばなしである。倉くら美み子こはそう判断した。ここはあえてツッコミを入れず、丸ごと無視するのが上策だろう。

「ふーん。そうなの。それで焼き払うって、この竹藪を？　たけやぶやけた……じゃなくて竹が可哀かわい想そうでしょうに」

「自分のことを棚たなに上げるのはやめて欲しいわ。桜は可哀想じゃないの？」

「この際だから棚に上げますわ。こっちは完全犯罪。あなたのは予告犯罪。露ろ見けんしなければ平気だけれど、バレたら一巻の終わりじゃありませんか」

「倉くら美み子こさん。あんたの悪戯いたずらはあたしという目撃者がいることをお忘れなく」

「だったらあなたも似たようなもの。放火なんかしたら持ち主オーナーが怒り狂いますわ」

「あんたが御ご注ちゆう進しんでもするっていうの？」

「その必要もありません。持ち主はこの私です」




　　　　　♦




　噓うそじゃない。本当だ。

　看み楽らく家は、正確にはその長女である看楽倉美子は、闇やみ賀が岳だけ一帯の土地を所有している。

　別に原野商法に騙だまされたわけではない。先祖伝来の土地という奴やつだった。

　面積だけはやたら広いが不動産としての価値はゼロに近い。土ど建けん屋やとつるんでいた道路族の国会議員が勢力を失った現在、こんな田舎いなかには何世紀待ったところで高速道路も空港も造られそうにない。

　さすがに山頂部を含めればそこそこになるらしいが、古き良きバブルの時代ならともかく、農地にも住宅地にも墓地にも転用できない二に束そく三さん文もんの土地を買おうなどという物好きなんか、不況の日本にいるわけもない。

　つまり倉美子は財産ではなく、重荷を受け継いだわけだ。

　彼女はこう思っていた。守らなければいけない先祖伝来の土地ってよく聞かされたけれど、じゃあ『ここはワシのもんじゃあ！』と最初に言い始めた人は、どういう権限があってそんな暴言を口にしたのかしら。

　まったく。余よ計けいなモノを押しつけられる子孫の苦労も考えて欲しいわ。

　倉美子は罰ばち当あたりにもそんなことを考えていたのだった……




　　　　　♦




「あなたが大地主？　にわかには信じ難がたいわね」

「私の身辺はいろいろ調べ上げたんじゃなかったのですか？」

「一人でできることには限界があるの。だからこそパートナーが必要なの。あたしがいるべき場所に戻るためには、強い強い運を持った協力者が欠かせないの。ところで下げ僕ぼく１号、あなたの家はまだなの？」

「見えました。あれです」

　倉美子は唐とう突とつに出現した鳥とり居いを指差した。

　建こん立りゆう後、一世紀は優に経過していると思われる石造りのそれには、願がん掛かけのために参拝客が投げた小石がぎっしりと乗っかっており、また石尽くしを補強するかのように石版の表札が掛かっている。

「ええと……ヱえ堰ぜき神社と読んでいいのかな」

　亜あ美み夏かの問いかけに倉くら美み子こは大きくうなずき、

「そうです。ここが私の実家です。ついてきて下さい。階段は三八段。一七段目から二一段目にかけて苔こけ生むしているから滑りやすいです。せいぜい気をつけて」

　そう。せいぜい気をつけて。

　倉美子は思った。これを潜くぐった先は本当に私の縄張りテリトリー。灰はい谷たに亜美夏さん。あなたは王おう水すいの壺つぼに落ちたゴキブリと同じ運命をたどるでしょう。いったんは負けたけれど、汚お辱じよくを二回も重ねるほど落ちぶれてはいないつもり。博バク打チで負けたモノは博打で取り返せばいいんだ。

　それが無む間げん地じ獄ごくへの片道切符だと、倉美子はまだ気づいていない。

　拝はい殿でんが見える宝ほう前ぜんへとあがった。手ちよう水ず舎しやで手を清めてから、自宅として使っている社しや務む所しよへと向かう。

　それを一発で社務所だと見抜ける人はいないだろう。外見はこぢんまりしたプレハブにしか見えないからだ。庭によく子供用の勉強部屋として設置されている物置みたいなサブハウスを五割増しに拡大した感じである。

　電気は消えていた。不自然さを感じたのだろうか、亜美夏が尋たずねる。

「真っ暗じゃないのよ。家族の人は？」

「母が一人。時間からいって水みず垢ご離りの最さい中ちゆうだと思います」

「水垢離って？」

「冷水を頭から浴びて体の穢けがれを祓はらう宗教的儀式。ご存じないのですか？」

「あんたも気づいているとは思うけれど、あたしは自称帰国子女なのね。日本の伝統行事に関する知識は薄いわけよ。ようするに気分爽そう快かいになるための水浴びってわけね」

　不謹慎だが、春先から夏にかけての水垢離にはたしかにシャワーにも似た一面がある。だが同じことを真冬にもやると聞けば、このアメリカンも多少は顔をしかめるだろうか。

「どこでやってるの？」

「本殿の裏手ですよ。小さいけれど滝があります」

　亜美夏は見たい見たいと連呼しながら勝手にそちらに向かう。

　高さ四メートルくらいの切り立った山肌の一角から、貧弱ながらも石いわ清水しみずが溢あふれ出ている。今年は暖冬で闇やみ賀が岳だけの降雪は少なかったため、雪解け水も豊富ではないのだ。足場は小さな池となっており、自家製の簀すの子こが何枚も敷かれていた。

　その上に母がいた。

　看み楽らく三み露ろ子こ。

　倉美子が母さまと呼ぶ存在である。

　真っ白な禊みそぎ着ぎを纏まとった彼女は木製の手て桶おけに水を汲くみ、勢いよく頭へ中味を浴びせる。年齢に見合わないまでに伸ばした髪が海草みたいに背中に貼はりついていた。

「あれがミズゴリ？　わかった。水も滴したたるいい女っていう格言を実践中なのね！」

　ものすごい誤解だが、訂正する気にはなれなかった。考えてみれば、常識なんてそんなものかもしれない。それに相手は正体不明の金髪娘だ。わざと間違えてこっちの反応を探さぐっている可能性だってある。

　少女特有の声に気づいたのだろう、三つの手て桶おけに汲くみ溜ためた水を三回連続で脳天にぶちまけたあと、三み露ろ子こはいきなり振り向き、いつもどおりの無表情な様子でこう告げた。

「お帰りなさい。倉くら美み子こさん」

　我が母ながら幽ゆう鬼きみたいだ。率そつ直ちよくにそう思う娘であった。

　しかしながら倉美子との約束は忘れていない。感心感心。毎日、巫み女ことして規則正しい生活を行うというささやかな要求を母は完かん璧ぺきに履り行こうしている。勝者と敗者の掟おきては、看み楽らく母子おやこの間でも生きていたわけである。

　スケジュールどおりに水みず垢ご離りを終えた三露子は、使い古しの高たか下げ駄たをからんころんと響ひびかせながら歩み寄ってきた。ずぶ濡ぬれのまま母は尋たずねる。

「お友達ですか？」

　この山奥に金髪ナチユラル・ブロンドの西洋人が来たのは初めてだろうに、三露子は一切の動どう揺ようを示さなかった。神職として感情を排はいする技術を会え得とくしているのだ。
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　母の度ど胸きように改めて驚いた倉くら美み子こは、違うといいかけたが、言葉を発することはできなかった。亜あ美み夏かが横から口を出したからだ。

「ノーです。倉美子さんは今日きようからあたしの下げ僕ぼくとなりましたのでよろしくっ！」

「そうですか」こともなげに言ったあと、母は続けた。「ところであなたのお名前は？」

「灰はい谷たに亜美夏」

「つまりギャンブルで娘を負かしたのですね」

　母の洞どう察さつ力りよくに一切の陰かげりはなかった。むしろ神職に没頭することで、一段と研とぎ澄まされた感すらある。こんな女をよくもまあ完かん膚ぷ無なきまでに負かせたものだ。

　勝負事全般──とりわけ花はな札ふだにおいて無敵を誇った看み楽らく三み露ろ子こだが、倉美子には常勝を誇る母親の手口は看かん破ぱ済みだった。とにかくイカサマチーテイングがうまいのだ。

　子は親に反発する生物である。倉美子は三露子の手口を嫌い、確率によって勝しよう機きをつかもうと試み、それに成功した。

（……そして私はイカサマを操あやつる灰谷亜美夏に敗れた。それも完膚無きまでに。けれど母さまならどうだろう。毒をもって毒を制すの喩たとえどおり、母さまにだったら亜美夏を叩たたきのめせるかもしれない……）

　希望的観測を抱いだく倉美子に、母の声が伝わる。

「トランプカードですか？　それとも花札？」

「トランプ。母さま、このアメリカさんは底なしに強いですわよ」

「でしょうね。倉美子さんが負けるくらいだもの」

（……やっぱり博バク打チは人の眼まなこを曇らせるのね。敗者となった母さまは真人間に更こう生せいしたわけだけど、今宵こよいはもう一回だけ博打打ちギヤンブラーに戻ってもらわなくちゃ）

　娘として嬉うれしくはない選択だが、背に腹は代えられない。

　したくはないが、できるのだ。

　陰いん謀ぼうに眉まゆを歪ゆがませた倉美子と、正体不明の笑えみに唇くちびるを歪ませる亜美夏。そんな二人に三露子の言葉が投げかけられる。

「いろいろ複雑な事情がおありの様子。まずは夕食をすませてからお話をうかがいましょう。我がヱえ堰ぜき神社は来る者拒まず。去る者は追いかけますから」

　三露子は歩きながら訥とつ々とつと語った。別にこっちを避けているわけではない。清めた体は一刻も早く拭ふかなければ、それだけ穢けがれが身に宿ってしまうのだ。足並みを早める三露子を追いかけながら亜美夏は言う。

「喜んで相しよう伴ばんに与あずかりましょう」

　やっぱり妙な単語を良く知っている外国人だった。会話だけは完かん璧ぺきの域に達しているようだ。自称帰国子女だが、髪さえ染めればジャパニーズな女子高生としても通用するだろう。

「甘えついでにもう一つお願いが。この時間帯にジャングルを通って駅前まで帰るのは怖すぎます。どうか一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義に与あずかりたい」

「かまいませんよ。ただお家の方には連絡をしてくださいな。恥はずかしいことにうちには電話がありませんの。携帯はお持ちですか？　もっとも電波はほとんど通じませんけど」

「ご心配なく。この星に家族はいません。気楽な一人暮らしです。駅前アゲハホテルの最上階を三年契約で借り切っていますから」

「お金はあるところにはあるものですね。では私は夕ゆう餉げの準備をしております。倉くら美み子こさん。筍タケノコをこっちへ。糠ぬかはまだあったから、味み噌そで甘あま辛からく炊けばいいですね。それから礼らい拝はいを忘れないようにしてください」

　三み露ろ子こはそう言うと、亡ぼう霊れいを連想させる足取りで社しや務む所しよにつま先を向けた。建て付けの悪い引き戸を開け、母が中に消えるのを見届けた倉美子は、一瞬だけ安あん堵どする自分に不可解な思いを抱いだくのだった。

　しばらくの間、二人の女子高生は壊れかけた水道みたいな貧相極まる滝を見つめていた。

　飛び跳はねた水は明治初期に作られた排はい水すい溝こうを通過し、蛍ほたるが棲すむ小川へと流れていく。すごく冷たくてすごく清潔だ。ペットボトルに詰め込めばそのまま天然水としても販売可能だろう。

　沈黙に耐えられなくなったのか、亜あ美み夏かは倉美子へそっと耳打ちする。

「あなたのママ、ひょっとしてちょっと電波な人なわけ？」

　気の毒そうな口調がかえって気に障さわったが、やはり第三者から見れば風変わりな女性に見えるのだろう。

「あれでも矯きよう正せいしたの。堅かた物ぶつになりすぎたきらいはあるけれど、前はもっとひどかった」

　身内の恥はじだが、隠したところでどうせ根掘り葉掘り聞かれるに決まっている。倉美子は最初からすべてを打ち明けることに決めた。

「精神的なもの？」

「ある意味、そうですね。母さまは重度のギャンブル依存症だったの。放ほうっておくと朝から晩までパチスロ屋に巣を作ってるか、無料循環バスで競艇場へ日につ参さんしていたわ。

　そこで私が勝負を挑んだのです。トランプカードで。もし私が買ったら博バク打チをやめ、私の言うことをすべて聞くと。本職である禰ね宜ぎとしての役目に没頭し、ヱえ堰ぜき神社の管理に全力を注ぐと」

「それで勝ったわけか。ちなみに交換条件は？　負けたらどうするつもりだったの」

「私を風俗に叩たたき売って、ギャンブルの軍資金にしてもいいって言ったのです。もちろん敗退するつもりは最初からありませんでしたけど」

「やっぱ下げ僕ぼく１号はアグレッシブだわ。その役目は普通ハズバンドがするもんでしょ。あんたのパパは何やってたの？」

「いないの」

　極めてさらりと倉美子は言う。この話題に関し、平静を装うことには慣れていた。

「父さまは私が二歳の時に失しつ踪そうしたのです。文字通りの蒸発。結婚前から母さまは賭と博ばくの女王様だったらしいから、きっと父さまも持て余したのでしょう」

「警察には？」

「届けたけれど無む駄だ足あしだったみたい。唯ゆい一いつの手掛かりは書き置きだけ。一切心配するなって。いつかこのヱえ堰ぜき神社に帰ってくるって」

「それでこんな山奥に隠いん遁とんして、蒸発したパパが液化するのを待っていると。ひょっとして、悪いこと聞いちゃったかしらね」

「いいえ。単なる真実ですから。それに下げ僕ぼくには質問に答える義務がありますし」

「殊しゆ勝しような心がけじゃない」

「いいえ。敗者としての立場を理解しているだけです。そのうち同じ屈辱をあなたに味わわせてさしあげます」




　二人は境けい内だいへと戻ってきた。

　参道の正せい中ちゆうは神さまの通り道なので遠えん慮りよして隅すみを歩き、賽さい銭せん箱ばこへ近づく。

　鈴を鳴らして二拝二拍手一拝。

　神社の娘でありながら、倉くら美み子こは参拝に重きをおいていなかった。帰宅後は毎日お参りするけれど、それは一種のおまじないみたいなものだ。願いですべてが叶かなうならこの世に不幸な人はいないだろうし、そもそも神様だってそこまでのサービス残業はなさらないだろう。信仰に価値はあると思っていたが、依存しきってはだめだ。人生には努力も必要なのだから。

「チップは入れないわけ？」

　後ろでこっちの動きを観察していた亜あ美み夏かが尋たずねてきた。

「自分の神社の賽銭箱にお金を入れる人も珍しいんじゃないでしょうか」

「地じ獄ごくの沙さ汰たも金次第。ケチケチしてると神さまもオーダーを聞いてくれないんじゃない？　あんたはけっこうヘビーなお願いをしてるはずよ。パパが早く帰ってきますようにって」

　ハートの奥底を見透かされるのは気分のいいものではない。倉美子はここで強がりを見せた。精神戦で負けて本番で勝てる道理はないからだ。

「私の願いはただ一つです。どうか金髪娘に天てん誅ちゆうが下りますように」

　亜美夏は大きめの口をよりワイドに広げて笑った。

「山肌に設けられた宗教施設は、大なり小なり山岳崇拝の支配下にあるんでしょう。つまりは原始宗教すれすれってわけよね。そんな場所に灰はい谷たに亜美夏を打破できるだけの究極の力が宿っているわけなんかないっ！」

　どうせ私は田舎いなか者もので原始人ですよ。でもウチの御ご祭さい神じんはけっこうビッグネームがそろっているんだぞ。御み霊たま分わけされた結果だけど。うーうー。

　頭にそうした単語が浮かんだ倉美子であったが、台詞せりふにはならなかった。

　亜美夏の様子が異常を来きたしていたからだ。

　金髪娘は切り取られたフィルムの一コマみたいに凝ぎよう固こしている。野望と陰いん謀ぼうを携えた視線は拝はい殿でんの奥に注がれていた。

「なんでよ！　なんでアレがここにあるのっ！」

　震ふるえる指先で観かん音のん開びらきの扉を指差している。あちこち破れた格こう子し模様の隙すき間まから、祭殿に供えてある懸けん案あんの物体が見え隠れしていた。

　何のことはない。それは幣へい帛はくだった。

　神さまに奉たてまつる依より代しろの一種だ。

　外見は木き串ぐしに紙し垂でという紙製のピラピラをつけただけにすぎない。先端部には碧みどり色いろの翡ひ翠すいの玉が埋め込まれているけれど、経けい年ねん劣れつ化かでちょっと黒ずんでいる。泥棒でさえ持っていくのを躊ちゆう躇ちよするような代しろ物ものだ。

　けれども亜あ美み夏かはそれに光る何かを見み出いだしたらしい。血相を変えて彼女は叫ぶ。

「開けて！　お願いここを開けて！　アレを回収するの！　〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟を！　アレさえあればすぐにでも帰れるじゃないのよ！」

　倉くら美み子こは、意味不明な単語を口にしながら暴れる亜美夏を羽は交がい締じめにしながら、

「ちょっと待って。宮ぐう司じでも禰ね宜ぎでもない者を簡単に拝殿に入れるわけにはいきません！」

　賽さい銭せん箱ばこの向こうにある拝殿の入り口には南なん京きん錠じようがかかっているけれども、造り自体はかなり安やす普ぶ請しんだ。キック一発で壊れてしまうこと請け合いである。

　亜美夏はそれに飛びかからんとする勢いであった。

「ええい。離せぇ！　下げ僕ぼく１号、離しなさいよ！　この発展途上星人めが！　アレが何なのか知らないのね！」

「知ってます。あれは幣帛。単なるお供えもの」

「違う！　笛でしょう！　あれは宇宙まで響ひびくピッコロじゃない！」

　ちょっと驚きだった。それはヱえ堰ぜき神社独特の神しん具ぐなのだ。その幣帛は柄の木串の部分が竜りゆう笛てきになっている。どうして知っているのだろう？

「間違いない。先端にもちゃんとオリハルコンの輝きが！」

「あれはただの古ぼけた翡翠よ。母さまがどこからか持ってきてくっつけたらしいけど価値はゼロ。お金にはならないわ」

「ならちょうだい！　いいえ、売って！　全財産を積んでもいいから！」

　その時だ。冷徹そのものの声が背後から響ひびいたのだ。

「お売りできません」

　振り返った二人は、そこに看み楽らく三み露ろ子この姿を見出した。妙みよう齢れいの婦人はきちんとした巫み女こ装しよう束ぞくに身をかため、澄んだ瞳ひとみでこちらを軽く睨にらんでいる。濡ぬれたままなでつけた髪と、倉美子にも遺伝した大きな額ひたいが印象的であった。

「それは失った夫と私を繫つなぐ蜘く蛛もの糸なのです。たとえ国家予算を積まれても絶対にお譲りできません。使い方はわかりませんけれど、用途は存じております。月からお迎えを呼ぶための携帯電話なのでしょう」

　三み露ろ子こはこちらに歩み寄りながら、こう問い質ただしてきた。

「灰はい谷たに亜あ美み夏かさん、でしたね。単刀直入に聞きます。あなた、地球人じゃありませんよね」

　唐とう突とつすぎる台詞せりふに思わず力が抜けた倉くら美み子こであった。うーうー。母さまはとうとうあっちの世界に旅立ってしまったのだろうか？

　しかし亜美夏が発した答えもまた唐突なものであった。

「黙秘権があると思うので、それを行こう使しします。答えたくはない質問には答えません」

「それを聞いて確信を強めました。あなたたちのお仲間は噓うそが嫌いと聞いていますから。虚きよ偽ぎとは地球人類独自の風習として研究対象になっているそうですしね」

「そうかしら。長年こっちで暮らすうちに、すっかり土着化しちゃった奴やつもけっこう多いみたいよ。あたしみたいにね。故郷ホームへ帰るためなら噓の一億や二億くらいついたところで、今さら良心は疼うずかないから」

　自白に等しい言い草だった。

　傍はた目めには、かなりの電波な人たちが織り成すわけのわからない会話に過ぎないが、倉美子はどうにかそれに食らいついていった。

　思えば怪しい点は多々あった。難問奇問の入試で満点を取り、入学式で奇行に走り、過度なまでの運に執しゆう着ちやくする彼女の姿は、常軌を逸いつしていたではないか。

　パズルのピースがはまっていく。灰谷亜美夏は、普通の人間じゃないんだ……

（待って待って。二重舌ならぬ三重舌を持つ女よ。演技に騙だまされないようにしなくちゃ）

　自戒を込めてそう考え始めた倉美子をよそに、三露子は袖そで口ぐちから写真を取り出した。元々はカラーだったらしいが、変色しまくってセピア色に退化している。

「この写真の人に見覚えはなくって？　あなたの眷けん族ぞくに拉致された男ですよ」

　横から倉美子も覗のぞき込む。予想どおりだ。それは結婚当時の両親を捉とらえた一いち葉ようだった。

「知らないわ。残念だけど。あたしはここ何十年も、それとわかる形で仲間とコンタクトはしていないのよ」

　何十年？　どういうことだろう？

　外見上、灰谷亜美夏は少女にしか見えない。外国人の年齢はわかりにくいけど、まさか二は十た歳ちを超えている可能性はあるまい。比ひ喩ゆ的てき表現なのか、それとも深い意味が込められているのか。倉美子にはわからなかった。

　彼女は果か敢かんにダイレクト・アプローチを試みる。

「亜美夏さん。あなた年は？」

「忘れたわ。そんな些さ細さいなことに使うほどあたしの記憶力はよろしくないの。あなたたちみたいに残余寿命を惑星の公転周期で計って一喜一憂する気にもなれないしね。

　下げ僕ぼく１号に命令します。〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟を取ってきなさい！　可か及きゆう的てき速すみやかに！」

　戸と惑まどう倉くら美み子こに母の厳しい声が響ひびく。

「駄だ目めですよ、倉美子さん。切り札ジヨーカーは最後まで渡してはいけないのです」

　三み露ろ子こは小銭すらろくに入っていない賽さい銭せん箱ばこの横に立ち、真しん摯しな眼まな差ざしでこう語った。

「私も私なりに色々と調べました。アレに関する噂うわさや伝説を」

　その一言で倉美子はピンときた。母さまは伊だ達てや酔すい狂きようで、精神世界や超常現象を扱う雑誌を集めていたわけじゃないのだと。

　看み楽らく三露子の趣味は古雑誌の回収である。どうも古紙回収業者から譲り受けているらしく、数年前の古雑誌が社しや務む所しよの隅すみに積み重なっているのを倉美子は何度も目撃している。

　不思議なのは、それらの大半が超常現象を扱ったものであったことだ。

　中でも空飛ぶ円盤──ＵＦＯに関する雑誌の数は群を抜いていた。母は丹念に読み、記事をスクラップしては、亜美夏が使い切った学習ノートに貼はり付けていた。

　積年の研究成果を発表するかのように、三露子は滔とう々とうと語った。

「アレは電話であると同時にチケットでもあるのでしょう。あなたが月世界へ帰るためのね。名前が〝千年逓信機〟だというのは今日きよう知りましたよ。

　その起動に関しては条件が一つあるはず。所有権の証明が必要だそうですね。それも譲り受けるには、相手の同意がなければ無効だという話ではありませんか。

　あの所有者は私。つまりあなたは私から買うか、譲じよう渡とを受けるかしないと使えないわけです。盗んだ航空券では飛行機に乗れないのと同じ」

　そこで金髪娘はトーンを変えた。できるだけ低音を効きかせた調子で、亜美夏はこう宣告する。

「あなたと娘さんが消え失せれば必然的にあたしのモノになるんじゃないかしら。あたしは日本人でもアメリカ人でもないから、殺人罪は適用されないわよ」

「たとえ私たち母子おやこを殺して奪い取ったとしても機能しないのでは意味がないでしょう。賢かしこいあなたはそんな愚ぐ挙きよには出ないと思いますけれど」

　相手は黙るしかなかった。情報と状況を把は握あくしていた母の貫かん禄ろく勝ちだった。

「あれは一四年前に夫が連れ去られたとき、現場に落ちていたモノです。いつか誰だれかが回収に来るだろうとは思っていましたけれど、まさかこんな綺き麗れいなお嬢さんだったとは。

　しかしせっかくいらしたのです。門前払いはしませんよ。私としても情報源となりうる相手を手放すのは嬉うれしくありませんしね。

　それに……条件さえ折り合えば、アレをお譲りしたっていいのです」

「本当!?」

「神職は虚きよ言げんを弄ろうしません」

「で交換条件は？」

「すべての情報を開示。それだけです。あなたがたの本ほん星せい、あなたがたの目的、拉ア致ブさダれクたト人たちはどうなったのか。それを白日の下もとに曝さらして欲しいのです」

　数秒考えたあと、灰はい谷たに亜あ美み夏かはこうつぶやいた。

「不可能ね。たとえあたしが真実を口にしても、あなたにはそれが虚偽でないか確かめる術すべがないもの。聞いたあとで、そんなの信じられないといえば〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟を渡さずにすむもの。一方的に情報を引き出すための常じよう套とう手段じゃない」

「では勝負あるのみ。勝ってみせなさい。私と娘の連合軍に。そうすれば〝千年逓信機〟の所有権を渡しましょう」

　三み露ろ子こは、さっき写真を取り出した袖そで口ぐちからトランプカードの束を取り出すや、娘に向かってこう懇こん願がんしたのだった。

「倉くら美み子こさん。もう二度と賭け事ギヤンブルはしないと約束しましたけれど、今回だけは特別に許して下さいませんか。父さまに会うためですよ。一四年前から、私はこの日が来るのをずっと待ち続けていたのです。あなた一人に任せるのは、ちょっと荷が重いでしょうから」

　ノーと言える立場ではなかった。もともと母さまの力を借りてリターンマッチを挑むつもりだったのだ。この状況が転がり込んできたのは望むところではある。

　三露子が賭博中毒患者ギヤンブルホリツクに戻ってしまうかもしれないという一いち抹まつの不安はあったが、背に腹は代えられない。ここはゴーだ。

「母さま。鍋は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ええ。筍タケノコが煮えるまで小一時間はかかります。それだけあればカタはつけられますよ。私の腕は知っているはずでしょう」

　焦じれたように灰谷亜美夏が通告した。

「そっちの話はまとまったみたいね。ならば次はこっち。いいでしょう。この賭かけ、受けましょう。ところで何をチップとして差し出せばいいのかしら。現金でいいなら六千万円ちょっとを即金で用意できるけど」

　六千万円。さらりといった一言に倉美子は倒れそうになった。

　噓うそでないとすれば凄すごい額だ。

「あたしともあろう者が落ちぶれたものね。八兆円を超えていた個人資産も、今じゃ半分も残ってないわ。派手に先行投資しちゃったから。足りる？」

「お金はいいわ。ちょっとならいいけど、たくさん持っていると福よりも災いの方がたくさん降りかかってきますから。それよりも……」

　母はそこで強ごう欲よく極まる申し出を口にしたのだった。

「私の娘になりなさい。養女として看み楽らく家の籍に入るのです。そうすれば私には保護者として娘の口座を管理する義務が生じますから」

　唇くちびるの端はしで軽く笑った亜美夏は、娘の倉美子を見み遣やりながら言った。

「下げ僕ぼく１号。要するにあんたのママはあんたを〝お姉ちゃん〟と呼べって言っているわけね。それであたしの財産を差し押さえるつもりだわ。何が福より災いよ。超ちよう強ごう欲よくじゃないの」

　三み露ろ子こは能面のような顔をほころばせてから、こう言った。

「お金も運も才能も半はん端ぱではだめ。すごくたくさん持っていると、災いの芽を摘み取ることができるのですよ」




　　　　　[image: さん]




　勝負のステージは拝はい殿でんの中と決定した。

　ギャンブラーとは褒ほう美びを見ながら闘志をかき立てる存在。であれば、倉くら美み子こが幣へい帛はくと呼び、亜あ美み夏かが〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟と呼ぶ物体の側そばで勝負するのが最善だ。そんな三露子の意見が通り、三人の婦女子は薄暗い板張りに腰を降ろしていたのだった。

　拝殿に電気は通っていない。社しや務む所しよには市役所にゴネて譲り受けた中古の太陽発電システムが備わっており、蛍光灯をつけることも可能だが、ここの照明は蠟ろう燭そくのみだ。

　景気よく一ダースほど灯ともしたものの、とても充分とはいえない。橙だいだい色いろの燈とう火かに浮かび上がる拝殿内部はいつもと趣おもむきを異ことにしていた。見慣れた調度品も物ぶつ騒そうな武器のように見えるし、木目は異い形ぎようの者を思わせる影みたいだ。

　全般的に薄気味悪さはぐーんとパワーアップしている。なんだか百物語でもしているかのような雰ふん囲い気きだった。

「それで勝負は？　バカラ？　ブラックジャック？　ポーカー？　カリビアン・スタッド？　パイゴウ？　レット・イット・ライド？」

　前の三つはすぐにもプレイできるが、残りは名前しか知らない。本場のカジノでは盛んなのだろうけど、倉美子には馴な染じみの薄いゲームだった。

　三露子も同様に思ったらしい。母さまはこう提案してきた。

「ここは日本です。だから日本でいちばん盛んな競技で対局したいと思います」

　一呼吸おいてから、三露子は続ける。

「大貧民をご存じかしら。別名大富豪ともいいますけれど。日本の高校生ならまず知っているメジャーな遊びですよ」

　あれを選びますか。倉美子はちょっとびっくりした。一昨年おととし、母をトランプカードでぎったぎたに叩たたきのめした時も、二人は大富豪で対戦していたのだ。ＬＡＮで繫つないだ図書館ライブラリーのパソコンで、不特定多数の人と命を賭かけて演じた死闘を倉美子はまだ憶おぼえている。

「大富豪ねえ。もっとワールドワイドに流は行やっているのをすればいいのに」

　亜美夏は気乗り薄そうにつぶやく。

「ルールを知らないなら教えてあげましょうか？」

「また見くびられたものね。あたしはカードで生きている人間よ。知らないトランプゲームなんかないっ！　それに敵から遊び方を教えてもらうほどおバカさんじゃありませんわっ！」

　どこかで聞いたような台詞せりふを口にした亜あ美み夏かは、手を差し出してから言った。

「カード束デツクを確認させてちょうだい。あたしも一組持っているけれど、これじゃあ下げ僕ぼく１号が納得しないでしょう。そっちのを使ってあげるから」

　三み露ろ子こは素直に申し出に従った。輪ゴムでとめたそれは一〇〇円ショップで売っていた子供向きのオモチャだ。人様にお見せするのが恥はずかしいレベルの代しろ物ものだが、看み楽らく家にはトランプがそれしかないのだから仕方がない。

　カードは全般的にくたびれまくっていた。綺き麗れいな札ふだを探すのは不可能に近い。サイズもお子様が使うことが大前提なため、ポーカーサイズより一回り小さかった。裏には悪趣味にもタコを擬人化した萌もえキャラが記されている。

　亜美夏はカード束を掌しよう中ちゆうで器用に転がし、一枚一枚を丹念に眺ながめ、香りをかぎ、爪つめでピンと弾はじき、シャッフルして滑りを確かめていた。頰ほおには苦笑めいた表情を形成しているものの、眼めは笑っていない。賭と博ばく師しモードに変へん貌ぼうした美少女の顔がそこにあった。

　やがて納得したのか、彼女はカード束を三露子へと渡しながら尋たずねる。

「ローカルのルールはあるの？」

　三露子は立て板に水を流す勢いで語り始めた。

「都落ちあり。革命レヴオリユーシヨンあり。２あがり禁止。大貧民と大富豪のカード交換は二枚固定。特殊カードルールは無視。連番、エンペラー、砂嵐はなし。お手つきは自動的に大貧民」

「それで得点は？」

「大富豪が三〇〇〇点。平民が一〇〇〇点。大貧民がマイナス一〇〇〇点。都落ちはマイナス二〇〇〇点。七回戦で総合成績を競い、一位が優勝。二位以下は最下位と同等と見なします」

「ジョーカーは？」

　敗戦の想い出に満ちた単語であるが、避けては通れない。倉くら美み子こは母が決めるルールに耳を澄ました。

「二枚使用。いずれもオールマイティのワイルド・カード。ご異存は？」

　これは意外だった。一発逆転の要素が極めて強いジョーカーを試合に使うのは嬉うれしくない。特に味方の数が多いときは、敵に利するデメリットが大きいのではないかしら？

　そう思ったが、亜美夏はさっさと了解の意を示した。

「ない。でも一つだけはっきりさせて欲しいの。あたしとあなたの間には賭かけが成立しても、下僕１号が参加する理由がないわ。何か賭けてもらわないと」

　倉美子はすかさず言った。

「私が一位になったら図書室ライブラリーでの勝負をチャラにしてください。もし負ければ古こ座ざ間まくんとのなれそめを正直に話します。古座間メモにも記していない真実を。代償として用意できるモノはそれくらいしかありません。受けて貰もらえないのであれば、私は胴元バンカーに徹します」

　無茶なリクエストだとは思ったが、意外にも相手は鷹おう揚ような態度を示した。

「いいわ。妥当な線でしょう。今のあたしは〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟以外は興味ないけど、あんたを支配できるカードは何枚あっても邪魔にはならないしね。

　ただお願いが一つ。最初だけ親デイーラーはあんたがやって。このゲームは胴元バンカーのメリットがそんなにないからね。面倒なカード切りと配布くらいしてくれてもいいでしょう」

　うん？　ちょっとだけ引っかかった。このゲームではカードの配布は親──大富豪ではなく、最下層の大貧民がやるはずだ。

　しかし様々なローカル・ルールが存在するのが大貧民だ。親が配る決まりがあっても変ではない。亜あ美み夏かはそれを当たり前として受け入れていたのだろう。

「承うけたまわりました。倉くら美み子こさん。お願いできるわね？」

　母親からカード束デツクを手渡された娘は、小さく頷うなずいてからシャッフルを始めた。

　手に馴な染じんだトランプカードを切りながら倉美子は思った。リヴェンジの開始だと。最強のトランプ母子おやこが繰くり出す牙きばの鋭さを思い知らせてやると。

「ではゲームスタートですね。灰はい谷たに亜美夏さん。私たちのホームグラウンドにようこそ。アウェーでの実力、とくと拝見させていただきましょう」

「どこでも変わらないわ。地球という惑星自体があたしにとってはアウェーだもの」

　意い味み深しんな台詞せりふを覆おおい隠すかのように、闇やみ賀が岳だけから吹き下ろした山風が鋭い音をたてて拝はい殿でんに吹き込んでくる。蠟ろう燭そくが一つかき消えた。

　後で考えれば、それは底なし沼へ行進する進軍ラッパの残ざん響きよう音おんだったわけである……




　　　　　♣




　大貧民。

　それは配られたカードを順に放棄していき、早く捨て切った人が勝ちという単純さと明快さに満ちたトランプ遊びだ。

　だがシンプルなものこそ奥が深い。特に勝負の世界ではそれが顕けん著ちよである。簡単だからこそ戦略が生まれ、誰だれもが必勝法を編み出そうと躍やつ起きになり、新たな通則を付け加え、結果として発生したルールは膨ぼう大だいになっていく。

　大貧民もまた然しかり。無数といっていいローカル・ルールは、勝者たることを夢見た強つわ者ものたちの存在証明レゾーンデイートルなのかもしれない。

　それにしてもこれは性格がよく出るゲームだ。

　剛ごう胆たんな者は惜しみなく最初から高位ハイエンドのカードを投入し、しみったれは最後まで切り札を温存したがる。靴くつ紐ひもの結び方を除けば、これほど個人の性せい癖へきが浮き彫りになる行為もあるまい。

　倉美子は淀よどみなくカードを配布した。

　それぞれ一八枚。今回は五二枚にジョーカー二枚を加算した五四枚で争われるため、手持ちのカード数は公平である。

　彼女は伏せられていたカードを握りしめ、掌しよう中ちゆうで組み直す。赤と黒の組札スーツが躍おどっているが、大貧民では数字以外は無視してよい要素だ。

　素早く確認。

　３と４が二枚。５、６、８、10が一枚ずつ。ＪジヤツクとＱクイーンが二枚。Ｋキングが一枚。最強カードである２とそれに準じるＡエースが二枚。そして嬉うれしいことにジョーカーが一枚。

　勝てなければ恥はずかしいくらいの手ハンドだった。

　低ロ位ーのカードはペアが多く、絵札フエイスカードも豊富。なにより一枚ずつ出せばほぼ間違いなく次回権利ネクストライトがゲットできる２とジョーカーがある。これは心強い。

　初回だから大富豪と大貧民のカードチェンジはない。また最初に札ふだを捨てる権利は倉くら美み子こに与えられている。

　彼女は迷った。定じよう石せきどおり、まずは３のペアから始末しようかな？　他ほかにも４・Ｊ・Ｑ・Ａ・２のペアを持っている。撃ち合いになってもかなりの率で親権を死守できる。

　一瞬だけそう思ったが、倉美子はすぐ考えを改めた。

（……このゲームは負けなければいい。私がトップになれなくても、母さまが勝てばいいんだ。つまり私の役目はアシスト。そのためには最悪を避けることが肝かん要ようのはず！）

　大貧民で必ひつ敗ぱいする悪あく手しゆは、終盤になってペアでないカス札ばかり溜たまってしまい、ちっとも場に流せないという奴やつだ。この悪夢のパターンだけは阻止しなければならない。

　ならば一枚かぎりのカスから捨てるべき。３と４のペアは残しておいても後半で出す機会があるだろうし、万一革命レヴオリユーシヨンが起こったときには心強い切り札となる。

「ではスタートします。まずは♦５から」

　倉美子は一枚しかないカードのうち、いちばん小さいものを板張りに投げた──




　正直な話、大貧民とは三人でプレイするゲームではない。少なくとも四人、できれば五人で愉たのしみたいゲームだ。

　これはカードチェンジというルールが絡からむためである。大貧民は手持ちの高ハ位イカード二枚を大富豪に手渡し、ゴミ同然の低位カードを譲り受けねばならない。富める者はますます富み、窮きゆうする者はますます窮する。大貧民とは資本主義の悲哀をお手軽に味わえる遊びなのだ。

　もちろん貧乏人が落ちぶれるだけでは遊びとして成立しない。そこで救済措置として革命レヴオリユーシヨンというルールが誕生した。

　同じ数のカードを四枚出せば数字の価値が逆転する。つまり２が最低となり、３が最高に置き換わるわけだ。必然的に高位カードが集まりやすい富豪や大富豪にとって、これはまさしく下げ克こく上じようである。

　けれども同じ数が四枚もそろうことは滅めつ多たにない。

　ここで肝心なのがジョーカーの存在だ。オールマイティに用いられるその札ふだは、スリーカードをフォーカードに変へん化げさせられる魔ま法ほうの一枚となる。ジョーカーこそ形勢逆転の救世主なのだ。

　それが手元にやって来る可能性はけっこう大きい。

　たとえば五人でプレイする場合、一人頭のカードは一一枚か一〇枚。もし二枚ジョーカーを用いたとすれば、初期配置でそれをゲットできる率は約四〇％となる。

　そして三人で遊ぶときには、手持ちの札は一八枚に激増してしまう。ジョーカーが来訪するパーセンテージは約六七％にまで跳はね上がることになる。

　ここに落とし穴があった。要するに参加人数が少なすぎると一発逆転の要素が強くなりすぎ、ゲームとしてのバランスが破壊されてしまうのだ。

　革命レヴオリユーシヨンとはたまに発生するからこそ革命なのである。しょっちゅう起きるようではそれは日常と呼ぶべきだろう。

　然しかれども看み楽らく三み露ろ子こはあえてジョーカー入りのルールを選んだ。予想される展開が読めない母さまではない。いったい何を考えておられるのだろう？　次に出す札を考えながら、倉くら美み子こは脳のう裏りの片かた隅すみで母の真意を量はかりかねていた。

　しかし疑念はシュレッダーに巻き込まれた重要書類のように粉砕されてしまった。

　敵が予想の斜め上をいく行動にでたからである……




「下げ僕ぼく１号が♦５と。あたしの番かしら？　ならこれを出すわね。食らいあそばせ。♦Ａダイヤのエースを！」

　倉美子は思わず身を乗り出した。

　大貧民でＡは２に次ぐ強いカードだ。それを一枚目に出すの？

　ルール違反ではないが異常な手口といえた。序盤から高ハ位イカードを出すにしても、なにもＡを放出する必要はない。一いち巡じゆんしてから出すという策が普通のはずだ。

　なのにどうして？

　回答は一つだけ。雌し雄ゆうを決することが可能な強力極まりない手を持っているのだ。

　つまりは革命だ。

　三露子も相手の手口には気づいたようだ。巫み女こ装しよう束ぞくの母親は凝ぎよう固こしたまま、考え続けている。

（……ジョーカーは私が一枚持っている。残りは母さまか、それとも金髪娘か。いずれにせよ親権が確保できる保証はないし、この序盤から撃ち合うだけの価値があるとは思えない）

　たとえ革命されてもまだ対抗は可能と思われた。手元に絵札フエイスカードが多すぎるのは気になるが、３と４のペアがあるのは強みだ。

　三露子も同様の決断に達したらしい。彼女は澄んだ声を拝はい殿でんに響ひびかせた。

「パスします」

　すぐさま倉くら美み子こも母に続く。

「私も」

　完かん璧ぺきにシンクロした母子おやこの反応に、亜あ美み夏かも多少は驚かされたようだった。

「これで親権はあたしに移ったのね。なら新しく出すわよ。いいわね」

　来るのか？　革命レヴオリユーシヨンが？

　覚悟した倉美子だが、自称帰国子女が寄こしてきたカードは、またしても意外なものだった。

「一枚だけ。♠５と」

　あれれ。どうしてこんな低ロ位ーカードを？　なんのためにさっきＡエースを出して権利を取ったのか、これではさっぱりわからないじゃないの。

　すぐさま三み露ろ子こがカードを出す。

「♥６」

　迷っている暇はなかった。倉美子は機械的に追つい随ずいする数の札ふだを出した。♠８だ。

　すかさず亜美夏が♠９を、三露子が♦10を出した。倉美子は♦Ｋダイヤのキングで対抗する。

「パス……ね」

　亜美夏はそこでギブアップした。三露子もすぐに続ける。

「私もパスです。倉美子さんが親デイーラーに戻ります」

　このとき倉美子の手元には３・４・Ｊジヤツク・Ｑクイーン・Ａ・２のペアと６・10・ジョーカーのシングルカードが残っていた。６が気になる。これを放置しては最後の殴なぐり合いで負けてしまうだろう。

　倉美子は♠６を提出した。ここで亜美夏は無視できない札を出してきた。♥９だ。

（……おかしいわ。場には♠９が出ている。さっき金髪娘が出したカードだ。ここでまた９の札を寄こしたということは、せっかくできていたペアを崩したということ？）

　三露子が横から大きめの声で言う。

「♠Ｋスペードのキング」

　母さまは何か探さぐろうとしているみたいだ。ここはつき合うべき。倉美子はそう決断した。

「パスですわ」

「あたしもー！」

　親権はあっけなく三露子に移った。母はここで♦８を一枚出した。次は娘である倉美子の番。順当に♣10を出そうかとも考えたが、ここは亜美夏の動きを見極めるのが先決。

　パスといいながら、倉美子は亜美夏の表情に注目した。もし私のカンが当たっていたら大変なことになると思いながら……

　大変なことが起こった。金髪娘は涼しい顔で♦９を出してきたのだ。

　つまり相手は少なくとも９を三枚もっていた計算になる……

　大貧民では意味もなくペアを崩すのはよほどの下へ手たか、よほどの達人かである。攪かく乱らん戦法としてあえてツーペアを潰つぶす作戦もあるが、なにも貴重なスリーカードを一枚ずつ出す必要はないはず。なのにどうして？

　疑念を解いたのは三み露ろ子この一言だった。

「灰はい谷たに亜あ美み夏かさん。正直に答えて下さい。あなた大貧民をやったことがないのでしょう？」

　金髪娘はさりげなさをアピールしつつ、こう答えた。

「平気よ。ルールはやりながら憶おぼえるから。今までお手つきを指摘されてないということは、まだ間違ってはいないわけよね」

　下へ手たどころの騒ぎではなかった。相手は完全な素人しろうとだったのだ。

「でもさっきルールは知ってるって……」

「あたしは勝つためなら噓うその一億や二億くらい平気なの。少しは懲こりなさいよ！」

　まるで下等動物に対する物言いだった。

　娘に対する口のきき方に自尊心を刺激されたのか、三露子は背せ筋すじを伸ばし直し、

「いいでしょう。覚悟のほどを試してあげます」

　そう言い切ると同時にジョーカーを投げ捨てた。それは絶対に親権を渡さないという意思の表れであり、同時に倉くら美み子こへのメッセージでもあった。

　母さまはジョーカーの居場所を明示してくれたのだ……

　親権は三露子。彼女は３を二枚出した。

　撃ち合いの開始だわ。そう判断した倉美子も乗る。４を二枚。

　亜美夏も応じた。６を二枚。

「なんだ。要するに組札スーツには関係なしに数の大きいものを順に出していけばいいだけじゃない。同じ数なら何枚出してもいいわけ？」

　三露子は頷うなずき返す。

「そうですよ」

「猿さるでもできるわね」

「本当に。こんなゲームで負ける人は猿にも劣るという理屈ですね」

　不敵にもそう言ってから母は７を二枚投げ、倉美子はＪジヤツクを二枚出した。亜美夏は怯ひるまず、Ｋキングの二枚で応酬する。

　これに対し、三露子は一〇秒ほど考えてから２を二枚出した。母さまは絶対に親権を渡す気がないんだ。そう確信する倉美子であった。

「パス」「下げ僕ぼく１号に同じ」

　二人の女子高生が勝負を投げたあと、三露子は５のペアを出した。３・Ｑクイーン・Ａエース・２とペアがそろっている倉くら美み子こは、まだ切り返すのも可能だったが、ここは敢あえてパスを選んだ。

　倉美子は自分の役割を正しく認識していた。ここは母さまのバックアップに回るのが最善であると。さすがは母子おやこである。以い心しん伝でん心しんという奴やつだ。

　すぐさま亜あ美み夏かが反撃する。

「10のペア！」

「ではＪジヤツクのペアです。倉くら美み子こさんは出せないでしょう？」

　母の問いかけは命令でもあった。倉美子はきちんとパスし、亜美夏はしぶしぶパスをした。

「Ｑクイーンのペアです。誰だれも出せませんよね」

　二人がパスするのを待ってから、三み露ろ子こは最後に一枚だけ残ったカードを呈示した。

　♥Ａハートのエースだ。

「あがりましたよ。この私が大富豪ですね。あとはお若い二人でどうぞ最下位決定戦に勤いそしんでくださいな」

　露ろ骨こつに舌打ちをした亜美夏を無視し、座り順で親権を譲り受けた倉美子は、どれを出そうかと思い悩んでいた。

（……ペア攻勢をかけるべき？　いや、ここは相手の反応を見極めるべきでしょう。なにしろこっちはＡと２を二枚ずつ持っているんだ。そして場にはもうＡと２が二枚ずつ流れているじゃない。負ける気遣いはない）

　倉美子はわざとペアを崩し、♥３を出した。これなら相手も応対できるだろう。

「あらあら。下げ僕ぼく１号は優しいのですね。負けが決定しつつある女に慈じ悲ひの片へん鱗りんを見せてくれるなんて。それに甘えさせていただきましょうか。では♣９です」

　ぎくりとした。

　亜美夏が９を出すのは四枚目だ。つまり彼女の手元には革命レヴオリユーシヨンを起こせるだけのカードが来ていたことになる……

「その顔色を見るかぎりだけど、やっぱり四枚そろえて一気に出すのが〝革命〟らしいわね。次からは活用させてもらうわ」

　天才的なまでに吞のみ込みが早い。うかうかしてはいられなかった。

　倉美子は♣10を出して親権を確保したあと、絶対に相手にそれを与えない作戦に出た。

　Ｑのペア、Ａのペア、そしてジョーカーを入れた２のスリーカードを放出して順当に勝ち進み、最後に♣３でとどめを刺した。

「二番手。平民です。亜美夏さんが大貧民ですね。母さまが三〇〇〇点、私が一〇〇〇点、亜美夏さんがマイナス一〇〇〇点と」

　手近にあった半紙に数字をメモしながら倉美子は続ける。

「それからついでにあなたが残したカードをあててみせます。４と７と８のペアでしょう」

　別に印マをーつキけンてグ手を読んでいたわけではない。倉美子は記憶力には自信があった。さすがにカード束デツクが五組や六組ともなれば辛つらいが、五四枚のカードならば何が出て何が出ていないかなど丸暗記できる。

　軽い恫どう喝かつのつもりだったが、相手は吞のん気きそうな調子でこう返してきた。

「おっけー。もう全部わかったから。２が最高位で３が最低ね。ツーペアにはツーペアで、スリーペアにはスリーペアで返す。そして親デイラーになった人が提出権を得るというわけね。次からは勝ちます。月という天国行きの切符をもぎ取るからそのつもりで」

「いいえ。地じ獄ごく直行です。大貧民が味わう苦悩を存分にお楽しみ下さい。まずはカードをシャッフルして配るように」

　命令口調にも亜あ美み夏かは素直に従った。念入りにカードを切ってから、一八枚ずつ配る。滑りが悪いためか、あまりなめらかとはいえない手つきだった。

「そうしたらいちばん強い奴やつを二枚選んで、大富豪の母さまへ渡して下さい。つまり２かＡエースかＫキング、ＱクイーンもしくはＪジヤツクといった高ハ位イカードですよ。ジョーカーがあればそれを優先的に。インチキチーテイングして低ロ位ーカードを出しても、すぐにバレてしまいますからね。それから母さまはいらない札ふだを二枚セレクトして、亜美夏さんにプレゼントするの」

「……本当にそんなルールあるんでしょうね？」

　亜美夏は口をへの字に曲げたが、掟おきてには従う態度を見せた。配はい牌ぱいで良い手ハンドが回ってきても、カードチェンジという関かん門もんがある。大貧民は不況と不運の無限スパイラルに突入するのだ。

　大富豪が大貧民に賜し与よするカードは二枚。

　だがこれにもコツがいる。不用意に３や４といったカス札を渡すと、相手に革命札が四枚そろう危険がある。大貧民には低位カードが集まりやすいのを忘れてはいけない。

（……もちろん母さまはそんなことは承知しておられる。同一カードを二枚与えるような愚ぐ挙きよには出ないでしょう）

　金持ちと貧乏人のチェンジを確認したあと、手持ちの札に眼めをやった倉くら美み子こは、そこに異常きわまるカードの羅ら列れつを発見し、啞あ然ぜんとしたのだった。

　５と７のペア。８と９が単品。10が三枚。Ｊが二枚。Ａが一枚。なんと２が四枚。とどめにジョーカーが二枚……

　滅茶苦茶な配列だった。イカサマチーテイングでもやらないかぎり、ここまで露ろ骨こつに高位カードが集中することはありえない。倉美子は確信した。亜美夏はこっちに勝たせるつもりなのだ。

「大貧民のあたしから出していいのね。じゃあ４を四枚。これで革命レヴオリユーシヨンと」

　いきなりか。母さまが渡した二枚に４が混じっていたに違いない。倉美子はそう確信した。

「さてどうなるの？　想像だけど、カードの強弱が反転するんじゃない？」

　そうだと答えながら倉美子は考えた。

　亜美夏のカードだが、妙みよう手しゆとも思えなかった。４は革命後に強みを発揮するカードである。それを潔いさぎよく捨てたのは次の一手──３が手元にそろっているという宣言だろうか？

　倉美子の予想は外れた。三み露ろ子こがこう言ったのだ。

「では応じましょう。３を四枚。これで再革命です」

　革命の連呼に倉美子は突然気づいた。亜美夏は手て探さぐりでルールを確認しつつあると。その手に乗るのは得策ではない。

「私は……パスします」

「下げ僕ぼく１号はパスと。ならＱクイーンを出すわ。それも四枚。これで再々革命ね」

　いったいシャッフルの合間に何枚詰め込みをしたんだろう。イカサマチーテイングをしている様子は皆かい無むだったのに。

　三み露ろ子こはさすがに弾が切れたらしく、すぐさまパスをした。

　ここで撃ち負けるわけにはいかない。倉くら美み子こはパスを諦あきらめ、切り札ふだを投げた。

「２を四枚。再々々革命です」

　勿もつ体たいないが他ほかに適切なカードがないのだ。これで親権を確保した倉美子は、ようやくフリーハンドを得た。彼女は進むべき道に邁まい進しんし始めた。

（……母さまを勝たせてみせる。その為ためだけにカードを切っていこう。何よりも避けなければいけないのは金髪娘にカードを持たせること。あの娘に大貧民をやらせては駄だ目め。自由自在に札を操あやつられてしまう。きっと手品師マジシヤンなみのシャッフル技術を持っているんだろう。

　イカサマの前には得意の確率計算も意味を成なさない。なら手は一つだけ。私が大貧民になり続け、母さまを側面から援護するだけ！）

　彼女はもう忘れていたのだ。古こ座ざ間まを助けようとした支援砲火が、結果として無差別乱射になってしまった敗戦を……




　　　　　♣




　戦いは看み楽らく倉美子の思おも惑わくどおりに進みつつあった。

　二回戦でパスの雨あめ嵐あらしを繰くり出し、自主的に大貧民の座を手に入れた倉美子は、三回連続でその地位を保った。

　すなわち母である三露子は四回続けて大富豪となり、亜あ美み夏かは二回戦から四回戦まで平民で試合を終えた。

　ここまでの成績は三露子が一万二〇〇〇点。亜美夏が二〇〇〇点。倉美子はマイナス二〇〇〇点である。さしもの〝土つかず〟もカードに触れられない以上は手の下しようがないらしい。

　シャッフルする倉美子に対し、金髪娘は苦し紛まぎれにこんな申し出を口にしたのだった。

「配はい牌ぱいが異常すぎるわ。カード束デツクの交換をお願いしてもいいかな。この家に予備がないなら、あたしが持ち歩いているのを使わせてよ。だめ？」

　断固拒否するしかないリクエストだった。ペテン師が用意するカードなど、危なっかしくてとても使えやしない。図書室ライブラリーでのあやまちを繰り返すのはごめんだった。

「嫌いやそうな顔ね。それならカットだけさせて。疑いを晴らすためよ。そのくらいＯＫでしょ」

　断るのは難しい雰ふん囲い気きだった。

　まさか山やま札ふだを真っ二つに割るだけでイカサマチーテイングができるとは思えない。大手メーカーの大量生産品なら、持ち込んだカードとすり替えるチャンスもあるだろうが、タコの萌もえキャラが描えがかれているそれを事前準備したりはできないだろう。

「いいわ。おやりなさいな」

　倉くら美み子こはそう言うと、シャッフルが済んだカード束デツクを板張りに置いた。亜あ美み夏かは神しん速そくの勢いでそれに手を伸ばし、上の三分の一を除去すると、ちょっとだけ残りの札を撫なで、素早く入れ替えた。

　倉美子は配り始めた。一八枚きっかり渡すと、大貧民の彼女は手持ちの札のうち、最高ハイエンドの札を二枚抜き、三み露ろ子こに手渡した。お返しに３が二枚来た。

　それぞれが扇おうぎ状じようにカードを広げ、並べ替えている最中、亜美夏は不気味な台詞せりふを発したのであった。

「大富豪のお母さま。あなたのカードを当ててみせましょう。４が四枚、５が一枚、６と７が三枚、８と９が二枚ずつ。10が一枚。そして倉美子さんからもらったジョーカーが二枚。違います？」

　暗がりに浮かぶ三露子の顔がすっと青ざめた。母の表情はそれが事実だと物語っていた。

　きっとマーキングだ。倉美子は直感した。

　カードの角コーナーや縁エツジに傷をつけ、表を見抜くイカサマだ。

　この勝負では一回に一八枚のカードが廻まわってくる。確率的には三試合行えば、すべての札が一度は手元にやって来る計算になる。つまり傷や目印をつける機会は十二分にあった。

　倉美子は慌あわてて掌しよう中ちゆうにカードを隠したが、敵は高らかにこう宣言した。

「ああ、もう遅い。遅すぎるわよ下げ僕ぼく１号。あなたの手ハンドもすべてお見通しっ！」

　悔しいがそれは本当だ。三露子のカードが露ろ見けんした以上は、自分の手札ハンドを取り除いた残りが自動的に倉美子の元へ来ているのだから。

（……だめだ。母さまはよほどの低ロ位ーカードばかりが集まっているみたい。これじゃカードはちっとも出せないだろう。一回のカットでここまでの詰め込みを？　いったいどうやって？　金髪娘、恐るべし！）

　指示を求め、母を睨にらむ。娘が読どく唇しんを嗜たしなむことを知る母親は、唇くちびるだけを素早く動かした。

『あなたが大富豪としてあがりなさい』

　妥当な判断だ。

　都落ち──つまり大富豪から転落した者は罰金としてマイナス二〇〇〇点が課せられる。ここでの失点は母さまにとって痛すぎるが、亜美夏に大富豪の座を奪われるのはもっと痛い。

　幸いにして、倉美子の手は大貧民とは思えぬほど素晴らしいものであった。ＱクイーンとＫキングが三枚に２が四枚。負けるのが難しいくらいだ。

　だが、しかし──




　数分後のことである。絶叫が拝はい殿でんに響ひびいた。

『YaaaaahoooooPoooooweooooo!』

　５を三枚、拝殿の板張りに叩たたきつけた亜あ美み夏かの叫びだ。短いスカートで胡座あぐらをかき、片かた膝ひざを立てている。男が側そばにいたら絶対にできないポーズだ。

「はいっ！　これでゴールインですわ！　ペアで出すことにこだわりすぎましたねっ！」

　認めるしかない指摘だった。それに気づいた直後、四枚もある２を割ってまで親権を取ろうとしたが、一歩遅すぎた。亜美夏がＡエースを三枚持っていたのが誤算だったし、勝ちを娘に譲ろうと試みた三み露ろ子こがパスを連発したのも計算外だった。三露子が革命レヴオリユーシヨンを起こすかも知れないと低ロ位ーカードを捨てられなかったのが最大の敗因だった。

　ともかく五回戦は亜美夏が大富豪、倉くら美み子こが平民、都落ちした三露子が大貧民という結果に終わった。

　三露子がカードを配った第六回戦では、亜美夏は配はい牌ぱいが相当に良かったらしく、タッチの差で首位を奪い取ってしまった。倉美子は得点差を勘かん案あんし、素直にパスを連発したが、三露子もまたパスでそれに応じた。

　母は娘に先に上がれと命じていたのだ。何か腹ふく案あんがあるらしい。それを感じ取った倉美子は平民の座を守った。

　そして運命の第七回戦──

　ここでの持ち点は、三露子が九〇〇〇点。亜美夏八〇〇〇点。倉美子〇点である。

（……まずまずね。金髪娘が優勝するためには、自分が大富豪でゴールインするしかないわ。都落ちは即マイナス二〇〇〇点だもの。母さまか私が大富豪で終われば自動的に私たちの勝ち）

　本気で屠ほふってやろうと倉美子は思った。私が一位の三〇〇〇点を取りさえすれば、金髪娘は最高でも七〇〇〇点が限界となる。母さまは大貧民となっても総合点で金髪娘を上回る。

　よし。やろう。

　その意気込みが表情に表れたらしい。カードを切る三露子は娘の気迫に応こたえようと小細工を施したのだった。配られたカードを見た倉美子は、腰を抜かしかけた。

　２が四枚。ＡとＫキングとＱクイーンが二枚ずつ。とどめに９と３が四枚ずつだ。

　もう笑うしかない程のでたらめな手であった。

（……母さまの悪い病気がまた出たのね。私がねじ伏せた時もこうだった。カードの詰め込みにかけては、母さまの右に出る者はまずいないもの。要するに、私に勝てとおっしゃっているわけだ。いいでしょう。やってみせる！）

　三露子は亜美夏とカード交換をし、すぐに勝負をかけた。

「Ｊジヤツクを四枚。革命でいきます」

　倉くら美み子こも応じる。

「９が四枚。再革命ですよ」

　亜あ美み夏かもまた弾はじかれたように、

「じゃあ10を三枚とジョーカーで再々革命！」

　まるで勝利宣言のような声に、三み露ろ子こが小さく返した。

「パスです」

　倉美子の番だ。２を四枚で切ることもできるが、ちょっと冒険がすぎる気もした。手元にジョーカーがない以上、どんな配はい牌ぱいでも亜美夏にそれが渡ったのは確実なのだ。あと一枚を温存しているからには、革命が起こる率は高い。これ以上の撃ち合いは嬉うれしくなかった。

「こっちもパスです」

　看み楽らく家の二人が降りたため親権は亜美夏に移った。彼女は７を四枚出し、革命と戦闘続行を宣言する──




　そして数度の応おう酬しゆうが行われた。

　勝負は互角といってよかった。倉美子のカードは一〇枚にまで減少している。

　内訳は３が四枚、Ａエースが二枚、そして２が四枚。完かん璧ぺきな残し方ではない。両極端に走りすぎた展開だ。

　競争相手も似たり寄ったりである。三露子の残りが九枚。そして亜美夏が七枚であった。ただ亜美夏はまだ最後のジョーカーを捨てていない……

　現在の親デイーラーは亜美夏だった。彼女は不気味な沈黙のうちに、カードを選んでいる。

　けれども案ずることはなかった。脳内で数学を駆使した倉美子は、勝利が指し呼この間かんに迫ってきた現実を受け入れたのだった。

（……まだ一枚も場に出ていない札ふだがある。４と５だ。母さまが詰め込みをしたのは私だけではないはず。ならばどちらかが金髪娘に渡っているに違いないわ。彼女のカードは七枚。うち一枚はジョーカーだから、革命を起こせるのは一回だけ。

　こっちには３と２が四枚ずつある。捨てずに取っておいてよかった。ＫキングとＱクイーンが二枚ずつ出ていないけれど、それを撃ってきても２を分割して対応可能ね。これでどう転んでも次で親権が取れるわ。最後はＡを二枚叩たたき込んでおしまいよ！）

「決めたわっ。これで行きますよっと！」

　野球のピッチャーのような構えで腕を上げて、カードを叩きつけようとする亜美夏。彼女に対し、倉美子はただ生暖かい視線を注ぐだけだった。

　だが……大勝利を確信した彼女は、驚きよう天てん動どう地ちの光景を目にすることになる。

　ありえない枚数のカードが床に躍おどっていた。

　地じ獄ごく直行。そんな単語が頭ず蓋がいに浮かんでは消えた。

「５を四枚にジョーカーを加えたファイブカード。誰だれも返せないはずよね？」

　沈黙。絶望。虚きよ無む。

　それらを押しやってから、倉くら美み子こは未練がましく言った。

「……いい？　亜あ美み夏かさん。大貧民では一度に出せるカードは四枚までというのが……」

「あたしはきちんとルールを確認したわよ。『同じ数なら何枚出してもいいわけ？』って。そしてジョーカーはオールマイティ。なら五枚出そうが六枚出そうが自由でしょ。勝手にこれを覆くつがえすような人は、それこそ猿さるにも劣るわね！　切り札ジヨーカーは最後まで渡してはいけないのさっ！」

　亜美夏は残りの二枚──Ａエースのペアを投げ、手を空っぽにしてから、

「あれれ？　ひょっとしてあたしが大貧民のルールを知らないってマジで思ってたの？　あーあ。可哀かわい想そうになってきちゃった。こんな素人しろうと相手に本気出すなんて、恥はずかしいったらありゃしないわ。勝つためなら噓うその一億や二億よ。少しは懲こりなさい！」

　あかんべえをしながらそう叫ぶ亜美夏を前に、母は冷静な調子で宣告したのだった。

「倉美子さん。役者が違いすぎたわ。私たちの負け。完敗よ。もうこの人に逆らうのはおやめなさいな。百回戦っても百回負けるから」

　亜美夏は薄く笑ってから立ち上がった。周囲に灯ともしてある蠟ろう燭そくに近づくと、容よう赦しやなくその炎を吹き消していく。すぐに拝はい殿でんは暗くら闇やみに包まれた。

　しかし光る何かが存在する。それは幣へい帛はくだ。亜美夏が〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟と呼んだ賞品である。

　蒼あお白じろい煌きらめきを放はなつそれに躙にじり寄った亜美夏は、

「これよ。これが欲しかったのよ。先住民族インデイアンのあの娘が持っていたのよりも古めかしいけれど、まだちゃんと機能する。もう待たなくていいんだわ。あとはお金だけ。旅費さえかき集めれば、いつでも帰れるんだ。

　もうちょっとよ。もうちょっとだけ待っててね。あたし、もうすぐ帰るから……」

　金髪娘の目に光る何かを発見したとき、倉美子はその台詞せりふが誰だれに対するものであったのかをはっきり理解した。

　絶対の自信があった。恋をする女は同じ輝きを放つからである──
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　太陽は闇やみ賀が岳だけを照らし始めたばかりだった。

　まだ光は弱い。日にち輪りんの熱量をもってしても、朝露に濡ぬれた山道を乾燥させるまでには至っていない。数時間たてばそれなりのハイキングコースになるが、現在は慣れた者でも尻しりもちを覚悟しなければならない悪あく路ろとなっている。

　登山とは、マラソンやトライアスロンよりも過酷な競技だ。なにしろ絶対に途中棄権が許されないのだ。死にたくなければ自分の足で歩き続けるしかない。

　そんな現実を嚙かみしめながら登頂を続ける看み楽らく倉くら美み子こだったが、彼女の耳は場違いにも響ひびき渡る陽気な歌声をキャッチしていた。自称帰国子女兼けん宇宙人が熱唱しているのだ。





『南部の民たみよ　祖国が叫ぶ声を聞け

　立ち上がれ　さもなくば死より悲惨な現実が汝なんじを打ち倒す

　武器を握れ！　武器を握れ！　武器を握れ！　ディキシィで♪』






　南北戦争の頃ころ、合衆国で唄うたわれた軍歌のようだ。拾った棒切れを左手で振り回しながら声を張り上げる灰はい谷たに亜あ美み夏かを見み遣やりながら、下げ僕ぼく１号こと倉美子は思った。

（……元気だなあ。勝利って、人にあれ程までの活力を与えるものなのかしら。ひょっとして、私も入試に合格した直後は、あんな風に痛々しかったのかなあ。うーうー）

　二人の少女はジャージ姿で野の路じを踏みしめていく。亜美夏のそれは道どう風ふう学園指定の臙えん脂じ色いろのものであり、倉美子が着込んでいるのは中学時代に愛用していた群ぐん青じよう色いろのやぼったいトレーニングウェアだ。

　さすがに制服のままでの闇賀岳征服は無理くさい。倉美子と三み露ろ子こがそう主張し、亜美夏も渋しぶ々しぶ現実を認めた。最初はディープ・ブルーの中学ジャージを貸そうとしたが、もっさりした色は嫌いやだと一いつ蹴しゆうされ、まだ数回しか着ていない現用のそれを奪い取られたわけだった。

　金髪美少女は暑がりらしく、ズボンをふくらはぎの部分までまくりあげていた。腕も肘ひじの部分まで露出させている。滋じ養よう強きよう壮そう飲料のＣＭじゃあるまいし、半はん袖そで半ズボンで山歩きをするなんて無茶もいいところだ。マムシに嚙かまれたらどうするつもりなのだろう。





『南部の偉大な魂たましいは大砲の響ひびきに歓喜せり

　武器を握れ！　武器を握れ！　武器を握れ！　ディキシィで♪

　略奪者が惨敗するまで　神の御み業わざが為なし終えるまで

　武器を握れ！　武器を握れ！　武器を握れ！　ディキシィで♪』






　山歩きで歌を唄うのはけっして無意味な行動ではない。獰どう猛もうなる野や獣じゆう──熊の接近を阻止できるからだ。生あい憎にくと闇やみ賀が岳だけではタヌキより大きい哺ほ乳にゆう類るいの存在は確認されていないのだが。

　亜あ美み夏かは気持ちよさそうに軍歌を熱唱していく。

　歌詞はともかくメロディは微妙に歪ゆがんでいるように聞こえた。けっして音痴ではない。だが高音は微妙にかすれ、低音にはまるで伸びがない。

　これはながら作業のせいかもしれない。倉くら美み子こはそう考えた。亜美夏は奪い取ったばかりの《古こ座ざ間まメモ第４巻》を右手に握りしめ、器用にページをめくり続けているのだ。背中に薪まきでも背負えばまるっきり二にの宮みや金きん次じ郎ろう状態である。

　独唱と読書と登山。これらを一緒に強行すればどこかにしわ寄せが来る。音程の乱れはその代償だったのだろう。

　ふと、唐とう突とつに歌が止まった。同時に亜美夏は歩みを止め、その場で回れ右して、

「下げ僕ぼく１号に命じる。これはもう読んだから第５巻を寄こしなさいな。早く！」

　断る術すべはなかった。ナップザックから、コンビニ売りの廉れん価か版ばんコミックスみたいに肥大したメモ帳を取り出すと、黙ったままそれを渡した。

　負け犬の悲哀を嚙かみしめるしかない倉美子であった。敗者には発言権はない。拒否権もない。反抗する素そ振ぶりを見せる自由さえないのだ。

（……五冊目には去年の一一月から今年の二月までの古座間くん情報を書き込んでいたのに。そうだ。受験が済んでページを増やせなくなってから新しいのに切り替えたんだっけ。まさか人に見られる日が来るなんて思わなかった。ハードディスクに溜ため込んだ一八歳未満お断りの映像データを閲覧されるひとはもしかしてこんなきぶんなのかなあ。うーうー）

　唯ゆい一いつの救いは亜美夏が一切のコメントを発しなかったことだ。だからこそ倉美子は冷静さを装うことだけはできた。哄こう笑しよう・冷笑・苦笑。相手がそんな反応を示していたら、その場で頭を抱えてうずくまってしまっただろう。

　昨夜ゆうべ、寝ね所どこでそうしたように。




　看み楽らくの母子おやこを大貧民で打ち負かした亜美夏は、文句をいいながらも出された筍タケノコの煮物をおかずに晩御ゴ飯ハンを平らげたあと、社しや務む所しよの一角にある勉強部屋を寝所にしてしまった。

　そこは倉美子が布団を敷く三畳の部屋だったが、亜美夏は特別に同どう衾きんを許すと通達し、明日あしたに備えて早く寝ると宣言するや、あっという間まに夢の世界の住人となった。

　宇宙人がすやすやと寝息を奏かなでる横で、倉くら美み子こはホコリとカビが絶妙にブレンドされた煎せん餅べい布団に潜もぐり込んだ。許されるのは自分の膝ひざを抱き、無念の涙を流すことだけ。

　眠れぬ夜はふけていき、そして倉美子はいつしか睡すい魔まに目ま蓋ぶたを奪われた。絶望的な状況でも人間は眠れる。それを実感する彼女だった。

　安らぎはほんの少ししか続かなかった。午前四時三〇分。倉美子は叩たたき起こされたのだ。

「さっさと起きなさいよ！　どこの世界にご主人様より寝過ごす下げ僕ぼくがいるのっ！　今日きよう中に古こ座ざ間ま邸を襲しゆう撃げきするわよ！　近道とやらを案内しなさいっ！」




　拒否権を持たない倉美子は、二人並んで山頂へとアタックする義務を課せられた。

　背中のナップザックがやたらに重い。

　自分で作ったオニギリが二人分も詰め込まれているのに加え、石いわ清水しみずを詰め込んだペットボトルを七本も持参していたためである。

　酔すい狂きようで持ってきたのではない。これは命を繫つなぐ手段である。なにしろ標高五五五メートルの高みまで登らなければならないのだ。水なしでは冗談抜きに脱水症状で倒れてしまう。亜あ美み夏かも倉美子から借り出したリュックを背負っていたが、こちらは制服しか入っていないらしく、その足取りは軽かった。

　二人の目的地は山頂の天文台だ。ヱえ堰ぜき神社からでも白はく亜あのドームは明めい瞭りように確認できた。

　もっとも亜美夏が言ったような近道ではない。むしろ逆。かなりの隘あい路ろといえた。

　闇やみ賀が岳だけは巨峰といえるサイズではなかった。山としては小振りな方に入る。だが登山愛好家の間では、難易度はかなり高く評価されていた。

　勾こう配ばいがきついからだ。

　山さん麓ろくが独特すぎる形状であるため、必然的に坂道は急となる。獣けもの道みちに毛が生えたような登山コースはあるが、楽なルートではない。足首を確実にホールドできる靴を用意していても、踝くるぶしやアキレス腱けんに押し寄せる負担はかなりのものだ。

　道からちょっとでも外れると断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに近い場所だらけ。まさか普通の女子高生の身み空そらでロッククライミングをするわけにもいかない。それこそ滋じ養よう強きよう壮そう飲料のＣＭになってしまう。

　やがて道が二ふた股またに分かれる場所に出た。片方が幅五〇センチほどで傾斜も緩ゆるく、もう一方は幅二〇センチで小石だらけだった。

「どっちに行くべきかしら？」

　亜美夏の問いに自信をもって答える倉美子であった。

「細い方です。反対側は崖がけに行き着いて終わりですから」

「詳しいわね。あ、わかった。登山のガイドマップを図書館ライブラリーで見つけたんでしょ？」

「いいえ。フィールドワークで得た知識です。この辺りまでは先週登りましたから、だいたいわかります。毎週日曜は登山の日と決めているんです」

　これは噓うそじゃなかった。彼女は日曜を山歩きの日と決めていたのだ。古こ座ざ間まがそこに自宅を新築した今年三月からずっと。

「ふーん。それにしてはお寝坊さんじゃない」

「今日きようは土曜日だからです。それに太陽と気温が充分に上昇してからでないと疲労度がアップしますから」

「暗にあたしを批判してない？　だいたい登頂に半日はかかるんだから、夜明け前に出発しないと駄だ目めでしょうに」

「山頂征服が目的ではありませんの」

「じゃあ、どうしてこんな苦行を繰くり返しているわけ？」

「……心肺機能の向上と足腰の鍛たん錬れんです」




　これで騙だまされる人間が一人でもいるのかと思わせるレベルの噓だった。

　そして、彼女が噓をついているのは、金髪美少女に対してだけではなかった。闇やみ賀が岳だけ登山に挑む際、倉くら美み子こは毎回自分で自分に噓をついていたのである。

　無謀とも思える山岳への挑戦──その原動力になったのは、山頂に住んでいる古座間星せい斗とに一メートルでも近づきたいという熱い思いだった。それが彼女を突き動かしていたのは間違いない。無む駄だな若さが情動をかきたて、薄い筋肉しかついていない足を上げさせていた。

　倉美子は自分をよく理解していた。己おのれの体力と気力を数値化し、慎重に検分した結果、無茶をして登頂しても行き倒れてしまうのはわかりきっていた。

　結果が欲しければ、まずは過程を大事にしなければいけない。だからこそ彼女は毎週日曜の登山で闇賀岳の中腹まで身を運ぶと、そこでＵターンし帰宅していたのだった。

　折り返し地点の高度を徐々に上げていき、最終的には古座間邸にまで到着するという作戦である。

　最初は小一時間歩くだけでくたばっていた。けれども週ごとに登れる距離が伸びていくのが実感できていた。自転車の乗り始めと全然かわらない。

　達成感を味わいながら、倉美子は宇宙飛行士の単独踏とう破は訓練にも似たチャレンジに没頭していた。あと五回か六回アタックを試みれば、無理なく登頂ができるだろう……

　いやいや。

　それは己についた噓だった。

　本心を騙すにしても稚ち拙せつすぎるレベルのペテンであった。

　後あと先さきさえ考えなければ、倉美子はすぐにでも登頂可能なまでの体力が備わっていたのである。それまであまり鍛きたえた経験のない彼女の腿ももとふくらはぎは急速な成長ぶりを示していた。脚が若じやつ干かん太くなったという現実を、倉美子は充分に自覚していた。

　ただ体力が半減するよりも早く、勇気の残量ゲージがゼロになってしまい、虚むなしく回れ右して帰ってくるのが常だったのだ。下山の途中、自分の不ふ甲が斐いなさを呪のろいつつ、天文台のドームを何回振り返ったことだろう。

　けれど湧わき起こる悲劇的観測を封ふう印いんするのは難しかった。もし古こ座ざ間まの顔を見たら、きっと言葉に詰まってしまう。変な奴やつだと嫌われるかもしれない。最悪ストーカーで訴えられるかもしれない。

　だが今日きようは違う。今日だけは違う。

　これは義務なのだ。下げ僕ぼくに拒否権はない。命令されて仕方なくやっているのだ。古座間に会えたらそう言えばいいんだ。少なくとも噓うそではないんだもの。

　あと一歩の勇気を出せずにいた自分の背中を蹴けり飛ばしてくれた亜あ美み夏かに対し、感謝とまではいかないけれども、軽い情念パトスを抱いだいたのは事実だった──




　当たり前だが倉くら美み子この幼稚な言い訳など、亜美夏には一切通用しなかった。相手はイカサマチーテイングを見抜くことに関して、類たぐいまれな特殊能力を有する宇宙人なのだから。

　彼女は横おう隔かく膜まくに異常をきたすのではないかと心配するほどに笑い転げたあと、

「下僕１号は博打うちギヤンブラーには向かないわね。どうしてそうごまかすのが下へ手たなの。どうせあんたの事だから『ああ！　山頂から吹き下ろすこの風は古座間くんに触れたものかも知れないっ！』とか思いながら身もだえしていたんでしょう？」

　悔しいが反論できなかった。その通りだったからである。

　恋する乙女は少しばかり奇妙な行動を選択してしまう。校庭の桜の枝を無断で切り、無謀とも思える登山に挑戦するのはその一環だ。

　しかしそれを見透かされるのは辛つらい。かなりの精神的なダメージを喰くらい、青あお息いき吐と息いき状態の倉美子の耳に、再び亜美夏の脳のう天てん気きな歌声が襲来した。





『我らが屹きつ立りつせりディキシィの地　ディキシィの為ためならば生か死か

　武器を握れ！　武器を握れ！

　そして安あん寧ねいなる制せい覇はを奪い取れ！　ディキシィで♪』






　サビの部分だけ歌い終わると、先を歩く亜美夏はふと立ち止まり、

「下僕１号に問います。あんたのご主人様が熱唱されておられるのに、どうやったらそこまで無視できるわけ？　少しは一緒に歌おうとかいう気にはならないの？」

「いえ。あまりに上う手ますぎるので聞き惚ほれていました。私の通りの悪い声で音程を乱しては申し訳ないと思ったのです」

「ふーん。下手なお世辞だけど、まあいいわ。文句を言わないだけでも満足しなくちゃ。その忠ちゆう勤きんぶりに免じてご褒ほう美びです。これを返してあげます」

　亜あ美み夏かはそう言うと、古こ座ざ間まメモの５巻を放ほうり投げた。なんとかそれをキャッチした倉くら美み子こに向かい、絶対的君主は訥とつ々とつとした調子で、

「もういらない。頭に叩たたき込んだから」

「叩き込んだって……記憶したってことですか？」

「そう。今読んだ１巻から５巻までと、昨日きのうもらった６巻の内容を。全一一六八ページ。なかなかよくまとめられていたわ。興味深いのは二年前の秋祭りオータム・フエステイバルね。参加者二〇九八名での勝ち抜きジャンケン合戦で一位になるなんて、並みの運勢じゃ無理の無理よね」

　もちろん覚えている。商品はポケットティッシュ一年分だった。古座間くんはあんまり嬉うれしくなさそうな顔で受け取ったっけ。ちなみに準優勝のお姉さんは生理用品一年分だった。

「でもあなたも知らない情報があるわよ。古座間星せい斗とが人類最強の運を持っている証拠が。

　スペースシャトルを知っているわね。あと何年かで引退する金食いマシンだけど、その最終ミッションＳＴＳ─１３３に、民間人を乗せようって計画があるの。古座間星斗はそれに応募しているのよ。

　倍率は約七〇万倍。書類選考と抽選で最終候補の三名が決定したんだけれど、古座間はその一人に選ばれたわ。もっとも永住権グリーン・カードを持っていないから、本当に乗れるかどうかは怪しいんだけど」

　たしかに初耳だった。古座間星斗にはまだまだ知られざる一面がある。その現実を思い知らされた倉美子であった。

「それでなんだけれど、このメモには重大な欠陥があるわ。あんたと古座間のなれそめの部分を書いていないじゃない。意い図と的てきにぼかしても丸わかりよね。昨日は聞きそびれたから、今日きようこそは話してもらうわよ。到着までは時間がかかるんだから、さっさと白状しなさいってば」

　倉美子はあえて口を閉じた。敗者として語らねばならない状況におかれているのはわかっていたけれども、できることならば破滅は先延ばしにしたかった。

　亜美夏はなおも追い打ちをかける。

「あの天文台だけど着工したのが今年の二月一六日。完成したのが三月七日になっているわね。突とつ貫かん作業にしても超スピードだわ。

　一つ気になるのは、道どう風ふう学園の合格者発表が二月一四日だったことよ。その四八時間後から工事に着手したのは偶然の一致かしら。そうは思えないわ。ここで何かあったでしょう。さあ真実を語りなさいっ！」

　相手は鋭い洞どう察さつ力りよくを駆使し、順々に核心へと近づいている。でもまだはなすわけにはいかないんだ。じょーかーはさいごまでとっておかなくちゃ。うーうー。

「ご主人様が出血サービスでここまで情報を開示してあげたのよ。下げ僕ぼくが黙もく秘ひ権けんを使っていい理屈はないでしょう。お返事は？」

　出血サービス？　宇宙人にも生理なんてあるのかしら。そういえば私もそろそろ。

　思考がどんどん明後日あさつての方向へ迷走する倉くら美み子こは、不意に目め眩まいを感じた。もう体力が尽きかけていた。昨夜ゆうべよく眠れなかったのが響ひびいたのだろう。

　足あし許もとがふらつく。夢ゆめ現うつつのなか、無理に前に進む彼女に容よう赦しやのない現実が襲いかかってきた。草むらに蠢うごめく褐かつ色しよくのロープが見えたのだ。

　いや、是非ともロープであってもらわなければ困る存在であった。同時にこの辺りにザイルも綱も落ちてはいない現実も、倉美子は頭の隅すみでは認識していた。でも否定したかった。それが人間をも殺せる爬は虫ちゆう類るいであることなど、絶対に認めたくはなかったのだ。

　腰が抜けた。

　尻しりもちをついた。

　脂肪の薄い臀でん部ぶに丸い石があたり、一気に目が覚めた。

　その時だった。亜あ美み夏かが振り返りざまにこんな台詞せりふを発したのである。

「ここにはコブラもサイドワインダーもいない。けれど別種の毒ヘビはいたわけね」

　倉美子は目撃した。灰はい谷たに亜美夏が横にスライドするような奇妙奇き天て烈れつな動きを見せ、その顔だけが宙に取り残される場面を。

　やがて広すぎるおでこが消え、目と鼻と口が光を失い、残像のように残っていた紅あかい唇くちびるが弧こを描いた。瞬時にして彼女の姿は倉美子の側そばにおいて再構成されたのだった。そして彼女の指に握られていたのは、恐ろしげな蛇へびの頭だ。

「マムシのことを教えてくれないなんて薄はく情じようじゃない。あたしは大いに気分を害したわ。古こ座ざ間まに会ったら、あんたのメモのことを一部始終話しちゃおうかな」

　それだけは避けたい。まだ闇やみ賀が岳だけの絶ぜつ壁ぺきから紐ひもなしでバンジージャンプはしたくない。

　数秒だけそう考えて逃避した倉美子だったが、彼女はすぐに現実へと向き直った。

「その動き……人間の限界を超えていますわね」

「言ってるでしょ。あたしはいわゆる宇宙人だって」

　にわかに信しん憑ぴよう性せいを覚え始める倉美子だった。

　瞬しゆん間かん移動。超スピード。残像。再構成。

　考えられる結論は一つしかない。彼女は私たちとは違うタイムスケールで動いているのだ。

「……もしかして時間でも操あやつれるの？」

「ちょっと違うわ。時の流れは河みたいなものなの。早いところもあれば遅いところもある。我が眷けん族ぞくは泳ぐ場所を上手に選択する技術を持っているの。だから地球人類よりも素早く動いたり、逆にスローテンポで凝ぎよう固こしたりもできる。似たものを探すなら、ジェット戦闘機のアフターバーナーかしら。長持ちしないところもそっくりね」

「……それってイカサマチーテイングの仕込みにも活用できそうね」

「だめだめ。残像がどうやっても残るもの。ビデオで録画されたら正体がバレちゃうわ。天井監視カメラアイ・イン・ザ・スカイが装備されていないカジノはもうないしね。薄暗い蠟ろう燭そくしかない拝はい殿でんでは楽勝だったけど」

　またしてもいんちきチーテイングのカミングアウトだった。けれども本当かどうか証明する術すべはないし、咎とがめる資格もない。それを知る亜あ美み夏かはしたり顔で、

「だいたい詰め込みなら、あんたのお母さんもやってたじゃない。おあいこでしょう。手て際ぎわはそれほど悪くなかったわよ。あれならラスベガスでだって荒あら稼かせぎできるわ。ただしあたしには通用しないけどね。それで古こ座ざ間まとの一件だけど、喋しやべるの？　喋らないの？」

　田舎いなか暮らしの倉くら美み子こは、蛇へびにはあるていど慣れていたが、やはり目の前一〇センチのところにマムシを突きつけられては全面降伏するしかない。

「喋ります喋ります喋ります」
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　いつからだろう。

　古座間星せい斗とを意識するようになったのは。

　記憶を検索してみると、それは意外に近い過去だった。二年前の春だ。中二の時にクラスが一緒になった直後、倉美子は恋に落ちたのである。

　最初はあまりぱっとしない男の子だと思った。腰回りは女の子みたいに締まっており、手足や指は奇妙なまでに細長かった。瘦やせすぎで、なんだか昆虫みたいだ。それでいて耳みみ朶たぶだけはかなり大きめ。まるで大だい黒こく様さまを連想させる福耳だった。

　けれども第一印象はすぐさま崩れ去った。

　古座間の物腰と言葉遣いは年齢不相応なまでに精練されており、誰だれに対しても分け隔へだてなく丁てい寧ねいだった。成績もトップクラス。女子の人気者になったのも当然であり、倉美子も周囲の雰ふん囲い気きに押されるように、憧あこがれの気持ちを抱いだいてしまった。

　自分にミーハーの気けがあるとは意外だったし、そんな思いに身を任せてもろくな結果を招かないのはわかっていた。けれども勝手に動く心は制せい御ぎよ不能なのだ。

　倉美子の背を後押ししたのは、いわゆる〝九月危機セプテンバークライシス〟だった。

　夏休み明けに、底意地の悪い女子大生が英語の教育実習にやってきた。可愛かわいい男の子以外はすべてゴミだと広こう言げんしてはばからない性格破は綻たん者しやだった。大した美人でもないくせに、容姿こそが人生を決める要素だとのたまう怖い女だった。

　外見上、あまりぱっとしない倉美子は絶好の攻撃目標とされてしまった。数学は得意だが、英語の成績が水準以下であったことも気に障さわったらしい。わざと手を抜いていると誤解されてしまったのだ。

　授業中は意地の悪い質問ばかり集中され、答えられなかった罰として教科書の暗唱を命じられ、それにも失敗すると今度はバカ呼ばわりされた。教師によるモラル・ハラスメントだった。クラスの全員がそれをわかっていたが、新たなイジメの対象にされるのを恐れ、声をあげる者はいなかった。

　そんな折である。

　とある日曜日──梓あずさヶが谷だに中学で英語検定試験が実施されることになった。教育実習生は自信満々な口調で、準一級に挑戦すると宣言した。そしてこうも言った。もし一位になれなかったならば、明日あしたから学校に来ないと。

　不敵な布告に敢かん然ぜんと挑戦したのは古こ座ざ間ま星せい斗とだった。彼は教育実習生と同一の試験を受け、満点で合格した。作文を除けば選択問題ばかりだったが、中学生としては異様な好成績だった。

　一方、教育実習生は九五％の正解率を確保したものの、総合点で敗れ去った。古座間はそんな女子大生に向かい、堂々と宣言した。明日あしたから学校に来ないでくださいと。

　こてんぱんに叩たたきのめされた教育実習生は、その日のうちに姿を消した。彼女の行方ゆくえは杳ようとして知れない。

　この事件をきっかけにして、倉くら美み子こは古座間を意識するようになった。彼女は登校直後から下校寸前まで、まず視線の先に古座間を捜さがすようになった。精せい緻ちな〝古座間メモ〟を取り始めたのもこの頃ころである。

　そして──

　あれは今年の二月一四日、バレンタインデーの事件だった。

　売上げアップのためならば賞味期限切れの原材料すら厭いとわない製菓会社の陰謀に荷か担たんするのはどうかと思ったが、時流に乗らなければ告白なんかできそうにない。

　倉美子は結果を欲ほつしていたわけではなかった。さようならを告げるつもりだった。玉ぎよく砕さい覚悟というより、最初から玉砕を予定していた。

　最善の結果に次ぐ最悪の現実。入試合格というイベントで得られた幸福の量をもってしても、それをカバーできるかどうかは微妙だった。けれども精神が崩壊するような状況とはなるまい。もう失うものは何もないのだから。

　図書館ライブラリーから借り出した『超図解！　お菓子作りのイロハ　彼の心を一撃必ひつ殺さつ篇へん』というたいそう頭の悪そうなタイトルの手引き書と首っ引きでトリュフっぽい物体を作った。温度調節テンパリングに苦戦したが、とりあえず食べ物に見えるレベルには仕立てることができた。

　三み露ろ子こに笑われながらラッピングしたそれを握りしめ、埋まい伏ふくポイントで待機。

　当時、古座間はまだ駅前のマンションに住んでおり、隣町にある市立梓ヶ谷中学へは自転車で通学していた。そして古座間は商店街の端はしにある駄菓子屋と模型屋が融合した店てん舗ぽの前で足を止めるのだ。それも一〇〇％の確率で。

　中には入らない。あまり人ひと気けのなさそうな自動販売機に自転車を横付けし、硬貨を投入する。買うのはいつも滋じ養よう強きよう壮そう飲料っぽい清涼飲料水だ。

　そして古座間は一回のコイン投入で必ず二本の缶飲料をせしめる。こちらも一〇〇％の確率である。その自販機は、最近すっかり下火になった当たり付きのタイプだった。

　自転車の前カゴにそれを放ほうり込み、家路につこうとした彼の前に、倉くら美み子こはなけなしの勇気を振り絞って飛び出した。自じ暴ぼう自じ棄きであれと自らに枷かせをはめ、最悪の結果を予想した。

　ずっとあなたをみていました。とてもたのしかった。ありがとう。

　それだけ告げ、前カゴにラッピングしたチョコを放り込んで逃げるつもりだった。

　けれども先制攻撃を受けてしまった。口実として用意したチョコを渡す前、古こ座ざ間まがこんな台詞せりふを投げかけてきたのだ。

「倉美子さん。合格おめでとうございます。四月からまた同じ学校ですね」

　もう何も言えなかった。

　泣いた泣いた泣いた。

　自分で自分の反応にびっくりした。私の眼球には、こんなに大量の涙が詰まっていたのか。これだけの水分が一気に体外に排出されれば脱水症状で死ぬんじゃないだろうか。

　古座間は明らかに狼ろう狽ばいしていた。彼は自転車を降りると、倉美子の袖そでを引っ張って路地裏に連れ込んだ。

　人目を避けるためだろう、大人ならば体を横にしなければいけないような通路で彼は言う。何が気に障さわったのかわからないけれど、どうか泣きやんでください。女の子を泣かせたのは初めてなので、対応方法がわからないのですと。

　焦りの色を示す古座間の声と、路地に充満している小豆あずきを煮る匂におい。

　それが倉美子の正気を取り戻す気付け薬となった。彼女は涙を拭ふき、辛かろうじて言葉を繫つないだ。

　私は道どう風ふう学園には行けません。なぜなら家が貧乏で入学金と授業料を用意できないからです。隣町の公立高校の試験の願書を出してきました。きっとそっちに行くことになると思います。でも古座間くんと同じ道風学園に合格できて嬉うれしかった。ちょっとだけでも夢が見られて楽しかった。ありがとうありがとうありがとう。

　古座間は、なんだそんなことかというような顔をし、小さくあくびをすると、自転車の側へと倉美子を連れ出した。サドルに跨またがり、倉美子に告げる。後ろに乗ってと。

　断る理由はなかった。どうせ最初から破れかぶれなのだ。荷台に横座りした倉美子は、背中にしがみつけるほど大胆でも図ずう々ずうしくもなかった己おのれを呪のろいつつ、冷たい金具に指をかけて体重を支えるのだった。

　二人乗り自転車。

　うひゃうひゃうーうーきゃーきゃー。

　脳内を文字化できない悲鳴がマッハのスピードで駆け抜けていった。感情が爆発すると人間は幼児化するらしいが、この時の倉美子がまさにそうだった。

　今ならひっくり返って頭を打って死んでもいいとさえ思った。行き先なんかどこでもよかった。時計の針がゆっくり動いているかのような錯覚に見舞われた。安っぽいママチャリは時空間を超えられる即席のタイムマシンになった。地球が終わる瞬しゆん間かんまで、このまま風に吹かれていたかった。

　古こ座ざ間まは倉くら美み子この思おも惑わくに反して速度をあげ、そのまま駅前にとって返した。この間かんたったの一八〇秒。カップ焼きそばを作る時間しかなかったが、倉美子にとっては永遠に等しい至し福ふくの瞬間だった。

　彼はバス停留所の隅すみっこで自転車を止めた。

　そこには電話ボックスの上半分を切断したような小さな箱が置かれていた。中にはこれまた驚くほど小さなお婆ばあさんが入っている。原色の派手な幟のぼりがいくつもそびえ、シモネタと楽屋落ちしか能がなく二年後には『あの人は今!?』みたいな番組からしかお声がかからないであろう若手お笑いタレントが買え買えとスピーカーから絶叫していた。壁には手書きのキャッチコピーが所狭しと貼はり出されている。

《また出た！　年の瀬富とみ籤くじ一等五〇〇〇万円也なり！　お手持ちの番号をお確かめ下さい！》

《激ヤバ！　元旦ビッグ宝くじ、二等一五〇〇万円です！　この売り場から出ました！》

《やった！　ロータリーラッキーカード、キャリーオーバー四億円！　当販売所から！》

　宝くじ売り場だ。

　古座間は顔かお馴な染じみらしく、戸と惑まどう様子を見せず、財布を取り出した。

　倉美子は戸惑うと同時に軽い失望を覚えた。宝くじは、費用対効果を考えれば最低のバクチだからだ。賭と博ばく依存症から無理やり脱却させた母──三み露ろ子こでさえ、それだけは手を出そうとしなかった程である。

　発行枚数が明確でないため、正確な数字はだせないが、一説によれば売上げ平均総数で概算したところ、一等の当選率はもっとも楽観的な数字で三五〇万分の一以下。つまり一枚三〇〇円として一〇億五千万円くらい買い占めれば確率的に一等が一枚は期待できるわけだ。まともな損そん得とく勘かん定じようができる人なら挑戦しないだろう。それでも買ってしまうのがギャンブルの恐ろしさであり、人間の欲深さなのだけれども。

　古座間は自転車で待っている倉美子へと取って返し、メルヘンチックな絵が描かれた宝くじを三枚くれた。

　一枚二〇〇円。合計六〇〇円。

『バレンタイン記念ラブラブ宝くじ。発売は二月一四日まで！　発表は翌一五日。いま一〇枚買うともう一枚プレゼント！　チョコは貰もらえなくても宝くじは貰えます！』

　目め眩まいがするフレーズが書かれたそれを受け取った倉美子の耳に、古座間の言葉が響ひびく。

　それは必ず当たる。無む駄だ遣づかいをせずに、道どう風ふう学園の入学金に使うといい。僕は何の取とり柄えもない男だけど、なぜか運だけは人一倍あるんだ。信じて。

　信じるしかなかった。倉美子は震ふるえる声で、これはお礼ですとチョコの包みを差し出すだけであった。




　次の日。倉くら美み子こは町立図書館ライブラリーへ急いだ。ヱえ堰ぜき神社は貧乏ゆえに新聞をとっていない。早刷りの夕刊が読める場所はそこしか思いつかなかった。

　三面の片かた隅すみに数字が躍おどっていた。

　まさかと思った。

　一七組の３２０５０８。

　それと同一の番号と、末尾が７と９に置き換わっている二枚。

　一等三千万円。前後賞が一千万円ずつ。合計五千万円。

　千円札よりもずっと小さい三枚の紙切れにそんな価値があるとは思えなかった。実感は全然わかなかったけれども、それは夢ではなかった。

　道どう風ふう学園への切符が手の中にある。

　それを理解した倉美子は図書館を駆け出した。走りながら笑った。心臓が悲鳴をあげるまでそのまま駆け続けた。商店街ですれ違うおばさん軍団が何事かと振り返ったが、気にもならなかった。舞い上がるような気分とはまさしくこれだった。もうちょっと加速がつけば大気圏外にまで飛べたに違いない。




　後で聞いたところによると、その宝たから籤くじ売り場は高額当選が多いと評判であり、全国的にも有名だった。マニアが遠方からわざわざ買いに来るほどの人気店らしい。

　けれども真実を知れば、彼らも潔いさぎよくあきらめたことだろう。

　その当選者は、古こ座ざ間ま星せい斗とという一五歳の少年一人に集約されていたのだから……
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　倉美子の長い告白を黙って聞いていた灰はい谷たに亜あ美み夏かは、得とく心しんしたかのように、

「ふーん。そういうこと。つまり古座間星斗はあんたにとって偉大なるスポンサーなわけね。

　それにしても生活費を宝くじで稼かせいでいるとは思わなかったわ。それもきっと早く運を使い果たすための手段なんでしょうね。彼は普通の男の子に戻りたがっているみたいだし。

　で？　その後に彼との関係はどうなったの？　劇的な展開でもあったのかなっ？」

　答えられない倉美子だった。彼女は首を振って、

「何にもありません」

　手に握ったマムシを大車輪の勢いで振り回しながら、亜美夏は叫ぶ。

「何もないわけないっ！　毒どく蛇へびとキスしたくなかったら、本当のことを答えた方がいいわよ」

「学校でお礼を言いました。そうしたら古座間くんは一つだけ頼みがあるって」

「来た来た来たっ！　なにを？　キスさせろとか？」

「違います」

「ああ！　それ以上のことね！」

「……それも違います」

「じゃあなによ」

「女の子を呼び捨てにした経験がないから、私のことを〝さん〟なしで呼んでもいいかって。あと今後はタメ口で話すけれど、それを許してほしいって」

　亜あ美み夏かが脱力するのがよくわかった。金髪娘は珍しい爬は虫ちゆう類るいでも見るかのような眼まな差ざしで、

「タメ口っていうのは、ざフっラくンばクらリんーくらいの意味？　日本人の思考回路はよくわからないわ。アメリカじゃ老いも若きも男も女も呼び捨てが普通だしね。ミスターやミスなんてつけたら、かえって笑われるのに」

　そこで倉くら美み子こは朧おぼろ気げながら相手の手の内を理解した。日本語に精通しているくせに、そんな事がわからないなんて、結局は付つけ焼やき刃ばでべんきょうしただけなのかな。にっぽんではよっぽどしたしいひとじゃないと、よびすてになんかしないんだぞ。ふーふとかこいびとでもふつうは〝さん〟をつけるのがれいぎなんだぞ。それをしらないのね。うーうー！

「いま頭のなかで蔑さげすみの感情を抱いだいたでしょう。まだ隠し事をしているって顔よ。どっちかといえば無知な者に対する哀れみの色が見え隠れしているわ。あたしは同情されるのが苦手であり、嫌いなの。嫌いやな思いをさせた代償はきっちり贖あがなわせてあげるから覚悟してなさい。言葉の裏に潜ひそむ真相をねちねちじっくり聞き出してやるんだから。さあ行くわよ！」

　促うながされるまま立とうとしたとき、困ったことが起こった。

　立ち上がれなかった。

　大だい腿たい筋きんが限界以上に強こわ張ばっていた。乳酸が溜たまりまくった結果だ。寝不足で過重労働に勤いそしんだツケが一気に回ってきたのだろう。もうぴくりとも動かせそうにない。

　それだけではなかった。右足の足首に鈍い不快感が走った。指で踝くるぶしをなぞると、無視できないほどの痛みが走る。どうやらひねってしまったみたいだ。

　亜美夏は大げさに溜ため息いきをついて、

「二足歩行が困難な状況みたいね。仕方ないわ。ここにいて。助けを呼んでくるから。あまりご主人様に手て間まをかけさせないでよね！」

　てっきり下山して母さまに連絡してくれるのかと思ったが、やはり相手はこっちの思考とは違うルートを全速で突っ走っているらしい。亜美夏は背中を見せると、またしても軍歌を一番から大声で唄うたいながら、山頂へのアタックを再開したのだった。もちろん気絶したままの蛇へびを片手で握りしめ、高速回転させながらである。

　だんだんマムシが気の毒になってきた。

　それ以前に自分自身が哀れで惨めだった。

　亜美夏の姿が見えなくなると、倉美子は孤独感に苛さいなまれた。山でひとりぼっちになるのがどれだけ危険な行為であるかを、彼女はまだ認識していなかった。

　心に鬱うつ積せきした不安が加速度的に勢力を増していった。

　山の天気は激変する。不意に空は曇り、霞かすみと霧さえ出始めた。それが白いカーテンのように倉くら美み子この周りを包む。なんだか水で薄めた牛乳風ぶ呂ろに浸つかっているみたいだ。風呂と違うのは体温がどんどん奪われていくところだろう。

　視界も極端に限定された。出没するはずもない熊に対する恐怖心までもが生まれてしまった。助けを呼ぼうにも、物ぶつ騒そうな奴やつに来てもらっては困る。

　無線も携帯も持っていない。そもそもこんな山腹で電波が届くのかどうか怪しい。世界中の大概の場所から携帯がかけられるイリジウム通信システムでもあれば話は別だろうが、持っていないモノに期待をかけるわけにはいかない。今は亜あ美み夏かの言葉を信じるだけだ。

　いや。とても信用できない。

　あんなペテン師の宇宙人の言うことなんか本気にしたら、こっちが痛い目に遭あう。

　本当に助けを呼んでくれるのかな。

　このまま放置されたらどうしよう。

　もしもそうなったらおしまいジ・エンドだわ。

　強迫観念がどす黒い影となって押し寄せてきた。今できるのは雑草が生い茂った道に座り、ジャージの膝ひざを抱えて丸くなることだけだ。

　体が急速に冷えていく。背中と首筋が痛い。弱気が眠ねむ気けを増幅させていく。膝小僧に額ひたいを押し当て、睡すい魔まの誘ゆう惑わくに抗あらがおうとしたけれども、所しよ詮せんは無む駄だなあがきだった。

　ああさらば。看み楽らく倉美子一五歳の春よ。
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　どのくらいそうしていただろう。

　数分だった気もするし、数時間だったかも知れない。

　倉美子が意識を取り戻す引ひき鉄がねとなったのは両足に走った冷気だった。

　これはもの凄すごい違和感となって倉美子を襲った。手足の末端は血行の悪い場所であり、疲労はそこから生じていく。さすがに凍傷の心配はないけれども、油断は禁物。靴下を二重にし、その上に分厚いスニーカーを履はいていたのは体温を保つための知恵であった。

　薄く瞼まぶたを開ける。

　自分が仰あお向むけに横たわっているのがわかった。足が冷える理由も把は握あくできた。膝の部分まで生なま足あしが露出しているのだ。スニーカーと靴下はつま先の彼方かなたに力なく横たわっている。

　そして──

　左足のふくらはぎの直ちよく上じように男の顔があった。

　息づかいが乱れている。彼は表彰状でも貰もらうみたいな恭うやうやしさで、両手を膝ひざの裏に差し込み、その裏側を興味深そうにじっくりと眺めていた。

　古こ座ざ間ま星せい斗とだった。

　死ぬかと思った。

　自分が何をされているのかさっぱりわからなかった。ある可能性には思い至ったが、あまり考えたくなかった。古座間くんがそんな事をするわけがないと信じたい自分がいる一方で、何をされてもいいと思う自分がいるのも事実だった。

　けれど気づかない演技ができるまでには倉くら美み子こは大人になってない。彼女は背はい筋きんとお尻しりを活用し、海え老びのように後あと退ずさりした。

　古座間星斗は大人しく腕を放はなし、驚いた素そ振ぶりも見せずに口を開いた。第一声は「気づいたか」でも「大だい丈じよう夫ぶ？」でもなかった。どうやったらこんな真剣な表情ができるのかというほど真ま面じ目めな顔で、彼はこう怒鳴ったのだ。

「どこを嚙かまれた!?」

　パニックから回復できずにいる倉美子に、糾きゆう問もんは続いた。

「どこを嚙まれたのかと聞いているんだ。足か腕か首か胸か？　恥はずかしがらずにさっさと答えろ！　下へ手たをしたら命にかかわるんだぞ！」

「嚙まれたって……何に？」

[image: ]

　古こ座ざ間まはびっくりするほどの早口で状況を説明した。

「さっき、うちに帰国子女が来た。入学式で暴れた灰はい谷たに亜あ美み夏かだ。倉くら美み子こがマムシに嚙かまれて倒れたから、すぐ助けに行ってくれと頼まれた。マムシは出血毒だからまず死なないけれど、やられた所の神経組織が腐る恐れがある。一秒でも早く血けつ清せいを打たなくちゃだめなんだ。もう病院には連絡した。ドクターヘリがあと五〇分でやって来る。それまでにできるだけ毒を吸い出しておかなきゃならない。だから聞いている。どこを嚙まれた？」

　状況が見えてきた。毒ヘビを振り回すアメリカンは、あることないこと古座間に吹き込んだらしい。倉美子はつまみ食いがばれた子供のように両手を胸の前で振りながら、

「大だい丈じよう夫ぶですから。嚙まれていませんから。足を捻ひねっただけですから」

　古座間は目に不審の光こう彩さいを浮かべたが、すぐに安あん堵どの色合いへと変わった。

「ち。騙だまされた。僕としたことがなんたる失態」

　彼の額ひたいに玉の汗が噴き出してきた。一粒のニキビもないきれいなそれは、結けつ露ろした風ふ呂ろ場ばの天井の如ごとき状況となった。古座間は倉美子の横にどっかりと腰を降ろし、乱れ始めた呼吸を整えながら、

「これが犯人だといって本物のマムシを持参していたから、てっきり本当だと思ってしまった。僕もまだ修行が足りない。常識が通じないペテン師に対処するには、関かかわり合いにならないのがいちばん。倉美子もあの帰国子女とはつきあわない方が無ぶ難なんかもしれないぞ」

　それは無理だと思います。なぜなら私はあの自称うちゅーじんのげぼくにされてしまったからです。うーうー。

「でも助かったな。もしも倉美子に死なれたら梓あずさヶが谷だに中学から道どう風ふう学園に来た生徒が僕一人になってしまうところだった。せっかく入学したんだ。卒業までつきあってくれないと、母校の進学率が悪くなってしまう」

　そんなつまらない理由で助けに来てくれたわけではない。そう信じたかった。けれどもここは話を合わせるしかない。藪やぶをつついて蛇へびを出していい状況ではない。蛇は──特にマムシはもうこりごりだ。

「そ、そうですよね。私たちは後輩のことも考えて行動しなきゃいけませんもの。これからは気をつけるようにします」

　古座間は何度も頷うなずきつつ、ポケットから無ぶ骨こつな物体を取り出した。いかにもプロ仕様という感じの携帯だった。片手で器用にメールを打つ。どうも繫つながらないらしく、何回かやり直しをしていた。

「電波状況が悪すぎる。イリジウムも倒産してから精度が落ちたな。キャンセルが間まに合えばいいけど。ドクターヘリに空振りをさせるわけにもいかないし」

　洗いざらしのブルージーンズに、薄手のウィンドブレーカー。それが古座間の格好だった。着の身着のままという感じだ。きっと取るものも取りあえず駆けつけてくれたのだろう。

　その証拠にタオルもハンカチも持っていない。袖そでで額ひたいを拭ぬぐおうとしたが、ナイロン地のそれでは無む駄だな行為だ。

　倉くら美み子こはすぐタオルを取り出した。それは中学で行われたバザーで三み露ろ子こが買い込んできたものだ。色はピンク。経営破は綻たんし会社更こう生せい法ほうの適用を受けた生命保険会社のロゴマークがでかでかと染め抜かれている。あまり人様にお見せしたくない代しろ物ものだけれど、洗濯はきちんと済ませているし、ないよりはマシだろう。

　関せき取とりが行ぎよう司じから勝ち名乗りの賞金を受け取るときみたいに、右手で〝心〟の字を宙に書いたあと、古こ座ざ間まはそれを受け取った。遠えん慮りよする態度は見せず、素直にそれで顔を拭ふく。

　こういうところも倉美子は好きだった。古座間は律りち儀ぎであり、剛ごう胆たんでもあった。前者は真ま似ねできても、後者はなかなか難しい。

　けれどもここは剛胆に構えなければ駄だ目めだ。倉美子は思い至ってしまった。封ふう印いんしたいが、許されない過去を披ひ露ろうしなければいけない場面だと。

「こ、これをお返しします」

　ナップザックの奥底にしまい込んでおいたアイテムを取り出した。昨日きのうバスで押しつけられたヘッドフォンだ。ケーブルは丁てい寧ねいに巻かれ、随ずい所しよが輪ゴムで止められている。

「殺菌効果のあるウェットティッシュで拭けるだけ拭いたので、そんなに汚れていないと思います。盗とったのは私じゃありませんけれど、でもごめんなさい！」

　それはかなりの真実と、少しばかりの噓うそが混ざった報告だった。

　タオルといっしょにバザーで三露子が買ってきたウェットティッシュは、遥はるかな過去に使用期限をぶっちぎってしまったような代物だ。中味はエジプトのミイラみたいにカラカラだった。倉美子は布ふ団とんに入る前、無防備に熟じゆく睡すいしている亜あ美み夏かの横で、霧吹きを駆使してそれを湿らせ、どうにかヘッドフォンの清掃を済ませていたのである。

「それは倉美子にあげた。返して貰もらういわれはない」

　落ち着きを取り戻したのだろう、古座間は常つね日ひ頃ごろからそうであるように、断定的な話し方で倉美子へと語りかけた。

「あのときの宝くじといっしょ」

　どきっとした。

　やっぱりきっちり覚えていてくれたのだ。こざまくんにとってもことしのばれんたいんでーはとくべつなじけんだったんだ。うーうー。

「でも……」

　返すべき言葉を探す倉美子だったが、相応ふさわしい単語に行き着く暇はなかった。蛇へびに食われるべき存在──カエルの声に酷こく似じした重低音が響ひびいたのだ。

　腹の虫だった。

　倉美子じゃない。古座間のそれだ。彼はきまり悪そうに、

「なにか食べ物を持ってないか。朝食の準備をしている最中に金髪娘が殴なぐり込んできたから、今日きようは何もお腹なかに入れていない。腹が減ってかなわぬ」

　急いで用意したお弁当を取り出す。時間がなくて最低限のモノしか用意できなかった。塩と梅干しに賞味期限ギリギリの味付け海の苔りでつくったオニギリだ。

　アルミホイルにくるまれたオニギリがごろんと転がり、倉くら美み子この膝ひざで止まった。披ひ露ろうするには恥はずかしすぎる代しろ物ものだが、彼女は古こ座ざ間まが食事にはこだわらないことを知っていた。

　過去の記録を見ればわかる。彼が中学時代に毎日持参していたお弁当は、どうみても晩御ゴ飯ハンの残りを詰めた代物にしか思えなかったからだ。

　古座間星せい斗とが父子家庭であるのは噂うわさで知っていた。きっと自分で準備しているのだろう。私なんかでよかったら、毎日でもつくりにきてあげたいのに。うーうー。

「こういうのでいいのだ。こういうので」

　驚いたことに、古座間はそれなりにサイズのあるオニギリを二ふた口くちで食らいつくしてしまった。二個食べ終わるまでに一〇秒とかからなかった。味わうとか、そういう情緒ある行為とは無縁の食事だった。爆ばく食しよく。そんな言葉が頭を掠かすめた倉美子だった。

　さすがに無理があったのだろう、喉のどを押さえて数回咳せき込んだ古座間へと、彼女はすかさずペットボトルを差し出した。手渡された五〇〇ミリリットル入りのそれを古座間はためらわず一気飲みしてしまった。

「ふう。馳ち走そうになった。生き返ったぞ。以前に宝くじをあげたときはチョコを貰もらったな。そのヘッドフォンの代償はオニギリということでいい」

　女子高生の胸を物理的な意味で駆け抜けたヘッドフォンは、こうして正式に所有権の委い譲じようが行われたのであった。

　一生の宝物にしよう。そう誓う倉美子だった。問題は彼女がφフアイ三・五ミリ３Ｐミニプラグ対応のオーディオ機器を持っていないことなのだが。

「じゃあ、いこう。僕の家まで上がって、それからロープウェーで麓ふもとまで降りるのが賢明だ。立てるか？」

　倉美子は首を振った。右足はまだ完かん調ちようではない。片手をついて起きようとしたけれど、刺激を与えたら即座に痛みが再発してしまう。靭じん帯たいを痛めていなければいいのだけれど。

「無理みたいだな。待ってろ。応急処置するから」

　古座間はウェストポーチからワイドサイズの湿布薬を取り出し、荒っぽくそれを右足に巻いてくれた。その上からパッケージのボール紙で簡単に固定する。簡単だが、副そえ木ぎとしての役目は充分に果たしてくれるだろう。

「じゃあこれに座れ。備えあれば憂うれいなしだな」

　古座間は背中に折り畳み式のキャリーボーンを持参していた。日本語では背せ椅い子すと呼ばれる器具だ。あまりに薄すぎて指摘されるまで気がつかなかった。

　細いが頑丈なオレンジ色のパイプに、メッシュ地の丈夫そうなベルトが何本もついている。荷物・人員の両方に対応できるタイプだった。古こ座ざ間まはそれを背負い直してから、

「さあ乗って。ハーネスを肩口と腿ももでしっかり固定するように。僕と背中合わせになるが我が慢まんして。できることならバランスをとるように頑張れ。悪いが荷物はここに置いていってくれ。盗むような人はいないし、少しでも軽い方がありがたいから」

　遠えん慮りよしている場合ではなかった。できればおんぶか肩車かお姫様だっこがベストであったが、贅ぜい沢たくを言える立場ではない。倉くら美み子こはナップザックとスニーカーを木こ陰かげに隠し、促うながされるまま古座間の背中に自分の背を預けた。

　びっくりした。

　男の子の背中が、こんなにごつごつしているなんて誰だれも教えてくれなかったのだ。

　衝しよう撃げきに言葉を失っていると、不意に重力が消えた。倉美子の体は簡単に宙に持ち上がった。古座間はヒマラヤ登山のガシイエドル役パのような足取りで、軽快に頂いただきへと歩き始める。

「こ、古座間くん。お、重いでしょう」

「そうでもない。このキャリーボーンは軽量アルミだ。本当はチタン合金の奴やつが頑丈でベストなんだが、あいにく品切れだった」

「そ、そうじゃなくて、わ、私、重いから」

「男だからこのくらいは大だい丈じよう夫ぶ。倉美子は四〇キロない」

　なかった。正解は三九キロだ。

「軽いんじゃないかと思う。他ほかに女の子を持ち上げた経験がないから、比較はできないが」

　密着した背中から好きな人の体温が伝わってくる。頭上に昇っていた太陽の光でさえ、その熱量に打ち勝つことはできない。

　火ほ照てった頰ほおを駆け抜ける山風が心ここ地ちよかった。
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　古座間はそこから四〇分も歩き続けた。

　背中のキャリーボーンに背負われたままの倉美子は、遠ざかる風景を見み据すえながら、可能なかぎり身動きしないように精神を集中させていた。

　シートベルトみたいなハーネスが肩けん胛こう骨こつに食い込んでちょっと痛い。けれどもここは我慢だ。不用意に身を揺ゆすると、古座間にどんな負担がかかるかわからない。最初こそバランスをとろうと試みたけれど、無む駄だなあがきはよした方が無難だった。

　彼は四〇キロオーバーの荷物を背負い、結構な急斜面を昇っていく。男ならではの体力には驚かされたが、古座間星せい斗とだってアメコミヒーローではない。やがて息が荒くなってきたのを倉美子は敏感に感じ取っていた。

　もっと体重が軽かったら、古こ座ざ間まに負担をかけずに済んだかもしれない。そう考えついたが、今はどうしようもない。そもそも細身の倉くら美み子こには削るべき場所は胸くらいしかないのだ。

　声をかけたいが、それすらためらわれた。古座間くんは律りち儀ぎな男の子だから、こっちを無視したりはしないだろう。きっと返事をして、体力の残量を自分で削そいでしまう。せめて休んでくれればいいのに。

　唐とう突とつに古座間が足を止めた。

　彼は乱れた息を整えながら、やがて膝ひざを折った。

　こっちの思いが届いたのか、それとも力尽きたのか。

　そうではなかった。彼は深呼吸をしてから、ゴール到着を宣言したのだった。

「ここが終着なり。峠とうげの我が家にようこそ」

　軽かる口くちを叩たたいてはいるが、余裕がゼロなのは大きく揺ゆれている肩を見ればわかった。倉美子は知恵の輪みたいに絡からんだハーネスをぎこちない手つきで外し、背後を振り返った。

　眼前に白い壁があった。

　霧や霞かすみといった不確かな代しろ物ものではない。確かな現実感を伴った建造物だ。

　振り仰あおぐ。そこには巨大なドームが聳そびえていた。

　最近の天文学界では円筒形ドームが世界的な趨勢トレンドとなりつつあるようだが、これは昔ながらの穹きゆう窿りゆう形であった。やはり天文台はこの型でないと格好がつかない。まだ塗料の匂においさえ抜ぬけていないそれは緩ゆるやかなカーブを描いて空に融とけ込み、雲と一体化しているかのような錯覚すら与えてくれる。

　とうとう着いたのだ。いつかは来ようと夢見ていた彼の家に。

　どうせならもっとスマートな方法で参さん堂どうしたかったけれども、これはこれで一種の理想かもしれない。そう考えて無理やり納得する倉美子であった。

「遠くからでも大きいけれど、近くから見るとすごい迫力ですね」

「父の道どう楽らくだ。ドームの高さは五三メートル。無む駄だにでかい。焦点距離が二四メートルもある望遠鏡が寝ているから仕方ないがね。これが三週間で完成したのは、我が家のことながら絶句ものだよ」

　何度も首を縦たてに振る倉美子だった。

　闇やみ賀が岳だけにおける工事着工が二月一六日。そして完成が三月七日。

　信じがたいまでの突とつ貫かん工事だった。建築資材を満載したヘリコプターの大群がひっきりなしに飛び交い、法外なギャラで雇ったベテラン作業員による人じん海かい戦せん術じゆつが実施された結果、非常識なまでの工期短縮が現実化したわけだが、もちろん倉美子は子し細さいなど知らない。

「下から見ていても、あっという間まにロープウェーまで完成したのにはびっくりしました」

「うん。あれがないと主しゆ鏡きようを運べなかったからな。超精密機器だからヘリで輸送するわけにもいかないし」

「主しゆ鏡きよう？」

「反射式望遠鏡のレンズ。反射鏡の口径は六メートル。個人所有としては世界最大級の天体望遠鏡だと自負してる」

「……すごい」

　倉くら美み子こは鸚おう鵡む返しに言った。どうすごいのかはわからなかったが、畏い敬けいの念に近い何かを感じたのは確かだった。素直な人間は巨大なモノに出で逢あったとき、素直に感動するのだ。

　しかし古こ座ざ間まはさり気げない口調で、

「そうでもない。実は中古だ。新品を造ろうと思ったら最低五年はかかるので既き存ぞん品ひんを漁あさるしかなかった。ロシアのゼレンチェクスカヤ天文台で使っていた世界第二位の反射式望遠鏡が主鏡を換えると聞き、お古ふるを譲ってもらったのだ。ちなみにドームもゼレンチェクスカヤの設計図をそのまま流用している」

　これは理解できた。数学に明るい倉美子は、比較できる数値に敏感に反応した。

「すごいすごい。世界二位ですか」

「そう。図ずう体たいでは。困ったことに望遠鏡というものは、大きければ大きいほどよく見えるという特性がある。ロシアで運用されていたときは二六等星まで見えたらしい。

　色んな意味ですごいとは思う。こいつは酔すい狂きようと洒落しやれが総動員された結果だ。もっとも台長を務める父はこれでも不満らしい。どうせなら世界一を目指せというのが口くち癖ぐせだから」

「すごいすごいすごい。それで世界一って？」

「ハワイのマウナケア山にある〝すばる望遠鏡〟と同じモノが欲しかったそうだ。あの主鏡は八・二メートル。まあ絶対譲ってもらえないし、新しん造ぞうしようにも最低一〇年はかかる。素直にあきらめたが。

　でも父は未練があるみたいだ。なにせ私設天文台の建造計画を一〇年前から練っていたから。場所も最初はここじゃなくて北海道に造る予定だった。あそこは梅つ雨ゆがないから一年中観測ができる。もっとも冬は大変だろうがね。

　三年後くらいを目め途どにプランを練っていたのだが、急に闇やみ賀が岳だけの山頂を譲り受ける話が舞い込んだものだから……」

　その直後のことであった。

　ものすごく、ものすごーく嫌いやな絶叫が周囲に響ひびき渡った。

『YaaaaahoooooPoooooweooooo!』

　全身の筋肉が緩ゆるむ雄お叫たけびだった。

　発生源は嫌でもわかった。あの宇宙人以外にはありえない。

　古座間も状況を悟さとったらしく、弾はじかれたように体を起こした。倉美子も続く。コンクリートが打ちっぱなしになった地面に裸足はだしで立った。足の裏から熱が伝わってくる。湿布の効果が表れたのか、痛みはほとんどない。歩いても平気だった。

　古こ座ざ間まは客船のタラップに似ている階段を駆け上がっていく。手すりに指を絡からませながら、倉くら美み子こも後を追った。普通の家ならば二階に該がい当とうする部分に、それなりに大きい玄関があり、こんな看板が掲げられていた。

『宇宙への改札口《古座間天文台》非公開設備につき危き急きゆうの場合を除き、関係者以外の入室を禁ず。警告を無視した場合、生命の安全は保障しかねます』

　物ぶつ騒そうな警告だったけれど、今は物騒な世の中だ。このくらいは必要なのだろう。関係者ではないが、危急の場合であるのは本当である。この際、構ってはいられない。

　古座間がオートロックを開けた。すかさず倉美子も開いたドアから中へ進入する。都合良くスリッパがあったので遠えん慮りよなく拝はい借しやくした。

　ドームのシャッターを閉めているためだろう、中はやや薄暗い。壁には業務用サイズの空気清浄機が何台も置かれ、花粉や埃ほこりと戦闘中だ。ひんやりした空気が満ちているそこには、呆あきれるほど巨大な望遠鏡が鎮ちん座ざしていた。

　鏡きよう筒とう部分はトラス構造と呼ばれるタイプらしく、骨組みがむきだしとなっている。倉美子は博物館で見学した恐竜の発掘標本を連想した。まさしく怪かい獣じゆう級きゆうの遠とお眼鏡めがねだった。

　反射鏡が収納されている末尾の部分には、白地に黒でロゴマークが刻印されている。

《Aux‐Marx》

　発音はたぶんオックス・マルクス──マルクスの助手、くらいの意味だろうか。ロシアから来た望遠鏡には似つかわしい名前かもしれない。

　巨大なフォークそっくりの架か台だいの真下には、なぜかビリヤードの台が置かれていた。ここで撞どう球きゆうもやるのかしらと思った倉美子だが、それはもっぱらテーブルとして活用されているらしい。

　緑色の羅ラ紗シヤの上に突っ伏している中年男性の姿が見えた。片手にトランプの束を握りしめたまま、彼はぷるぷると全身を痙けい攣れんさせていた。

　やがてその男は顔をあげた。敗北者特有の涙目となっていた。指でちょんと突ついたら、砂と砕けて影もなくなってしまうのではと心配させるような有あり様さまだった。

　倉美子にはすぐわかった。

　この人が古座間くんのお父さんなのだ。

　正直、あんまり古座間星せい斗とには似ていなかった。背も低いし、全体的に小太りだ。髪だけは豊かだったが、見事なまでの総そう白しら髪がである。古座間くんはきっとお母さん似なのだろう。

　その反対側に座っているのは勝者であった。

　テーブルに倉美子から奪い取ったジャージの両足を投げ出し、気ままに軍歌を唄うたっている。





『南部の民たみよ　祖国が叫ぶ声を聞け

　立ち上がれ　さもなくば死より悲惨な現実が汝なんじを打ち倒す

　武器を握れ！　武器を握れ！　武器を握れ！　ディキシィで♪』






　古こ座ざ間まは呆ほうけたままの男性の肩に手をかけると、

「父さん。どうした！」

「……やられたわい。この小娘に取られてしもうた」

「取られたって何を？」

「何もかもじゃ！　預金口座とキャッシュカードと印鑑と口径六メートルの望遠鏡じゃ。全部巻きあげられた！　星せい斗と、すまん。ワシは無一文になってしもうた！」

　倉くら美み子こは己おのれの迂う闊かつさに気づき、暗あん澹たんたる気分となった。灰はい谷たに亜あ美み夏かを一人で古座間邸に向かわせたのはあまりに危険すぎた。飢えた虎とらを羊の群れに放はなしたようなものだ。まさに満まん漢かん全ぜん席せき。博バク打チの素人しろうとなら食い尽くされて当然だろう。

（古座間くんは携帯を持っていたじゃない、警告くらいはできたじゃない。どうして気づかなかったのよ。倉美子のばかばかばか。うーうー！）

　しかし古座間は顔色を変えなかった。彼は初心者でもアマチュアでもないような顔つきで、テーブルに散乱したカードを眺め、小さく頷うなずいた。

「ブラックジャックだ。倍率一倍のゲームで全財産すられた？　どうやって？」

「倍賭けダブルダウンと分割スプリツトを何回もやりおった。小一時間もたんかった！　このアメリカさんは強すぎるわい！」

「わかりません。父さんはいったい何にそんな大たい枚まいを賭かけたのです？　灰谷さんがそれほどの資産を持っているとも思えませんが」

　星斗の父親──古座間健けん志し郎ろうはポケットから一枚のカラー写真を取り出して、

「そんな写真を山のように準備できると言いおった。星斗ならわかるじゃろう」

　倉美子も古座間の肩越しにそれを覗のぞき込んだ。

　茶色と赤と青。原色の毒々しい渦巻き模様が映し出された写真だった。なんだろう？

　星斗は十数秒の間、それを食い入るように見つめていたが、

「木星の超クローズアップ……」

「そうじゃ。活発な大だい赤せき斑はんの状況から見て撮影は一九七二年ごろに相違ない。まだパイオニア10号も到達しちゃおらん。撮影したのはボイジャーでもガリレオでもニュー・ホライズンでもない。我々の知らない観測者だよ」

「まさか。よくできたＣＧ画像だ」

「電脳でこしらえた絵だとしても異様なまでに精密だ。こんなのはＮＡＳＡナサでもハリウッドでも描けんじゃろう。ワシら天文学者の目を侮あなどってもらっちゃ困るわい。正真正銘の本物だよ。これをネットに流してみぃ。世界中で惑星物理学者がひっくり返るぞ。

　しかもこれはお試し版。他ほかにいくらでもあるそうな。木星だけじゃない。この娘は太陽系の全天体の接写映像を持っていると宣言しおったわ。信じられるか？　冥めい王おう星せいと衛星カロンの生写真を持っていると言うんじゃぞ。全財産叩はたいてでも賭かける価値があるじゃろう」

「それで負けてりゃ世話ないだろうに」

「しかしのう……」

「敗者に発言権はありませんっ！」

　灰はい谷たに亜あ美み夏かだった。彼女はビリヤード台の上にハイジャンプし、一同を睥へい睨げいしながら、

「この天文台はあたしがもらいました。誰だれが住むかはあたしが決めますっ！」

　独どく善ぜん的てきな物言いだったが、星せい斗とも負けてはいなかった。彼はそこで丁てい寧ねいな口調にチェンジしてから、こう言い放はなったのだった。

「父の負けは認めましょう。けれども僕は負けていない。あなたがこの天文台の保有者となるには、僕を叩たたきのめす必要があります」

「あら。どうしてかしら？」

「僕が天体望遠鏡の所有者だからです。土地や建物こそ父の名義ですが、この遠とお眼鏡めがねの固定資産上の権利者は古こ座ざ間ま星斗になっています。つまり僕の許可がなければ譲じよう渡とは不可能なはず。それを賭けて僕と勝負してくれませんか。ブラックジャックで」

「うーん。条件しだいね。別にドームだけ売り払ったっていいんだし。あなたは他ほかに何か賭けるものをお持ちかしら？」

「あるとも。この身を賭けましょう」

　さらりと語った台詞せりふは、倉くら美み子この心臓をわななかせた。

（……どうしようどうしようどうしよう。できればわたしもさんかしてこざまくんのからだをげっとしたいって、ちがうちがうちがう！）

　パニックに陥りかけている倉美子に、古座間の独白めいた声が響ひびく。

「君は僕が持っている幸運が欲しいのだろう。ならば簡単だ。負けたら下げ僕ぼくになって死ぬまで無む銭せん報ほう酬しゆうしようじゃないか」

　今度こそ警告しなくちゃ。古座間くん。この金髪娘はトンデモないプロのギャンブラーなの。戦って勝てる相手じゃないの。

　倉美子は前に踏み出そうと試みたが、叶かなわなかった。古座間がいきなり肩をつかみ、もう一つびっくりを突きつけたからであった。

「ただし条件がある。公正を期すため、倉美子にディーラーをやらせて欲しい」
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　大概のカードゲームがそうであるように、ブラックジャックもまた読みと資金管理マネーコントロールで勝敗が決まる。

　ルールはそれほど多くない。

　簡単にいえば、配られたカードの数を足していき、21に近い方が勝ちだ。

　２から10までの字札ナンバーズはそのまま額面どおりに数え、Ｊジヤツク・Ｑクイーン・Ｋキングの絵札フエイスカードはすべて10として勘かん定じようする。Ａエースだけは特別だ。単に１と数える〝ハード〟の手と、11と数える〝ソフト〟の手があり、どちらでも好みで選んでよい。

　最初に配られる二枚のカードでやめてもいいし、足りなければ「追加ヒツト」を宣言して親デイーラーからもう一枚カードを貰もらう。ただし21を超えてバーストしまうとその時点で負けが確定する。どこで「このままステイ」を宣言するかが勝敗を左右する鍵かぎだった。

　倍率は基本的に二倍。一〇ドル賭かけて勝てば二〇ドルが戻ってくる。

　例外として合算した数字が21、すなわち〝ブラックジャック〟が完成したときだけ一・五倍の配当となる。

　元手が多ければ話は別だが、一いつ攫かく千せん金きんには不向きなゲームだ。全財産を注つぎ込んだなら財産は倍になるけれども、資金管理マネーコントロールの面からは嬉うれしい選択とはいえない。

　先駆者たちはブラックジャック必勝法を編み出そうと研究を重ねてきたが、その努力はあまり実を結ばなかった。彼らはつまらない結論にしか到達しなかった。長くやれば必ず胴元バンカー有利に動く。それだけである。

　至し極ごく当然の帰き結けつだった。

　ギャンブルとは所しよ詮せん「ああ、私はいま損をしつつあるんだなあ」と客が気づくのを、如い何かにして遅らせるかという技術テクニツクの総称なのだから──




　　　　　♦




「どうしてこんなにカード束デツクがあるのよ！」

　味も素そっ気けもない非常用持ち出し袋からゴロゴロ転がり落ちたトランプカードの山を前に、亜あ美み夏かはそう問い質ただした。

「うちの地下にはシェルターがあるのです。核攻撃を受けても死なないけれど、やることがなければ退屈で死んでしまう。それを阻止するための防御兵器ですよ」

　積み上げられたトランプは紙製のケースではなく、プラスチックのそれに収納されていた。それだけでわかった。舶はく来らい品ひんではない。国産のものだ。

　倉くら美み子こはその一つを手に取った。裏には品質保証マークと、京都の老舗しにせメーカーの名前があった。家庭用ゲームマシンで世界を席せつ巻けんした会社だ。現在でも以前と同様、花はな札ふだやトランプを地味に作り続けているのは意外な真実だった。

　高級品ではない。実用品だ。

　だからこそ使いやすくもあるし、また何かを仕込む余地もある。ここは機先を制する必要があった。倉くら美み子こは率そつ先せんしてカード束デツクをかき集めると、

「ディーラーの私がカードチェックをします。勝負では何組使いますか？」

　すかさず亜あ美み夏かが返す。

「八組。ジョーカーを除く四一六枚で」

「僕も異存なし。それにしても自らカウンティングの道を閉ざすとはいい度ど胸きようだね」

　カウンティングとは文字通りカードを記憶カウントすることだ。ポーカーと違い、ゲームスピードを重視するブラックジャックではシャッフルは一定期間行われない。従って場に出されたカードを丸暗記できれば、残りの札ふだをかなりの確率で予想できる。

　やり方はいろいろだ。簡単な方法もあるが精度が期待できない。といっても高品位トウルーのカウンティングは非常に難しい。

　ブラックジャックでは組札スーツの種類は関係ない。純粋に数字のみの勝負。覚えるのは数だけでいいわけだが、何しろ四一六枚ものカードが出入りするのだ。絵札フエイスカードだけでも九六枚を数える。これだけのカードを投入すれば、なかなか読み切れないだろう。

　今回はディーラーの倉美子を含めて三名での試合となる。六名以上の大人数で行われる本場カジノに比べれば、一度に運用されるカードは少ないものの、それでも全部を記憶し、対応を瞬時に見極めるなど常じよう人じんには不可能だ。

　そう。常人には……

　残念ながら灰はい谷たに亜美夏は普通の女の子ではなかった。不都合な真実を古こ座ざ間まに伝えたかった倉美子だったが、彼女を下げ僕ぼく１号と呼ぶご主人様は片時も側そばを離れようとはしない。

　もっとも今回のゲームではカウンティングは一切使用されなかった。よりとてつもない策略と陰いん謀ぼうが、戦場と化したビリヤード台に渦を巻いていたのだ……

　そこに広げられた八組のカード束をじっくり眺める。異常はない。八枚のジョーカーを取り除き、残りをかき混ぜ、素早く手元へ集結させた。

　これだけのカードを片手に握りしめるわけにはいかない。だが手回しのいいことに、古座間はカードシューを用意してくれていた。

　それは園芸用スコップを分厚くしたような形状のケースだ。四組から八組のトランプカードを入れ、順に一枚ずつ取り出せる仕組みになっている。

「ちょっと待って。カードシューを確認させて」

　亜美夏の申し出に倉美子は従った。からっぽの箱をどんなにいじくりまわしても、イカサマチーテイングはできないだろう。

「隙すき間まなし。鏡なし。プリズムなし。柄えの部分に仕掛けなし。問題なし」

　朗読するかのように報告した亜美夏は、金属製の箱をディーラーへと押しやった。倉美子は苦労しながら数回にわけてシャッフルを繰くり返したあと、それで山を形成した。

　彼女はおもむろに一枚だけジョーカーを拾い上げ、立会人となった古座間の父へと渡す。

「ここに四一六枚のカードがあります。カウンティング防止のため、適当な場所にジョーカーを表向きに差し込んで下さい。それが現れたならゲームはいったん終了とし、トランプカードをもう一度シャッフルしてカードシューに詰め直すものとします」

　古こ座ざ間ま健けん志し郎ろうは感心したように首を振りながら、

「星せい斗との女友達はみんなギャンブラーの素質があるのじゃな。ワシのゲームでもあんたにディーラーをやって欲しかったわい。そうしたら少しは善戦できたろうにのう」

　下から四〇枚程度の場所に押し込まれたジョーカーを確認した倉くら美み子こは、それをカードシューへと装そう塡てんしようとした。

　そのとき亜あ美み夏かがわがままな行動に出た。彼女はゆっくりと右手を卓上へと伸ばし、こんなリクエストを口にしたのだった。

「待って。念のためにカットさせてよ」

　それを一いち言ごんのもとに拒絶したのは倉美子ではなく、古座間だった。

「駄だ目めだ。プレイヤーがカードに触れるのは許されません」

「あたしがイカサマチーテイングをするとでも？　心配しなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。ミスター古座間にも切らせてあげますから」

「遠えん慮りよします。僕は倉美子に何もかも任せた。だからカットはしたくない」

　ブラックジャックは親デイーラーの手しゆ腕わんに左右される。プレイヤーが絶対カードにタッチできない以上、イカサマの入り込む余地はない。だからこそディーラーには技倆テクニツクが求められる。

（……古座間くんはわたしにまかせてくれたんだ。しんじてもらえたいじょう、きたいにはこたえなくちゃ。うーうー）

　カード束デツクをカードシューに装塡し、照れ隠しに背せ筋すじを伸ばしてから、倉美子は言った。

「それではディーラーとしてルールを公表します。倍賭けダブルダウン、分割スプリツト、保険インシユランス、利益確定イーブンマネー、降参サレンダーいずれもあり。再分割リ・スプリツトの回数制限なし。私は17以下はマストヒット、以上はマストステイ。ディーラーバンクは無む尽じん蔵ぞう。賭金ベツトのリミットは最低ミニマム一〇点。最高マキシム一〇〇点。プレイヤーの持ち点は一〇〇〇点からスタートし、誰だれかが破産バーストするか、試合を放棄するか、または三〇〇〇点に達したときに終了するものとします。ご異存はありますか？」

　亜美夏は両手を広げてから、わざとらしいまでに丁てい寧ねいな口調で、

「さすがね。三〇〇〇点は少なすぎる気もするけど、スピーディに試合を終わらせるためには好都合でしょ。下げ僕ぼく１号はいつでもカジノに就職できるね。あんたに任せて正解だった」

　古座間が即座に続ける。

「同感です。倉美子がトランプに詳しいのは知っていましたが、ここまでとは……」

　どうして知っているんだろう？

　倉美子は胸の高鳴りを覚えた。疑念と不安、そしてもしかしたらの期待が折り重なり、幾いく重えにも彼女を取り囲んだ。湧わき起こる希望的観測を抑おさえこむのに苦労させられた。

　期待しなければ絶望はしなくてもすむ。けれど信じてみたい何かを感じ取ってしまったのも事実だった。

　古こ座ざ間まもちょっと口がすべったと気づいたのか、すぐに金髪娘に向き直り、

「灰はい谷たにさん。レディーファーストの国からやって来たあなたの意思を優先します。どちらに座りたいですか。右？　それとも左？」

　これは大きな意味を持つ選択である。

　ブラックジャックは複数対ディーラーの戦いだ。機械的とはいえディーラーも実際にカードを引く以上、その直前──つまりいちばん右側に座る人には重い責任がのしかかる。にっくきディーラーを破裂バーストさせるのも、ブラックジャックの僥ぎよう倖こうを提供して全員から恨まれるのも決断一つである。だからこそ初心者は右みぎ端はしの席に座らないのが暗あん黙もくのマナーとなっている。

　裏を返せば、自信のある者ならばそこに座る資格があるわけだ。もちろん古座間も亜美夏もそんなことは熟知しているはずだった。はたしてどんな返事を寄こすのか。倉くら美み子こはほとんど奇跡的なまでの平常心を駆く使しし、頰ほおの筋肉を動かさないように留りゆう意いした。

　ところが亜あ美み夏かは、まるでコンビニに買い物に行ってくるとでも宣言するかのような気安さで、あっさりこう返したのだった。

「なら左に座ります。あたしはカードを先に貰もらいたいですから。残り物はカスばっかり。福なんかありませんもん」

　古座間は黙って右の席に座った。軽く腕を組み、口を閉じる。その目に一切の感情はない。ただ獲え物ものを狙ねらう狩人かりゆうどとしての野心が見え隠れしていた。光こう彩さいすら消え失せているかのようだ。似たものを探すなら、鮫さめのそれに近いだろう。

　倉美子はカードシューと同じセットに同どう梱こんされていた一〇点のチップを一〇枚ずつ一〇束、つまり一〇〇〇点を用意した。それを双方のプレイヤーに渡し、素潜りスキンダイビングの選手のように細く長く息をはいてから宣誓したのだった。

「それではゲームスタートです。お二人ともベストを尽くして戴いただきます。なお、やるからには私だって最終的勝者を目指しますので、そのおつもりで……」

　亜美夏はまったく動じず、余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった調子で、

「いい覚悟。傍ぼう観かん者しやじゃ面おも白しろくないでしょう。もっともお母さんマザーが言ったように、あなたじゃ百回戦って百回負けるでしょうけど」

「いや。そうとも限らない」

　独どく善ぜん的てきな亜美夏の台詞せりふを、古座間は一いち言ごんのもとに否定した。

「何事も研究する人は強い。特に反復こそは実力を身につける要素なんだ。灰はい谷たにさんは倉美子の愛読書を知っていますか？」

「しらなーい」

「そうですか。まさに知らぬが仏ですね。この街の町立図書館ライブラリーにも道どう風ふう学園の図書室にも置いてあります。ある数学教授が書いた世界的なベストセラーですよ」

　だからどうして知っているの！

　倉くら美み子こは動どう揺ようした。古こ座ざ間まがほのめかしている本は『デビィーートラ・ーザを・やデっイつーけラろー！』に違いないではないか。

「その本のタイトルは？　意地悪しないで教えてよ」

「断固拒否する。その必要も義務も意思もありません」

　すぐさま倉美子はカードシューに腕を伸ばした。追及の手がこちらに向けられてくるのはわかりきっている。蛇へびのような視線に射い竦すくめられる前に、仕事に没頭して逃げなければ。

　倉美子は左手でカードシューの上面を握り、右手の指先を前面の切り抜きに滑らせた。そこに露出しているトランプカードに軽く触れてみる。

　シューを用いるのは初めてだったが、戸と惑まどいはない。操作方法は解説本で見て知っていた。指先を襲った金属の冷たさにちょっと驚いたくらいだ。

　さすがになめらかな動作はできるわけもない。傍はた目めには素人しろうとまるだしだ。けれどもおかげで疑いの視線を向けられることはなかった。

　ロボット的な操作しかしないと思われているディーラーだが、カジノに雇われている以上、必ず勝ちに動く。時にはイカサマチーテイングもやる。

　特に左手がカードシューから離れないような相手には要注意だ。目印がつけられたマーキングカードをセレクトしてプレイヤーに渡すのは難しくないし、なかには堂々とシューの下に必殺の一枚を隠いん匿とくする奴やつもいる。超一流のディーラーになれば、シャッフルとジョーカー挿入の段階でどこにどの札ふだが入っているのか、かなりの率で把握しているのだから。

　もちろん倉美子にそんな技術テクニツクはない。彼女が考えていたのはただ一つ。古座間星せい斗とに余よ計けいな負担をかけず、ゲームに集中してもらうことだけだった。

（……ブラックジャックは運のゲーム。そうであれば古座間くんが絶対に有利。彼が持つ強運はご主人様こと亜あ美み夏かも認めるところだもの。神さまに愛された人だけが持つ宝ほう刀とうの切れ味を堪たん能のうしてもらいましょう）

　倉美子は深く息を吸い込み、気を落ち着けようとした。どこかで経験したことのある匂においが鼻び孔こうから飛び込んでくる。ちょっぴり匂うカビ臭さ。愛いとおしさすら感じさせるそれは、図書館ライブラリーに充満する芳ほう香こうにそっくりだった。

　好きな空間に居合わせたかのような錯覚に陥った倉美子は、迫る不安を薙なぎ払う力を得た。彼女は強い口調でこう命令した。ディーラーとしての責任を果たすために。

「賭金ベツトをお願いします」

　ベッティングスポットに見立てた場所に、古座間は一〇点のチップを一〇枚も積み上げた。

「最マ大キ賭シ額ムの一〇〇点」

　すぐさま亜美夏も返す。

「いきなりですか。空気を読めない自信家さんにはついていけません。だからあたしは最ミ少ニ賭マ額ムの一〇点」

「空気なら読んでいる。運の波は来ている。ここで勝たずしてあなたを打ち破る機会は永遠にない。僕の考えは常に速戦即決なのです」

　両者の間に見えない火花が散る。倉くら美み子こはその間かんにカードという一石を投じたのだった。

　まずは亜あ美み夏かへとぞんざいに放はなった。♠５だ。

　続けて丁てい寧ねいにカードを摘てき出しゆつし、羅ラ紗シヤの上を滑走させる。行き着く先は古こ座ざ間ま星せい斗との手元。そのマークを目撃した際、倉美子は古座間の強運を再確認したのだった。

　いきなりの♥Ａハートのエースだった。考え得うる限りベストの手札ハンドだ。

　そして三枚目フエイスカードを自らの手元へ。これが♣２だった。見た目と違い、悪くない手ハンドである。これから先、何が出ても対応できるからだ

　ここまでが前ぜん哨しよう戦せん。これからが本番。

　倉美子は素早く亜美夏へ二枚目を投げつけた。♥５だった。合算して10。強いカードだ。10点札が大量に隠されている現在、それは勝利へと肉にく薄はくする好こう手しゆだった。

　一方の古座間だが、彼は亜美夏を楽々と乗り越えるだけの札ふだを手にした。

　なんと♥Ｋハートのキング。Ａを11と数えるソフト・エースに見立てれば、もう21の完成だ。

「ブラックジャックです。おめでとうございます」

　倉美子は本職のディーラーならそうするであろう恭うやうやしさで、小さく頭を下げ、それから自らに二枚目の札を準備した。ただしこのカードだけは伏した状態で配られる。すべての遣やり取りが透明化されるブラックジャックにおいて、一時的とはいえ隠いん蔽ぺいされる唯ゆい一いつの札だ。

　伏せ札ホールカード。勝負の行方ゆくえを大いに左右する脅威のカードだった。

　最高位トウルーであるブラックジャックが完成した古座間は事実上投とう了りようだが、まだ亜美夏と倉美子の戦いは続く。ディーラーはカードシューに手を伸ばそうとした。

　そのとき──

「待って」

　虚きよを衝つかれた倉美子だった。古座間が右手を挙げてこちらを見み据すえている。

「イーブンマネーを宣言する。受けてくれ」

　利益確定イーブンマネー。それは一種の保険インシユランスだ。

　合計21の札で勝利を収めても賞金ポツトが貰もらえないことがある。引き分けドローがそれだ。ディーラーもまたブラックジャックが完成したなら、勝ち負けは消え失せてしまう。

　その救済措置がイーブンマネーだった。

　具体的には賭金ベツトの半分を新たに提出し、ドローになった場合にのみ、そちらの賭かけが生きるというものだ。

　本命は流れるが、当て馬は残る。そしてイーブンマネーの配当は二倍。つまり差さし引ひき勘かん定じようでは倍率一倍の賞金ポツトが必ず貰もらえることになる。

　もちろん欠点もあった。もしもディーラーがブラックジャックを完成させられなかったなら、イーブンマネーとしてテーブルに載のせた金は問答無用で即没収だ。

　通常なら一・五倍のチップが獲得できる合計値21の勝ち札ふだにおいて、あえてボーナスを切り捨てて確実にポイントをゲットする唯ゆい一いつの手段。それこそが利益確定イーブンマネーだった。

「石橋を叩たたいて壊す気？」

　亜あ美み夏かが下等動物を見るような目つきで言ったが、古こ座ざ間まは冷静に返した。

「すぐにわかるさ。すぐに……」

　断る理由はない。倉くら美み子こはイーブンマネーの申告を受け入れた。五〇点がテーブルに載せられる。

「勝利確定ならではの余裕よね。羨うらやましいわ。下げ僕ぼく１号。あたしはヒットよ。早く！」

　倉美子は三枚目を軽く投とう擲てきした。♣Ｑクラブのクイーンだった。これで亜美夏の手ハンドは20となる。彼女はここで〝このままステイ〟を宣言した。

　プレイヤーへの配布が終了した時点で倉美子はディーラー特有の作業に入った。伏せられていたホールカードをひっくり返したのだ。

　そこには♦10がうずくまっていた。フェイスカードの２と合わせれば12だ。

　ディーラーは17以下は必ずヒットしなければいけない。シューからカードを抜く。三枚目は♦４だった。これで16。まだ引かなければならない。

　プレイヤーなら思案のしどころだ。

　いま２・３・４・５以外の札を引けば自爆バーストで勝負を失ってしまう。既き出しゆつのカードを無視した単純計算でも、約六九・二％の確率で負けが確定するのだ。16という役は一見すると21に肉にく薄はくしているように思えるが、実は10と絵札フエイスカード以外なら何がきてもＯＫな12より、ずっと厄やつ介かいな手札ハンドなのだ。

　ディーラーに意思の介かい在ざいは許されない。それは札を切る機械としての役割のみを求められる仕事。倉美子は四枚目を引いた。

　望みうるベストの札がそこにあった。

　♣５だ。倉美子もまたブラックジャックができていたのだ。

「イーブンマネーを宣言して正解だった。これこそが僕の運だ。小さな勝ちでも負けるよりは遥はるかにマシだ」

　そのとおりだった。賭かけた一〇〇点はそのまま返ってくるし、保険インシユランスの五〇点は二倍になる。結局は一〇〇点の黒字だった。普通に勝利したのと変わらない結末だ。

　亜美夏はディーラーの倉美子が没収していく一〇点のチップを名残惜しそうに見つめながら、こんな減らず口を叩たたいた。

「初戦は様子見チエツクなのよね。一〇点しか賭かけなかったのはそのため。ブラックジャックで最初から最後まで勝ち続けるのは不可能インポイツシブルでしょ。運はいつか消え果てる。これから勝てばいいの」

　その言葉に噓うそはなかった。

　カードゲームで全戦全勝は無理だ。結局プレイヤーに可能ポイツシブルなのはただ一つだけ。資金管理マネーコントロールで勝ちを拾うこと。メリットとリスクを計量器に載のせ、慎重に見比べれば、少なくとも素す寒かん貧ぴんになる危険性を減らせるはず。

　ギャンブルの女神が性しよう悪わるだという現実を忘れてはいけない。常に気き紛まぐれ。それでいて寛容かつ冷酷なのだ。一いつ攫かく千せん金きんばかりを狙ねらう者には警告と致死の矢を放はなち、慎つつましやかな勝利を模索する者には時折だが微笑ほほえみかけてくれる。つまるところ長期戦を望む者には優しいのだろう。

　けれども古こ座ざ間まは短期決戦を望んだ。

「では運が君に回る前にゴールインすることにしよう。神に愛された男の底力を見せてやる。開かい陳ちんしてやる。拝ませてやる。そして倒してやるぜ」

　ぞっとするほど冷たい口調だった。

　瞳ひとみは冷徹な光を宿している。それが殺気と呼ばれる代しろ物ものである事を倉くら美み子こは理解していない。逆に好きな人が垣かい間ま見みせた新たな一面に、軽い違和感を抱いだきつつも、それを新たな魅力として受け入れようとしている自分を発見していたのだった。




　　　　　♦




　それから七試合はノーマルな応おう酬しゆうが続いた。

　古座間はあくまでも堅実にゲームを進めた。無理はせず、常じよう道どうに従って勝負を運んだ。驚きよう嘆たんすべきことに彼は一度も負けなかった。バーストもサレンダーもなし。確実にチップを増やし、現在一八〇〇点。

　一方の亜あ美み夏かは強気一いつ辺ぺん倒とうだ。

　信じられなかった。17でも涼しい顔で叩いてくるヒツトのだ。二回バーストしたが、五回はそれで勝った。ただし賭金ベツトを出し渋るためか、ポイントはまだ一一五〇点。きっと運が流る転てんするのを待っているのだろう。

　勝負の運は常に変へん遷せんする。それを指摘したのは古座間星せい斗とだった。彼はふとつぶやいた。

「星の巡りが変わり始めた気がする。そろそろだな」

　倉美子は、片かた恋こいの相手を横目で見み据すえた。古座間は宝くじを買ってくれたときと同じ口調、同じ眼まな差ざし、同じ雰ふん囲い気きを携えていた。途と端たんに倉美子の全身に緊張が走った。入試の問題を見たときのような胃の縮みと足の震ふるえ。それらを押し殺し、カードシューから一枚抜き、亜美夏へと差し出す。

　♥９。悪くない札ふだといえるだろう。

「二〇点賭かけます。そして……」

　自称宇宙人はまだ様子見チエツクをするのかしら。倉くら美み子こがそう思った直後だった。

　ここで亜あ美み夏かは片手をあげ、意表を衝つきまくる作戦に出たのだった。

「降参サレンダー。この試合は負けでいいわ」

　負けを宣言する？　どうして？

　理解できなかった。

　勝ち目がないと判断したときには、ルール上投とう了りようを宣言できる。提出したチップは半分巻きあげられるが、残りは返ってくる。丸損より幾いく分ぶんかはマシである。

　一枚目でそれを禁じる規則もない。そんなバカなことをやる奴やつはいないからだ。

　ディーラーの表の札フエイスカードを見てから降参を申し出るケースはある。いかにもブラックジャックになりそうな場合などには有効な手段だ。負けを少なくするのも戦略の一つではある。

　けれど逃げてばかりでは勝てない。この手ハンドで降参するなんて正気の沙さ汰たとは思えなかった。血迷ったのかと思ったが、相手が相手だ。必ず裏があるはず。二〇点を賭けたのも、一〇点という最低のチップを返して貰もらいやすくするためではないだろうか？

　ディーラーとして拒絶はできない。倉美子は金髪娘の通達を受け入れた。

　動機はともあれ、権利は権利だ。

　倉美子は古こ座ざ間まへカードを放はなった。♦５。彼は賭金ベツドとして五〇点を差し出した。

　勝利の直後は賭金を控えめに。チップを確保するのも賭と博ばくでは大切だ。ゲームで何試合相手をねじ伏せようと関係ない。結局は来たときより財布が脹ふくらんでいる人が勝ちなのだから。

　そう思ったすぐあと──

　室内の照明が一秒だけ瞬またたいた。

　闇やみがほんの僅わずかのあいだ勢力を拡張し、すぐ光が周囲を満たした。古座間健けん志し郎ろうがしわがれた声でこう説明した。

「自家発電装置の調子が良くないらしいのう。環境に対応した太陽光と風力発電じゃが、安定したパワーを供給できぬのは困りもんよ」

　だが倉美子は聞いていなかった。彼女は網もう膜まくに残った画像に心を奪われていたのだ。

　さっき空間に紅あかすぎる唇くちびるの残像が煌きらめいたような感じがした。カードシューがほんの数ミリという単位ながら動かされているような気がする。

　まさか、まさか、まさか！

　亜美夏が何かやったとすれば、この瞬しゆん間かんをおいて他ほかに考えられない。けれども証明する手段はなかった。バレなければイカサマチーテイングではないし、ディーラーが言いがかりをつけたとあっては古座間の勝負に悪影響が出るかもしれない。

　動どう揺ようを押し殺しつつ、自分のカードを引く。

　フェイスカードは♥４だった。まだ工夫のしようがない。

　試合を放棄した亜あ美み夏かに一〇点のチップを返したあと、二枚目を古こ座ざ間まへと渡した。

　またしても♦５。八組のカード束デツクをそろえただけのことはあり、同じカードが出始めていた。

　古座間の手ハンドは10となった。三枚目ではかなりの確率で21に限りなく近い役が得られるだろう。

　だが──

　ホールカードを自らの手元に置いたとき、倉くら美み子こは意外極まる宣言を聞いたのだった。

「分割スプリツトする。二枚くれ」

　さも当たり前であるかのように、古座間は五〇点のチップをもう一組セットした。

　スプリット──それは勝しよう機きを倍加させる方法だ。

　同じ数字がペアでそろった場合のみ、カードを分割して同時進行で二試合を戦うことができる。賭かけ口を増やし、実収入を強化する欲張りな技というわけだ。その分、一気に損をする可能性ポイツシブルもあるわけだが、ゴールが指定されている試合では有効に機能するテクニックといえよう。

　けれども使いどころというものがある。スプリットを用いるべきなのは、ディーラーのアップカードにも左右されるが、７・８・９・Ａエースのペアの場合が主だ。定じよう石せき表ひようを知る者ならば必ず承知している現実だった。

　定石表とは、長年の蓄積で得られたブラックジャックの必勝戦略である。基礎の基礎であり、実践すれば必ずしもリッチになれるわけではないが、基礎を無視する者は絶対勝てない。これもギャンブルの鉄則だ。

　数え方にもよるが暗記しなければならないパターンは約三一〇通り。もっとも21など対応がわかりきった手も多いため、実際にはかなり減る。だいたい二二〇通りをマスターしておけば、負けない試合はできよう。

　倉美子も定石表は頭に叩たたき込んでいた。なにしろ愛読書が『デビィーートラ・ーザを・やデっイつーけラろー！』という小娘である。好きな本の内容を脳に刻むのは、元素記号を覚えるよりずっとたやすい話であった。

　それによれば、絶対に分割をしてはいけないペアがある。10と５のペアだ。

　10のペアはすでに20が確保できているわけだし、５のペアはＡがくればブラックジャックの完成となる。チャンスが多い手をわざわざ崩す必要はあるまい。

（……なのにどうして？　古座間くんがそれを知らないはずもないのに？）

　不思議には思ったが、ディーラーとして仕事は完かん遂すいしなければならない。倉美子は言われるままカードを二枚与えた。

　そして目を見開いた。♣５と♠５が躍おどっていたのだ。

　つまり古座間の手には、四枚の５が集結したことになる。これだけでも恐れ入るのに、彼は重ねて大胆な作戦に打って出たのだった。

「再分割リ・スプリツト。四枚全部」

　もう組札スーツは無視していいだろう。どのみちブラックジャックには関係ない要素だ。倉くら美み子こは数だけ追いかけることにした。そうしなければ情報の洪水に押し流されてしまう。

　言われるままにカードシューから四枚を抜く。表にして投げる。

　笑うしかなかった。その四枚はすべてが５の札だった。

　そして古こ座ざ間まは八枚の５を睨にらみながら、なおもこんな通達を下したのだった。

「再々分割リ・リ・スプリツト。八枚全部」

　スプリットは無制限。ルールでそう言ったのは倉美子自身だ。拒否はできない。呼吸を整えながら、ゆっくりとカードを引き出す。

　笑いを通り越して呆あきれた。今度は尽ことごとくが絵札フエイスカードだった。ＫキングとＱクイーンとＪジヤツクの大洪水だ。古座間星せい斗との手元には、合算して15のペアが八組もそろったことになる……

　そして彼は、さりげなくこう続けたのだった。

「全部ヒット。八枚くれ。倍掛けダブルダウンで」

　古座間が告げたダブルダウンとは、あと一枚だけ引いた時点で勝負を決するという宣言だ。これをコールした際に限り、賭金ベツトを倍にできる。

　それまでビリヤード台に並べられていたのは一〇点のチップが四〇枚。合計四〇〇点である。それにもう四〇〇追加して、最終的に八〇〇点。

　まるで塔のように積み上げられたチップを凝ぎよう視ししつつ、倉美子はシューに指をかけた。

　何が起こるかは予想できていた。倉美子とて巫み女この家系の娘である。幸運ラツキーの波動を感じ取ることはできた。

　勝利の女神たちがラッシュ時の地下鉄のような過密度で群れを作り、周囲に蠢うごめいているのがわかった。その手が撫なでているのは古座間星斗の頰ほおだ。ここまで運が続く男の子なら、土ど壇たん場ばで崩れることはありえないだろう。

　カードを抜き取ろうとした。奇妙なまでに滑りが悪かった。シューが犬けん歯しで嚙かんで離さない。トランプたちは、演じなければならない茶ちや番ばんに自らを恥はじ、外に出たくないとわめいているかのようだ。

　屠と殺さつ場ばに家畜を引きずり出すかのように、倉美子は力任せに紙の獣けものを引っ張った。それを表に返したとき、彼女は意に反する光景に驚きを隠せなかった。

　カードは♦４だった。総計は19。かなり強い手ハンドだが、古座間くんの運はこんな程度じゃないはずだ。

　彼女の思いは正解だった。固かった一枚目と比較し、二枚目以降はスルスルと抜けた。カードたちが顔を見せるのを喜んでいるかのように。

　そこで繰くり広げられたのは、強運を持つ者だけに許されるデンジャラスな喜劇だった。

　６だ。また６だ。次も６だ。そしてその次も６、そのまた次も６……

　七回連続の６がテーブルに躍おどった。これで八つに分割された15のカードのうち、実に七つでブラックジャックが完成したことになる。

　これが強運というものか。

　これこそが強運というものなのか。

　誰だれにでも公平なはずの籤くじにおいて、やたら強みを発揮する人は存在する。だが古こ座ざ間まの運はそんな段階レベルを軽々と飛び越えていた。分ぶの悪い博バク打チの最高峰である宝くじを片かたっ端ぱしから当て、スペースシャトルの搭乗券を抽選でゲットし、摩ま訶か不思議な三択の入試で全問正解を実現させた少年は、ここに新たな伝説を打ち立てたわけであった。

　倉くら美み子こはそれにノックアウトされてしまった。ただ凍るだけの彼女に、亜あ美み夏かの罵ば声せいに近い台詞せりふが飛ぶ。

「下げ僕ぼく１号！　見とれる前にディーラーとしての仕事をしたらどう！」

　弾はじかれたように倉美子の手はホールカードへ伸びた。表に返す。出てきたのは♦８だ。

　フェイスカードの♥４と合わせて12。ルール上、ディーラーは17を超えるまでヒットし続けなければいけない。彼女はシューから一枚抜いた。

　指先が痙けい攣れんするのを感じた。そこに出現したのはまたしても６だったのだ。

　♠６。合計18。17を超えたため、もうカードは引けない。

　この時点で古座間の勝ちは確定した。８つのスプリットは、たった一つだけの19を除き、すべてがブラックジャック。この弾だん幕まく射しや撃げきにより倉美子は即死状態だった。

　そしてもう一つ。驚きよう愕がくするしかない現実が待っていた。

　カードシューに目を落とすと、そこにはジョーカーが出現していたのだ。ゲームをいったん終了にする意味を秘めた札ふだが。

（まさか。早すぎ！）

　古座間健けん志し郎ろうがそれを押し込んだとき、カードはかなり下にあった。八組のカード束デツクで構成された四一六枚の奥底近くにあった。こんなに早く出てくることはありえない。

　誰だれかがいじったのだ。

　犯人に視線を送ろうとする寸前、倉美子は督とく促そくの声を聞いた。

「倉美子。僕の勝ちだ。チップを」

　そうだそうだ。慌あわててディーラーは得意の暗算をスタートした。

　基本的に五〇点の勝利が８。ただし倍掛けダブルダウンが実施されたので得点は一〇〇点に増えている。そのうち７つはブラックジャックの勝利だから賞金はさらに一・五倍。要するに一五〇点が七口。一〇〇点が一口。合算すれば……

「一一五〇点の勝利です。おめでとうございます」

「あーあ。もう負けかなあ」

　亜美夏が背伸びをしながら、そんなことを言った。

（……そうでしょう、そうでしょう。さっきまで古こ座ざ間まくんが稼かせいでいた一八〇〇点と合わせて、これで得点は二九五〇。あと五〇点でゴールだものね。うーうー）

　倉くら美み子この思おも惑わくとは裏腹に、亜あ美み夏かはこう続けたのだった。

「やっぱ強いわね。もしあたしが降参サレンダーしていなかったら、ひょっとして全部でブラックジャックが取れたんじゃない？」

　はっとなる倉美子だった。たしかに彼女が三枚目に引いた♠６が古座間の元へ回っていたならば、８つのスプリットがすべて21になっていたはず……

「いいや、そうはならない。全般的に順番が狂うから。倉美子が引いたカードがこちらへ来る可能性は薄かっただろう。けれど狙ねらっていたのは本当。きっちり一二〇〇点を稼かせいできっかり三〇〇〇にするつもりだったが、読みが外れた。恥はずかしいかぎりだよ。

　ところで……まだ続ける意志はあるか？

　一つ警告しよう。このドーム内部にはあちこちに防犯カメラが装備してある。天体写真用の冷却ＣＣＤシステム装備のものを転用したのだ。薄暗い中でもなにが起こったかは確認できる。コマ送りをすればですが」

　亜美夏も負けずに言い返す。

「電源が切れてないといいわね。動画が記録されたハードディスクも初期化されていなければラッキーよね。あたしを一人にするとどれだけ危険かは下げ僕ぼく１号に聞いてみるといいでしょう」

　図書館ライブラリーでの嫌いやな思い出がプレイバックし、暗くなる倉美子であった。

　だが亜美夏は努めて明るい声で、

「ま。今回はあたしの負けよね。もうやーめた」

　唐とう突とつな敗北宣言だが、そんなに悔しくもなさそうだ。

「そんなに惜しいゲームじゃないしね。古座間くんの強運を改めて確認できただけでも成果はあったし、収支も悪くないわ。さっき勝ったのを返してあげただけ。損も得もしてないから、良しとしましょうか」

　明白な勝者の決定に空エ気アが揺ゆらいだ。倉美子が深呼吸にも似た息をはきだした時、密室状態だったドームにちょっとした衝しよう撃げきが走った。

《きんこ～ん》

　精力を吸い取られるような間まの抜けた呼び鈴が鳴り渡った。

　高校生とはとても思えない壮絶な死闘を前に呆ぼう然ぜんとしていた古座間の父は、その音で正気を取り戻したのか、玄関へと急ぐ。簡単な遣やり取りが聞こえたかと思うと、客らしき影がドーム内部に進入してきた。

　対象者が誰だれかは一発でわかった。

　巫み女こ装しよう束ぞく。他ほかに可能性はあるまい。

　買い物だけはさすがに別だったけれども、格式張った所にお出かけする際はいつもあの格好なのだった。他に礼服らしきモノを持っていないのだから仕方がないが。

「母さま。どうしてここへ……」

　看み楽らく三み露ろ子こだった。母はたおやかな立ち姿で一礼し、懐ふところから紙切れを取り出した。

　電報だった。電話のないヱえ堰ぜき神社では、唯ゆい一いつの情報ツールだ。

　それにはこう記されていた。

『ムスメヲアズカッテイル　シキュウ　トチザイサンヲ　ショブンシ　コザマテンモンダイ　マデ　コラレタシ　ウチュージンアミカ』

　……よくＮＴＴが打ってくれたものだ。おそらくは最後の文もん言ごんでおふざけだと理解したのだろうが、下へ手たをすれば警察に通報されていただろう。

　母はお手製のエコバッグを持っていた。筍タケノコと春野菜、お米が入っている。取りあえず食べ物だけは確保してきたようだ。彼女は朗ろう々ろうと語る。

「母として娘の危機を見過ごすわけにはいきませんからね。倉くら美み子こさん、大だい丈じよう夫ぶでしたか？　遅くなってごめんなさい。途中、この前お世話になった不動産屋に立ち寄って、神社と土地を売り払う手続きをしてきたのです」

「ちょっと！　母さま、あの土地は私の名義になってたでしょう。それに二に束そく三さん文もんでしか売れないって」

「裏を返せば二束三文なら売れるということですよ。私はかつて夫を誘ゆう拐かいされました。娘まで奪われるわけにはまいりません」

　それはまずい。まずすぎる選択だ。

　これで帰るべき家がなくなってしまったじゃない！

「なんでこんな電報打ったのですか！」

　思わず亜あ美み夏かを睨にらむ倉美子であった。すべての元げん凶きようである金髪娘は薄く笑いながら、

「いやぁ。あたしはゲームには負けたけれど勝負には負けなかったところを示すつもりだったの。当事者を一堂に集めて、馴な染じんだところで真実を話せば、きっと皆さんも協力してくれるはずだから。ここで全員で籠ろう城じようすれば、アンクル・サムも手が出せないでしょうからね」

「あなたのせいで看楽家は滅亡の危機なのよ！」

「う～ん。ちょっと困ったわね。でもまだ道はあるわ。下げ僕ぼく１号が勝てばいいのよ。古こ座ざ間ま星せい斗とに。そうすればこの天文台の権利はあなたに移るでしょう。皆で住めるじゃない。この家は無む駄だに広いんだし」

　ぎくりとした。

　好きな男の子との一つ屋根の下で同居。ドームを屋根といえるかどうかは微妙だけれども、妄もう想そう度一二〇％超のシチュエーションに胸が高鳴らなかったといえば噓うそになる。

「……あろあらあろあら……」

　入学式の時と同じ嗚お咽えつと紅こう涙るいが頰ほおを伝った。それを目撃した古こ座ざ間まはこんな提案を舌に載のせたのであった。

「知り合いの女の子を野宿させるわけにもいかないな。よろしい。僕も試合を放棄しますよ。その権利はあったはず。勝者は胴元バンカーとして満点の役割を演じてくれた倉くら美み子こに進呈する。

　けれども忘れないでくれ。僕は必ず天文台を取り戻すから。父さん、それでいいね？」

　古座間健けん志し郎ろうは、やり場のない視線を望遠鏡《Aux‐Marx》に向けていたが、

「ワシはかまわんよ。大家族には昔から憧あこがれがあったからのう。夜だけ静かにしてくれれば、それでええ」




　看み楽らく倉美子は、ここに古座間天文台の新たな支配者として君臨する運命を課せられたわけであった。

　それは世界中の天文学者が悪魔に魂を売り渡してでも手に入れたいと願う垂すい涎ぜんの逸いつ品ぴんであったわけだが、彼女は得たモノの真の価値に気づいてはいない。

　遠くで鴉カラスが小さく鳴いた。西の空には宵よいの明みよう星じようが輝きを放はなち始めている。紅くれない色いろの夕焼けはどこまでも紅あかく、天空と大地を焦こがしている。
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　山頂の天文台は見かけに反して部屋数が少なかった。星せい斗とと父親しか住んでいないのだから、当然といえば当然だ。

　短期か長期かは不明だが、ここに五人の男女が同どう衾きんしなければならない。中年の二人はともかく、獰どう猛もうなまでの食欲を示す高校生にとって当面の重要問題は御ゴ飯ハンである。

　幸いにして古こ座ざ間ま邸には米だけは数年分のストックがあった。地下シェルターを備えている関係上、籠ろう城じようできるだけの備蓄を試みているみたいだ。

　三み露ろ子こが手早く用意した馬ば鈴れい薯しよと筍タケノコの味み噌そ煮にが夕ゆう餉げの副食だった。これは古座間の父子おやこには非常に好評であった。なんでも二人は冷凍食品とインスタントラーメンが常食であり、煮物を食べたのは久方ぶりらしい。

　誰だれよりも率そつ先せんして鯨げい飲いん馬ば食しよくの限りを尽くしたのは亜あ美み夏かだった。彼女は外見に似合わず和食党だった。腹がふくれた金髪娘は、今度は厚かましくも風ふ呂ろだ風呂だとわめきはじめた。

　亜美夏と倉くら美み子こは案内されるまま浴室に向かった。お風呂はけっこう広かった。二人や三人なら楽々入れる檜ひのき造づくりの湯船だ。欧米人は同性でも混浴に抵抗があると聞いていたが、亜美夏はやはり規格外だった。金髪娘は倉美子に一緒に入ろうと強く促うながした。

　もちろん倉美子は丁てい重ちように断った。女として負けているのは自認していたが、現実の直視は劣等感をブーストアップさせる結果しか生まないからだ。

　どうにか時間差タイムラグをつけて入浴を済ませた倉美子は、台所と食料貯蔵庫を物色している亜美夏を引っ張り、寝室に使うように指定された部屋に足を向けた。

　驚いたことに、それは古座間星せい斗との自室だった。

　四月とはいえ山頂の空気はまだ冷える。凍死とまではいかなくても風か邪ぜを引く可能性は大いにあった。暖房が入っており、通常サイズの女の子二名が寝られるような部屋といえば、もうそこしかないらしい。既すでに三露子は居間で休むと申し出ており、また古座間父子は徹夜の観測をするので寝ね所どこは不要との話だった。

　好きな男の子の部屋に入る。

　交感神経の末端からアドレナリンが濁だく流りゆうとなって溢あふれ出ているのがわかる。トイレを限界までがまんした時みたいに膝ひざが笑い、呼吸が男の子みたいに荒くなった。それを無理やり抑おさえつけ、星斗の部屋に足を踏み入れる。

（……遂ついに、遂にこの瞬しゆん間かんが来たのだ。すきな人のへやにどうどうとはいれるなんて、わたしはさんごくいちのしあわせものにちがいないわ。うーうー！）

　途と端たんに五感があの人の気配を察知し、頭がぼーっとなった。靄もやと霞かすみが脳内で勢力を拡大していく。体のあちこちがムズムズした。関節と筋肉が思い出し笑いを始めた。痛めたはずの足首までが何な故ぜだかくすぐったさを主張している。

　そこは和洋折せつ衷ちゆうのシンプルな部屋だった。

　古風な畳敷きの八畳間だが、飾り気けがないシングルベッドが隅すみに配置されていた。木目調の壁の角には小さな神かみ棚だなが祀まつられており、その横では最新型のエアコンがハウスダストをがぶ飲みしながら静かに温風を吐き出していた。

　他ほかには無ぶ骨こつな本棚が二つと、実用一いつ本ぽん槍やりの座ざ椅い子す・座卓のセット。卓上にはノートパソコンが無防備に置かれている。

　亜あ美み夏かは藺い草ぐさでできた床ゆかに驚いていた。知識として畳は知っていたが、触さわるのは初めてらしい。冬に暖かく夏に涼しい素材であることを教えたところ、さっそく靴下を脱ぬぎ散らかし、足の裏で感触を愉たのしんでいる。

　言われたままにクローゼットから客用布団を取り出して敷こうとしたが、亜美夏はそれより早くベッドにダイブしてしまった。

　恐らくは数時間前まで古こ座ざ間ま星せい斗とが眠っていたであろうそれに。

　代われ！

　そう叫びたかったけれども理性の残ざん骸がいが待ったをかけていた。倉くら美み子こは複雑な感情を抱いだいたまま、ちょっぴり汗くさい中学ジャージで床とこについた。

　すぐさま不道徳な誘ゆう惑わくが脳のう裏りをかすめた。

　座卓の抽斗ひきだしを片かたっ端ぱしから開けたかった。しまい込まれているかもしれない日記帳を探し出し、夜を徹して読みたかった。ノートパソコンを立ち上げてメールを全部チェックしたかった。

　もし想像を超える物が机の奥に埋もれていたらどうしよう。

　もし古座間メモならぬ倉美子メモが出てきたらどうしよう。

　もしもはないかも知れないけど、そうなったら嬉うれしいなあ。

　妄もう想そう中断。

　それを実行するのはさすがにためらわれた。

　何にもまして自称宇宙人が部屋を漁あさらなかったという現実がある。油断も隙すきもない金髪娘のことだ。たとえどんなに疲れていても、めぼしいモノがあると判断すれば、あっさり寝たりはしない。壁板を剝はがし、畳をひっくり返してでも探しまくるはずだ。

　もう一つ。

　古座間星斗とて普通の高校生を志す男の子である。見られて困るモノがあれば、自室に通したりはしないだろう。そうだそうだ。こざまくんはせいれんけっぱくなのだ。さがしてもおもしろいものなんてでてこないのだ。うーうー。

　無理にそう納得して毛布を頭からかぶった。電気を消す気にはなれなかった。古こ座ざ間まくんになら別だが、宇宙人に襲われるのはまっぴらだ。

　体はくたくただった。心も疲ひ弊へいしきっていた。そりゃそうだろう。登山とブラックジャックで全身と神経をいじめ抜いていたのだから。もし自分の布団ならば、横になったとたん睡すい魔まにコールド負けを喫きつしていただろうが、ここではどうしても意識が飛んでくれなかった。

　眠れない。どうしても眠れない。

　後頭部を枕まくらに載のせているうち、頭が無意味に冴さえてきた。目は爛らん々らんと怪しい光を放はなち、鼻息が荒くなっていくのが自分でもわかった。羊を数える努力は七九九六頭で放棄した。

　隣で快眠状態をキープしている自称宇宙人が羨うらやましい。きっと丸太のような図太い神経を持っているのだろう。いや。そもそも神経があるのかどうかすら不明だ。灰はい谷たに亜あ美み夏かという生命体は、持って生まれた本能と動物的なカンだけで生きているのではないだろうか。

　どたり。

　殴なぐられた。正確には横っ腹を足で蹴けられた。

　犯人はもちろん亜美夏だ。一瞬、こっちの思考を読んで報復に及んだのかと思ったが、そうではないらしい。

　亜美夏の寝ね相ぞうの悪さは折紙付きのようだ。昨日きのうも同じ部屋で枕を並べたけれど、腕や足でさんざん殴おう打だされたではないか。結婚する男はさぞ苦労することだろう。この女が結婚などするとはとても思えなかったが。

　半身を起こしてみる。金髪娘は二メートルはあるベッドから転がり落ち、畳に右のほっぺたを擦こすり付けたまま、まだ高いびきをかいている。

　つまり……ベッドが空いた。

　誘ゆう惑わくという名の機き甲こう師し団だんが倉くら美み子こを強きよう襲しゆうした。煩ぼん悩のうの戦車砲が欲望という砲弾を撃ち込んだ。ほんの少しだけ勇気を振り絞れば、古座間星せい斗と愛用のベッドに身を横たえるという暴挙に及ぶのも自由自在だ。よけい眠れなくなるだろうけど、気絶はできるかもしれない。

　だめダメ駄だ目めぜったいにダメ！

　頭をシェイクし、ほとんど魔ま術じゆつ的てきなまでの自己統制能力で我が欲よくを追い払った倉美子は、もう眠ろうとする努力を放棄した。

　猛たけり狂った感情を抑おさえるには代だい替たい行為に及ぶしかない。かといって、今さら机やパソコンの探索はできない。何かないかしら。この燃え上がる気持ちを抑え込めるものは？

　あった。

　知の泉こと本箱だ。書しよ棚だなくらいその人の趣味と人格を浮き彫りにする調度品もないだろう。まさしくギリギリの妥協点だった。

　スライド式のそれには文庫本と専門書がぎっしりと詰め込まれていた。出版社別、著者別の分類らしい。古こ座ざ間まの几き帳ちよう面めんな性格が良く出ている。

　けれども並べられた蔵書はちょっと意外なものが多かった。

　日本十進分類法で四四〇番、つまり天文学に分類される文献が多いのは当然だと思われたが、その中でも第九項に該がい当とうする本があまりに多すぎた。

　未確認アンアイデンテイフ飛行アイド・フライン物体グ・オブジエクト──ＵＦＯに関する書籍が棚の過半数を占めていたのである。

　何だか軽いデジャビューを感じる倉くら美み子こであった。意外なところで母である三み露ろ子ことの接点が見つかった気がした。

　さすがに直接本に触れる度ど胸きようはなかった。後ろめたい気持ちが心に充満していたし、自分が芳かんばしからざる行為に及んだという痕こん跡せきは少しでも消しておきたかった。まさか監視カメラアイ・イン・ザ・スカイはないと思うけれど、神さまの目は二四時間態勢で私を睨にらんでいるのだから。

　視線をあげる。そこに小さな神かみ棚だながある。これ以上の狼ろう藉ぜきは天罰を覚悟しなければいけないだろう。

　商売柄、黙殺はできない。一礼しようとした倉美子だが、彼女はその神棚の実体に気づき、よくよく目を凝こらすのだった。

　間違いない。これは札ふだ宮みやだ。

　神社から頂ちよう戴だいした御札をセットしておく超コンパクトサイズの祭さい壇だんだ。そこには純白の神しん符ぷが奉ほう納のうされている。表に記された文字は──

『ヱえ堰ぜき神社御札』

　どこかで見たような字が躍おどっていた。

　絶対にそう。あれは私が母さまに頼まれて、去年の暮れに書いたものだ！

　うら寂さびれた神社にも初はつ詣もうでをする人は何人かいてくれる。そういう奇特な人たちのために限定三〇部で自作したものだった。

　ものすごく、ものすごーく感激した。この場で奇声を発し、喜びの舞いを始めようかと本気で思ったが、どすんばたんと騒いだあげく、亜あ美み夏かを起こしては面倒だ。漲みなぎる歓喜の渦を鎮圧すべく、倉美子は部屋を静かに出た。

　廊下を走りたい欲求を堪こらえ、両手を握りしめたまま大おお股またで歩く。いまなら銀製のスプーンだって握りつぶせそうな気がする。

　無む駄だな闘とう気きが発散されていくと同時に、急にお腹なかが減ってきた。そういえば晩御ゴ飯ハンにあまり箸はしをつけなかったことを思い出した。好きな人の前でモノを食べるのがあんなに恥はずかしいとは考えもしなかった。

　空すきっ腹ぱらを抱えたまま横になるのはけっこう辛つらい。喉のどもやたらに渇かわいている。そうだ。台所へ行きましょう。鍋に馬ば鈴れい薯しよの欠片かけらくらい残っているかもしれない。胃袋が落ち着けばきっと眠れる。そうだそうだそうしよう。

　時刻は午前三時三〇分。こんな時間に何か食べると太る可能性が高いが、もともと瘦やせぎすな体だ。少しくらいなら脂肪がついても大だい丈じよう夫ぶだろう。たぶん、きっと。

　台所のガラス戸ごしに灯あかりが見えた。たぶんＬＥＤ発光ダイオードの常じよう夜や灯とう。道どう風ふう学園の廊下で同じような光を見たことのある倉くら美み子こはそう判断した。

　引き戸を開けると自動的に強烈な照明がついた。文明の利り器きに倉美子が感心していると、

「だぁあぁっ！」

　格好悪い悲鳴がキッチンに響ひびいた。

　びっくりしたのはこちらも同じだ。誰だれもいないと思っていた部屋に誰かいる。それは純粋な恐怖感を倉美子に抱いだかせた。

　灯りに目が慣れる。そこには思いっきり気まずくなる光景が展開していた。

　古こ座ざ間ま星せい斗とだった。

　彼は左手に大きめのタッパーウェアを、右手に小型のトングを持ち、つまんだ紅べに生しよう姜がをいままさにドンブリの内部へ投入せんとした形で凝ぎよう固こしていた。

　なんだかいい匂においが台所に充満している。その発生源はすぐにわかった。古座間はカップ焼きそばを作っている最中だったのだ。プラ容器から部屋の静せい謐ひつな空気を攪かく拌はんするかのように、盛大に湯気が立ち上っている。

　いちばん不自然であり、また不気味でもあったのは、古座間が薄緑色のサングラスをかけていたことであった。夜に、薄暗いキッチンでだ。

　ＭＩＢメン・イン・ブラツク。黒服の男たち。

　三み露ろ子こがスクラップしていた雑誌の切り抜きにその単語が躍おどっていたのを倉美子は思い出していた。ＵＦＯ目撃者や異星人に誘拐アブダクトされたと証言する人たちの前に現れ、様々な形で圧力をかける連中だ。正体はまったく不明。政府筋のもみ消し屋や、宇宙人のロボット説まで取り沙ざ汰たされている。

　まさか片思いの相手がそんな人だとは思いたくなかった。けれど人類最強の運を持っている男の子だ。常じよう人じんでないのは確か。まさか。まさか。

「倉美子。すまないが電気を消してくれないか。いま虹こう彩さいを閉じるのは嬉うれしくないんだ。星が見えなくなる」

　はっとなった。すぐ電気のスイッチを探し、オフにした。

　バカな想像に身を任せていた自分が恥はずかしかった。夜空を観測するには暗くら闇やみに目を慣らす必要があるのだ。映画館でも座席が見えるまで時間がかかるのと同じである。夜。室内。サングラス。すべては僅わずかな天の光をキャッチするための手段だった。

　常夜灯の控えめな光だけが室内に残り、すぐに暗闇が舞い戻る。同時に凝ぎよう固こしていた古座間星斗が動きだし、カップ焼きそばに呆あきれるほど紅生姜を投げ込む。

　彼は不意に口を開いた。

「眠れないのか？」

　その通りだけれど、まさか興奮して腹が減って寝付けないとは言えなかった。もじもじするだけの倉くら美み子こに、古こ座ざ間まはさらりと告げた。

「もう一個あるけど食うか？」

　ものすっごく欲しかった。けれども恥はずかしさが邪魔していた。正直になれなかった。

　けれども正直になってくれた器官があった。胃袋だ。倉美子のそれは抱えていた不満をダイレクトに表現した。無ぶ遠えん慮りよに重低音の不協和音を奏かなでたのである。

　腹の虫の悲鳴は結構なボリュームだった。古座間に聞こえなかったわけがない。けれども彼はそれを完全にスルーして、

「遠慮することはない。ギャンブルの掟おきては厳しいのだ。この家にあるモノは現在、君に所有権がある。それに買い溜だめしていたカップ焼きそばの賞味期限が迫っているんだ。処理に協力してもらえると嬉うれしいのだが。不用意に食べ物を捨てると罰ばちがあたる」

　なんだかノーと言えない立場に追い込まれているみたいだった。倉美子はうなずき、

「じゃあ……いただきます」

　それからの古座間の動きは凄すさまじかった。

　冷蔵庫の上に置いてある段ボール箱にジャンプして手を伸ばし、神しん速そくの勢いでカップ焼きそばを取り出すと、アメリカ人の子供がプレゼントの包装紙を破り棄すてるときの要領でビニールをはがした。中のかやくを麵めんの上に拡散すると、有無をいわせずポットから熱湯を注ぎ、キッチンタイマーを一八〇秒にセットしてスイッチを押した。まるでこっちの気が変わらないうちに既き成せい事実を積み上げてしまえといわんばかりの勢いだった。彼は黙ったまま黄緑色の液晶で時間を刻むタイマーを見み据すえていたが、それが一回鳴るか鳴らないかのうちにプラスチックの蓋ふたをはぎ取り、流しにお湯を棄てた。あらかじめフタの上で温めておいた完熟ソースを慣れた調子で注ぎ、割わり箸ばしを添えて倉美子に差し出す。

「あの……よかったらだけど、紅べに生しよう姜がも欲しいのです」

　倉美子のリクエストに古座間は深くうなずき、トングでそれを大量につまみ、下品じゃないかと思える量を容器の横に入れてくれた。ソースの黒こつ褐かつ色しよくに真っ赤な紅生姜。コントラストは絶妙だった。

　彼は電磁調理器の電源を落としてから言った。

「薄暗いここじゃうまくないだろう。いっしょに来るといい。月明かりの下だとまた特別な味がするぞ」




　　　　　♣




　古座間星せい斗とに導かれるまま、倉美子は天文台の外に出た。

　満天の空を見上げる。満月に近い月が西の空の低いポイントにかかっていた。

　視線を落とす。太くて短い天体望遠鏡がガッチリした三脚に載のっている。

　ドーム内部に格かく納のうされている巨大なそれに比べれば、まるで爪つま楊よう枝じくらいの物体だけれど、単体で見ればけっこう大型の部類に入るのではないかしら。

　凝ぎよう視ししていることに気づいたのか、古こ座ざ間まは説明口調で語った。

「あれか？　僕の愛機。シュミット・カセグレイン方式の三〇センチ赤せき道どう儀ぎだ。補正板プレートを装備しているから大口径でも小型化に成功しているんだよ。主しゆ鏡きようと副鏡の曲きよく率りつが異なるので像ぞう面めん湾わん曲きよくは残るけれど、映像はシャープだぞ。本当は自慢の巨大望遠鏡を使いたいが、父がＭ１０４ことソンブレロ星雲を撮影中でね。露ろ光こう中ちゆうに邪魔したら殺されちまう。外気と塔内の温度が馴な染じむまでまだちょっとかかるから、それまでに焼きそばを食べてしまおうか」

　ちんぷんかんぷんだった。

　野球もそうだけど、好きな人が好きなモノには、こちらも理解を深めなきゃ。将来サポートする立場に置かれるかも知れないんだから……って、わたしは何をかんがえているの。うーうー。

　望遠鏡の前には古座間が用意したらしいレジャー用の折りたたみベンチが置かれていた。背もたれがないタイプだが、大人でも三人はゆったり座れる。彼は一切の迷いを見せずそれに腰掛けた。まさか焼きそばを持ったまま立ち食いをするわけにいかないし、古座間くんもそんなことは望んでいないだろう。

　倉くら美み子こはベンチの隅すみに座ると、抱えた欲望と押し寄せる遠えん慮りよが妥協できるポイントまで躙にじり寄った。途と端たんに古座間から叱しつ責せきみたいな声が響ひびく。

「倉美子」

「は、はいっ！」

　声が悲しいまでに裏返っているのが自分でもわかった。どうして私って、臨りん機き応おう変へんの対応ができないんだろう。うーうー。

「僕は食べるところを人に見られるのがこの上なく恥はずかしい。できれば背中合わせで座ってくれればとても助かる」

　同感だった。好きな人に食事風景を目撃されるのはちょっと抵抗がある。晩御ゴ飯ハンをあまり食べられなかったのはその為ためだ。古座間も似たような思考で動いていると知って、親近感を抱いだく倉美子であった。今け朝さ方がた、彼がオニギリを一気食いしたのは、少しでも露出する時間を短くしたかっただけなのかも。

　倉美子は腰を上げて体の向きを変えた。すぐに新たな誘ゆう惑わくがのぼせた頭を横切った。

　ちょっと勇気を出せば背中と背中が触れる距離だ。キャリーボーンで背負われた時、全身に走った電撃の味を彼女は忘れられずにいた。故意なら許されないだろうけど、事故なら仕方がないじゃない。

「これを」

　機き先せんを制された。頰ほおに熱い何かが触れた。途と端たんに、自然を装いつつゆっくり曲げ始めていた背骨が、針金でも入ったかのようにピンと伸びた。

　どぎまぎしながら指を伸ばす。正体はすぐわかった。缶飲料だった。あまり知られていないメーカーのウーロン茶だ。それを押し頂いただき、胸に抱いた。すごく温かかった。

　古こ座ざ間まは猛然という表現がぴったりする勢いで焼きそばをかきこんでいた。相変わらず豪快な食べ方だった。きっと食事にかける時間を他ほかのことに費やしたいと思っているのだろう。

　倉くら美み子こも続いた。ただしお淑しとやかに。割わり箸ばしを静かに準備し、青ノリが載のった上に差し込む。音がしないように口の中に麵めんを少量ずつ押し込む。

　焼きそばは美お味いしかった。

　できたてのそれは舌と体を充分に熱くしてくれた。トッピングの紅べに生しよう姜がは辛からく、ちょっと汗が出てきたほどだ。ウーロン茶のプルトップを開け、一口だけ啜すすった。

　容器にしがみついている蓋ふたをあらためて見つめる。月明かりに光るパッケージにロゴマークが躍おどっていた。

【日露製粉《未確認ヤキソバ円盤くん》第３種接近遭遇ヴァージョン】

　ふざけた名前のインスタント食品だった。マッハ湯切り機能が備わったパッケージの横には『恐怖の宇宙人入り！』などと書かれている。

　麵の間をよく探すとイイダコの干ひ物ものらしい物体が入っていた。どうやらこれが宇宙人らしい。素直にシーフード風味とでも書けばいいのに。

　倉美子は思った。畳に突っ伏したまま寝ている自称宇宙人は、私たちがこうした場面を演じていることなど知らないだろう。うーうー。

　猛たけり始めた感情を収めるため、彼女はこんな事を尋たずねた。現実感に溢あふれた雰ふん囲い気きに対応するには、突拍子もない話題が最適だ。

「古座間くん。へんなこと聞いてもいいですか？」

「答えられることだといいのだが」

「宇宙人とかＵＦＯとか信じるほうですか？」

　その一言で古座間星せい斗とは地蔵みたいに固まった。背中と背中の十数センチの空間に緊張が走るのがわかった。

　やがて彼は、人並み外れた自己統制力で平静さを装いながら、重低音でこう言った。

「ウーロン茶、まだあるか？」

　拒絶を許さぬ物言いだった。倉美子は手にした缶を反射的に差し出した。古座間はそれを握りしめると、残りを一気飲みした。

（……わわわ。間接キスじゃないのよ。うーうー！）

　顔を赤らめている暇などなかった。彼は一いつ気き呵か成せいにこんな口こう上じようを述べたのだ。

「信じる信じないの段階は過ぎている。真実から背を向けていい猶予期間モラトリアムはとっくに完了した。人類はそれを受け入れなくちゃいけない季節を迎えている」

　割わり箸ばしで挟はさんだイイダコを春しゆん月げつに向け、彼は続けた。

「どうして各国政府は耳を塞ふさぐ？　目を閉じる？　答えはそこにあるんだ。連中の前進基地はあそこにある。手を伸ばせば届く場所に。人類が到達した唯ゆい一いつの地球外天体に！」

　どうやら地雷を踏んづけてしまったみたいだ。倉くら美み子こはかすれる声で問い質ただす。

「……月？」

「そうだ。月だ。僕はあそこに行きたい。どうしても行きたいんだ。そのためならば全財産を失っても構わないし、命を投げ出したっていい。それが人生の最終目標なんだ」

　思いがけない台詞せりふで繫つながった。倉美子はなおも追及の手を緩ゆるめず、

「だからスペースシャトルの乗組員に応募したんですか？」

　彼は意外そうな声で聞き返した。

「誰だれから聞いた？」

「亜あ美み夏かです。あの娘は色々とけしからぬ方法で情報を嗅かぎまわっているみたい」

「やっぱりか。アメリカ人は明け透けだから苦手だよ。まだ抽選に受かっただけで、本当に乗れる保証なんかない」

　彼はウーロン茶の缶を空いた焼きそばの容器に入れ、ひょいと立ち上がった。短い鏡きよう筒とうの後ろに回り、接ア眼イレピンーズスを調整する。

「じゃあ……本気でスペースシャトルで月世界に行くつもりなの？」

　その言い方がおかしかったのか、古こ座ざ間まはちょっとだけ笑ってから、

「シャトルは三〇年以上前に基礎設計が行われたクラッシックな宇宙船だ。衛星軌道と地球との往復が精一杯。特殊な改造でも施さない限り、とても月には行けない。

　でもアメリカにはごく近い将来、月に戻ろうという計画がある。もし未成年者初の宇宙飛行士という栄冠を勝ち取れたなら、そのプロジェクトに参加できる権利くらい得られるだろうさ。僕には若さという圧倒的なイニシアチブがあるのだから」

　古座間は事も無げに言うと、サングラスを外した。

「これをかけてから観みるといい。これぞ僕が踏みしめたい大地だ」

　言われるまま着用する。ツルの部分がまだほんのりと温かい。古座間くんの体温が伝わってくる。どきどき。なんだか耳元をくすぐられているみたい。

　数秒前まで古座間の視界を覆おおっていた軽い眼鏡めがねは、薄緑の視界を倉美子に提供した。のちに聞いたところによれば、それはサングラスではなくムーングラスと呼ばれる代しろ物ものらしい。

　望遠鏡で太陽を直接見ると文字通りの〝目玉焼き〟を作ることになるが、月でも弊へい害がいはある。失明とまではいかないが、眩まぶしすぎて細部が観察できなくなるのだ。それを防ぐための特別な眼鏡がムーングラスであった。

　碧みどりに燃える月が視野に踊っていた。

　倍率は低いらしく、視野には月の全域が映っている。

　残念だが月げつ齢れいが一四に近く、あまり面おも白しろい映像とはいえなかった。満月は陰影が極端に小さくなるため、望遠鏡で見てものっぺりした姿しか見えないのだ。赤せき道どう儀ぎにセットされた自動追尾装置のモーター音がかすかに聞こえてくる。

　倉くら美み子こはピントを合わせながら、急には信じられない古こ座ざ間まの説に質問をぶつけた。

「宇宙人の……前進基地が？　ここに？」

「浮世離れした話だと思われてもしかたがない。でも考えてくれ。アポロ11号が静かの海に着陸したのが一九六九年。あれからもう四〇年だ。人類はその間かん、何をしていたのだろう。どうして月面開発を放置し続けたのか？　お金がない？　それもある。しかし真の理由は別に根差していると思われてならない」

　倉美子はピントのずれた意見を寄こした。

「技術的に難しいだけのお話じゃないでしょうか」

「答えはノー。テクニックとしては困難だが不可能じゃない。僕はこう思う。人類は月面への再アタックを禁止されているのではないかと。月面を再び訪れないとする密約が結ばれているのではないかと。月に居座る宇宙人ＥＴに。

　それでピースが繫つながる。前世紀の遺い物ぶつにも等しいシャトルを大事に使い続けているのは唯ゆい一いつの目標を現実化するため。地球引力圏における勢力拡張。それしかない。

　早く安く大量に宇宙までモノを運び上げ、衛星軌道上にディフェンス・ラインを構築する。人類の基本戦略はそれなのだろう。

　金食い虫と称される国際宇宙ステーションＩＳＳを強引にも建造したのは、絶対防衛線を死守する一いち里り塚づかとしての機能を期待してではないだろうか？

　もちろん敵対勢力も座ざ視ししてはいないだろう。シャトルの二度の大事故は、我々がまだ太た刀ち打うちできない連中が繰くり出してきた警告射撃なのかもしれない。

　だからこそ僕は尚なおのこと月に行きたい。与えられた運を使い果たしてでも確かめたい。真実がどこにあるのかを」

　恐ろしい通達だった。倉美子は月を見つめながら、恋する人の思い掛けない独白を聞くだけだった。真しん偽ぎはわからない。でも噓うそや冗談とも思えない。彼女は接ア眼イレピンーズスにムーングラスを押しつけたまま、こう尋たずねた。

「月に行って……どうするつもりです？　真実の探求？　それだけですか？」

「いや。それは表向きの理由。本心は別にある。でもそれを話す気はない。きっと笑うから」

　古座間は奥歯にモノが引っかかったような調子で語った。

「教えてください」

「困る」

「絶対笑いませんから」

「じゃあ、天文台の権利を返してくれるか。ああ、お家うちのことなら心配いらない。不動産屋には僕が話をつけよう。この街で土地の登記ができるのは限られているし、知らない業者は一件もない。今日きようの午前中に動けば買い戻せる。ヱえ堰ぜき神社がなくなるのは僕も寂しいから」

　この上なく好条件の提案だった。断る道理はない。なにより好きな人の申し出を拒絶することなど、倉くら美み子こには考えられなかった。彼女は言った。

「わかりました。権利は返還します。もともと譲られた勝利でしたから、全然ありがたみがないですし」

「ありがとう。じゃあ言う。僕は宇宙人に拉致アブダクトされた母さんに会いたいのだ」

　必殺の一いち言ごんだった。全身の血が逆流し、そして凍りつくかと思った。こっちの状況を知ってか知らずか、古こ座ざ間まはなおも続ける。

「とても信じられないだろうが、僕の母は一二年前にＵＦＯに拐かどわかされた。以後、父と僕は奪だつ還かんのために全知全能を振り絞ってきた。身分不相応なまでの富を築き、個人のレベルを超えた望遠鏡を所有し、天文学に没頭しているのは、すべて母を奪還するため。

　研究と研けん鑽さんの結果は出た。結論は一つ。母は月にいる。絶対に。

　僕が桁けた外はずれの運を持っているのは倉美子も承知しているはず。ツイてツイてツキまくるようになったのは母が誘ゆう拐かいされた直後からなのだ。きっと僕が背負った幸運ラツキーは、母を失った代償なのだろう。神さまはこれで賠償をしたつもりなのかもしれない。

　けれども運とはいつか必ず尽きるモノ。お金や若さと一緒。いつまでもあると思ったら大間違い。僕はあえてそれを無む駄だに遣つかいまくり、有り余る運を削り取るつもりだ。野球に打ち込んでいるのはそのため。スポーツはギャンブルと同様、恒こう常じよう的てきに幸運を磨すり減らすから。幸運の残量ゲージがゼロになったとき、母に会える。そんな気がするんだ」

　ちょっとだけ怖かった。亜あ美み夏かが言っていた推論が的中していたから。

　でも疑う気にはなれなかった。倉美子も同じ境遇に置かれていたから。

　そして告白を試みた。古座間との距離を埋められるかもと思ったから。

「私の父も……」

　そう言いかけたときだった。

　視野の隅すみで何かが煌きらめいた。倉美子は個人的な話を後回しにし、状況を簡潔に述べた。

「あれ？　何か光りましたよ。縁ふちのほうにある黒くて丸い盆地で。お餅もちをついているウサギの耳のあたりで」

「危機の海マーレ・クリジウム。ソ連の無人探査機ルナ15号が衝突した場所だ。一説によれば宇宙人の秘密基地を攻撃する特攻衛星だったという……待って、光った？」

　倉美子は見たままの光景をナレーションした。

「はい。そこに紅あかい光が見えます」

「なんだって!?」

　いきなり古こ座ざ間まは頭をこっちの顔に押しつけてきた。頰ほおと頰があたる。ザラザラした感触はひょっとして髭ひげだろうか。うわぁうわぁうーうー！

「すまないがどいてくれ。見えない見えない見えない」

　倉くら美み子こはまだ刺激を堪たん能のうしたかった。このままの体勢を維持すれば、頰に唇くちびるくらいなら触れるかもしれないじゃない。うーうー。

　だが古座間の踏み込みと顔面の圧力には敵かなわなかった。彼女は遂ついに押し負け、視野を譲った。古座間は接ア眼イレピンーズスを倍率の高いものに素早く交換すると、呻うめくように言う。

「こいつは凄すごいぞ。月面で時々目撃された人工建造物……やっぱりアレか！」

　宇宙への窓から瞳ひとみをそらさず、片手で携帯の短縮ダイヤルを押す。すぐに繫つながった。受話器の向こうから相手の不機嫌な声が響ひびく。

『この忙しいときにかけてくるでないわ。ワシはいま手が離せんわい！』

「父さん。小こ銭ぜに稼かせぎの依頼写真なんか撮ってる場合じゃないよ。危機の海マーレ・クリジウムだ。オニール橋の横に発光現象！」

『なんじゃと！』

　背後の天文台から怪かい獣じゆうの唸うなりのような響きが鳴った。それはモーターの駆動音だ。ドームの開口部がゆっくりと別方向へと向けられていく。

　山頂に流れる結構なヴォリュームの不協和音。何だかイメージにそぐわないシーンだった。ちょっと顔をしかめた倉美子の耳に、新たな楽がく音おんが聞こえてきた。

　耳みみ障ざわりなノイズを追い払うかのように、それは明めい瞭りような存在感を持ってやって来た。どこかで聞いたメロディに姿を変えて。




【ほーふぁふぁほふぁレミドドソー♪】




　振り返る。やっぱりだった。

　灰はい谷たに亜あ美み夏かが竜りゆう笛てきを口にあて、流りゆう麗れいな曲を奏かなでていた。

　ヱえ堰ぜき神社独特の神しん具ぐ──彼女が言うところの〝千年逓信機サウザンド・デヴアイス〟を罰ばち当あたりにもリコーダーの代わりにして、同じメロディを何度も繰くり返しながら近づいてくる。いつの間まに着き替かえたのか、制服姿だった。

　倉美子と古座間の側そばで足を止めた彼女は、怖い笑顔を浮かべ、滑かつ舌ぜつのはっきりした英単語を舌に載のせた。

「フォーン、ホーム」

　地球に取り残された宇宙人みたいな台詞せりふだと思った倉美子だが、まったくその通りだった。金髪美少女は竜笛をジャージのポケットにしまい込みながら、なおも続けた。

「朝っぱらから羨うらやましい雰ふん囲い気き出してるんじゃないわよ。なんだか腹が立ってきたわ。こっちはずいぶん長い間、好きな人ハニーの顔さえ見てないっていうのに！」

　歓迎されざる来訪者の亜あ美み夏かだが、本気で怒っていないのは倉くら美み子こにもわかった。声を荒あららげてはいたものの、それはきっと演技。大貧民のルールに関し、白しらを切り通した亜美夏のテクニックを思えば、感情を装うことなど朝飯前だろう。

「で？　月面に光が見えたのね？　よかった。まだ動いたんだわ。この千年逓信機サウザンド・デヴアイスは。一五分前から吹き続けていたのに変化がないから、もう錆さびついてしまったかと心配していたわ」

　古こ座ざ間まが顔をあげ、疑念の視線を注ぐ。

「あれに心当たりがあるのか」

「もっちろーん。なにしろあたしが呼んだんだもん。あれこそ月よりの使者よ。私をいるべき世界に連れ戻してくれる銀河鉄道に他ほかなりませんわぁ」

　それが俗にいう未確認アンアイデンテイフ飛行アイド・フライン物体グ・オブジエクト──ＵＦＯと呼ばれる物体であるのは倉美子にもよくわかった。

「呼べたのは小型の単たん座ざ機き。でも無理すれば二人は大だい丈じよう夫ぶ。あたしを膝ひざに乗せてくれればの話ですけれどね。ミスター古座間。あたしを月まで連れてフライ・ミー・ト行ってくれますウー・ザ・ムーン？」

　だめ。

　そんなの絶対にだめ。

　倉美子は心の中で叫んだが、古座間がオファーに一ひと目め惚ぼれしたのは確かだった。彼は声こわ音ねを若じやつ干かん上うわ擦ずらせながら、

「……本当に行けるのか？　月まで？　地球外生命体の基地に殴なぐり込めるのか？」

「殴り込みは無理だけど、到着は可能です。保証しますわ。ただまあ、帰ってこられない恐れが大ですけどね。実質上は片道切符になっちゃいますけど」

　倉美子にとって最悪の結論が待っていた。

　返事は予期できた。古座間メモ作成における取材という名のストーキング活動を通じて、倉美子は相手の行動理念を把は握あくできていた。古座間星せい斗とは、迷うという行為とは無縁の男の子なのだ。

　そして彼は予期したとおりの回答を口にしたのだった。

「行きたい。片道でもいい。シャトルなんか待っていられない。真実が見極められるのならば死んだってかまわない」

「はい、契約成立。到着時間がわかったら教えるから。たぶんあと二時間くらいね」

「だめ！」

　倉美子は大声で叫んだ。

「あなたに古座間くんはわたさない」

「わたさないって……だから前にも言ったけど、ミスター古座間はあなたの所有物じゃないでしょう。メモ魔まのストーカーよりもあたしの方がいいって言っているんだし」

「わたさないったらわたさない！」

　勇気の残ざん骸がいと燃えかすをかき集め、倉くら美み子こは両手を広げて古こ座ざ間まの前に立ち塞ふさがった。

「古座間くん。この女についていったらだめ。死にます。一〇〇％死にます。誘いに乗ってはいけません。月まで行くなんてどうせ口からでまかせです。この娘は目的達成のためなら噓うその一億や二億は平気でつく女の子なんです。私は好きな人がいなくなるのを黙って見過ごすほど臆おく病びようじゃありません！」

　言ってしまった。

　冷や汗が噴き出し、血液が一気に額ひたいに昇る。体温が乱高下する。目が回る。眼めが廻まわる。めがまわる。うーうー。

　倉美子は前のめりに傾いた。すかさず亜あ美み夏かが手を伸ばし、ジャージの裾すそを摑つかむ。金髪娘は倉美子を片手に抱えたまま、器用に竜りゆう笛てきをもう一度取り出し、こんな曲を奏かなでたのだった。

【ぱぁんぱかぱぁん　ぱぁんぱかぱぁん　ぱんぱかぱんぱか　ぱぁんぱかぱぁん♪】

　メンデルスゾーンの結婚行進曲だった。

「やればできるじゃん。言えば言えるじゃん。告白できたじゃん」

　自称宇宙人は軽い肘ひじ鉄でつ砲ぽうで倉美子の脇わき腹ばらをつついた。

「安心しなさいよ。こっちが欲しいのは古座間の運だけなんだから。正確には運でゲットできるお金なんだから。そうでないかぎり、月まで連れて行っても仕方ないもん」

　小声でそう言ってから、まるで駄だ々だっ子こでもあやすような感じで亜美夏は、

「要するに下げ僕ぼく１号は古座間が帰ってこないのが嫌いやなんでしょう。あたしだって片道切符を渡すのは良心が咎とがめます。けど帰ってこられるなら文句ないんじゃないの？　ちゃんと往復券もあるのよ。お値段が張りますけど」

「いくらだ」

　古座間の短い問いに、亜美夏はさらりと数字を述べた。

「ＵＳドルで約五〇〇〇億。日本円で六〇兆円弱」

　治りかけた目め眩まいを再び痛感した倉美子だった。それは日本国の国家予算に匹ひつ敵てきする額なのだ。

「わかった。いつまでに用意すればいい？」

「可か及きゆう的てき速すみやかに。帰りの船は千年逓信機サウザンド・デヴアイスでもう予約しちゃったし」

「船？　ＵＦＯのことか？」

「そういうこと。ただ今回はデモンストレーションだと思ってちょうだい。タクシーと同じで呼ぼうと思ったらいつでも呼べるのよ。

　目の前に空飛ぶ円盤が現れたならミスター古座間も下僕１号も納得するでしょう。もっとも地球人は何回ＵＦＯを見たって、目の錯覚だと言い張る習性があるみたいだけれど」

　その直後──古座間の携帯が着信音を発した。飾り気けのない性格を示すかのように、極めてノーマルな、面おも白しろ味みのない呼び出し音だった。

「父さん？　どうしたの。オニール橋の確認はできた？」

『その前に教えぃ。お前、ロープウェー動かしたか？』

「いや。触さわってないよ」

『女の子たちは？』

「ここにいる。操作はできないさ。倉くら美み子このお母さんじゃないの？」

『あのご婦人は台所で朝あさ餉げの支し度たくをしておられるぞ』

「じゃあいったい誰だれが？　行って確かめるよ」

　携帯を折りたたみ、古こ座ざ間まは走り始めた。倉美子と亜あ美み夏かも続く。天文台から三〇秒とかからない距離にロープウェーの発着場は位置している。黄色いゴンドラがそこに固定されているはずだった。

　けれどもそれが見えない。目を凝こらす。ようやく行方ゆくえがわかった。終点の山頂にあった小型ロープウェーの本体は、いつの間まにか駅前商店街の昇降口まで降りているではないか。

　三人が顔を見合わせるなか、黄色いゴンドラがゆっくりと上昇してきた。

　誰か乗っている。男が一人。

　周囲はまだ朝焼けが始まったばかり。光量は不充分。常じよう人じんでしかない倉美子の眼めでは、その中まで窺うかがい知るのは無理だった。

　そうした劣悪な状況でありながら、常人でない灰はい谷たに亜美夏は相手を見切ったらしい。彼女は苦々しい口調でこう告げたのだった。

「まずいわ。嫌いやな奴やつが来た」

　やがて倉美子にも接近する異い邦ほう人じんの正体がわかった。碧へき眼がんの瞳ひとみとブロンドの髪を持った白人ホワイトの中年男性だ。

　ダニエル・クェーカー。道どう風ふう学園の校長を務める男であった。

　まさにラスボス登場である──
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「商談がまとまったようだね」

　開口一番。クェーカー校長はそう言った。

　彼は狭苦しいゴンドラに座ったまま、びっくりするほど流りゆう暢ちように日本語を紡つむいでいく。

「母親マザーに会いたいために月まで行くか。惚ほれて通えば千里も一里。そこまで子供に思われればご母ぼ堂どうもさぞ嬉うれしかろう。だがそれを認めるわけにはいかない。教育者としても、合衆国からの密使としても」

　自分から密使というのはどうだろう。場違いにも倉美子はそう思ったが、すぐ新たな疑念にたどりついた。どうして校長先生は私たちの会話の中味を知っているの？

　亜あ美み夏かと古こ座ざ間まの顔にも疑念が出たらしい。校長はゴンドラを占せん拠きよしたまま、

「そんなに驚く必要もないだろう。灰はい谷たに亜美夏くん。いや、使用経歴の長いアミ・Ｓサマー・グレイヴァリーという名前の方がピンと来るのかな。

　ともあれ君は尾行がついていたことを承知していたはず。当然盗とう聴ちようも覚悟していただろう。横よこ田たから無人偵てい察さつ機きのプレデターとグローバルホークを二機ずつ飛ばして、状況を見張らせた甲か斐いがあったよ。こんな山頂で不純異性交遊が営まれているとは」

　亜美夏がいらいらした調子で言った。

「あんたたち、朝っぱらから何やってたのよ！」

「何もやってない何もやってないまだ何もやってない」

　念ねん仏ぶつみたいにその台詞せりふを繰くり返す倉くら美み子こを無視し、古座間はゴンドラへと足を踏み入れた。校長が小さく手招きをしていたからだ。亜美夏も無表情のまま続き、倉美子もそれに倣ならった。

　ゴンドラはかなり小さく、軽四自動車と同じくらいのスペースしかなかった。ただ座席が後方に一ヶ所あるだけで、残りは直方体の空間をフルに生かしているためか、四人乗っても手狭な感じはしない。

　シートに腰を降ろしたままの校長に向かい、亜美夏がこう切り出した。

「……どこまで知っているの？」

「何もかもエブリスイング。君の正体。君の本名。君の年齢。いつから地球にいるのか。デビルズ・タワーでの大敗北。来日の目的。そして──」

　一呼吸置いてから校長はこう言った。

「君の身分。道どう風ふう学園の真のオーナーであり、校長である私に資金提供をしてくれた張本人である事実もな。君は七〇〇億ドルという巨費を分散した形で日本の裏経済に投入しただろう。そのうちの一部が巡り巡って私の元にやってきたのさ。なお現在、君の預金は日本円で六千万円弱しか残っていないね」

　倉美子は金髪美少女に視線を投げた。彼女はぞっとするほどの無表情ぶりを示していた。顔色から読めた。校長先生の解説が真実であると。

「仕込みをケチったらあがりはしれてるのよ。それくらい突っ込まないと、目標金額に達するのは難しいだけの話じゃない。バレてるとは思わなかったけれど」

　がたん。

　不意にゴンドラが揺ゆれた。中途半はん端ぱになっていた扉を古座間が急いで閉める。ロープウェーは緩ゆるやかに動き始める。下へ、下へと。

「それで」亜美夏は尋たずねた。「あたしたちを閉鎖空間に追い込んで何をやらせようっていうの？」

「うむ。教育者として言おう。君は夢を諦あきらめなければいけない頃ころ合あいに来ているんじゃないか。現実を見み据すえ、次善の策を狙ねらうべきじゃないのか。ベストだけを望み、ワーストの結果を招くのは賢けん人じんの行動ではないよ」

「……つまり問答無用で地球から退去して欲しいということかしら」

「イエスだ。そして二度と戻って来ないでもらいたい。居場所には困らないだろう。月はここ数百年の間、君たちの占領下に置かれているのだから」

「無茶を言わないでよ。月までは戻れるけれど、その先は無理。銀河中心部までのチケットは現在のところ六〇兆円だもん」

　古こ座ざ間まが横から口を挟はさんだ。

「それが往復券の正体か。つまり君を故郷ホームに帰す資金を僕に捻ねん出しゆつしろというんだな。噓うそつきという倉くら美み子このアドバイスは本当のようだ」

「手数料なの手数料！　灰はい谷たに観光有限会社に払ったと思えばいいでしょうに」

　クェーカー校長は薄く笑ってから、

「古座間星せい斗とくんに関しては私も調べた。宝くじを連戦連勝で的中させている超ラッキーな男の子だそうだね。でも彼をもってしても六〇兆円という金額は非現実的だ。

　どこから調達するにしろ、日本の国家予算をもう一つ用立てるなんて無茶な話でしかない。造ぞう幣へい局きよくで無理やり札束を印刷しまくったところで不ふ換かん紙し幣へいの額は許容範囲を超えてしまう。食パン一いつ斤きん一万円、缶ビールが三万円という悪夢の時代がやって来る。この国は経済的に破滅を迎えるだろう。

　そうならない為ためには君に夢を棄すててもらうしかない。故郷への帰還は諦あきらめろ。一生、月で暮らせばいいだろう。環境適応能力に優れた君のことだ。不都合はあるまい」

「嫌いやよ！」亜あ美み夏かは顔を歪ゆがめて言った。「あそこは牢ろう獄ごくなの。空気も水もおいしいモノもないの。そんな場所に行ったら退屈で死ぬわ！」

　校長先生は脚を組み直すと、

「そう言うと思った。しかし小娘のわがままで人類の危機を招しよう来らいするのは看かん過かできない。もと合衆国副大統領バイス・プレジデントとしても、現役の教育者としてもな。

　まったく狡こう猾かつな連中だね。君の眷けん族ぞくは勝利の方程式を知っている。人類が神以外に忠誠を誓う唯ゆい一いつの要素──金を支配すれば、それは地球征服に直結するのだと。

　経済の支配。それが地球占領の第一歩なのだろう。

　君たちの眷族は頭あたま数かずが少なすぎる。それが弱点。武力のみに頼った実行支配は無理がある。だから搦からめ手てなのだろう。貨幣経済を崩壊させ、地球を裏から乗っ取るつもりなんだ！」

　校長先生は自己陶とう酔すいの極みに身を置いていた。

「我々はもう我が慢まんがならない。あらゆる病苦を克服し、数百年の寿命を持ち、その気になれば全人類の生せい殺さつ権けんを抱いだく連中が月を不法占せん拠きよしている。人類は反撃するぞ。攘じよう夷いという名の宇宙人排はい斥せき運動でな。

　ダイレクト・コンタクトを図ったアポロ計画が頓とん挫ざして四〇年。耐えるべき時は過ぎた。我々は武力闘争も辞さない。無む慈じ悲ひな夜の女王たる月をこの手で解放するのだ！

　私も現在はしがない教育者だが、これは世を忍ぶ仮の姿。いずれはホワイトハウスにカムバックしてみせる。対宇宙人戦争を勝利に導いた人類の英雄ヒーローとして！」

「バカみたい」

　亜あ美み夏かはお下品にも、ゴンドラの床にあぐらをかいて座った。

「自分を買い被かぶるのもいいかげんにしなさいよっ！　じゃあ聞くけどね。あんたたちが原始的な未開部族をどっかのジャングルの奥地で発見したとするじゃん。彼らを征服して隷れい属ぞくさせたいと思う？　思わないでしょう。そんなことしても得にならないもん。奴ど隷れいという労働力が求められていた大昔ならいざ知らず、ロボット技術をはじめ工業技術が神の領域にまで発展した現代では、原始人を飼い馴ならしても役にたたないわよ。食わせるモノや着せるモノも用意してやらなきゃいけないし、持ち出す金品が増えてかえって損するだけでしょう。

　ＵＦＯがしょっちゅう目撃されるようになってから半世紀も経たつじゃない。なのにどうして宇宙人は積極的にコンタクトをとろうとしないの？　どうしてホワイトハウスやクレムリンや国会議事堂や天てん安あん門もんの前に着陸して、政府首脳と交渉しないの？

　まだまだ偵てい察さつ中ちゆう？　違う。偵察なら嫌いやになるくらいやった。地球人類のことは誕生のプロセスから死亡という機能停止パターンに至るまでとっくに調査済み。歴史・文化・政治・宗教の各方面もこれ以上は調べきれないまで調べ上げたわ。

　つまり！　あたしたちは地球にそんなに興味を持ってないの。文明度Ｄマイナスの発展途上惑星なんか占領してもしょうがないじゃん」

「じゃあいまだにＵＦＯが散発的に地球を訪れる目的はなんだ。具体的に教えてくれたまえ」

　校長の問いに亜美夏は、

「決まってるでしょ。観光サイトシーイングよ！　他ほかになにがあるっていうの。こんなチンケな惑星にっ！　あんたたちもアフリカやらアマゾンやらまで秘境ツアーとかに行くでしょう。それと同じ。

　あたしは添てん乗じよう員いんみたいなもの。正確には汎はん銀河ガイドブックに記事を書いている一いつ介かいの特派員にすぎないの。ちょっと借金があって地球に島流しにされてるわけ。さっさと帰りたいんだけど、切符が買えないの。この〝ほとんど無害モーストリイハームレス〟な惑星は、物価だけは高いんだからっ！」

　中年男にのみ発音可能な渋みを極めた言葉がそれに続いた。

「星々の世界にスターチ回帰を欲する者ヤイルドならではの悲哀というわけだね。まともに信じる気はしないが、貴重な意見としてうけたまわっておこう。しかし所しよ詮せんは君の都合ではないか。こちらとしてはどうあっても月に帰ってもらうしかないのだ」

「嫌だと言ったら？」

「ならば実力行使あるのみ」

　校長は携帯電話を取り出し、短く「ＧＯ！」とだけ告げた。

　快調に山を降くだっていたゴンドラがいきなりストップした。それから一秒の間まもなかった。下界から季節はずれの花火が響ひびいた。

　違う。爆発音だ。そして閃せん光こう。

　ものすごく嫌いやな予感を抱いだきながら倉くら美み子こはそちらを凝ぎよう視しした。

　最悪の現実がそこに存在した。爆心地はヱえ堰ぜき神社だ。拝はい殿でんと社しや務む所しよから煙がさかんに立ち上っているではないか。

「爆破解体作業完了。すぐ第二弾が始まるぞ」

　校長の発言に反応するかのように古こ座ざ間まの携帯電話が味あじ気けない着信音を発した。すぐさま健けん志し郎ろうの濁だみ声ごえが流れ出る。

『星せい斗と！　不法侵入者じゃ。特殊部隊みたいな奴やつらが家に入ってきたわい。武装しとる。ワシは看み楽らくさんとシェルターに籠ろう城じようするから、警察に知らせてくれい。バットはそっちに』

　ぶち。

　通話は突然に途切れた。

　クェーカー校長は爬は虫ちゆう類るいでも見み下くだすような視線を繰くり出している。尊大な態度でわかった。すべての元げん凶きようは彼なのだ。神社を粉々にしたのはこいつなのだ。むらむらと怒りのエネルギーが蓄ちく積せきされていくのを実感する倉美子であった。

「亜あ美み夏かくん。君が素直に私の言うことを聞いてくれれば、この二人は悲しまずにすんだのだ。可哀かわい想そうにね。けれどもまだ間まに合うよ。物的損害は生じても埋め合わせはつく。しかし人的なそれはなかなか……」

「ノーよ。理不尽な要求に応じるつもりはないわ。それはアメリカがいちばん嫌うテロリストの理屈じゃないのよ！」

「だめかい。しかし合衆国の密使として、私には事態を収める義務がある。暴力さえ通じないのであれば、君のプライドに訴えかけることにしよう」

　校長はそう言うと再び携帯を操作し、今度は「ＳＴＯＰ！」とだけ告げた。きっと特殊部隊に対する待機指示であろう。倉美子がそう思った直後、彼は内ポケットから何かを取り出した。拳けん銃じゆうかと警戒したが、それはごくありふれた物体であった。

　いや……ある意味、銃より物ぶつ騒そうな代しろ物ものだ。それはいかなる兵器をも駆く逐ちくする可能性を秘めた刀剣であり、いかなる碧へき玉ぎよくをも凌りよう駕ができる財宝なのだから。

　カード束デツク──トランプカード。

「私と勝負しようじゃないか。負けたら素直に言うことを聞いてもらう。君もギャンブラーの端はしくれならば、勝負の結果には必ず従うのだろう？」

　亜美夏は小首を傾かしげながら答える。

「ふん。こっちが勝ったら？」

「なんでも願いを叶かなえよう。六〇兆円を用意してあげてもいい」

「のった！　これで帰れるわ！　最初からそう言ってくれればいいのに」

　片かた眼めを瞑つむってみせた亜あ美み夏かに向かい、古こ座ざ間ま星せい斗とが小さくつぶやいた。

「僕もやる。親を人質に取られていたのでは黙っていられない。僕が勝っても願いを聞いてもらえるのか？　六〇兆円もらえるのか？」

「もちろんだ。参加料アンテイさえ払ってくれればだがね。そのかわり負けたならスペースシャトルのチケットはないものと思ってくれよ。

　勝負はドロー・ポーカー。ただしルールは私が決めさせてもらう。その条件でいいね？」

　いまだ。やるんだ。いくわよ倉くら美み子こ。

　ここで言わなかったら一生後悔するに違いない。看み楽らく倉美子は度ど胸きようを総決算すると、明めい瞭りような声で、こう宣言したのだった。

「私も参戦します。賭かけ金きんなら出せます。いいんですよね。負けたら一生、校長先生の下げ僕ぼくになって働きますわ！」
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　四人は床に直接腰を降ろし、勝負に挑んだ。ゴンドラの中にはテーブルといった気の利きいたモノはない。地じ板いたを競技場コロツセウムにするだけだ。

　座り方は四よん者しや四よん様ようであった。
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　クェーカー校長は長すぎる足を折り曲げるように片かた膝ひざを立て、亜あ美み夏かはぱんつが見えそうで見えない絶妙の角度であぐらをかき、古こ座ざ間まは凛りんとした調子で座禅を組み、倉くら美み子こは正座だった。

　正直、痛めた足首が気になったが、お尻しりを冷たい床に直じかづけしては腰と下腹部を冷やしてしまう。密室でもよおす事態だけは避けなければならない。

「ではカードを検査してもらおう。あとで文句を言われたらかなわないからね。ただし亜美夏くんはカード本体ではなく箱ケースをチェックしてくれ。イメカカサニマツ師クに直接触さわらせるのは自殺行為。そうだろう？。

　実際に開けるのは倉美子くん。枚数を確認してジョーカーを取り除いてほしい。古こ座ざ間まくんにはカードの精せい緻ちな検査とシャッフルを求めたいが」

　亜美夏は顔をしかめたが、過去の悪事を見れば相手の言い分も納得できよう。ここは条件を吞のむしかないと判断したらしい。

　三人の高校生は校長が準備したカードを順じゆん繰ぐりに調べた。

　まずは亜美夏だ。彼女は箱に入ったままのカードを鼻に近づけ、くんくんと匂においをかいだ。後で聞いたところによると、本場のカジノでは中味に細工をしたあと、品質管理シールとセロファンで封ふう印いんをやり直すというインチキチーテイングが横行していたそうだ。香りを確かめれば、新たに糊のり付づけされたかどうかわかるらしい。

　続いてそれを手渡された倉美子は、丁てい寧ねいに封を切り、カード束デツクを取り出した。それを扇おうぎ状じように素早く広げる。赤と黒の並びが眼めを射た。それを数えながらじっくり眺める。五三枚。異常はないようだ。

　彼女がジョーカーを横へ押しのけると、不意に校長は、

「それは廃はい棄きしよう。ルールが煩はん雑ざつになるし、なによりも亜美夏くんはジョーカーを使った奇き手しゆが得意らしいからね。倉美子くん。細かくちぎって窓から捨ててくれたまえ」

　公正を期すにはそのくらいしないとダメなのだろう。そう思った倉美子は言われるがままにゴンドラの窓を開け、引き裂いたジョーカーを風に委ゆだねた。

　そしてカード束は古座間へとバトンタッチされた。強運を手にしている少年は、かき集めたカードを掌てのひらに押し込み、うっとりするような指ゆび捌さばきで弾リいフてルみせた。それは縁エツジの部分に印付けマーキングがされていないかを確認する方法だ。

　やがて納得したのか、古座間はそれを通常のスタイルでシャッフルしたあと、カード束を二つにわけ、器用にパラパラとリフル・シャッフルをしてみせた。

　床に五二枚のカードが置かれたのを確認し、クェーカー校長はこう宣言したのだった。

「ルールを申し述べる。チェンジ一回のドロー・ポーカー。親デイーラーは交代制。参加料アンテイは必須。日本円で一〇円。出さない者は一回休み。手て役やくはエニィシング・オープン制。役がなくても最初に賭かけ金きんを出せる。ジョーカーは未使用。賭金額は青天井ノーリミツト。破産バーストした者は抜けてもらい、勝者は最後に残った一人のみとする。そして──」

　クェーカー校長は一呼吸置いてから続けた。

「賭かけ金きんはテーブル・ステークスを部分適用。この場に用意できた現金か、銀行バンクで通用するものでないかぎり用いることはできない。ただし財産をすべて開示する必要はこれを認めない」

「ちょっと！」

　亜あ美み夏かが反射的に大声で問い質ただした。

「それじゃ……いま財布に入っているお金しか使えないってこと？　まずいじゃん！」

　亜美夏の不満はもっともだった。

　テーブル・ステークスとは、卓上に並べたチップ以外はギャンブルに用いませんという宣言なのだ。カジノによって細かい違いはあるが、チップの追加は認められないことが多い。

　もちろんチップの貸し借りや、信用貸しでチップを買うのは御ご法はつ度と。常に現金勝負だ。借金してまで賭と場ばに来たがる中毒患者を排除し、またギャンブルを大金持ちだけのゲームにしないよう考え出されたアイディアだった。

「それじゃぜんぜん賭けにならないわよっ！　口座のお金も使わせなさいよっ！」

　だが校長は薄笑いを浮かべたまま、それを拒絶した。

「だめだめ。鉄てつ火か場ばでは常に現ナマのみが通用するのさ。まさか君だって無一文ということはあるまい。それに私だって手持ちはそんなに多くない。多くのアメリカ人と同様、現金は持ち歩かない主義でね」

「カードも使えないの？」

「使えるぞ。カードに現金が輪ゴムで止められていればの話だが」

「汚いじゃない！」

「おいおい。私はもと政治家であり、返り咲きを狙ねらっている男なのだよ。汚いのは当たり前だ。ルールを一任してもらった以上、いまさら嫌いやはないだろう。あまり駄だ々だをこねると試合放棄とみなして負けを通達するが？」

　亜美夏は小さく鼻を鳴らしてから、

「ちょっと大人の男をなめていたみたい。校長先生をもっと研究していれば、最初に潰つぶすべき相手として認めてあげられたかもね」

「研けん鑽さんは広く薄く多方向に。教育者としてそれを認識させてやれた事実に満足しているよ」

　亜美夏は溜ため息いきをついた。首にかけたストラップを外し、嫌々ながら財布を取り出す。それは対象年齢六〇歳以上と思われる巨大な蟇がま口ぐちだ。カラーは萌もえ葱ぎ色いろ。もう渋すぎである。

　古こ座ざ間まもそれに倣ならう。彼は定期入れにもなりそうな薄口の札入れを用意した。倉くら美み子こもまたポケットから端は布ぎれで作った自前の巾きん着ちやくを出すと、膝ひざの間に置いた。

　最後にクェーカー校長がぼとんとコイン入れパースを放ほうり投げた。彼も中年男性にありがちなタイプらしい。レジでいちいち小銭を数えるより、お札を渡して釣りをもらった方がいいと考えているのだ。小銭入れはコインを吞のみ込みすぎた結果、まるで餃子ギヨーザみたいに太っている。

「呆あきれたわね。四つのカジノを経営破は綻たんに追い込んだアミ・Ｓサマー・グレイヴァリーに小銭だけで挑む気なの？」

「子供を叩たたきのめすには音がでる金サウンド・マネーで充分さ」

「あたしは子供じゃないわよ」

「生理年齢ではそうだろうね。なにしろ一九二九年一〇月二四日の〝暗黒の木曜日ブラツク・サーズデイ〟を経験しているのだから。世界恐きよう慌こうの引ひき鉄がねを引いた世にも恐ろしい女の子だよ。あれで株は懲こりたんだろう？

　けれど精神的にはどうかな。私が得たレポートによれば、君は長期記憶にかなり難があるらしいじゃないか。昔のことを片かたっ端ぱしからぽろぽろ忘れていくようでは大人とはいえんよ」

　倉くら美み子こは寝不足の瞳ひとみが覚かく醒せいしていくのを実感していた。この金髪美少女はいったい何歳なの。外見上は女子高生にしか見えないのに！

　妙な思い出が甦よみがえってきた。小学四年のときだ。同年齢だとばかり思っていたクラスメイトが本当は病気で長期間休学しており、実際は二歳年上だと知ってショックを受けたことがあった。感覚としてはそれに似ているが、レベルは全然違う。

　一九二九年？　世界恐慌？

　真しん偽ぎはわからない。けれども理解できた事実がある。心理戦という駆け引きはもう始まっているのだ。

　絶対吞のみ込まれてはいけない。倉美子は軽く自分の頰ほおをつまみ、気合いを入れ直すのだった。今度こそ古こ座ざ間まくんの援護射撃を成功させなくちゃいけない。運を持っているプレイヤーは、人数が多い勝負の方がだんぜん有利なんだから。

　倉美子は本で読んで知っていた。ポーカーには不思議な法則があることを。

　ゲームの参加人数が少ないときは低ロ位ーの手ハンドしかできず、多いときにはなぜか高位ハイエンドの手が完成しやすいのだ。そして高位の手がそろうときには、相手にも強い手札ハンドが回ってくることが多い。けれど心配はいらない。運と運のぶつかり合いなら、絶対に古座間くんが有利なのだから。

「では参加料アンテイを」

　ちゃりん。ころん。ちゃりん。

　三人の高校生が一〇円玉を三枚投げた。倉美子は脳のう裏りで素早く残金を計算する。

　昨日きのうの段階で巾きん着ちやくに入っていた現金は九二四円。だから残りは九一四円。一五歳の女の子の財布にしてはかなり微妙だが、実家の経済状態が芳かんばしくないのだから仕方がない。

　校長は目にもとまらぬスピードでシャッフルを繰くり返した後、カード束デツクを床にそっとセットすると、

「では果敢にもディラーのすぐ左アンダー・ザ・ガンに座った看み楽らく倉美子さんにカットをしていただこうか」

　指名されて緊張の度合いを高めた倉美子だった。そのポジションは、いの一番にアクションの選択をしなければいけない場所だ。他ほかのプレイヤーから狙ねらわれるという意味で、拳銃の下アンダー・ザ・ガンと呼ばれているわけだった。

　彼女は指先のブレを隠しながらカード束デツクを真っ二つにし、上下を入れ替えた。

「結構。ではゲームスタート。最初の親デイラーは私。カードは左回りにプレゼントするぞ」

　すぐカードが滑ってきた。

　倉くら美み子こは伏せて配られたカードより、校長の指先に注目していた。何か動きがあれば、ここで仕掛けてくるはずだ。

　だが別に怪しい素そ振ぶりは感じられない。あるいはセカンド・ディールと呼ばれるテクニックを駆使して、自分に都合よくカード操作をしているのかもしれない。いいや。実施していると考えて動くのが自然であろう。

　やがて手元に五枚のカードがやって来た。倉美子は覚悟を決めて表を確認する。

【♥９ ♣９ ♣Ａクラブのエース ♦５ ♥２】

　悪くない手ハンドだった。早くも９のペアが完成している。問題はここからどうやってより高位ハイエンドの手に持っていくかだ。

　思い悩んでいると校長が急せかした。

「さあ。早くしてくれたまえ。様子見チエツク？　賭ベけツるト？　降参フオールド？」

　そうだ。私が最初にアクションを選択しなきゃいけないんだった。高位のワンペアがそろったから、ここは強気で行くべき。

「ベット。一〇〇円です」

　投げ出された硬貨を見て校長が面おも白しろそうに言う。

「ほほう。大きく出たね。君の実家の事情を考えるに、それは大胆すぎやしないかな」

　実家を爆ばく砕さいしたのはあんたのくせに。そう考えたけれども、口に出すのは思いとどまった。尊大な台詞せりふは揺ゆさぶりの一環に違いないのだから。

　はっきりした口調で古こ座ざ間まがそれに続く。

「コール。一〇〇円」

　すぐさま亜あ美み夏かもコインを投げた。

「同じく。でもしょぼすぎる試合よね。あーあ。アメリカじゃ数百億から兆単位の試合をしたこのあたしが、なんで一〇〇円ぽっちでこんなに頭を痛めなきゃいけないのよ！」

　校長は薄く笑ったあとで、

「全員コールか。ならば私もだ。これで一回りしたな。ではカードチェンジに移ろう。倉美子くんは何枚所望するかね？」

　ここが思案のしどころだった。

　♥９ ♣９ ♣Ａ ♦５ ♥２という手では、チェンジで考えられる常じよう道どうは二つ。

　そろっていない三枚を全部捨てて９のスリーカードが成立する可能性に賭かけるか、９を二枚とＡを一枚残し、ツーペアの確率を上げるかだ。５や２を残す手もあるが、どうせなら最強のＡを生かす道を考えるべきだろう。

　倉くら美み子こは得意の暗算を駆く使しして勝率を弾はじき出した。

（……乱暴な計算だけど三枚捨ててスリーカードになるのは七・八回に一度。そしてツーペアに化けるのは六・三回に一度。

　そして二枚をチェンジした場合、一一・七回に一度の割でスリーカードになり、五・八回に一度はツーペアにランクアップするはず……）

　つまりスリーカードを欲ほつするならば三枚捨てるのが妥当であり、ツーペアを望むなら二枚を替えるべきだった。

　第一ベッティングラウンドで誰だれもフォールドせず、また上レ乗イせズもしなかった現実を思えば、そこそこの手ハンドができあがる良手グツドハンドがそろっていると考えねばならない。

　９のワンペアではまだ勝率が薄い。より確実に勝利へ近づくには、ツーペアを確保する戦術に出るのが堅実だろう。

　ならば二枚替えるべき。また安易に三枚捨てれば、相手に自分の手はワンペアですよと宣言するも同じ。不要札キツカーを残すのは相手を混乱させる立派な作戦なのだ。

　伏せた状態で♦５と♥２を場に流し、倉美子は宣言した。

「二枚ください」

　待っていたと言わんばかりに校長はカードを寄こした。唾つばを飲み込んでそれを確認する。

　最高だ。♥Ａハートのエースと♣８だった。

　これで♥９ ♣９ ♣Ａ ♥Ａ ♣８。Ａと９のツーペア完成。敵がツーペア以下なら確実な勝利を約束してくれる手札ハンドだった。

　あとは相手の動きを見み据すえながら動くしかない。そう判断した倉美子であったが、古こ座ざ間まと亜あ美み夏かは思いもよらない奇き手しゆに出たのだった。

「カード交換チエンジはしない。このままでいい」

「あたしもー」

　二人同時のスタンドパット宣言だった。

　テクニックとしてはありだ。最初の配はい牌ぱいでフラッシュやストレートがそろい、最も早はやチェンジの必要がない場合、交換を拒絶することができる。それがスタンドパットというルールだった。

　逆の事例も考えられよう。はったりブラフだ。手札がどうしようもなくひどい場合、それを隠すために用いられることも多々ある。どちらにせよ効果的に使えば相手にプレッシャーを与えられる選択なのだ。

「ほほう。運を持った少年とイカサマチーテイングの女王は早くも実力を発揮したようだね。では私は一枚のみチェンジするとしよう」

　おもむろにそう告げた校長はカード束デツクから一枚だけ抜き取り、自らの手に加えた。そして、

「第二ベッティングラウンドに移るぞ。本来なら第一ラウンドで最後のレイズをした者にオープナーの資格が移るが、今回は全員がコールのみだったため、倉くら美み子こくんに戻る。では願おう。様子見チエツク？　賭ベけツるト？　降参ドロツプ？」

　倉美子は即断した。ここは張り合う場面ではないと。

「チェックします」

　正しい判断だ。そう自分に言い聞かせる倉美子だった。賭かけ金きんは出さないけれども、試合放棄はせず、他ほかのプレイヤーの様子を窺うかがうわけだ。ある意味、責任転てん嫁かだが恥はじ入る必要はない。それも規則で認められている選せん択たく肢しなのだから。

「では古こ座ざ間まくんに頼もうか」

「ベット。五〇〇円」

　間かん髪はつを入れず、すぐに亜あ美み夏かが続いた。

「五〇〇円を受けてさらに三〇〇円上レ乗イせズ」

　序盤から賭金はうなぎ登りだ。さらに親デイーラーの校長は、

「みんな強気だね。では私は八〇〇円でコールしよう。倉美子くんの番だよ。よくよく考えてくれたまえ。第一回戦から破産者が出たのでは盛り上がらないからね。君のヱえ堰ぜき神社と同様、私の一撃であっけなく崩れ去るのも一いつ興きようだろうけれど」

　侮辱に心が煮えたぎっていく。こちらなど最初から問題外といわんばかりの台詞せりふではないか。バカにされたバカにされたバカにされた。このツーペアで叩たたいてやらなきゃ！

　資金に余裕があればそうしただろう。けれど無い袖そでは振れなかった。巾きん着ちやくに残るは八一四円のみ。勝負に乗ろうとすれば八〇〇円を投下する必要があった。まだ無茶はできない。

「……ドロップ。降ります」

　悔しさを高枝切り鋏ばさみを折りたたむ時の要領で力任せに小さくしながら倉美子は告げた。高位ハイエンドのツーペアでギブアップするのは辛つらいが、資金が少ない現状は如何いかんともしがたい。ここで無理やりコールしても、次の古座間がレイズしたなら、その時点で負けが決定なのだから。

　ゲームは続行された。間髪を入れず、古座間が三〇〇円を出し、こう宣言した。

「コール。ショーダウンに移行しよう」

　腹の探さぐり合いは終わった。いよいよ雌し雄ゆうを決するときが来たのだ。

　結果発表シヨーダウンは最後にレイズした者から右回りに実行される。今回は亜あ美み夏かだった。彼女は手持ちのカードを広げながら、勝ち誇ったように宣告する。

「２のフォーカードっ！」

　軽い既視感デジヤビユーを抱いだく倉美子だった。図書室での５フアイブスタッドでもそうだったが、どうやらこの宇宙人はフォーカードが決め手らしい。

　上位三番目の高位の手札ハンドだ。普通ならまず勝利が約束された手ハンドだが、校長はそれを上回るカードを用意していたのであった。彼は黙ったまま、手札をひっくり返した。

【♠４ ♠５ ♠６ ♠７ ♠８】

　倉くら美み子こは声を抑おさえるので精一杯だった。それはストレート・フラッシュ。七万二千一九三回に一度しか出ないといわれている上位二番目の手て役やくだ。

　テーブルの賞金ポツトは合計二八四〇円に及んでいる。校長は勝者の特権として両手を広げ、現金をかき集めようとした。

　その時だった。

「待って下さい」

　古こ座ざ間ま星せい斗とが鋭く台詞せりふを発し、カードを広げながら続けた。

「勝ちました。ロイヤル・ストレート・フラッシュです」

　そこには刮かつ目もくするしかない光景が展開されていた。

【♦Ａ ♦Ｋ ♦Ｑ ♦Ｊ ♦10】

　文句なしにポーカーにおける最強札だ。麻雀マージヤンの九蓮宝燈チユーレンパオトンにも準なぞらえられるそれは、確率的には六四万九千七四〇回に一度しか姿を見せないはず。

（古座間くんはそれを楽々と手た繰ぐり寄せた。これが運なの。これこそが運なの……）

　倉美子は、嬉うれしそうな素そ振ぶりさえ見せずに小銭を我がものとする古座間を盗み見しながら、猛たけり狂う感情をコントロールできずにいた。惚ほれ直すとはこういう感覚かもしれない。

　横から亜あ美み夏かが怒りの咆ほう哮こうをあげる。

「下げ僕ぼく１号！　なに赤くなってるのよ！　あんたはいちばん損害が少なかったけれど、負けたことに変わりないんだからっ！」




　　　　　♦




　それからの五試合は順当な勝敗に終始した。

　互いが牽けん制せいしあった結果、派手な役は完成せず、レイズ合戦も起きなかった。

　古座間と校長が二勝ずつ。亜美夏が一勝。

　そして倉美子は一回も勝てなかった。ただし第一回戦同様、序盤から早々に見切りをつけて降りているので金銭的に大きな損害はない。

　他ほかの三名も小さな勝ちを手にしただけだ。第一回戦の大勝利が功を奏した結果、単純な勝敗額では古座間が一番だが、相手の財布の中味がわからないという現実がある。あとどのくらい勝てば校長がギブアップするのかは想像するしかない。

　強運に助けられて良手グツドハンドをそろえる古座間。巧妙なイカサマチーテイングでカードを支配する亜美夏。そして計算ずくで勝ち負けを判断する倉美子。

　校長の戦術は、そうしたこちらの勝ちパターンを見抜き、相手に合わせて無理のない博バク打チを仕掛けることのようだ。

　象徴的だったのは亜美夏が親デイーラーを務めたときだ。校長は参加料アンテイさえ払わずにさっさと降りてしまった。カードに触れた以上、必ずイカサマをしてくると判断したのだろう。

　もう一つ校長には武器があった。財力だ。彼は強気にも五〇〇円単位のレイズを繰くり返してきた。二度の勝利は高額の上レ乗イせズによるものだ。三人の高校生はあっさりとふるい落とされ、ショーダウンの前に決着がついてしまった。

　たとえ古こ座ざ間ま星せい斗との運をもってしてもポーカーで全戦全勝をなし遂とげるのは難しい。相手がおり、また財布に限界がある以上、大胆な手に打って出るのは難しいのだろう。

　勝負が動いたのは六試合目だった。

　親デイーラーは古座間。倉くら美み子こは第一ベッティングラウンドでこんな手ハンドをゲットしていた。

【♦９ ♦８ ♣７ ♥５ ♦Ｋダイヤのキング】

　なんとも微妙な手だった。定じよう石せきではＫを捨てて６を望むべきだ。ストレートがそろえば勝利は確実だが、６が来る確率は単純計算で八・五一％。つまり一一・七五回に一度だけ。俗に言うインサイド・ストレート待ちでは、望む手は完成しづらいのだ。

　悩んでいると亜あ美み夏かがわざとらしいまでに快活な声で言った。

「あたしからね。ベット。三〇〇円で」

　あくまでも勝ち気な金髪美少女の申し出に、校長はダンディに笑うと、

「残金が少ないのに頑張るね。その気丈さは君を救い、そして破滅に導くだろうな。やっぱりあれかね。二年前のデビルズ・タワーの決戦で惨敗を喫きつしたのが痛かったのかね。あの時も最後まで勝負すべきだったのにね。あと一歩の勇気が出なかったんだね。それで故郷ホームに帰れなくなってしまったんだね。これは互いにとって不幸な結末だったよね。

　ほうら。日が昇り始めたよ。そろそろ化けの皮がはがれ始める時間じゃないかい？　古座間くんに倉美子くんもよく見るんだ。この宇宙人は右の頰ほおに鱗うろこが刻まれているぞ。頭から皮を剝はげば、その下には半魚人にも似た世にも恐ろしげな化け物クリーチヤーが……」

「これは畳の痕あとよっ！」

　見え透いた心理戦に過ぎないが、亜美夏の顔はみるみる不快の色に染まっていった。どうも言葉の一つ一つがトラウマのツボを衝つきまくっているらしい。

　亜美夏の窮きゆう地ちを救ったのは親を務める古座間の一言だった。

「校長先生。コール・オア・ドロップ？」

「どちらでもない。レイズする。三〇〇円の上にもう三〇〇円だ」

　続いて順番が倉美子へと巡ってきた。あまり嬉うれしくない展開だ。もし賭けベツトに乗るのであれば、六〇〇円が必要となる。そして手持ちは残り七〇八円しかない。ここも勝負に出ていいシーンではないだろう。

　ドロップを口にしようとした寸前だ。倉美子は視線の先に動く何かを感じ取った。それが男にしては薄すぎる古座間の唇くちびるだとわかったとき、彼女は注意をそちらに振り向けたのだった。

　小刻みに震ふるえる口元を見み据すえた倉美子は、その動きをはっきりと読んだ。そう。彼女は読どく唇しんができるのだ。

　古こ座ざ間まはこう言っていた。賭かけてくれと……

「コールします。六〇〇円です」

　拒否など考えられなかった。好きな人のおねがいならなんでもしなくちゃ。それにわたしにはまだおくのてがあるんだから。うーうー。

「では六〇〇円を受けてレイズ一〇〇円」

　古座間の声に亜あ美み夏かがすぐコールを告げ、校長も渋い顔を見せたあとでコールした。順番は再び倉くら美み子こ。ここで彼女はコールを告げた。

　現金の残額は煩ぼん悩のうの数を示す一〇八円。ここでドロップしても意味は薄い。手持ちが一〇八円でもただの八円でも現状では差はない。ここが勝負どころ。倉美子はそう決意したのだ。

「ではカードチェンジに移ります。何枚ご所望でしょうか？」

　亜美夏が二枚、校長が三枚の交換を申し出た。

　そして倉美子は一枚だけを依頼した。ここは定じよう石せきに従って♦Ｋダイヤのキングを捨てるのがベスト。他ほかに道はなかった。

「ふふん。倉美子さんは一枚だけか。ツーペアからフルハウス狙ねらいかな。それともフラッシュかストレートがそろう寸前なのかな。巫み女こというシャーマニズムに満ちた存在は、ここで願いどおりの札ふだを得られるかな？

　まあ無理であろうね。君は神仏の加護は得られまい。ここ闇やみ賀が岳だけは霊れい山ざんと聞いた。君はそこにゴミを捨てたのだぞ。私の指示を真まに受けてジョーカーを不法投棄したではないか」

　気にしない気にするな気にしてはだめ。

　相手の言葉が攪かく乱らん戦術の一つであるのは理解できた。倉美子はやって来たチェンジカードを恐る恐る確かめる。

　確かに神仏の加護はそこになかった。ヱえ堰ぜき神社が吹き飛ばされたと同時に、御ご祭さい神じんの面々は四し散さんしてしまったのだろうか。札は♣５であった。

【♦９ ♦８ ♣７ ♥５ ♣５】

　完成したのは低ロ位ーのワンペアだ。これではフラッシュやフルハウスを連発してくるであろう校長には太た刀ち打うちできそうにない。竹たけ槍やりで機関銃陣地に突撃しろと命令された兵隊の気持ちを堪たん能のうする倉美子であった。

　すると古座間が、さも当たり前だと言わんばかりの口調で告げた。

「では僕は五枚とも替えます」

　それは素人しろうとの選択だ。オールチェンジはルール上認められてはいるが、全員に何もそろっていないと宣言したも同じである。せめて一枚だけでも残せば高位ハイエンドの絵札フエイスカードが絡からむワンペア狙いと思わせられようが、総取り替えでは無む為い無む策さくと言われても仕方ない。

　校長はそれを見切ったのか、嘲あざけるような視線を繰くり出してきた。

「運だけに頼る男はいずれ運に食われてしまうぞ。とりわけ八や百お万よろずの神々が統すべるここ日本という国では、不道徳な行いをしただけでツキは落ちていく。真っ逆さまにな」

　校長はそう言うと、片手で携帯電話を操作した。メールが到着したらしい。

「古こ座ざ間ま星せい斗とくん。君も品行方正な行いばかりに終始しているわけでもないようだね。天文台に突入した子飼いのデルタ分ぶん遣けん隊たいから連絡があったよ。現像室から興味深い写真が出てきたようだ。水ミズ垢ゴ離リをしている看み楽らく倉くら美み子こくんの秘蔵映像がな」

　びっくりした。

　倉美子は母である三み露ろ子こにつきあって週に数回は水垢離をする。ちょっとは宗教家としての真ま似ね事ごとをする義務があると思うからだ。まさか写真を撮られていたとは。

　純白の禊みそぎ着ぎはそれなりに厚みがあり、水に濡ぬれても透けたりはしないけれど、やはりかなり恥はずかしい。写真として自分の姿が印画紙に刻まれるのは抵抗があった。

　しかしだ。相手が古座間星斗ならば、それもいいかなと思う自分がいた。校長の言葉が本当か噓うそかはわからないけれども、本当であって欲しいなあと考えている自分がいた。

「撮影場所はヱえ堰ぜき神社の裏らしいな。ロシアから買った巨大望遠鏡で盗とう撮さつか。事前調査で鏡きよう筒とうが下を向いている頻ひん度どが多すぎるとレポートされていたが、こんなつまらない理由だったとは。主しゆ鏡きようの製造者が聞いたら泣くだろう。

　水垢離とは神降ろしという儀式の前準備と聞いた。結果としてやって来たのが宇宙人とは、ちょっとピントがずれている気もするな」

　倉美子は視線の隅すみに、片思いの相手と考えていた男の子を追った。古座間が必死で歪ゆがむ表情を修正しようと試みているのがわかった。困惑と照れが同居している顔だ。

　だがギリギリのところで倉美子は気づいた。相手が高度な心理戦を挑んできた事実に。

（……待った待った待った。ちょっと待った。危ないところだったわ。敵は揺ゆさぶりをかけてきたんだ。真実を断片的に見せつけて惑わく乱らんしようとしているんだ。ギャンブルは平常心を失った方が必ず負けるのだから）

　そう思った直後──

　窓の外に何かが走った。

　平常心を失わせるには充分すぎる銀色の軌跡がそこにあった。

　奇怪な物体だった。それは凄すさまじい速度で接近すると、勢いを殺しながらゴンドラの周囲を舞った。やがて窓の外で停止したそれの輪郭が顕あらわになった。

　鋳い型がたで作られた灰皿そっくりの物体だった。底には直径三ミリくらいの穴が四角形のライン内部にたくさん開けられている。きっと水でも注いだらジージーと嫌いやな音がするに違いない。

　押し寄せる恐怖心と闘いながら、倉美子はそんなことを頭の隅すみで考えていた。

　バカな想像であるが根拠はあった。倉美子は三露子がスクラップしている記事で似たような未確認アンアイデンテイフ飛行アイド・フライン物体グ・オブジエクトの事例を読んでいたのだ。

（……あれは介け良ら事件。子供たちが超小型ＵＦＯを捕獲したという逆拉致アブダクシヨンの珍事……）

　亜あ美み夏か以外のメンバーが肝きもを潰つぶし、言葉を失うなか、倉くら美み子こはコンマ数秒の単位で空気に違和感が漂うのを感じ取った。

　空気が歪ゆがみ、時が止まったかのような錯覚。

　過去に経験があるイメージに、倉美子はその後に生じるであろう光景が予測できた。

　やっぱりだった。紅あかすぎる唇くちびるの残像が宙に舞っていた。

　亜美夏だ。この宇宙人は超高速で動き、何かやったのだ。

　自らの不審な動きをごまかすためか、それとも場に生じた不安を打ち消すためか、亜美夏は大声でこう解説した。

「ちぇ。やっと来たと思ったらよりによってこれ？　いちばん安い無人の連絡便〝プチ・ハウニブ〟しか寄こさないなんて。中学生に拿だ捕ほされたオモチャなんか送って来るんじゃないわよ。汎はん銀河ガイドブック出版社の経営が傾いているっていうのは本当なのねっ！」

　ミニＵＦＯはゴンドラの上に着地タツチダウンした。ごとり、という鈍い音が現実感を伴って響ひびいた。外から見れば、さぞかし超シ現ユ実ー的ルな風景だったろう。

　この状況と校長の台詞せりふが古こ座ざ間まの状態を激変させたのは間違いなかった。古座間は激げつ高こうしたかのように、こんな台詞を発したのだった。

「じゃあ前回の最後にレイズした僕がオープナー役となります」

　彼はそこで財布を放ほうり投げると、

「ベット。手持ち全額。二二二〇円」

　これはあまりに大胆すぎる奇策だった。古座間くんは校長の嫌いやらしげな舌ぜつ鋒ぽうに負け、平常心を失ってしまったの？　そう心配する倉美子の耳に金髪美少女の悲鳴が伝わる。

「ちょっと！　あたしは残り六三〇円しかないのよ！　賭かけられないじゃん！」

　亜美夏も持ち金は最初から少なかったようだ。実弾マネーの尽きた彼女はトンデモない提案を口にしたのだった。

「校長先生。あたしのぱんつを一五九〇円で買ってくれない？」

「宇宙人のぱんつなんか只ただでもいらんよ。引き取るのであれば処分料が欲しいくらいだ。私は女性の下着自体にそれほど興味はない。興味があるのはその中味だけでね」

「じゃあ下げ僕ぼく１号に命令するわ。あんたのぱんつとブラを古座間に売りなさい。セットで一五九〇円で。代金はあたしに貸すの。利子はトイチでいいから。それで勝ってみせるから！」

　危き急きゆうの事態ゆえの発言だろうが、そんな提案に乗るほど倉美子は追いつめられていなかった。また古座間が受けるとも思えない。首を振る倉美子に愛あい想そを尽かしたのか、亜美夏は、

「校長先生！　入学式でもらった三年間の授業料免除という特典ボーナスを返上します！　だから一五九〇円貸して下さいっ！」

「だめだ。賭マ金ー借カりーは許可できない。倉美子くんも同様の申し出はせぬようにな」

　明確な拒絶に失望したのか、亜あ美み夏かはしばらく凝ぎよう固こしていたが、やがて竜りゆう笛てきを取り出すと、片手で流りゆう麗れいな演奏を始めたのだった。

　またも『ほーふぁふぁほふぁーレミドドソ♪』のメロディが流れるのかと思ったが、その予想は外れた。意外にも快活な曲だった。倉くら美み子こにはすぐわかった。それは南部デイキシイを讃たたえるあの歌だ。

　反射的に倉美子は脳に押し込まれた歌詞を口ずさんでいた──





『南部の民よ　祖国が叫ぶ声を聞け

　立ち上がれ　さもなくば死より悲惨な現実が汝なんじを打ち倒す

　武器を握れ　武器を握れ　武器を握れ　ディキシィで♪』






　校長は明らかに迷惑そうな顔をすると、

「ええい。なんと不快な楽曲だ。でたらめな歌はやめてもらいたい！」

　南北戦争という同族同士で殺さつ戮りくを繰くり返した内戦──それは一世紀以上が経過した現在でも嬉うれしくない記憶としてアメリカ人の間に根付いている。そして合衆国の政界に食い込んでいたクェーカーにとっても、それは耐え難がたい過去のあやまちだったらしい。





『我らが屹きつ立りつせりディキシィの地　ディキシィの為ためならば生か死か

　武器を握れ！　武器を握れ！

　そして安あん寧ねいなる制せい覇はを奪い取れ！　ディキシィで♪』






　倉美子は構わずに続けた。校長は奥歯を嚙かみしめたまま侮辱に耐えていた。しかしカードは離さない。それを置いたら試合放棄と判定されるからだ。

　校長は苛いら立だたしげに声を荒くした。

「この虫けらどもめ。黙れ！　唄うたうな！」

　日本語は短節に区切って喋しやべるためか、欧米人からは虫が喋っているみたいに聞こえるらしい。倉美子は教育者を装う男の本性を垣かい間ま見みた気がした。

　いまにも爆発しそうな校長の様子に気け圧おされた亜美夏は演奏を止めた。倉美子も歌詞を途中で打ち切った。小娘に翻ほん弄ろうされた校長は息を整えながら、

「……ともかく亜美夏くんには意思表示をしてもらわねば。コール・オア・ドロップ？　口に出して言ってくれたまえ」

　亜美夏は実に似合わない溜ため息いきをついてからカードを投げ捨てた。それは４が三枚に２が二枚のフルハウスだ。強きよう靭じんな手札ハンドを嘆くかのように彼女はわめく。

「ドロップよ！　あたしの負け！　これは悪夢ナイトメアよ！　悪い夢よ！」

　敗北宣言にしてはさばさばしすぎていた。何だかまだ奥の手を隠しているかのような発言だった。つまり古こ座ざ間まか倉くら美み子こが勝つという可能性に賭かけたのだろう。

（……でもそれは難しい。古座間くんはともかく、私は軍資金も尽きてしまったし、なによりも５のワンペアじゃとても……）

　あれれ！

　倉美子は目を見開いた。

【♦９ ♦８ ♣７ ♥６ ♣５】

　いつのまにかカードが替わっている！　５のワンペアだったのがストレートに化けている！

　疑う理由がなかった。下げ手しゆ人にんは絶対に亜美夏だ。ＵＦＯ襲来とタイミングを合わせ、カードのすり替えをやったに違いない。自分の手ハンドがあまりに悪すぎたせいか、下げ僕ぼくに勝たせるべく小細工を施したわけだ。

　きっとこちらの残金がわかっていないのだろう。倉美子はそう思った。これまで大負けしなかったから、二千円くらいは持っていると思ったのかもしれない。あと八円しか残ってないと知れば、どんな顔をするかしら。

　負けを認めた宇宙人を見み下くだしながら、校長は勝ち誇った声で言った。

「君にとっての悪夢ナイトメアは私にとって無上の喜び。では残る二人を叩たたきのめすとしようか」

　ぎくりとする倉美子だった。思わず古座間を見み据すえる。彼も緊張した面おも持もちで校長の攻撃を受け止める準備をしていた。

「古座間くん。君は私の財布の形から中の小銭を推理したね。時々繰くり出してくる視線でわかったよ。札が入っていないのは見抜いているんだろう。そして判断したわけだ。五〇〇円玉はもうない。あとは小さな硬貨ばかり。あれでは二〇〇〇円は超えていないと」

　彼は頰ほおに皺しわを刻み、そして言った。

「違うんだなあ。それが……」

　校長はその場で財布をぶちまけた。十円玉よりも小振りだが、鈍い金色を放はなつ見慣れないコインが転がり落ちた。

「ビクトリア朝時代のソブリン金貨。コレクションとしては一枚あたり三万円から一〇万円の値がつくけれど、今回は１ポンドの法定貨幣として勘かん定じようしてあげるよ。ポンドは二三〇円前後。一〇枚あるから二三〇〇円でいい。これでコールしようじゃないか」

　古座間は青くなりながらも反論する。

「日本円以外も使えるのか。そんなルールは……」

「ちゃんと言ったろう。銀行で通用するものでないかぎり用いることはできないと。ソブリン金貨なら世界中の金融機関で喜んで取引してもらえるぞ。さあ、古座間くん。運のいいところを見せてくれないか。先に言っておくが君のぱんつは買わないぞ」

　いけない。古座間くんはもう無一文だ。あと八〇円ないとコールできない。

　そうした倉美子の思いをよそに、古座間星せい斗とはすっくと立ち上がると、網あみ棚だなに載のせてあった木製のケースを取り出した。留め金を外して細長いそれを開く。中には対宇宙人用の必殺兵器が入っていた。

「校長先生。ジョシュ・ギブスンをご存じですか」

「もちろん。黒人リーグの伝説のスラッガーだな。はっきりしたスコアがなく、公式には認められていないが、一説によれば生涯通算のホームラン数は九六二本以上。本当だとすれば文句なしに世界一だろう」

「まさに。僕が野球に打ち込む原動力となった偉人です。このバットは一九三四年にギブスンが使っていた本物なんです。それもヤンキースタジアムで飛距離一七六メートルの特大ホームランを打った時のもの。オークションに出せば二億円の値がつくでしょう。これで八〇円貸して欲しい」

　校長は苦笑を嚙かみ殺してから、

「バットは甲コウ子シ園エンに行く時か、宇宙人を殴なぐり殺す際に使いたまえ。それに私はね。正式記録として認められていない黒人選手のバットには価値など見み出いだせないのだ」

　ああ。校長先生も『サイン』を観みたのね。あの映画はイマイチだったわ。だいたい水に弱い宇宙人が地球に何しに来たのよ。『人類ＳＯＳ』のトリフィドじゃあるまいし。

「受けてもらえないのなら僕の敗退は確定した。あとは倉くら美み子この頑張りに期待するだけ」

　校長は嘲ちよう笑しようそのものの表情を見せると、唇くちびるの端はしで哄こう笑しようしながら、誰だれもが朗ろう笑しようと感じる声で、

「そりゃあいい。まだギブアップしていないのは倉美子くんだけだしね。ま、君たちの最後の牙が城じようが崩れるまで残り数秒だろうが」

　ここで倉美子はジャージのまま胸を張り、これまでの人生で抱いだいたことのないレベルの自信を漲みなぎらせ、こう言ってのけたのだった。

「いいですわ。私、勝負します」

　古こ座ざ間まが口を開きかけたが、倉美子はそれを片手で制した。黙っててと言わんばかりに。

　クェーカー校長は面おも白しろそうに鼻を鳴らしたあと、

「凄すごい度ど胸きようだ。では看み楽らく倉美子くんに一つだけ忠告しておこう。昨夜ゆうべ、このゴンドラの天井に隠しカメラアイ・イン・ザ・スカイを設置しておいた。賭と場ばには必須だからね。もちろん超高速度撮影可能な優れものだ。怪しい動きは一部始終キャッチされている。亜あ美み夏かくんが何らかの手段でカードをプレゼントしたとしても、そんなイカサマチーテイングは認められないわけだね」

　すぐさま亜美夏が強気に言い放はなつ。

「プチ・ハウニブは武装しているわ。カメラが故障していなければいいわね」

「はったりブラフだな。つまらぬ強がりはよしたまえ。倉美子くんがイカサマでストレートをそろえたのはわかっているんだ。ショーダウンの瞬しゆん間かんに不正が発覚するぞ」

　見抜かれている。こちらの手口は全部読まれている。

　そう確信した倉くら美み子こだが、まだ勝負を捨てるには早すぎた。慎重に態度を吟ぎん味みしていると、校長は勝利宣言にも似た台詞せりふを発したのだった。

「今なら間まに合う。自首という名の降伏ドロツプを宣言したまえ。それで罪が露ろ呈ていする機会は失われるのだから。そもそも倉美子くんは賭かけ金きんを持っているのかね？　ないと思うのだがね」

　古こ座ざ間まも亜あ美み夏かも語るべき言葉を持たなかった。それが真実だと思いこんでいたからだ。

　そして倉美子は、三み露ろ子こを打ち負かしたとき以来の興奮に胸を熱くしながら、こう尋たずねたのであった。

「つまり校長先生はこうおっしゃりたいのですね。私はイカサマチーテイングをしたからショーダウンすることを許されないと？」

「はっきり言えばね」

「勝とうと思ったなら、校長先生にドロップしてもらうしかないと？」

「そイのグとザおクりトだリよイ。だがそんなことができるかな？」

「できます」

　倉美子はとどめの一撃ステイングを放はなった。

「校長先生のコールを受け、その上でレイズです。五千万円」

　一同が瞬時にして凍りついた。

　強こわ張ばらせた表情のまま、校長が言葉を探す。

「……冗談を言っちゃいけないな。テーブル・ステークスの原則を忘れてもらっては困るぞ。賭金はこの場に用意できたものでないとね。どこにそんな金が……」

　倉美子は巾きん着ちやくの奥底から、小さくたたんだ紙切れペイパーを三枚取り出した。メルヘン調のデザインが目を引くカラフルな紙し片へんだった。

「これは二月に発売された『バレンタイン記念ラブラブ宝くじ』の一等と前後賞の当選券です。合わせて五千万円になります。換金していないから、すぐ現金になります。これを賭金として使わせてもらいます」

　古座間が声を詰まらせながら尋ねる。

「……僕があげたやつじゃないか。使わずに取っていたのかい。倉美子、じゃあ入学金はどこから捻ねん出しゆつしたんだ？」

「不動産屋を通じて闇賀岳山頂部分の土地を売りました。裾すそ野のは二に束そく三さん文もんだけど、天てつ辺ぺんはそれなりの価値があったみたい。家訓で先祖伝来の土地は売ってはならぬとされていましたけど、背に腹は代えられなかったのです。学費はそのお金を充あてました。まさか古座間くんのお父さんに買ってもらえるとは思っていませんでしたけど」

　それが真実だった。

　彼女は古座間からもらった三枚の宝くじを御守りの代わりにし、四六時中巾きん着ちやくに忍ばせていたのである。

「いや。認められない。それは現金ではないからな」

　想定外の状況に戸と惑まどう校長は、未練がましくもそんな言い訳をした。しかし古こ座ざ間まが横から助け船を出す。完かん璧ぺきな理屈とともに。

「待ってくれ。その言い分はおかしい。宝くじは銀行で通用するじゃないですか。このルールを変える？　それじゃあソブリン金貨も認められなくなりますよ」

　つきつけられた不都合な真実インコンベニエントトウルースに、もと副大統領バイス・プレジデントは打つ手がなかったようだ。彼は奥歯を嚙かみしめ、両りよう眼めに皺しわを寄せられるだけ寄せてから、ぽつりとつぶやいた。

「負けだドロツプ」

　校長はカードを投とう擲てきした。それは７のフォーカード。まともな勝負ならば、栄光が保証された手ハンドだが、この賭と場ばは最初からまともではなかったのだ。

　途と端たんに灰はい谷たに亜あ美み夏かが吠ほえた。

『YaaaaahoooooPoooooweooooo!』




　宇宙人の人間離れした雄お叫たけびを聞きながら、看み楽らく倉くら美み子こは自分がなし遂とげた甘かん美びすぎる勝利に酔いしれていた。母の三み露ろ子こが賭博中毒症ギヤンブル・ホリツクになった理由がわかる気さえした。

　勝てないまでも負けなかった古座間が、カードを表にして投げる。

【♠Ａ ♠Ｋ ♠Ｑ ♠Ｊ ♠10】

　なんとロイヤル・ストレート・フラッシュ。彼は総取っ替えをしたあと、一撃でこのカードを手た繰ぐり寄せていたのである……

　古座間の恐るべき幸運ラッキーを目にしても、倉美子の興奮は醒さめなかった。彼女は忘れていたのかもしれない。勝者と敗者が常にチェンジしやすいという現実を。

　そして倉美子は想像さえしていなかった。

　古座間と亜美夏そして校長──ＪジヤツクとＱクイーンそしてＫキングを押しのけて勝ち組となった自分が、これから先もワイルド・カード──すなわちジョーカーとしての役割を演じ続けることになる未来を。







[image: エピローグ　そして図書室へ]






















　やっぱりここがいちばん落ち着くなあ。

　西日の差し込む図書室ライブラリーのマイポジションに腰掛けた看み楽らく倉くら美み子こは、窓から侵入する桜の香りを満まん喫きつしながら、望むべき場所に落ち着いた自分の境遇に安あん堵どしていたのだった。

　ゴンドラで死闘を繰くり広げた日曜の朝から三六時間。今は月曜日の夕方六時。道どう風ふう学園の図書室は平和そのもの。すべて世はこともなし。昨日きのうの大一番がまるで噓うそのようだった──




　六〇兆円のゲームを制した倉美子だったが、すぐさま天文学的財産が転がり込んできたわけではなかった。

　ダニエル・クェーカー校長がもと合衆国副大統領バイス・プレジデントであろうと、前職がブルースカイ銀行バンク頭取だろうと、さすがに六〇兆円という馬ば鹿かげた額を右から左へ動かすのは不可能だった。金策に走るので待って欲しいと泣きつかれては、まさかノーとも言えない。

　それに倉美子はそんな大金が欲しいとは思わなかった。六〇兆円なんて貰もらったって使い道がない。彼女は別の三つの願いを口にしたのだった。

　とりあえず粉砕したヱえ堰ぜき神社を新しく建こん立りゆうしてと依頼した。いつまでも古こ座ざ間ま邸に世話になるわけにもいかない。幸いにも土地を売却する際、三み露ろ子こが遷せん宮ぐうの儀を行って御み霊たまを移していた。再建に関して問題は生じないだろう。

　二つめに古座間くんをスペースシャトルに乗せてあげてと頼んだ。もと副大統領なら、そのくらい簡単でしょうと。

　そして最後。

　亜あ美み夏かをしばらく地球に在留させる許可。倉美子はそれを願ったのだった。

　金髪ナチユラル・ブロンドの宇宙人には恨みもあるけど、恩もまたある。結果論にすぎないが、彼女の存在がなかったならば、古座間星せい斗ととの距離が縮まったりはしなかったろう。

　そして何よりも恋する少女として、灰はい谷たに亜美夏に親近感を抱いだいたのが最大の理由だった。

　彼女が帰郷を熱望し、全知全能を振り絞っているのは好きな男の子に再会し、顔を拝むためなのだ。そのために非合法な手段を選ぶしかなかった。

　倉美子が桜の枝を切り落としたのと同じように……




　かきーん。

　金属バットが白球をひっぱたく音が聞こえた。本から視線をあげる。高枝切り鋏ばさみで切断した桜並木の狭はざ間まから、古こ座ざ間ま星せい斗との姿と声が確認できた。

「ライト行ったぞライト！　捕れる捕れる！」

　それまでの沈着冷静一点張りとは打って変わった怒号だった。人が変わったわけではないが、何かが吹っ切れたのは確からしい。やはり彼にとっても昨日きのうの勝負は、人生観を変えるほどのビッグ・ゲームだったのだろう。

　そんな彼の様子を微笑ほほえましく思う倉くら美み子こだった。顔がにやける。口元が緩ゆるむ。いまほっぺたを摘つまんで引っ張ったら、果てしなく横に広がること請け合いだ。

（……古座間くんがわたしの写真を撮っていたなんてしらなかったしらなかった。はずかしいけどなんだかうれしいなあ。ゆるしてあげるから、わたしもこざまくんのしゃしんがいちまいほしいなあ。うーうー）

　ばさっ。

　妄もう想そうを一いつ刀とう両りよう断だんするかのように、テーブルの上に何かが投げ出された。

　大判の写真だ。穢けがれなき禊みそぎ着ぎに袖そでを通し、目を瞑つむったまま手て桶おけで水をかぶっている少女の姿がクリアに焼き付けられている。水みず垢ご離りをする看み楽らく倉美子その人であった。

「こうやって見るとあんたもけっこう美少女よね。隙すきがありすぎだけど」

　横の席にお尻しりをどかっと投げ出した灰はい谷たに亜あ美み夏かは、偉そうな調子でそう言った。地球逗とう留りゆうじゃなくて、追放をお願いした方がよかったかしら。そう思う倉美子へと追撃の言葉が飛ぶ。

「古座間から頼まれたわ。それを渡してくれって。ネガも焼却したし、コピーもないから安心していいって。勝手に写真を撮って悪かったって」

　別に悪くないのに。わたしだってかってにこざまメモをつくっていたくらいだし。うーうー。

　黙ったままの倉美子に向かい、宇宙人はちょっと怒ったような声を出す。

「あんた、わかってるの？　気にしている人の写真を手放すのは、よっぽど反省しているときだけなのよ。ものすごく、ものすごーく悪いと思っているのよ」

「……古座間くんが私のことを気にしてくれていると思うんですか？」

「気にしてないわけないじゃん。これだから恋愛初心者は嫌いやになっちゃうわね。あんたのことだから、巨大望遠鏡の名前の秘密にも気づいちゃいないんでしょう」

　倉美子は記憶の底から六メートルの主しゆ鏡きようを持つ天体望遠鏡を引き上げた。その名前はたしか《Aux‐Marxオツクス・マルクス》だったはず。

「マルクスの助手がどうかしたのですか？」

　亜美夏は大げさに両手を広げてみせた。

「いいわ。校長に勝ってくれたから、特別に教えてあげる。Auxの意味はなに？」

「Auxiliaryオグジリアリの略でしょう。補助とか、助手とか……」

「違う。多分だけどあれはAuxinオーキシンの略ね。つまりは成長素。使い込む度たびに性能が向上していくことを願ってのネーミングでしょう。で、本場の英語の発音だと最後のxはほとんど聞こえないの。つまり読み方としてはオーキ・マルクが正解に近いわけね」

「だから？」

「もう！　それをローマ字で綴つづって逆さから読んでみなさいよっ」

　オーキ・マルク。Okimaruk。逆に並べれば……

　顔が完熟トマトのように赤くなっていくのを痛感する倉くら美み子こであった。

「反対から読めばKuramikoでしょう。手の込んだラブレターよね。逆にしたのは照れ隠し？　それとも天体望遠鏡は逆さまに見えるから？」

　答えられずに沈黙を保っていると、亜あ美み夏かはなおも勢いづいて語る。

「そんな彼が好きな人ハニーの写真を放棄したのよ。よくよく思い悩んでいるに違いないわ。あんたが行って慰なぐさめてあげなくてどーすんのよっ！」

「……どうしてそんなに良くわかるんですか？」

「経験があるから。あたしだって故郷ホームにいるハニーの写真を肌身離さず持ってるわ。見る？」

　拒否する理由がなかった。亜美夏は自慢げに名刺サイズの何かを取り出すと、表面を軽くなでた。途と端たんに立体映像が飛び出してきた。３Ｄフォログラフィらしい。

　金髪碧へき眼がんの西洋人風の男が笑顔で写っていた。その腕にはにかんだ顔の少女がぶらさがっている。頭は男の腰のあたりまでしかないが、亜美夏であるのは明白だった。

「これは何年前の写真？」

「わからないわ。あたしたちには地球人と違って、惑星の公転で寿命を計算するような変な趣味はないの」

「昔は小さかったみたいですね」

「ううん。今と変わりないはずよ」

「じゃあ膝ひざで立っているのですか？」

「失礼ね。彼が大きいのよ。そうね。メートル法に直したら三メートルはあるかな」

　やっぱり宇宙人だ。

「さあ、行くわよ。下げ僕ぼく１号。野球部の正式発足にはマネージャーが複数いるんだって。あたしはもう立候補したわ。だからあんたもつきあうの。どうせ暇なんでしょう！」

「そんな。勝手です」

「あんたはまだ下僕じゃない。命令を聞く義務があるはずよ。それにあんまりグズグズしていると、あたしが古こ座ざ間まを食べちゃうかもね。彼の運はまだまだ尽きていないし、人の皿にのっているモノを奪い取るのも楽しいかなって思うし」

　感情が爆発するのを抑おさえきれなかった倉美子は、思わず言い返した。

「わたさないったらわたさない！　勝負してでも阻止してみせる！」

　灰はい谷たに亜美夏は人間離れした笑えみで頰ほおに線を走らせ、それでいて嫌いやみのない乾いた表情を形成すると、ポケットからカード束デツクを取り出して、こう尋ねたのだった。

「賭かける？」










　　　あとがき




　戦争は嫌いですが、戦争映画は大好きです。

　殺人はごめんこうむりますが、スプラッター映画は大好物です。

　博打ギヤンブルは苦手ですが、博打の映画は大歓迎です。




　吉よし田だ親ちか司しです。電撃文庫ではずいぶんご無ぶ沙さ汰たしております。

　そんなわけで今回はギャンブルを嗜たしなむ高校生のおはなしです。

　登場人物は三人。イカサマが得意な自称帰国子女と、脳内妄もう想そうと計算に秀でた地味なおさげ娘と、運だけですべての勝負に勝ちまくる男の子が出てきます。この子たちが恋のさや当てをしながら、様々なトランプゲームで死闘を演じるという物語です。

　最初、博打の小説を書きたいと編集さんに直訴したとき、勝負は花札にしようと思っていました。碁ごのブームを巻き起こした某コミックのように、中高生の間に花札ブームが到来したらさぞ楽しかろうと思ったのですが、やっぱり花札を全部文章で説明するのは無理がありますし、それに皆さんにはトランプの方が馴な染じみ深いと思ったものですから。

　大貧民、ブラックジャック、ポーカー。

　こうしたゲームを小説で再現するのには困難が伴いましたが、同時に作家としてとてもやり甲が斐いのある仕事でした。楽しんで頂ければ幸いに存じます。




　さて何年か前。香港ホンコンに旅行したとき、足を延ばしてマカオまで出向きました。

　ここは日本と違ってカジノが合法である街です。「これは取材だ！　取材なんだ！」と自分に噓うそをつきながら、初心者がよく行くリスボアホテルというところで、ルーレットとスロットマシーンに興じて参りました。

　結果ですか？

　お願いですから聞かないでください。武士の情けです。まあ、帰りの飛行機の機内食は砂を嚙かむような味でございましたわさ。

　そんなわけで「もう、お金があまってあまってしょうがねえや！」という人じゃないかぎり、賭事はやめた方がいいですね。戦争と殺人と博打ギヤンブルは映画と小説での体験にとどめておいた方が無難ですぜ。いや、ホントに。

　本書でギャンブルが持つ楽しさと怖さの断片でも味わっていただければ物書きとして嬉うれしく思います。「お金があまってあまってしょうがねえや！」という方は、どうかカジノに行かず、この本を買ってくださいますよう、伏してお願い申し上げます。

　内容を確認せずに本を買う。これもまた立派なギャンブルでございます。




　今回、イラストはシオミヤイルカさんにお願いしました。

　電撃文庫の編集部でイラストを拝見する以前から「ファウスト」などでお仕事ぶりを拝見していましたので、安心しておまかせすることができました。倉くら美み子この可愛かわいらしさは筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいものがあります。誰かフィギュア作って下さいませ。

　担当編集のＴ様にも感謝いたしております。企画段階から長々とおつきあいくださり、誠にありがとうございました。そのうちラスベガスかマカオに行きましょう。

　もちろん手にとって下さったあなたには最大級の感謝を。皆様のおかげでこうして新刊が出せました。ささやかではありますが、この本がお返しになれば嬉しく思います。




　それでは、また新たなる賭と場ばでおめにかかりましょう！




　次の勝負は何にしようかな。う～ん、やっぱ花札かな。トランプはまだバカラも書いていないしな。ＵＮＯか、ルーレットか。あ、競馬もいいな！


吉田親司
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吉よし田だ親ちか司し

５月17日生まれ。小説家。宝くじもｔｏｔｏも馬券も絶対買わない退屈な男。「そんなモノで大事な運を無駄遣いしたくない」とは本人の台詞。過去に石橋を叩きすぎて壊した経験あり。近作に『８ガールズ　オデッセイ（ＧＡ文庫）』など。
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イラスト／シオミヤイルカ

文芸雑誌『ファウスト』にてイラストレーターデビュー。最近は肩書きを漫画家にするべく奮闘する毎日。
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彼かの女じよはQ〈クイーン〉








吉よし田だ親ちか司し
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